
第44回
＝

米学生会議
日本側報告書

地球共同体への一歩

～今果たすべき私たち

1992．7．26～8．

の役割～

23

刷剛財団法人国際教育振興会

第44回日米学生会議日本側報告書作成委員会編



第44回日米学生会議日本側報告書によせて

第44回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 遠藤 繁

第44回日米学生会議は1992年（平成4年）7月26日より8月23日までアメリカはワシソトソDC、

ナッシュビル、コロラドスプリソグスをまわりながら行われました。今回は「地球共同体への一歩～

今果たすべき私たちの役割～ExploringOurR"ponsibiliti"totlEGlobalCommumty」をテー

マにボランティア活動や共同声明を作成したりと、、日米学生会議としての〃行動を試みました。学

生たちの日米学生会議への関心は今日も高く、日本全国から多数の問い合わせが届き、結果として東

京近郊、大阪のみならず北海道、四国からも参加者が集まり、学部学生から大学院生まで幅広い年齢

層の日本側参加者計40名が会議に臨みました。

ワシントンでは黒人に門戸を初めて開いたというハワード大学に滞在しました。いわゆる黒人居住

区に滞在して、私たちは住みわけをしているアメリカというものを目の当たりにしました。折しもロ

スアソゼルス暴動などがまだ記憶に新しいなかでの生活は、どんなことに彼らが怒っているのか、そ

して自分たちには何ができるのかを日常の出来事から深く考えさせる経験となり、さらにこうしたこ

とを考えること自体の再検討を迫られました。

例えば黒人の学生から幼い頃にどんな辛い思いをしたのか、民族共存などについてどう思うのか、

ということを聞くことができればそれはそれでとても「勉強」になるのかも知れません。しかし、私

には「口では聞こえのいいことを言いながらいざというとき、自分はどれだけ真剣に考えることがで

きるのだろうか｡」ということがいつも疑問でした。そして答えが出せずにいることに虚しさと恥か

しさを覚えるのでした。こうした民族問題を考える、というようなとき「差別は良くない」とかその

類いの言葉はよく耳にするわけですが、それが空虚に聞こえてならず、その理由が自分の先の疑問と

深く関わっているようで今までの自分の言葉やおこないが深い再検討を迫られました。そして「自分

のとるべき道は」と考えあぐねたのです。

テネシーの大学で昼食をとっていたときのことです。私はアジア系の学生と適当に食べ物を選んで

いました。するとまわりにいた中学生ぐらいの白人の子が順番を守らず乱暴に食べ物をとり始たので

す。そしてアジア系である彼に対してなにか早口で言うと突き飛ばすようにして去っていきました。

それが私にはあまりに好戦的に見えてならず、彼に何を言われたのか尋ねてみました。

「幼い人だからね、しかたがないよ｡」

彼はこのような意味のことを言って、話題を他に変えてしまいました。

このことがアメリカの民族問題のことと結び付いているのか、ということは分かりません。しかし、

こうしたことから争いごとは起こっていくのではないか、という疑問がおこり、私はこのことがとて

も気がかりでした。しかしそのことを彼に問い質すのはためらわれ、彼が一瞬見せた嫌悪の表情を気

にしながら私はその日の食事をしたのでした。

これらは今回の会議での私の経験のほんの一部です。この経験が今後いろんな意味を持って自分に

問い掛けをしてくるような気がしています。もし他の学生たちにもそうであるなら、日米学生会議を

やって良かったのだ、と思います。恐らく会議を振り返って幸せな気分になる人もいれば、言葉が通

じなくて苦しんだり、自分のことを分かってもらえなかったりしていい思いをもてなかった人もいる

かも知れません。しかしこうしたことをどう捉えていくのか、こうした経験を生かしてどう進んでい

こうか、というように今回の会議が様々に「考える」契機になっていれば私も嬉しく思います。

これを手にされた方々も読むに従って日米学生会議を擬似体験して頂けるならば、と思います。今

回はより多様な意見を知ることができるように一人一人の考えを掲載するように努め、アメリカの学
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生からの視点も載せています。参加した学生一人一人の実際の経験や主張、意見が綴られています。

この冊子を読んで新たに視野が広がったり、日米学生会議に参加してみたい、アメリカの学生と語り

たい、と思って頂けたら幸いです。そして皆さんとともに「今果たすべき私たちの役割」を考えてい

きたいものです。

最後になりましたが、この会議の実現には多くの方々のご助言や賛助があったことを申し上げなけ

ればなりません。中でも賛助団体・後援団体各位をはじめ財団法人国際教育振興会の方々、特に会議

に同行して下さった水野詠子氏、アメリカ側でサポートして下さったJAr.mC.のドナルド・アル

ブライト氏、グレッチェソ・ホッブズ氏、ジェニファー・デミソグ氏に感謝の意を表したいと思いま

す。

ー~;灘 ＆” ‘!:；・ ・蟻;》■上”鰯Ⅱ離 鵬釧胃ご‐‐、－－” 。

轤鯛

第44回日米学生会議（ナッシュビル市長と面会）
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アメリカ側実行委員長からのメッセージ

我々第44回日米学生会議の参加者がコロラド･カレッジでそれぞれ自分の道を歩き始めて数ケ月が

たちます。我々は一緒に過ごした時の中で何を学んだのでしょうか。我々は何をともに分かち合った

のでしょうか。我々は個々に、また1つのグループとして集合的に何を経験したのでしょうか。あの

会議の最後の日、我々一人一人にとってのこれらの質問に対する答えはそれぞれ異なっていました。

わたしはあの日の個人的な思いを、ある一人の第44回JA錘の経験への洞察として、お話ししたいと

思います。

あの日、さまざまな感情の波にもまれながらも、わたしはその中でもとりわけ強かったものを覚え

ています。そう、わたしは泣いていたし、悲しかったのです。しかしそれにもましてわたしはとても

誇りを感じていたことを覚えています。太平洋の両側で会うことのできる中で一番傑出した、正真正

銘魅力的な人々のうちの何人かと思い出に残るような1ケ月を過ごすことができたことに対して、そ

してこれらの人の多くを今やわたしの友人と呼べることに対して、また彼らが生涯の友になるだろう

事に対して、誇りを感じました。しかし、何にもましてわたしの誇りに感じたのは、このJAエにお

いて達成しようと設定した当初の目標であり、またそれを完全に達成したことでした。

第44回JA錘の参加者として、わたしはJA鈍の輝かしい歴史に新しい一章を書き入れることに参

加していたのです。我々が自分たちで設定した多くの当初の目標は第44回JA錘にとってはとても自

然な目標であるように思えました。長いJA鈍の歴史の中で、ナッシュビルもコロラド・スプリング

スも受け入れ都市になったことはいまだかってなかったのです。この両地域における外国からの投資

の拡大の中、我々の会議は両地域から多くを学ぶと共に、彼らも我々から何かを学んだことと思いま

す。我々はM'ISU(中部テネシー州立大学）でも、ColoradoCollegeでも温かい歓迎を受けること
ができました。

近年、日本の国会議員によってなされた無神経な発言のためにアフリカ系アメリカ人地域と日本人

の間の緊張が高められて来ました。この問題にできるだけ正面から取り組み、アフリカ系アメリカ人

地域の人々と会議参加者の会話の機会を増やすため、JA錘は、ワシントンKにおいて歴史的な黒人

大学の一つであるHoward大学を滞在先として選びました。スムーズで実りある滞在が確かなものと

なるためには、特にHoward大学のビジネス・スクールによって大変多くの時間と努力が払われまし

た。一年を通してJAエが出会う多くの人々や団体の親切に対して、もう一度感謝の気持ちを表すほ

かには、今となっては我々がお返しできることはほとんどありません。

過去においてJA錘では分科会単位でボランティアの経験をして来ました。しかし、第44回JAm

では、JA鈍史上はじめてポラソティアリズムが参加者全員による考察と経験の焦点となりました。

「地球共同体への一歩～今果たすべき私たちの役割」というテーマに沿って自分の一部を他の人に分

け与えることの意味について重点を置くのはとても自然なことでした。

最後のJA錘にとっての「初めて」は、共同声明を作ることでした。会議中、貿易、ジェソダー、

民族、環境、ボランティアリズム、そして戦争と平和、といった諸問題について、共同声明の形成に

向けて我々の意見、考え、提案などを我々は出して来ました。参加者同士、そしてまた多くの著名な

講師の方々との議論を反映した我々の考えを編集したこの共同声明は、第44回JA錘の参加者にとっ

てはほかの人々に我々がより広いスケールで学んだことを伝える媒体となったのです。共同声明は参

加者一人一人の間だけでなく、我々の声に興味をもつ人すべてに向けられた公式の文書です。私はそ

れが日米間で行われた1ケ月にわたる協力と、アイディアや知識を分かち合ったことの象徴となるこ
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とを望みます。

私自身にとって第44回JAmは、私の住む世の中で私が成長し、違いを作るきっかけとなりました。

他の人にとっても、他の多くのことを意味すると同時に、第44回JA錘はこのような意味をもってい

るかも知れません。しかし我々全員にとって共通の第44回JAエの意義は、JA錘が我々にとって重

要な問題を我々自身で、あるいは他者を通して探求した「時」であり、またこれらの問題を決して二

度と無視することを我々に許さない生涯の友を作った「時」であるということを認識することにあり

ます。

最後に、過去、そして現在においてJATに貢献して下さった方々と、将来における更なるJASC

の成功を確かなものにして下さる人々すべてに感謝致します。また、JAmlncの会長を引退なさる

DomldAlbnght氏にも心からの感謝を述べると共に、ますますのご活躍をお祈り致します。彼のご

経験、忍耐、そして指導力をもってJAエは我々のしたいことすべてを行うことができました。全実

行委員に成り代わり、貴方とともに仕事ができたことは本当に名誉なことでした、と述べさせていた

だきます。最後になりましたが、アメリカ側実行委員に成り代わり日本側実行委員のみんなへ一言。

本当にすばらしい経験をすることができました。愛しています。連絡を取り続けて下さい。そして、

私たちにつきあってくれて、すべてをまとめてくれて、、Homoom,mmoArigatooGozaimashita"｡

心を込めて、

KevinD・Kim

第44回日米学生会議

アメリカ側実行委員長

(訳・磯部聡子）

*注・JAm:Japan-AmericaStudentConfere"の略称。
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第44回JASCの代表諸君へ

板 橋 並 治

1931年の満州事変、すなわち日本軍の満州

出兵以来、米国の対日感情が悪化しつつあっ

たにも拘らず、政府はその感情を和らげるた

めの有効な手を打っていない、と我々は感じ

ていた。

そこで、このような緊迫した日米関係を緩

和するため我々は「学生として何をなすべき

だろうか」「自分達に何ができるだろうか」

と論議を続けた結果、「米国の大学生50名を

招いて会議を開き、お互いに素直な意見を交

換することによって相互理解と信頼を促進し、

友好関係を確立すべきである」という結論に

達した。これは「世界の平和は太平洋の平和

に、太平洋の平和は日米間の友好関係の確立

にある」という考えに基づいている。

会議を実現するにはまず、50名の米国学生

の滞在費を確保しなければならぬと考え、大

企業の幹部の方々にお目にかかり資金援助を

お願いした。しかし返事はいずれも「それは

素晴らしい計画だが…」というもので、いつ

も「だが」で終わってしまうのであった。

「本当に素晴らしい計画と思うのなら、な

ぜ援助して下さらないのであろう」といろい

ろ話し合った結果「学生の分際で、米国から

50名の学生を招くことは到底不可能だ」と考

えているらしい、ということが分かった。そ

こで我々は学生の力を立証すべきであると考

え、日米学生親善使節団を米国に派遣するこ

とにしたo私を含めた4名の学生が横浜を出

航したのは1934年の春のことだった。埠頭で

は各大学のE"の会員が盛大な見送りをして

第44回日米学生会議が、この夏ワシソトソ

DCで開催されることになっていたので、私

はその開会式に出席して、日米両国の代表諸

君と話し合う機会を待ち望んでいたが、1月

末から悩まされ続けていた激しい腰痛を克服

することができず、出席を断念せざるを得な

くなってしまった。

l弘7年に復活された第8回会議以来、一度

も欠かすことなく開会式に出席し続けて来た

私にとり、全く断腸の思いがしたが、幸いビ

デオ・テープのお陰で、一方的ではあるが代

表者諸君に次の様に話しかけることができた

のは、大きな救いであった。

会議の開催にあたって、この日米学生会議

が発足するに至ったいきさつ、特にこの会議

が「学生の頭脳から生まれ、学生の不屈の努

力によって実現された」という事実とその後

の略史について述べたいと思う。そうするこ

とによって、代表諸君がこの会議の誇るべき

伝統即ち、「学生の、学生による、学生のた

めの会議」という伝統をよく理解し、この会

議の成功に全力を尽くそうという気になって

もらいたいからである。

会議の起源は今から59年前の春、すなわち

1933年の新学期が始まった頃にさかのぼる。

東京の諸大学のESS会員の有志が青山学院大

学の中山公威君の発議で集まり話し合ったの

が発端である。当時の学生は、会合すると天

下国家を論ずる傾向が強かったが、我々もご

多分にもれず国際問題特に日米関係について

論じあった。
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くれたので我々使節団員は興奮していささか

ポーッとしていたが、富士山が水平線に消え

た頃にはその興奮からさめて深刻になり、「5

0名連れ帰らなかったら腹切りものだ」と言

い合ったほどであった。

我々4名にとっては、全く初めての海外旅

行であり、また米国内の情勢も殆ど分かって

いなかったので自分達の計画が実現するかど

うか全く自信がなかった。しかし、最初に訪

れたシアトルのワシソトン大学で会議の計画

を発表したところ、予想外の大きな反響を得

ることができ大変驚いた。そしてこの調子な

ら50名の確保は可能であると考え中山委員長

と早稲田大学の遠藤春夫君が募金活動をする

ために帰国し、慶応大学の田端利夫君と私が

米国に残り、できるだけ多くの大学を訪問し

て代表獲得の活動を続けることになった。

田端君は太平洋岸の大学を20数校訪れ、私

は中西部から大西洋岸にあるほぼ同数の大学

を訪れて会議への参加を要請した。その結果

二人あわせて99名、その内の22名は大学教授

及び夫人でオブザーヴァーとして参加するこ

とになった。こうして第1回会議は日米両国

からほとんど100名ずつの参加を得て、1934

年の夏、青山学院大学で開かれ、大成功を収

めることができた。1週間の会議の後、当時

の満州国の実状を見て頂こうと米国の参加者

的名を関西地方から朝鮮を経て研修旅行へ伴っ

た。この旅行の帰途関釜連絡船上で米国の代

表が会合をもち、会議を実現した日本側学生

の創意と不屈の努力と好意に報いるため、第

2回会議を米国で開くことを決定し、実行委

員を選んで帰国した。

こうして第2回会議は翌年の夏、オレゴン

州ポートラソド市のリード・カレッジで開か

れ、日本から62名が参加した。以後、会議は

日米両国で毎年交互に開かれることになった。

しかし、1941年の第8回会議が米国で開かれ

る予定であったが、日本側代表が査証をもら

うことができず、会議は止むなく中断される

ことになってしまった。

こうして数年間中断されていた会議は終戦

から2年後の1弘7年に、第8回会議として日

本側のOBや学生の努力で復活された。本来

偶数回の会議は米国で開かれることになって

いたが当時占領下にあった日本は米国側との

連絡が全く取れず、止むを得ず日本で開催す

ることになった。特に米国から参加者を招く

ことも不可能だったので在日米軍の軍人や軍

属の中から大学生の資格のある人を選んで米

国代表とし、会議を開催した。日本でこのよ

うな会議は1953年の第14回迄続けられたがこ

の第14回会議に戦後初めて米国から参加した

コーネル大学の学生が会議の起源や戦前の会

議様式を聞いて、是非次回の会議はコーネル

大学で開きたいと申し入れてきた。日本側委

員はもちろん大変喜んだが、当時の日本の経

済状態では太平洋横断の渡航費を負担できる

学生が殆どおらず、それが大変難しい問題で

あった。そんな時、米軍当局から軍用輸送機

に15席だけ無料で提供するという申し入れが

あり、学生代表14名とOB1名が監督として

第15回会議に参加すべく渡米した。

元来、会議には日米両国から50名ずつ参加

することになっていたのに参加できなかった

36名は不満を抱き、「日米学生会議は第15回

をもって発展的に解消し、代わって第1回国

際学生会議を開く」という決定をした。こう

して会議は再び中断されることになったので

ある。

1963年を迎えた時会議の戦前のOB有志が

翌1964年が会議の創立30周年に当たるので是
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のリードカレッジで開かれ、その後毎年日米

交互に今日まで開かれている。この第2回目

の復活がなかったら、日米学生会議は永遠に

消滅してしまったにちがいないと考えると、

この会議の復活に協力してくれたOB有志の

方々にはどれほどの感謝を表しても充分とは

言えないほどの気持ちである。

第44回に参加する代表諸君もこの会議を契

機にして将来「自分が太平洋の相互理解と信

頼の懸け橋になろう」と使命感を持ち努力を

重ねて頂けたら幸いである。

最後に、第44回の会議の実現に協力して下

さった方々に正cを代表して心から御礼を申

し上げたい。そして、会議に参加している学

生諸君や準備に時間を費やしてきた実行委員

の諸君に対しても然りである。また、会議を

支援し続けて下さったJAmlnc.や正C賛助

会、外務省、および正E，また会議場を提供

して下さったハワード大学や中部テネシー州

立大学、バソダービルト大学、コロラド大学

他関係各位に感謝の意を表したいと思う。

非会議を戦前の型で復活させるべきであると

考え、活動を始めた。先ず、学生の参加費を

できるだけ軽くしようという考えから、戦前

の会議OBに経済的援助を要請したところ、

第1回と第2回の会議に参加したポートラン

ドのウイルヘルム君より「1週間の会議の全

費用を保障する」という大変嬉しい手紙を貰っ

た。この手紙に励まされ、復活へ向けての活

動が続けることができたと言っても過言では

ない。

日本側のOBで、力強い助けの手を差しの

べてくれたのは、第6回と第7回に参加した

宮沢喜一君（当時、経済企画庁長官）である。

彼が外務省や文部省に連絡してくれたおかげ

で、文部省の援助を受けることができたので

ある。その上、70余名の代表が日本を出発す

る前に総理官邸に招いてくれ、当時の池田首

相から激励のアドバイスを頂けるように手配

して下さったことは今だに忘れられない。

こうして、第16回会議は1964年の夏、第2

回会議の開催校として由緒あるポートランド
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日米学生会議の沿革

に啓発された米国側参加者の申し出により、

翌年第2回会議が米国オレゴン州ポートラン

ドのリードカレッジで開催されました。その

後、会議は1940年（昭和15年）の第7回会議

まで毎年日米交互に続けられましたが、太平

洋戦争の勃発により中断を余儀なくされまし

た。なお、この第6，7回会議について取材

した城山三郎氏は、『友情力あり』（講談社刊

1989年）を執筆されています。

1鯉7年（昭和22年)、在日米国人学生と日

本人学生の参加という形で復活した会議は、

同様の形式で日本を舞台に1953年（昭和28年）

まで続けられました。しかし、翌1954年（昭

和29年）戦後初めて米国において、開催され

た第15回会議後、国際学生会議への一本化を

はかるために発展解消することになりました。

これに対し、戦前の参加者有志の間で会議復

活を望む声が高まり、創設30周年にあたる19

64年（昭和39年）に、創始者の一人である板

橋並治が理事長を努める国際教育振興会の一

事業として再び復活、第16回会議が米国で開

催されました。以後、会議は時代の要請に呼

応しながらも同時に創設期の理念を着実に受

け継ぎ、毎年日米交互に開かれて本年に至っ

謡》‐・癖
日米学生会議は、今から58年前の1934年

（昭和9年）に、満州事変の勃発以後悪化し

つつある日米関係を憂慮した学生有志によっ

て初めて開催されました。太平洋地域の要石

ともなりうる日米間の戦争を回避し、相互の

信頼を醸成することが必要であるとの認識と、

「世界の平和は太平洋にあり、太平洋の平和

は日米両国の友好関係にある。その実現のた

めに学生も一翼を担うべきである｡」という

基本理念のもとに提唱され、実行に移された

のがこの会議です。準備活動は全国の大学の

英語研究部、国際問題研究部から成る日本英

語学生協会（国際学生協会の前身）の主催に

よって進められ、資金調達、運営等の面で多

くの困難に直面しながらも4人の学生を使節

団として米国に派遣するに至りました。一行

は各地の大学を訪問して米国側の参加者を募

り、その結果、総勢99名の米国代表をともなっ

て帰国、一方で日本国内での受入れ作業の奔

走の成果もあり、かくして第1回日米学生会

議は青山学院大学で開催され、また、会議終

了後には満州への視察研修旅行も実施されま

した。

会議の趣旨に賛同し、日本側の創意と努力
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では、地球社会を構成している一員としての

個人の意識の覚醒と形成を目標に「出会いと

模索一一地球意識の形成に向けて」を総合テー

マとしました。

ています。（なお、会議の企画運営は創設以

来、日米両国の学生によって行われています｡）

さらに、1973年（昭和48年）以降は、毎回独

自の総合テーマを掲げ、特に昨年認3回会議

第44回日米学生会議実施要領

･テーマ：地球共同体への一歩 一今果たす

べき私たちの役害卜

(ExploringOurRaponsibiliti"

totlEGlobalCommumty)

･主催：財団法人 国際教育振興会

･後援：外務省、国際教育交換協議会（qE

E)、日米文化センター

･期間：1”2年7月26日より8月23日まで

･参加人員：日本側40名、米国側39名、

オブザーバー 1名

（実行委員 日本側10名 米国

側8名）

･開催地：

ヘムロック・オーヴァールック（ヴァー

ジニア州）

ジョイント・オリエソテーショソ

開催。豊かな自然環境のなかで3

日間すごした。

ワシソトソ配

滞在先：ハワード大学

黒人居住区に位置する、黒人に早

くから門戸を開いたことでも知ら

れる大学。セキュリティも充実し

た素晴らしい寮であった。

開会式において、地元政府より19

92年7月29日（開会式当日）を

「日米学生会議の日」に指定する

という宣言書を頂いた。また、国

務省や日本大使館より歓迎の講演

をしていただいたりした。交通は

おもに地下鉄だった。
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た。

コロラド州

滞在先：コロラド大学

広大なキャンパス内ではリスを見

かけることもできた。夜少々冷え

込むが澄んだ空気のもと、快適に

すごすことができた。市長は歓迎

の意をこめて1992年8月16日から

8月23日までを「日米学生会議週

間」とする宣言書を下さった。ま

た、8月20日には会議を対表して

両国実行委員長とコロラドコーディ

ネーターが日米関係についてのレ

セフ・ショソに招待され、記念品が

贈られた。

テネシー州（レストディ）

滞在先：ワフロイ・マウソテン・

ビレッジ・リトリート

DCが多忙なスケジュールである

ことから設けられた休息日がこの

レストディである。緑あふれるな

かで散歩する人、テニスする人、

絵を書く人さまざまに過ごした。

夜にはキャソプファイヤーをして

楽しんだ。

内容

（分科会）日本側4名、アメリカ側4名

で各自のペーパーに基づくプ

レゼソテーショソを始め実地

研修を行なった。

（フォーラム）「民族問題」と「地球環

境」について1ケ月を通じて

考えるため講師を招き、その

後ディスカッションをすると

いう形式を基本としながら実

テネシー州

滞在先：中部テネシー州立大学

(MISU)

閑静なところに位置するこの大学

では夜になるとたくさんの螢を目

にすることができた。ここは比較

的アジア系の人口は少ないとかで、

寮の人も日本語を覚えようとした

り、会議そのものに興味を示して

いた。

テネシー州の市長も歓迎のスピー

チを下さった。

カントリークラブでは陽気な音楽

の流れるなか、レセプションが開

かれたがアメリカの民族問題を考

えるうえでも興味深いものであっ
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日本側では特に初めにニックネームを付け

合い、年令や学年を超えて敬語を省いた仲と

なるよう工夫した。参加者は学部学生から大

学院生まで幅広かった。

地研修も行なった。

(セミナー）「ボランティア」と「戦争

と平和」について話し合った。

(シソポジウム）全ての開催地で開かれ

「貿易」における諸問題がテー

マとなった。
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日 程

｜■■一 月 火 水 木 金 土

｜ｱ 2‘7．24

直前合宿（～26）

7．26 7．27 7．28 7．29 7．30

分科会

7．31

分科会

8．1

渡米

ジョイソトオリエソテーショソ

開会式

分科会

戦争と平和

セミナー

国務省へ 日本大使館へ

8．2

自由行動

8．3 8．4 8．5 8．6

ボランティア

8．7

レストディ

8．8

貿易

シンポジウム

分科会

民族問題

フォーラム

地球環境

フォーラム

移動

ジェソダー

ナイト

8．9

自由

8．10 8．11 8･12

ポラソティア

8．13

４
会
訓
科
８
分

8．15

地球環境

フォーラム

民族問題

フォーラム

貿易

シンポジウム

移動

ホームステイ

8．16

ホームステイ

8．17 8．18 8．19 8．20 8．21 8．22

閉会式戦争と平和

民族問題

フォーラム

分科会

貿易

シンポジウム

地球環境

フォーーラム

(ボランティア）

自由行動

新実行委員のみ次回への

ミーティソグ

8．23

解散
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第44回日米会議参加者（分科会）

＜科学技術の新時代＞

＊猪刈由紀 卜智大学（英語）

菅 武志 大阪大学（応用物理）

高橋 博 北海道大学（教育）

平竹雅人 成践大学（経済）

Binz"Gonzalvo WhartonSChoolofBusinas(BusilEs)

*AnastasiaGr"oireUhiversityofT画くas,Austin(AsianStudi")

RikaKamzawa BrownUnivaFsity(ComparativeLiterature)

JinGilL" ColumbiaUmvasity(Political"enm)

＜現代政治のダイナミクノ

市川 裕康

工藤 博海

＊佐野日出之

高橋 直子

LisaCopdand

*Mad"nHamano

T1nomasWrokl

SayakaYakIBhiji

クス＞

同志社大学（政治）

学習院大学（政治）

一橋大学（経済）

聖心女子大学（歴史）

PnncetonUnive,sity(Economics)

qcidentalCollege(Political"enm)

MiamiUmversityofOhio(InternationalRelatiorls)

VassarCollege(Political&ien")

＜法と変わりゆく社会＞

磯部 聡子

坂田亜也子

＊白石 史朗

竹井 亮一

JdfreyBem]ett

Kathl"nCoble

LaurieCooper

東京外国語大学（英米語）

一橋大学（法律）

早稲田大学（経済）

東京大学（法律）

WstVirgimaUniversity(Economi(s)

UmversityofWashington(Inta-nationalStudies)

Di(kinsonCollege(InternatiomlStudis)

＜マスメディアの功罪＞

久米 恵子

清水竜太郎

高橋 徳嗣

＊野田 雄輔

聖心女子大学（英文学）

一橋大学（商学）

一橋大学（法律）

自由学園（経済）

(16）
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SamaraAdlFr

LisaFunabashi

*AriGr"n

PhillipP"paf

YaleUniversity(InternationalStudi"/Japanse)

CIaremontMd"nnaColl"e(mmternationalRdations)

MiamiUivISityofqlio(Economi"/PlWsis)

UmversityofCalifornia,&rkdey(Und"larJ)

＜芸術創造＞

甲斐 順子

梶原 絵麻

＊＊長野 宇能

増井早知峰

*ZubinGidwam

SaraJobin

LisaKim

JoannLin

大阪大学（薬学）

同志社大学（政治）

津田塾大学（国際関係）

上智大学（英語）

UhiversityofWashington(IntanationalStudi")

HarvardUhiversity(Women'sStudis/Music)

InternationalCenterofPhotograph(Photograph)

Sta㎡ordUniversity(hldustrialEnginmring)

＜教育＞

＊比企野慶子

福島 紀子

増子 聡

割石 俊介

JermiferBums

ToddHouse

*CorinneMaekawa

AndrewSeaborg

慶応大学（政治）

成践大学（文学）

慶応大学（法律）

早稲田大学（政治）

UniversityofCalifomia,Berkeley(Japanse/English)

WakeForatUmversity(Hstory)

UniversityofWashington(Music/InternationalStudi")

UniversityofWisconsin(EastAsianStudi")

＜医療と社会＞

阿古 智子

高橋 香織

平松 英人

＊＊松井 恵一

Kaljilhll

MitziHmzdil

**IndraniLall

"nakaPeter

大阪外国語大学（中国語）

東京外国語大学（イタリア語）

上智大学（英語）

下関市立大学（国際経済）

IhrvardUnivIsity(EastAsianStudi")

UniversityofFlolida(PublicRdations)

PnncetonUnivaBity(hnternationalRdations)

PrincetonUmversity(Chemistry)
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＜企業と社会＞

佐藤 正典

寺沢 実紀

＊鳥越あすか

堀部 智

***KevinKim

WalterHutchinson

LisaMizumoto

LouisRoss

東京大学（政治）

北海道東海大学（国際文化）

慶応大学（政治）

早稲田大学（法律）

StanfordUniversity(EastAsianStudi")

ColumbiaUniversity(Political"e")

UniversityofCalifornia,SanDiego(Undalarm)

JohnsIhpkinsUniversity(FinancialManagemem)

＜哲学と宗教＞

＊＊＊遠藤 繁 早稲田大学（政治）

芝崎厚士 東京大学（国際関係）

田中 剛 大阪大学（医学）

松本安代 徳島大学（医学）

Raj"hKnshnan Sta㎡ordUniversity(Und"lar")

ChIistophaFPixleyVanderbiltUniversityofLaw(InternationalLaw)

DanaRm HowardUniversity(InternationalBusinss)

SakdlaliouPanayiotis

CaseWaternUmversity(PoliticalSdencE)

＜第三世界問題＞

大谷 裕子

坂口 誠二

*1-壁Silvennan

東京外国語大学（英米語）

東京外国語大学（国際政治）

早稲田大学国際部

▽WashingtonUniversity(Mathanatics/Japarrse)

早稲田大学（法律）

AugustanaCollege(InternationalBusine3s)

UhiveIsityofCalifornia,h-vine(Sociology)

▽国際基督教大学（社会学）

Well"leyCollege(Economics)

西元 宏治

AndrewBodziak

*EmikoGosho

Fliza"thPoon

＜米国側オブサーバー＞

StephameW=ton 福岡大学法学部講師

＊＊＊実行委員長/コーディネイター＊＊副実行委員長/コーディネイター＊コーディネイタ一
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第1部 第44回日米学生会議の活動

1．準 備 活 動

第44回日米学生会議・日本側準備活動のながれ

第44回日米学生会議実行委員会発

足

開催地、期間、扱うトピックなど

会議の骨子が実行委員で話し合わ

れ、札幌アグリーメントとしてま

とめられる。

1991．8 行ないスケジュールや内容につい

ての話し合いが行われた。

講演会を開く。「マスメディアと

日米関係」というタイトルで講師

には元・朝日ジャーナル編集長の

下村満子氏と社会党議員の秋葉忠

利氏を迎えた。

1992．2

第43回日米学生会議終了。第44回

への準備活動が始まる。

アメリカの駐日大使、M.アマコ

スト氏と会見する機会に恵まれた

のもこの時期である。

1991．10 mである宮澤喜一氏が総理大臣

に就任する。この頃、実行委員は

ポスターの図案から実施要領のま

とめ、財団への賛助依頼など準備

活動を続け、ときには合宿も行なっ

て内容をつめていった。アメリカ

側の実行委員もこの時期に合宿を

1992．3 応募受付が締め切られ、選考が全

国各地で始まる。

1992･4 日本側参加者30名が決定する。

アマコスト米・駐日大使との会見（1992.2）於・アメリカ大使館

－3－



日本側参加40名（うち実行委員10

名）が揃い合宿をする。（全体合

宿）この合宿の後、東京・大阪・

北海道で定例会が初められお互い

デイスカッショソをした。6月に

はフィールドトリップを行なった。

1”2．5 ソグを開いていた。

*選考…一次試験は教養と英語、二次試験

は面接であった。

＊結団式…配・“を交えて日本側参加者

が集まった。

1992．7結団式（九段会館にて）

＊実行委員…前回の会議の参加者から日米

それぞれ10名が選ばれる。会

議の準備活動や会議の骨子は

この実行委員が決める。アメ

リカ側は年に2度合宿する他

に普段は電子メールで通信を

とっていた。

日本側は毎週土曜日にミーティ

魂蕊議

驚譜"§．.率掌．

日本側実行委員長としての日常

人との会話や態度から学ぶことは多い。私

にとって日米学生会議の実行委員長であった

時間はまさにそれを体現したものであった。

実行委員との議論を通じて、皆の考えを生か

すにはどうすればよいのか、ということや

「実行委員長」という名前にどういう期待を

人々は持つのかということ等、ここで挙げれ

ばきりがないほど考えさせられ、学んだ事柄

は多い。たとえ賛成できない考え方や意見で

失望することはあっても私にとってそれらは

様々な視点を得るという点でプラスであった。

こうした「刺激的な」環境に身を置くことが

できたこと自体にまず感謝をしたい。

実行委員長になって私は時間の許す限り、

お世話をして下さる方々や興味を持っている

学生に会おう、と思っていた。どうしていろ

んな方々が日米学生会議に賛同して下さるの

か、学生達は何を求めて日米学生会議をやり

たいと考えるのか、こうしたことを自分の目

と耳で感じたかったのである。いざ始まって

みると学業との両立などでこれを実行するの

は困難で忙しい毎日であったが、それでも数々

の印象的な出来事に出会った。

応募を受け付けているとき、こんなことが

あった。私が事務所にいたとき、ある中年男

性が広島から電話をかけてきたのである。

「息子をぜひこの会議に参加させてやりたい

んです。実施要領を送ってください｡」その

人は時折激しく咳き込み、自分が病床に伏し

ていることを告げて、離れて暮らしている息

子が国際問題に興味があると言っていたから

知らせてやりたいと言うのであった。親がそ

4



んなことをして過保護な、という考えもある

だろうが私には親の子を思う強い気持ちをひ

しひしと感じるとともに、自分がこうして学

生でありながら同時にこうした会議創りに参

加できているのは自分だけの力ではないこと

を改めて思うのであった。

会議迄はアメリカ側とのコミュニケーショ

ンが重要であった。アメリカ開催だからといっ

てペースがアメリカ任せになるのが嫌だった

し、両国の学生が意見交換をしてこそこの会

議の意義があると考えたからである。コミュ

ニケーションの手段は手紙や電子メール、国

際電話であった。顔が見えないためか不安が

つきまとうこともある。連絡が途絶えると双

方で「勝手に何かやっているのではないか」

「やる気あるのか？」と半ば疑心暗鬼になっ

てしまったり、ちょっとした言葉のニュアン

スが誤解につながって不信感を持ったり、と

いうことも少なくなかった。おそらく双方で

「何でそんなことを考えるの？」ということ

の繰り返しだったのだと思う。しかし、「理

解しあう」ということが決して生半可なこと

ではない、というあたり前のことを口論や誤

解などを通じて私は初めて実感できたように

思う。そしてどんな人間関係においてもそう

だが最後には信頼がすべてだとも感じたので

あった。

責任ということを最も考えさせられたもの

の一つには選考の作業があった。選考で参加

者を選んでいくということは当然ながら会議

に参加できない人をも決めることを意味する。

すべての参加者を選び終わったとき、私に会

議への情熱を語った人たちの言葉が何度も心

の中で繰り返された。自分はこの人たちの会

議へのチャソスを奪っているのだ。悶々とし

た感情に身を委ねて立ち止まろうとしてしま

う誘惑が何度も襲った。しかし、私は会議を

創っていかなければならない。「自分に残さ

れた道は何なのか｡」 この問いかけに対す

る私の答えは、この人たちが求めていること

を忘れてはならない、多くの人達や学生に自

分の経験をこうして冊子にして届けたり、報

告会を開いたりして、会議を擬似体験できる

場を設け少しでも学生の本音を伝えるべきだ、

ということであった。経験することと、他人

の話の伝聞は価値として全く異なるので、偽

善と言われても仕方がないと思う。でも私は

できるだけのことをしようと考えた。こうす

ることが私の「責任」なのだと感じていた。

選考のことも含めて広報や賛助団体へのお

願いなどについて毎週のように実行委員の皆

と顔を会わせ議論する。休みの時期は毎日と

いうこともあった。人と人とのぶつかりあい

の毎日であるから思い通りにならずに悔しく

なってみたり、発言に嫌気がさし逃げ出しそ

うになったりしたことも度々であった。しか

し自分の感情のままに怒鳴ったりするのを私

が抑えていたのは次の問いかけがいつもよぎ

るからであった。私はいま「地球共同体への

一歩」と自分以外の人々、それも考え方の異

なる人々との共存を考えようとしている。に

もかかわらず排他的になってみたり、また人

の態度に逆上しそうになったりするのはあま

りに独善で「暴君」ではないか。常に自問自

答して道を進んでいるようで見通しが悪いも

のであったが、こうした問いで苦悶した事が

自分の考えに幅を与えてくれたような気がし

ている。この問い掛けができるようになった

のもすべて仲間からの意見や指摘があったか

らこそのものである。こうした意味で実行委

員の皆との会話はまさに何物にも変え難く自

分の未熟さに差恥し謝罪したくなる気分であ
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かりしていた自分と比べて、特に実行委員長

としての毎日は「苦痛だけれども楽しい」も

のだった。これは何も日米学生会議だから得

られたことなのかは分からない。しかし自分

の人生で日米学生会議の実行委員長だった時

間はとても密度が濃く、重要な意味を持って

いることは確かなのである。

（遠藤 繁）

る。

全てを振り返ってみて、自分が本音のまま

をぶつけていろんな人と対話する機会があっ

たこと、年功序列やその他の「肩書き」以外

の部分で生でつき合うことが出来たことに改

めて感謝したいと思う。まだまだ充分に語り

尽くした気がしていないのだが、日米学生会

議を知る前までの虚しく何についても批判ぱ

関門地区及び福岡における活動

呼び掛けたり、福岡にある大学を廻りポスター

を張ったり、学生会議に関心を持った人が居

たら説明に伺ったりした。まるで宗教の布教

活動のように、本当にあちこちを廻った。や

はり自分は、JA託教の信者だったのかもし

れない。

さて関門地区や福岡地区で活動をしてみた

感想は、やはり日米学生会議の本部が東京で

あるので、距離的に遠いので自分たちには関

係のない団体といった意識を持っている人が

殊の外多かった点である。これは本当に残念

なことであると感じた。ともすれば日米学生

会議は都市部の参加者だけの会議のように思

われているが、実際は様々な地域の学生にも

等しく存在しているのである。このことが伝

わればなあと思い、広報活動を進めてきた。

44回は残念ながら中国・九州地区の参加者は

惜しくも選考から漏れてしまったが、これか

ら先今までの広報活動が実を結び、多くの参

加者が集まってくれることを期待した↓､と思

う。頑張れ地方学生！ （松井恵一）

以前に中国・九州地区で参加者や実行委員

をする者が中々居なかったためか、日米学生

会議の知名度は他の地域から比べると高くな

かった。そこで先ず地盤固めとして、北九州

大学と下関市立大学で説明会を催した。前者

は、事前広報が充実出来なかったこともあり

余り人数は集まらなかったが、後者は説明会

と講演会を同時開催したこともあり、50名程

集まった。講演者は、もとJASCer(何時か

らか、日米学生会議参加者のことをそう呼ん

でいる｡）であり現在下関市立大学で国際関

係を担当されていらっしゃる田村慶子先生

（旧姓：辻、第20，30，31参加）に「創造と

実験の一年」と題して日米学生会議の体験談

を話して頂いた。田村先生は、わが校では熱

血先生との定評があり、この日も熱のこもっ

た講演をしてくださり参加者一同日米学生会

議について関心をもってくれたようだった。

その他としては、福岡のRKB毎日放送の

夕方の番組「ワイド5」のマイポスターとい

うコーナーに出減して日米学生会議の参加を

実行委員としての準備活動（広報）

日米学生会議における広報活動の意義は二 つある。まずは、会議の成功の鍵となる参加
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者を集めること。私たちが理想とする年齢、

専門、地域など多様なバックグラウンドを持

つ学生による会議を実現するためには、まず

少しでも多くの学生たちに日米学生会議の存

在を知らせる必要がある。同時に私たちの会

議は社会の様々な援助により成り立っている。

そうした社会への還元という私たちの責任の

一環として、日米学生会議の活動を広く社会

一般の人々に知ってもらうということが、第

二の意義である。これらの目標の下で、一年

間様々な形の広報を行ってきたが、以下にそ

の活動の概略を記してみたい。

1．ポスター作成

例年通り、11月には「第44回日米学生会議

参加者募集」のポスターが完成した。今年の

ポスターは、L"Silvermanによるデザイン

である。完成したポスターは、全国の大学、

高専、図書館、などに発送、または各大学の

OBを通じて各大学に直接貼られた。一枚の

紙の中にテーマ、開催時期、選考時期など多

くのインフォメーションを含むポスターの効

果は意外と大きく、日米学生会議の存在を大

学に貼られたポスターで知った人も多かった

ようだ。

コーナーでは、それぞれが日米学生会議に参

加して何を思ったかを素直に語り、好評であっ

た。これらは主に首都圏の、などが在学す

る大学で行われたが、同様のことが下関や福

岡と、OBの協力により関西圏の大学でも行

われた。

3．フィールドトリップ

フィールドトリッフ°の目的は、会議参加者

が各々の関心のある問題に対する認識、理解

を深めると同時に、会議参加者以外の学生に

も会議と同様の体験学習の場を提供したいと

いうものであった。特に後者の目的には、選

考の際に応募者の皆さんが見せてくれた熱意

に、少しでも報いることができればという思

いが込められていた。また、準備にあたって

は、パンフレット作成から、DM発送、訪問

先決定と交渉まで全て新参加者の手で行われ、

実行委員のいない関西、北海道においても、

参加者の協力によって実施された。実際の訪

問は六月下旬から始まったが、細かい内容は

個々の報告に譲るにしても、それぞれ当事者

や専門家に直接話を伺うことができ、その後

の討論も熱のこもったものになったようだ。

尚、訪問先は以下の通りである。

関東：国連高等難民弁務官事務所、ブリジ

ストン美術館、動くゲイ・レズビア

ソの会、日本貿易振興会、日本放送

協会、自由の森学園、被爆者団体協

議会、径書房、イスラミック・セソ

ター・ジャパソ

関西；自衛隊大久保基地、神戸中華同文学

校、PHD(1,硲○）

北海道；講演会

2．大学説明会

12月初めから行われた大学説明会は、実行

委員が将来の新参加者になり得る学生と直に

話すことのできる貴重な機会である。実行委

員またはOBが各大学に赴き、昼休みなどを

利用して説明会を行った。大学によって2，

3名から20名以上までと集まった人数にばら

つきが見られたが、日米学生会議とはどんな

団体なのか、第44回会議はどのようなものに

なるのか、さらに参加者の募集要項などの説

明の他、実行委員やOBによる体験談を話す 反省と展望
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広報活動を行うにあたって掲げた目標は二

つ。即ち参加者募集のための広報と、社会一

般への広報である。反省においてもこの二つ

に分けて振り返ってみたい。

まず、参加者募集の面で見れば、結果的に

はある程度の成果をおさめたと言っていいだ

ろう。大学説明会、講演会、フィールドトリッ

プなどを通して少しでも日米学生会議の魅力

を知ってもらおうと努力した結果、多く人か

らの応募があった。しかしながら、その内容

を見てみると、まだまだ関東、関西以外の学

生の数が圧倒的に少ないし、また応募者の大

学も偏る傾向にある。今年は、実行委員が関

東にかたまってしまったことも原因の一端で

あろうが、今後の学生会議を考える上で解決

していかなければならない問題であろう。

また私たちが理想とする多様な顔ぶれを考

えれば、いわゆる4年制大学以外の学生の応

募がほとんどなかったことも非常に狭い範囲

内でしか伝えていくことができなかったので

はないか。

社会一般への広報については、マスコミを

通して日米学生会議の姿を伝えていくという

ものが大部分を占めてきたが、年々マスコミ

の注目を集めることは難しくなっているのが

現実である。今年はOBの宮澤喜一氏が首相

に就任したため、新聞．雑誌各社から黙って

いても取材が舞い込むという幸運に恵まれた

が、それも所詮一過性のものにすぎない。

「日米」は「日中」や「日ソ」に比べてニュー

スバリューが低い、と言い切るマスコミ側の

セソセーショナリズム追求の姿勢自体に問題

があるような気もするが、ともかく記事にな

るような切り口をこちらから提示していくこ

とが、今後益々重要なポイソトになっていく

だろう。ただし、会議準備に忙殺される中で、

これらの活動にどれだけ時間を割けるのかに

もかかっているのではないか。社会一般の広

報に関しては、広報のために社会にアクショ

ンを起こすのではなく、私たちの理念にかなっ

た行動が、結果的に自然な形で社会に伝わる

ものであるべきだと思う。そういった意味で

言えば、マスコミに売り込むことを考えるよ

りも、今年のボランティア活動のような社会

の一員としての活動に力を入れる方が、よっ

ぽど有益なのではないだろうか。

広報活動を通して様々な方々に会う機会に

恵まれたこと、また活動を進める上でよいパー

トナーに恵まれたことは、私個人にとって非

常に実り多いものであった。最後になりまし

たが、広報に協力して下さった方々、特に様々

な形でバックアップして下さったOBの方々、

本当にどうも有り難うございました。

（烏越あすか）

実行委員としての準備活動（広報）

介して頂いている。今回第44回会議のマスコ

ミを利用した広報活動は、結論から言ってこ

ちらから依頼せずとも取材の問い合わせが舞

い込んでくるという好運にありえた。その原

因として、第6回会議の参加者でもある宮澤

喜一氏が首相になったことが挙げられるが、

1）マスコミ取材依頼について

日米学生会議の広報理念の大きな柱の一つ

に、広く社会にその存在意義と活動内容を伝

えるということがある。年間を通じて新聞・

雑誌・テレビなどの各メディアに取材依頼の

交渉を行い、その年の会議の内容、特色を紹
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このﾞ宮澤ショック〃のため多数の雑誌や新

聞からの取材依頼が結果として相次いだ。そ

のおかげで今年の広報活動は順調に進み、特

に選考試験直前は会議に関する問い合わせが

殺到し、その対応に追われることになった。

マスコミに取材依頼をする上で大切なこと

は、会議の内容、特色をきちんと説明するだ

けではない｡ それがどれだけ社会に訴えるだ

けのニュース性があるのか、ということにも

留意する必要がある。そのことに関して、あ

るマスコミ関係者は日米学生会議についてこ

う語る。「戦前から続いている学生による手

作りの会議で、それも日米の学生が一ケ月も

共同生活をしながら会議をするというのは、

他にも例がない。しかし、ただそれだけをこ

ちらに訴えてくるだけではニュースバリュー

はなし､。毎年続いているが、パンフレットを

見ても少々マンネリ化しているように思う｡」

夷漂にこちらから取材を“して断られるケー

スは、こうした理由によるものが多い。何も

マスコミに媚びる必要はないが、広く社会に

認知してもらう手段としては最も効果がある

だろう。マスコミを積極的に使うかどうかは

その年の広報担当者の方針だろうが、自分達

の作る会議にどれだけニュース性があるのか、

そしてそれをどの様にマスコミ関係者にうま

く売り込めるかが、重要なポイントであろう。

「アメリカ人の労働倫理」に関する発言がア

メリカ国内で大きく報道され、日本国内でも

日米関係を危ぶむ声が沸き起こり始めた直後

だった。期せずしてこの講演会はタイムリー

な演題を掲げたため、当日は会場を超満員に

し（150名）また、3月の選考試験を前に第4

4回会議の絶好のPRの機会となったのである。

3）アマコスト大使訪問（2/16）

当初、これは広報活動の一貫としてアメリ

カ大使館にアマコスト大使を訪ね、ジャーナ

リストに実行委員と大使との問答を取材して

もらう企画であった。しかし、大使館側から

ジャーナリストの同伴と、日米関係について

のコメントはできないという申し入れがあり、

第44回会議のプログラム説明をする表敬訪問

となった。実行委員10名は大使の部屋に招か

れ、約40分に渡ってアメリカの各訪問地で催

されるフ・ログラムの内容を説明した。

大使の子息が以前日本の大学に留学した経

験もあることから、日米間でこの様な学生同

士の交流が行われることに大いに賛同して下

さった。大使は私たちに対し、終始親近感を

持って接して下さり写真撮影にも快く応じて

頂いた。忙しい公務の合間をぬって、私たち

に面会してくれたことに本当に感謝している。

アメリカ大使館には昨年も会議開催中に訪問

したが、大使に面会はできなかった。その意

味でも私たちは貴重な経験をしたといえる。

尚、アメリカ大使館への交渉は全て広報担

当のI_"Silvermanが行った。彼女は日本語

の実施要領を全て英訳し、それを大使に資料

として送付し、当日も面会の代表者として活

躍した。彼女の尽力がなくして、この企画は

成功しなかったと付け加えておく。

2）講演会（2/7）

例年続いている日米学生会議の砿伝統行事〃

の一つに、外部から講師を招いての講演会が

ある。第44回会議では、2月7日に「マスメ

ディアと日米関係」と題して朝日新聞編集委

員の下村満子氏、社会党衆議院議員の秋葉忠

利氏を招き、日米会話学院の7Fにて開催さ

れた。この時期は、宮澤首相の国会答弁中の 4）東京圏外での広報活動について
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日米学生会議の広報活動が抱える問題点の

一つに、東京圏外での広報活動がある。事務

所が東京にあること、実行委員の大半が東京

在住ということから、参加者募集の広報活動

は東京中心に偏る傾向にある。その点を前もっ

て指摘して今年の活動を紹介すると、過去の

参加者が多く存在している大都市の大阪、名

古屋、札幌では、有志の協力により各大学に

おいてポスタ一貼り、説明会を催してもらう

ことができた。また、中国、九州地方は山口

県在住の実行委員松井が地元新聞や国際交流

誌に紹介記事を依頼し、また各大学を行脚し

ポスターを貼り説明会を一人で切り盛りした。

その他、東京の事務所から全国の大学、図書

館、公共施設にポスター、実施要領を郵送し

た。さらに、全都道府県の新聞各社に参加募

集記事をFAXで送信するなどした。しかし

ながらこの広報活動の結果、今会議の総受験

者数に占める東京圏以外の学生の割合は、三

分の一弱であった。、東京偏重〃は否めない

ということである。アメリカ側の参加学生が

全米各地から集まってくるのに対し、日本側

の場合、参加者の大半が東京在住の大学生と

いうのが毎年の傾向なのである。

日米学生会議は東京の大学生のためのもの

ではない。全国的規模で参加者が集まるため

にはどうしたら良いのか。ここで従来の広報

活動の手法を挙げると、ざっと次のようにな

る。1）東京圏以外の大学に通う実行委員、

過去の参加者が説明会などを行う 2）公共

施設にポスターなどを送付 3）マスコミに

関係記事を掲載してもらう、などが考えられ

る。しかし、こうした手法が限界を迎えてい

ることは今回の結果が明確に示している。今

後の実行委員、参加者の創意工夫で新たな広

報活動を模索して欲しいものである。

（一つの案として全国の大学の学生新聞、ま

たは国際交流団体（サークル）と協力関係な

どを結ぶというのはどうか。つまり全国的な

学生間のネットワークを構築し、かつ、継続

的に当会議の広報・参加者募集を呼びかけら

れる媒体を持つのである。少しずつでもネッ

トワークが広がっていけば、将来的に全国的

な広報活動として期待できるのではないか｡）

（野田 雄輔）

選考という仕事

ことに「選考」という役職はこうした事を考

えさせる要素には限りがないのである。

選考と言うのは会議参加者を選ぶ事である。

今回も例年通り実行委員による試験と面接に

基づいて選考を行った。その準備に当たり何

度となく話し合いを行ったのだが、例の「そ

れを許さない条件」というものの影をいつも

認識させられた。話し合うといったところで

残念ながら大枠、即ち最も肝心なところはそ

の条件によってほぼ決まってしまっているこ

どうやら物事というものには必ず割り切り

というものが必要らしい。とても大事な事項

だからもっと時間をかけて話し合いたいと思っ

ても、それが許されないときがある。是非こ

うしたいとか、こうするべきだとどんなに確

信していても、それを許さない条件というも

のは無数にある◎いや、しかし「それを許さ

ない条件」といっても、本当に「許さない」

のか、こちらの諦めがはやくてそう思ってい

るだけなのかなど…考えるときりがない。ま
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とがほとんどで、奇妙な事だが後からそれを

肯定する理由を探して行くのだ。話し合いを

拘束する条件というのは資金であったり、時

間であったり、会議の大枠であったりする。

しかし選考について考えれば考えるほど、選

考そのものの重大さを痛感させられるのであ

る。そもそも何故人を「選別」しなくてはい

けないのか。我々はたくさんの答えを用意し

たが､･それを人に説明するとき、私はいつも

なにかしらの後ろめたさのようなものを感じ

ていた。選考という行為は計り知れない意味

を含み得る。その意味の重さを最大限に捉え

れば、会議そのものの形のほうを選考に応じ

たものに変える事すら考えられるのだ。つま

り参加資格として大層に英語力だの関心の広

さだのをかかげては、会議に参加できる人、

すなわちその条件に見合った人が実際には何

名いようと、会議形式に合わせて30名を選考

するというのでは厳正な選考も何もあったも

のではないとさえ思ってしまうのである。

JA錘の選考というのは他の学生団体の中

でも大がかりな方である。選別というものの

権力装置としての機能を認識していればいる

ほど、可能な限り良識を持って厳しく、公正

にと努力をする。しかしそれは皮肉な事にさ

らに選考の装置としての権滅を増す結果となっ

てしまう。では選考そのものをなくせばいい

のか。おそらくそれに賛成する人は少数であ

ろうし、それが実現する可能性となるとさら

に少数であろう。私には結論は出せない。こ

の議論を突き詰めるとどういう結果になるか

がわかるからだ。

この先おそらくこの選考という制度は続い

ていくことと思う。毎年新たに選ばれた実行

委員がこの難問とどう格闘し、答えを出して

いくのだろう。ここにわずかに記したのは、

一昨年の秋、冬、春の私のむなしい格闘を思

い返しての表白である。 （猪刈 由紀）

病院巡り

月から3月は、日米学生会議の実行委員会の仕事のなかで1，2位を争うほどの仕

多い時期である。こんな時に、私の身の上には多くの不幸が降りかかってきた。こ

とで他の実行委員の皆さんには本当にご迷惑をかけたと思う。

れは2月の中旬後期試験が終わった後、東京へ行く前に古くからの友人が4月から

で就職することになり、その引っ越しの手伝いをするために大阪へ立ち寄った。引っ

は男が3人居たので何とかその日のうちに終わった。ここまでは何の問題もなかっ

その後引っ越し祝いをしようと、友人が中国人留学生から買ってもらった「マオタ

3本を飲み始めた。この酒は、結構強く直ぐに酔いが廻ってきた。普段だったら寝

まうのに、それにもかかわらずその日は朝まで飲んでいた。というのも、翌日に選

備の為に東京へ行く手筈に成っていたから、自分なりに起きてし､ようと努力してい

であろう。（一応よく解釈してみると）結局酒の大半は自分が空けてしまった。

も6時ごろを廻り、そろそろ新幹線が出る時間だから出掛ける準備をした。この時

気分が悪かったので、出発を遅らせようとしたが何とか頑張って新大阪駅まで向か

とした。しかし気分の悪さが余りにもひどかったので、近くの病院へ行くことにし

この時から悲劇は始まった。難波の或る病院に到着すると、ふっと気を失ってしまつ

２
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た。何と急性アルコール中毒になってしまったのである。その後話を聞くところ、2本

の点滴を受て、一日起きなかったとのことだ。友人2人は、本当に死んだかと疑ったそ

うだ。それにもかかわらず、友人1人は東京へ戻ってしまった。（この薄情者めが｡)翌

日目を覚まし、友人宅へ戻り休養した。そして2日遅れにやっと東京へ行けるかと思え

ば、今度は友人が新大阪まで送りにきてくれた際に、突然の腹痛で倒れてしまい再び家

まで戻った。しかし、何時まで経っても腹痛は消えずまた病院へ連れていった。この時

友人は、急性盲腸炎に罹り緊急手術をすることになった。友人の両親は、海外駐在員な

ので日本に居らずまた親戚も何処にいるか分からないので、暫らく友人に付き添うよう

になった。術後友人の親戚の連絡先が見つ

からず、結局大阪にもう1週間いる羽目に

なってしまった。この間JA誕と連絡が出

来ず、東京ではMamhoi(私のニックネー

ム）行方不明説まで流れてしまった。

その後何とか一段落がつき、北海道へ選

考試験をするために一時東京へ立ち寄った。

そして大阪選考があるので､ 一足先に大阪

へ戻るとまた悲劇は起こった。何と今度は

自分の横腹が痛く、脂汗が出てくる始末。余りの痛さに我慢が出来なくなり、救急病院

へタクシーを飛ばして行った。すると年寄でもないのに、尿管結石があると診断された。

この時、痛み止めの点滴をしてもらい何とか痛みは治まった。この後は何とか病院にお

世話になることはなくなったが、この短い間に病院体験が出来たのも一重に、「医療と

社会」を担当したからなのだろうかと強く思った。

でも実行委員の皆さん、あの時は本当にご迷惑をかけました。 （松井恵一）

選 考

実施にあたっての諸々の準備を行なった。選

考試験は3月10日の札幌会場を皮切りに、仙

台、東京、名古屋、大阪、広島、岡山、福岡

の全国8会場で実施し、多くの〔肥・“の方々

の多大な協力を得て、4月初旬には30名の新

参加者が決まった。会議を一緒に作り上げて

いく仲間を同じ学生であるものが「選ぶ」と

言う作業は、会議の理念と深く関わっており、

会議への思いと実行委員間の信頼関係なしに

選考は、参加者を募集し選考試験を実施し

て共に第44回会議を作っていく仲間を迎える

までの活動を進めていくうえでのまとめがそ

の主な仕事で、猪刈と比企野が担当した。実

行委員で第44回会議の理念を繰り返し話し合

い、そのための選考の必要性、その方法等を

決めていくことに始まり、受験希望者への対

応、実施要領作成、配布、試験問題作成、2

月の願書受付開始後は、願書処理、選考試験
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はやり遂げられない。そのために何度も立ち

止まり、ぶつかり合いながら、各々が全力を

尽くして素晴らしい仲間を迎えるに至った。

選考は精神的に苦しい作業であったが、実

行委員を支えて下さったOB．“の皆様、そ

して最後まで投げ出さずその作業に向かい合っ

たSilvermanを始めとする実行委員の皆に、

担当者として心より御礼申し上げます。

（比企野慶子）

経 理

日米学生会議の予算は、主として一般賛助

団体賛助金（各財団、企業）及び参加者自身

の参加費からなっている。日米両主催団体の

協定により、第42回会議以降は受け入れ国側

が会議中の全諸経費を負担する予算システム

となったため、主催団体である国際教育振興

会賛助会賛助金はすべて日本開催時に割り当

てられることになった。このため、本年度は

準備関係及び渡航にともなうすべての費用を

すべて自分たちの手で用意しなければならず、

厳しい予算状況が予想された。この賛助金に

関する集計、総括、情報収集など財務活動一

般を白石（財務）が担当し、準備期間等諸経

費支出一般の管理、総括を佐野（経理）が担

当した。

職
前述のような厳しい状況だったにもかかわ

らず、会議を無事に終わらせることができた。

特に景気の後退するなかで多大なる賛助を各

方面から頂いたことに、心より御礼申し上げ

ます。ご協力有難うございしまた。

（佐野日出之）

財務活動報告

日米学生会議は全ての経費を企業や財団か

らの賛助金と参加者の参加費で賄っている学

生団体であり、予算の作成から賛助金を募る

活動、そして経理報告まで一切の財務活動は

学生の手によって行われる。実行委員会のな

かでこれにあたるのは財務と経理であり、第

44回では私（白石）と佐野が担当した。

まず会議の構想を実行委員会で練り、それ

をもとに経理が大まかな予算を立て、財務が

予算にそって募金活動を指揮した。企業や財

団に実際に賛助依頼の説明に行くのは実行委

員全員で分担したが、その戦略、資料分析、

入金管理、領収書送付などは専ら財務の仕事

であった。折りしもバブル崩壊後の不況と重

なり、各社経費削減を進めるなかでの財務活

動は決して楽観できないものがあった。企業

研究を始めた9月、10月の頃は、それまで夜

ごと布団を蹴って熟睡していた私も眠れない

夜と不安に追い掛けられる毎晩であった。実

際景気後退を理由に賛助を断られたり打ち切
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汗,~奄

全体合宿（1992.5）於・オリンピックセンタ－

られたりしたこともあって、苦労を味わった。 き締まる思いであった。また困ったときには

「来年再開するからね｡」とか「お隣さんな 国際教育振興会事業課の水野氏、秋川氏、西

らもらえるよ｡」とか言われ説明もろくに間 部氏らが助けて下さりまた、社会人のOBの

いていただけないこともあり、困ったのは東 方がアドバイスを下さったりした。結果的に

京から大阪まで面会の約束でわざわざ出向い 全額過不足なく集まり、私を焦りと不安から

たのに当日ことわりもなく出張で不在、代わ 救ってくれたのは、各企業、財団の御理解と

りの人にさえ会えないこともあった。その日 御支援、それと様々な人々の協力の賜物であ

は後で同行した佐野君にユース・ホステルの り深く感謝したい。そして財務活動を見事な

風呂でグチを聞いてもらって溜飲を下げた。 チームワークで乗り切ってくれた実行委員の

しかし一方で私のような不勉強学生の話を長 仲間達にも感謝したい。特に経理の佐野君に

時間熱心に聞いてくれ、お茶まで出して下さ は、度々予算をさらに切り詰めて私の負担軽

る方もあった。二十年以上も賛助し続けて下 減を図ってもらった。崇高なる理想と遠大な

さる企業や日米学生会議の名前だけで了解し る会議の計画をぶつ他の実行委員を横目に渋

て下さる財団もあり、会議の先輩たちの築い い顔で金策を練った思い出は生涯忘れないで

てきた信頼の厚さに感服すると同時に身の引 あろう。 （白石史朗）

全体合宿について

貝の喜び。参加が決まった喜びと学生会議と

いう未知なる沃野を前にしての希望と不安を

抱えた参加者。それらが一同に会し、学生会

議はスタートを切った。

参加者が決定されたのは4月上旬だったが、

初の顔合わせになったのはこの5月3．4．

5日に行われた全体合宿だ。長い準備活動を

経てやっと参加者全員が揃うことへの実行委
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会議の主旨、日程、各プログラムの諸説明

などを聞いているときはおとなしかった参加

者も、いざディスカッションが始まると初対

面とはとても思えない程活発に意見を述べ、

早速「暑くて熱い夏」を想わせた。総合テー

マである「地球共同体への一歩～今果たすべ

き私たちの役割」に対する各人の思いを交換

し、分科会ごとにどういものを作り上げてい

くか熱い議論を交わし、それらの議論の中で

各々が「自分もJAmの一人なんだ」という

実感を高めていった。

自己紹介や夜を徹しての「雑談」を通じて

お互いの理解は深まり、関東人は関西人の自

然発生的マソザイに腹をよじらせ、時が進む

につれ数日前まで知り合いでなかったのが嘘

のような「仲間」になっていった。また、夜

のパーティーに駆けつけて下さった配の方々

の体験談は参加者のイメージを膨らませた。

そして会議の沿革の説明を受け、又実際に

OBの方々の話やその後の活躍ぶりを聞き、

戦前から連綿と続く学生会議の歴史と伝統の

一部に自分が加わっていくことに大きな責任

を感じ、身の引き締まる思いもした。

個性溢れる40名が互いに刺激し合い、知り

合った2泊3日だった。そして本番までの2

ケ月間の準備に自分はどう臨んだらよいのか

思案しながら、新生JAm40名は全国へ散っ

ていった。

この後準備活動は、再び全員が集まる直前

合宿まで関東、関西、北海道の各地に分かれ

て進められていったのである。（割石俊介）

定 例 会

東京定例会

東京定例会は全体合宿後の5/16から毎週土

曜日、四谷の日米会話学院の教室を借りて行

われた。内容は以下の通り。

5/16

戦争と平和セミナーの準備。数人の参加者

が「私の安全保障観」というテーマで安全保

障、日本の憲法などについて自発的にスピー

チが行われた。

5/23

日韓学生フォーラムの学生と合同で、ロス

アンジェルスでの暴動をうけ、在米韓国人な

どについて色々な話し合いがもたれた。

5/30

2回目の戦争と平和セミナーの準備。前回

の知的な内容とは異なった視点である「もっ

と身近なことから考えよう」という提案のも

と、グループディスカッショソが行われ、

「平和とは自分にとって何か」など様々な話

し合いがもたれた。

6/6

地球環境フォーラムの準備。2つのグルー

プに分かれ、参加者が寄稿して毎週発刊され

てきたガイアについての感想、具体的フォー

ラムの案などについて話し合いが持たれるは

ずだったが、1つのグループでは環境問題が

経済の南北格差などの話とつながり、かなり

白熱した話し合いとなった。

6/13

この日の前半では、今回の参加者の佐藤の

友人であるクリスさんをむかえ、米大統領選

について話し合いがもたれた。また26回参加

者で消費者問題研究家の船瀬氏による、電気
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自動車など新しい技術と環境問題についてお

話をしていただいた。

6/20

民族問題フォーラムの準備。在日外国人、

外国人労働者、部落問題などについてスモー

ルグループディスカッションが行われた。

7/11

貿易シソポジウムの準備。参加者数人によ

る、自動車輸出自主規制、系列、コメ問題な

どについてプレゼソテーショソが、基礎知識

を学ぶ目的で行われた。 （磯部 聡子）

関西定例会報告

今回の内容は、環境についてであった。①

環境保護のための新しい目漂、経済開発の

構造的変換､⑥環境保護ネットワークの強化、

④国際的法規制の可能性、の以上4つの視点

について各人の意見交換を行った。

5月30日

内容は、貿易についてであった。日米の文

化や価値観の差から生じている経営方法や経

済システムの違いについて考察した。特に日

本の系列システムの是非について活発な意見

交換を行った。

6月6日

今回は、6月20日から始まるフィールドト

リップ．の最終決定を行った。

6月13日

内容は民族についてで在日朝鮮韓国人の学

生を招待し、人種差別問題や異民族共存のた

めには何か必要なのかといったことを議論し

合った。 （菅 武志）

関西においては、定例会を毎週土曜日の午

後から阪急十三駅近くのフジヤという喫茶店

で行った。関西からの参加者は8人という少

人数ということや、理科系の専攻の者が多い

こともあって、知識偏重ではなく、個人の素

直な考えや意見を英語で表現することに重点

をおいて定例会を進めていった。

5月16日

関西で最初の定例会の内容は、戦争と平和

についてであった。平和の概念について最初

に活発な議論が行なわれ、単に戦争がない状

況を平和と呼べるのか？人種差別や抑圧など

の構造的暴力が存在している社会を平和と呼

べるのか？など各人の意見を交換した。さら

に、湾岸戦争を例にとって、正義のための戦

争は存在するのかといったことまで議論し合っ

た。

5月23日

札幌定例会

何か、昨年はどのような感じだったのか、い

ろいろと対話を重ねていくにつれ、学生会議

の全体像がおぼろげながらつかめていった一

日であった。

第2回は、「戦争と平和」をテーマに、そ

札幌での定例会は日米学生会議始まって以

来初めてということもあって、要領を得るの

にかなりの時間を要した。

第1回定例会は、前年の参加者との顔合わ

せが主たる目的であった。日米学生会議とは
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れぞれの視点から戦争に関わる問題について

話し合った。寺沢は日本のPKO協力問題を

とりあげ基本的な事実を確認すると同時に、

国際的な安全保障体制のあり方についても言

及した。高橋は日本において特に顕著である

と思われる絶対平和主義をとりあげ、その正

当性に疑問を投げかけると共に、平和という

ものの意義を再考した。

第3回は、北方領土問題をテーマに行なわ

れた。寺沢は民族という次元からユニークな

切り口でこの問題を扱った。高橋は日本と旧

ソ連の両国民の、「固有の領土」という概念

に対する認識の違いを問題にした。

第4回、札幌で初めてのフィールド・トリッ

プについての打ち合わせが行なわれた。

第5回は、環境問題をテーマに行なわれた。

この日は、前日に東京から応援にかけつけて

来てくれた長野をまじえて、環境についての

広範な話し合いが行われた。寺沢は、コメと

環境との関係に光をあて、水田がいかに保水

その他に重要な役割を果たしているかを報告

した。高橋は公園をとりあげ、日本の自然公

園、国立公園が国際的な自然・国立公園の概

念とどう異なっており、それが日本人の自然

観をどのように映し出しているかを報告した。

第6回は、既に提出済みのお互いの英語論

文を読み合い、それぞれ見当を加えた。

第7回は、待望のフィールド・トリップで

あった。ゲストスピーカーが遅れて到着する

などのハプニソグはあったものの、全体とし

てはかなり成功したといえる企画であった。

第8回は、最終確認ということで、出国に

あたっての留意点、持ち物の確認その他を行

なった。

すべてを2人でやらなければならなかった

ため、かなりの制限はあったが、札幌で定例

会を開く意義は本当に大きなものがあったと

いえる｡ (高橋 博）

フィールドトリップ

径書房フィールドトリップ

会議も約一ケ月後に迫った6月22日、一連

のフィールドトリップの一環として『長崎市

長への7300通の手紙』、『ちびくろサソポ絶

版を考える」等の出版物で知られる出版社径

書房を訪問した。当日は言論の自由というテー

マを中心に、代表の原田氏から同社の設立の

経緯から代表自身の人生観まで幅広くお話を

うかがった。

戦前は軍国少年だったという同代表がいか

にして現在の境遇にたどりついたのか、とい

うご自身の人生に基づいたお話は非常に印象

深いものがあった。玉音放送の日を境に軍国

主義国家から民主主義国家に変わったとされ

る日本。少なくとも歴史の教科書にはそう書

いてあるが、本当にそう何の葛藤もなく人間

というのは簡単に変身できるのか？急に民主

主義を唱えだす大人達に対し激しい不信感を

抱き、右翼活動に携わるようになった同氏が、

民主主義を信じ、それを擁護するようになる

過程にはまさに氏の生きざまが深く関わって

いる。それだからこそ、現在強い信念を持つ

ことができるのだと、感心させられた。言論

の自由を唱えるのはやさしいが、本当に大切

なのはそれを実行することなのであるという
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このフィールドトリップは終了となった、と

いえば大体の雰囲気は察して頂けるのではな

いかと思う。私事で恐縮だが、この時伺った

「自分を大切にする」という哲学は、どうも

僕の人生哲学にもなってしまったようである。

自分を大切にして、自分に正直に生きよう。

いい一日だった。 （佐野日出之）

お話は、それ故、強い説得力を以て参加者一

同の心に残ったと確信する。こういう風に書

くと、非常に激しい性格の持ち主のように聞

こえるかもしれないが、実際には非常に温厚

で、かつ気さくな方である。参加者との話も

弾み、皆楽しみながら同時に学ぶことができ

たのではないかと思う。最後には、皆話に引

き込まれたせいか、同社の新刊本を購入して、

被団協を訪ねて

場のビデオを見に足をはこんできたこと、こ

れだって平和運動のひとつとよべるという。

平和は頑張って＝、がん〃をはってかちとる

ものでなく、むしろ、'Ihkeiteasy〃と明る

くいきたいものである。

午後3時からは場所をかえて被団協の方と

の懇談にはいった。加良谷恵美子さん（埼玉

県原爆被爆者協議会理事）は2歳のとき広島

で被爆し、その被爆体験について語ってくれ

た。加良谷さんはお母さんの胸に抱かれて被

爆したという。そのため、体右半分に外傷を

負っている。加良谷さんは「髪にかくれてわ

からないでしょう」などと笑顔で話してくれ

たが、体に負った傷以上におもいはずであっ

た胸の内の傷をも淡々と話してくれた。

加良谷さんが語ってくれた被爆者ゆえの苦

難は想像を絶する。加良谷さんらは親戚のも

とに身をよせたが、お母さんは重度の被爆状

態であったため納屋に隔離され、そこでうじ

に体を蝕まれながら亡くなっていったという。

加良谷さん自身、被爆者ということで差別

をうけ、辛い思いをしてきた。一つは一度目

の離婚であった。もう一つは、体のために二

人めの子供を生むのを断念しなければならな

かったことである。このときばかりは自殺を

1992年6月27日（土）午後1時30分から

「にんげんをかえせ」というビデオを観るた

めに、、平和博物館を創る会〃を訪れた。そ

こは幅5メートルほどのガラス張りの入口に

、平和博物館を創る会〃とかいてあるだけで

大きな看板も表示もなく、そびえたつビルの

谷間にあって、つい通りすごしてしまった。

入ってみると、数々の原爆関係の品々が展示

してあった。

「にんげんをかえせ」では、原爆の恐ろし

さと悲惨さを訴えた被爆者のコメントが印象

的だった。いろいろな葛藤を克服し、一言一

言、言葉を噛みながらでてくる彼らの思いは

人間の生死の真をついていたように感じられ

た。特に、「人間にあんな惨い死に方があっ

ていいのだろうか」という問い掛けに心がふ

るわせられる。私は改めて人間の「死に方」

について考えさせられた。彼らの死は同時に

世界の死であった、そして彼らの地獄も同時

に世界の地獄と化したことを私達は忘れては

ならないとおもう。

今回お世話頂いた蝋平和博物館を創る会〃

の方の話によれば、「平和運動をすること」

とはそんなだいそれたことではないという。

たとえば、土曜日の午後に時間をつくって現
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考えたという。

原爆は8月6日と9日の日にだけ死傷者を

だしたのではなく、今こうしている間にも人

を傷つけ死に直面させている。私達の知らな

いところで多くの被爆者が差別や苦難と闘っ

ている。加良谷さんは自分が被爆者であるこ

とを近所のひとにまだ知らせないでいるとい

う。私が気がつかないだけで、私の近隣にも

「加良谷さん」がいるにちがいないと思わさ

れた。

被団協の方々にはお忙しい中このような時

間をもうけて頂いたことに深く感謝をささげ

たい。皆さんはどんな苦難のなかにあっても、

非常にたくましく立ち向かっていこうとして

いる。しかし、その姿は決して戦闘的でなく

和やかで温かみを感じた。これからの御活躍

に期待したい。私は、被爆者の痛みを知りそ

れに打ち勝とうとする生きざまに励まされた。

（高橋 直子）

OCCUR(動くゲイ＆レズビアンの会）

今回のフィールドトリップではOCCUR

（動くケイとレズビアソの会）の代表者の方

をお招きしてお話をうかがった。mCURは

設立された当初から同性愛への偏見をなくし、

正しい知識の普及のために運動を行っている、

同性愛者により構成されている団体である。

アメリカでは例えば、ほぼ各大学でこうし

た同性愛者の権利拡張のため活動しているグ

ループが見受けられるが、日本で大規模なも

のは"CURともう1団体の2つのみ。同性

愛者の存在そのもに対する認識が非常に低い

といえる。が、反面、それゆえ迫害が少なく、

暮らしやすいという話を聞き、複雑な気持ち

になった。

スピーカーが強調していたのは、同性愛者

とストレートの人達の間には何の違いも存在

していないということであった。特別視する

理由は何もないということである。正直に言っ

て同性愛はセクシユアリティの1つに過ぎな

いというスピーカーの話を完全に理解できた

とは思えないが、それゆえ差別を受けるよう

なことがあってはならない、ということは十

分に理解できる。

スピーカーの方はクリスチャンとして、ま

た家族のことなどいろいろ話して下さり、も

う一度、そうしたことは何なのか、自分なり

に考えさせられることも多かった。

一般の参加も非常に多かったフィールドト

リップ．であった。参加者の中に、自分も同性

愛者だという男性がいて、また違った視点で

いろいろな話をしてくれたことは、非常によ

かったと思う。 （坂田亜也子）

ブリジストン美術館を訪れて

7月5日、私達12人（日米学生会議参加者

から5名・一般からの参加者7名）は、東京

八重洲にあるブリジストソ美術館を訪れた。

単に展覧会を見るだけでなく、美術館で普段

から美術と直に接しておられる学芸員の方の

お話を聴くことができたのは非常に意義のあ

ることだった。まず初めに美術館の常設展示

を1時間程鑑賞し、その後学芸員の貝塚氏を
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囲み2時間半程、主に「美術館の社会的機能」

というテーマで話をした。美術展、美術館の

舞台裏の様子をありありと語って下さる貝塚

氏のお話に参加者一同すっかり吸い込まれて

しまった。

ブリジストソ美術館は、1952年、石橋財団

の創設者石橋正二郎氏のコレクショソを、広

く市民一般が楽しめるようにと設けられた美

術館であり、1956年より石橋財団により運営

されている。フラソス印象派の画家（モネ、

セザンヌ、マイヨールなど）の作品、そして

近代日本の画家（青木繁、岸田劉生など）の

作品など著名な大家の秀作が集められている。

そしてなにより、ブリジストソ美術館の展示

室のスペースの広さと落ち着し､た雰囲気は、

デパートの美術展によくありがちな慌ただし

さとは対照的で、私達鑑賞者に、時間と見方

の自由〃を与えてくれるような、そんな雰囲

気をかもし出している。

戦後日本の経済発展の中で、「芸術文化を

も広く市民の手の届くところへ置こう」とい

う西洋近代の美術館のコンセプトと方法をい

ち早く導入し実現化したのがこのブリジスト

ソ美術館だった。ちょうど1960年ごろから日

本でも現代美術についての関心が高まりつつ

あり、当美術館でも当初は海外からの現代美

術を招へいし、企画展を催していたようであ

る。しかし、これほどのコレクションを1つ

の美術館で所有し、近代美術の歴史を感じさ

せてくれるようなこの美術館の長所を最大限

活かすことが考えられた。つまりいわゆる蝋

現代美術〃という勤めく美術に焦点をおくよ

りは、むしろ歴史的視野で美術をとらえる機

会を提供しようと、常設コレクショソをより

充実させることに重点がおかれたのである。

この考え方は、非常にうまく実現されている

ように思う。私達は、今を生きる人間として、

今現在の美術の動き、芸術の動きに敏感であ

ることが望ましいが、もう一方では、それを

美術の歴史の中に位置づける作業も必要だろ

うし、この現代の芸術を導くにいたった芸術

の歴史をも理解する必要があると思う。

貝塚氏はまた、学芸員としての仕事の話も

して下さった。2年後の、モネ展〃の準備は、

既に3年前から始めておられる、という話、

美術作品を海外の美術館から借りてくるとき

にかかる絵画への莫大な保険金のこと、絵画

を運搬するときの付き添いのお話などなど。

経済に組み込まれた芸術の姿を貝塚氏のお話

から聴き取ることができた。

現代の美術（館）をとりまく環境は複雑で

以前とは芸術の意味・手段も著しく変化しつ

つある。東京にも美術館が驚くほど多数でき

ているし、その中にはハイヴィジョンを使っ

て作品を見せるなど、美術鑑賞に対する従来

の考え方に挑戦するかのように見えるものも

ある。ヨーロッパやアメリ力のように、歴史

的な美術作品をまとめて所有しない日本の中

小美術館には何が出来るのか。、美術館の統

合〃という考えもおこっている。生活の豊か

さを単なる経済効率や物質的繁栄のみに求め

ることの少なくなりつつある今日、ローカル

な場所でも大都市においても、美術館の人間

生活に対する影響力とその提供するものはま

すます大きくなることだろう。私たちは市民

として美術館とのどんなかかわりを求めるの

か、もう一度考え直してみるとよいだろう。

貝塚氏の厚いご協力に参加者一同感謝してい

る。

非常に有意義な実地研修となった。

（増井早知峰）
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JETRO(日本貿易振興会）

貿易立国である日本が、噴出する摩擦を乗

り越えつつ世界の経済成長、ひいてはJA"

の総合テーマでもある地球共同体の形成に向

けていかなる方向性を打ち出せるのか、とい

うことは私のかねてからの問題意識であった。

JE'IROは通産省の所管であり、かつては

日本製品の輸出促進のための様々な事業を行っ

ていたが、日本の輸出超過が782億ドル（91

年度）に及ぶ現在ではその役割も変わり、バ

ラソスのとれた世界貿易の達成のための事業

機関となっている。

「一人勝ち」といわれる日本が、一体どの

ような形で各国との調和を目指しているのか、

その全面に立ち活動している同法人を訪れお

話を伺うことは意義深いことであるように思

われた。

JA甑という名を携えての交渉は滞りなく

終わり、6月26日（金）午後に参加者7名と

ともに実現の運びとなった。

当日お話しをして下さったのは海外調査部

米州課課長の若林寛之氏であった。氏はこの

日のためにわざわざレジュメまで用意してい

て下さり、日米経済関係と今後のJETROの

役割を主なトピックとして挙げ話された。

現在の貿易摩擦は相互依存関係の深化によ

り文化的要素をも内含した複合摩擦となって

おり、情報化の一方で、国同士はお互いを知っ

ているようで知らない状況に陥っているとい

えよう。そうした中でJE'IROの地道な努力

が今後一層重要になると思われる。

とかく日本には叩かれがちなモノ言わぬ国

というイメージがあるが、今回の実地研修で

日本側の努力や論理が聞けたことは参加者に

新たな視点を開くものであり、貴重な経験と

なった。

最後に、この実地研修を実現するにあたり

多大な御助力を頂いた関係各位に心から御礼

申し上げたい。 （工藤 博海）

自由の森学園

池袋から約50分。緑、いや山の中にある自

由の森学園を我々一行6名が訪れたのは夏も

始まろうとする頃であった。まずは教頭先生

に案内して頂いて、学校見学のご父兄と生徒

十数名と一緒に授業中の教室をまわった。中

1の理科の教室では、生徒がうるさくて授業

にならなかった様で、先生と生徒の話し合い

が行われていたようだった。高2の音楽の授

業では、一クラス約30名とは思えない素晴ら

し声量での合唱の授業を見せて頂いた。その

後、学校の理念等について話して頂き、全て

生徒たちの企画・進行による卒業式等の行事

のビデオを見せて頂いた。自由の森学園には

制服はもちろん、通知表も定期テストもない。

あるのは自己評価による評価法と暴力・オー

トバイ等に関するいくつかの「生活のきまり」

のみである。ここで先生が強調していらっしゃっ

たのは、全てが自由である学校だから、中途

半端な気持ちで入学すべきではないというこ

とだった。

中高生であふれる学食でおいしい伝統食

（和食）のお昼を食べ、我々のために校内ア
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ナウンスで集まってくれた二十名以上の生徒

の話を聞くことができた。我々の質問に自分

の言葉で答える生徒たちの声からは、それぞ

れ自由な学校が好きであり、それぞれが自由

であることの不安やつらさを感じている様子

が見られた。その後集まって下さった二人の

先生方からも同じようなことが感じられた。

生徒に対する深い愛情と自分の授業に対する

熱心さ、その反面教科書等の既成の教材を使

わずに各先生個人が授業を作っていくことの

大変さ、などである。

受身本意の教育を受けてきた参加者たちに

は、とても考えさせられるフィールド・トリッ

プ（実地研修）であったと思う。自立した人

間を育てるという自由の森学園の理想のすば

らしさと、その理想にむけて暗中模索する先

生と生徒たちの姿を見ることができたからだ。

（増子 聡）

NHK

6月27日田、入ごみでごった返しているJ

R渋谷駅ハチ公交番前に私たち日米学生会議

参加者4名と一般参加者4名は集合し、一路、

目的地NF丑〈を目指してゾロゾロと移動し始

めた。途中、入ごみの中で互いにハグレなが

らも、なんとか時間通りにNfⅡくに辿り着き、

広報室の正田さんに、海外のニュースがどの

ように収集され、国内に配信されてゆくのか、

ということについて御自身の体験を交えて語っ

ていただいた。一通り、正田さんの話を伺っ

た後で、参加者の側からの正田さんの話、マ

スコミー般、そして、NHKに関する質疑に

対する応答が行われた。特に、マスコミ自身

による報道内容・姿勢に対するチェック機能

についての話は、大変興味深いものだった。

約1時間半程の質疑応答の後、最後に報道局、

スタジオなどのニュース発信の現場を見学さ

せていただいた。皆、珍しい機材と刻々と各

地から送られてくる情報の量に驚いた様子だっ

た。

30分程のスタジオ見学を終え、正田さんに

休日にも拘らず私たちのNfⅡ<見学の企画に

協力していただいたお礼を言うと、様々な感

想を口にしながら私たちは家路についた。

（西元 宏治）

UNHCR

どについて1時間程説明を受け、その後参加

者との質疑応答を含めたディスカッションに

移った。その後、一回目の議論が時間の制約

のために十分尽くされなかったのでは、とい

うプリム氏の配慮から第2回目の会合が持た

れた訳だが、予想に反して参加者が1回目と

異なる顔触れとなってしまったことから、前

回とは異なるトピックとしてポスニア・ヘル

6月30日と7月15日の2回にわたって、国

連高等難民弁務官事務所(UNI皇紀R)の駐日

代表であるギイ・フ・リム氏に、難民に関する

問題と国連の役割についてお話を伺った。参

加者は、一般学生と会議参加者からの出席者

合わせて約20名程であった。

第1回目は、難民の定義やその歴史、難民

に関する国際機関の歴史、UNI皇にRの働きな
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ツェゴヴィナの現状を話し合った。

難民とは、1951年の国連・難民の地位に関

する条約第一条によれば「人種・宗教・国籍．

もしくは特定の社会的集団の構成員であるこ

とまたは政治的意見を理由に迫害を受けるお

それがあるという十分に理由のある恐怖を有

する為に、国籍国の外にいる者」である。難

民という現象が長い歴史を持つことは、キリ

スト自身がまた難民であったことを思い出せ

ば十分に理解できるだろう。今世紀に於いて

は、1917年のボルシェヴィキ革命や1933年以

後のナチスの圧迫によって何万人もの亡命者

が発生し、その保護にあたる国際機関が国際

連盟によって設立された。第二次世界大戦を

経て1951年にUNHCRによって仕事が引き継

がれる迄に、何度か名称を変えつつも、国際

的難民機関は、150万人以上の避難民に援助

を与え、7万人以上を母国に帰還させた。現

在世界情勢が様々な変化を見せ民族的対立が

顕在化する中で、全くの人道的見地からすべ

ての人に基本的人権を保障すべく活動するU

1，旧CRの仕事と権限は、拡大の方向にあると

いってよいだろう。難民の状況がメディアに

取り上げられると、一時的には世界各国から

物質的な援助が集まる。しかしそのようなブー

ムに関係なく、持続的に食糧・教育・難民の

諸権利の保護など各方面からUNHCRは援助

活動を行なっている。また最近は人種・宗教・

国籍・政治的信条の理由からよりも、貧困・

人口爆発・経済の失敗・人権の侵害によって

難民が生じている。そのことから、開発援助

にも関わるようになったのが最近の傾向であ

る。

参加者に感想を聞いてみると、難民に関す

る知識を増やすことが出来てよかった、とい

う他に、プリム氏のヒューマニズムに対する

コミットメントに感動した者も多かったよう

だ。世界情勢がめまぐるしく動き、融合に向

かう今、難民と18年間接してきたプリム氏が

参加者に訴えた言葉は胸に留めておく価値が

あるように思われる。それはおおよそ次のよ

うであった。「私は皆さんのような若い方々

に特にお願いしたい。難民が自国に流入して

きたらどうしよう、などと恐れないで欲しい。

異なる国籍を持つ難民の両親との間に、その

どちらの故郷でもない第三国で生まれ、自ら

も難民となり、イギリスで教育を受け、今やっ

とUNHCRの助けでフランス国籍を取得した

私の友人の例を引くまでもなく、国を越えた

人と人との結びつきが進みつつある現実にもっ

と目を向けて欲しい。あなた方が、難民のよ

き隣人となることを願って止まない。そして

もっと、世界各地で起きている人権侵害に敏

感になって欲しい。人権は、すべての人が生

れ乍らにして持つ権利である。これからの世

界は、あなた方が築き上げる。希望を持って

相互理解を通じて世界に平和がもたらされる

よう、頑張って頂きたい｡」

自分が自らの鈍感さのゆえに見逃している

ことってあるのではないか、もしそうだとし

たら、どうしたら自分とは異なる境遇にいる

人（この場合は難民）の立場を理解出来るの

だろう、またよりよい解決に向けてのどんな

援助活動が出来るのだろう、そんなことを考

えさせられた2回のフィールド・トリップだっ

た。 （高橋 香織）
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関西フィールド・トリップ(NGO/PHD)

関西定例会では、第三世界問題、日本にお

けるNGOの働きを学ぶために5月30日、神

戸のPHD協会を訪問した。

お忙しい中を総主事の草地先生にNGOと

は何かということから始めてPHDの働き、

日本のNGOの現状、援助および協力のあり

方に至るまで約三時間にわたって質問を交じ

えながらお話しして頂いた。日本のNGOは

まだ、、赤ん坊〃だとの草地総主事の言葉か

らも察せられるようにNGOは活動面で、本

当の〃協力とは何か、また個人の問題として

はNGOワーカーの生活保障はどうなるのか、

といった様々な問題を抱えている。NGOの

理念と現実の厳しさをかい間見て改めて活動

の難しさを感じずにはおれなかった。

6月20日、PHDの紹介で、先ず個人で有

機農業経営を行っている牛尾さん宅を訪れた。

汚臭のない鶏舎で餌をあげたり、有機栽培の

おいしい野菜を頂きながら、餌の発酵や経営

内の物資の再利用など数々の工夫や試みをう

かがった。また彼は外国からの研修生の受け

入れを行っており、スリランカからの研修生

であるシャソタさんから、経済格差や文化の

違いが農業や生活状況に与える影響を聞いて

いた。日本で学んだことが必ず現地の技術や

農業に対応できるわけではない。しかし牛尾

さんとシャソタさんは共に相手の文化を学び

把握しようとしており、人間の根本的な成長

のために助けあっていた。

その後集団で有機農業経営を行っている

「ふえるう村」を訪ねた。社会に対して様々

な考えをもった人達が、共に生活しながら農

業を行っているが、3年以上そこに住む人は

ほとんどいない。経済分配や共同組織に問題

があるようだが、その生活で何かを得て疑問

を抱き、答えを探しに社会に出ていくことは

確かだと思われた。 （松本安代）

関西フィールド・トリップ

ー神戸中華同文学校一

民族教育を行う学校は、日本にも何校かあ

る。しかしそう､､った学校を訪れたり、そこ

で行われている教育、子ども達の様子などを

知る様会はほとんど無いということで今回日

本社会における民族問題学習の一環として神

戸にある在日華僑の学校を訪れた。

その日はまず、先生方の御案内で小・中学

校の授業を見学させて頂いた。子ども達はこ

の学校に入学する前まで全く日本人の子と同

様に育ってきている。それを一から中国語な

ど教え始める訳だから大変だ。小学校低学年

の授業では日本語と中国語を聞きとったり話

したり出来る様になれば、授業は中国語をベー

スに行われる様になる。中国語の修得、それ

に中国の歴史・文化の学習がこの学校で重要

視されているのはもちろんだが、それだけに

集中しているわけにはいかない。ここの生徒

達も 一般の日本の子ども達と同様の高校受験

をする中学3年生にもなると、今まで使って

いた中国語で書かれた教科書に代えて、日本

の教科書を使って受験対策をする様になる。

学校の運営についていえば、一般に民族学
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校は日本の公立、私立学校などと同じに扱わ

れておらず、専門学校などと同じ各種学校と

して分類されている。よって国や地方自治体

からの補助もほとんどなく、財政も相当苦し

い様だ。そういった諸々の大変さにもかかわ

らず、先生方は本当に熱心で、子どもの教育

に意欲的であった。近隣の小・中学校との交

流や中国帰国子女の受入れを行うなど、地元

との交流も盛んだ。

このすばらしい学校で学んだ子ども達が将

来日本と中国をつなぐ･架け橋になるのだと思

うと、とても熱い気持ちがした。

（阿古 智子）

フィールドトリップ・イン・サッポロ

6月27日に、札幌で初めてのフィールドト

リップが行われた。在日朝鮮人の人権を守る

会の事務局長である北大の山本玉樹先生をお

迎えして、「基本的人権と日本国憲法一強制

連行と在日朝鮮人の人権」というタイトルの

講演をして頂いた。大学において物理を教え

ていらっしゃる先生は、日本人として人間と

して過去を見つめたいという思いから、自分

の足で北海道における大戦中の強制連行の傷

跡をリサーチなさっている。炭鉱でのタコ部

屋労働、在日朝鮮人の方々の体の傷や心の傷、

日本国憲法そして国連憲章に調われた基本的

人権の精神を踏襲していかなければならない

ことなど、我々が知らなかった事実、新しい

視点を垣間見ることができた。

当日は、我々を含めて13名の学生が集まっ

た。それぞれの思惑はあったようだが、ディ

スカッションを通じて新たな友情が芽生え、

おそらく札幌では初めてと思われる、大学を

超えた学生の手によるアカデミックな集まり

を楽しむことができたのではないだろうか。

（寺澤 実紀）

関西フィールドトリップ

自衛隊大久保基地へ

市川の企画で、「戦争と平和」における安

全保障問題を考えるため、自衛隊の大久保基

地（陸上自衛隊）を訪れた。現在日本が東ア

ジアにおいて、どの様な位置を占めているの

か、日米安保は今後も堅持すべきかなどを話

した。

現在、日本は世界のトップクラスの経済力

を持つ様になり、政治的にも、少くともアジ

ア地域でリーダーシップを発揮せねばならな

い状況にあるといえよう。それ伴って海外に

影響力を持つためには、軍事力も必要であろ

う。PKO法案成立は日本の弱点である「外

圧」を利用した、うまい口実であったといえ

る。だが私はこれは明らかに憲法に違反して

いると思う。国会における法案成立過程も日

米安保の時同様、数で押し切る強引なものが

見られた。（ただし、もう日本人にはデモを

する気力もそれ程無かった様だが｡）北米地

域以外特にアジア地域において、日本がなぜ

自衛隊の海外派兵を望むのかが明確でないこ

とが問題といえよう｡ECとは違った形での

オリエンタルな何かを基調としたアジア地区

の経済・政治的統合が将来不可欠となってく

るであろうし、日本はそのリーダーシップ｡を
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のようなことを考える機会はできたし、普段

は会うことさえできないと思っていた自衛隊

の人々に会えて良かった。存在してしまって

いるものを認め無視することなくその実態を

捉え、それから考えていくことが必要だと思っ

た。 （田中 剛）

取り得る数少ない国であろう。アメリカはい

まだに日本が忠実な番犬でいてくれると思っ

ているのであろうが、これを機に日本は独自

の外交を持った「アジアのなかの日本」とし

て成長していくのではなかろうか。

突っこんだ話は何もできなかったが、前述

結団式報告

てお願いしたスピーチでも、その後行われた

立食パーティーでもそのことは出てきた。間

違いなく会場にいる全員が共通して考えてい

たことであった。自分たちの当時を振り返り、

学生であったが為にできた自由な発想、議論、

純粋な情熱感動、そしてある面悲しくもあっ

た生真面目さを語って下さったのである。と

きに笑い、ときに肩をたたきながらの思い出

話は年代を感じさせない親近感を私たちに抱

かせた一方、単なる思い出ではなく教訓とし

て身に響いてくるものでもあった。学生会議

の意義、それはつまり学生であることの特権

をフルに活用することであり、そうしてきた

先輩の方々は社会人となった後も分別<さく

なく、今なお情熱とパワーを秘めているよう

に思えた。風雲急をつげる戦前の第一回が既

に劇的であった日米学生会議は、その後五十

有余年毎回変わることなく我々学生たちによっ

て続けられ受け継がれてきた。その力強さと

若々しさのわけが私たちは分かったような気

がした。 （白石史朗）

会議本番を目前にした7月4日、東京九段

会館にて行われた第44回日米学生会議結団式

は、国際教育振興会理事の板橋並治氏を始め

二十数名に及ぶOB/"の方々の出席を得て

盛会となった。

今回、初めて行なわれた結団式の意図は現

役の学生達と、過去の参加者であるOB/OG

の方々との交流を図る点にあった。私達は会

議に参加するにあたって、世界でも有数の最

重要二国間関係の一つといわれる日米関係を

テーマに自分たち学生は何をすべきかを常に

自問自答している。しかし、たかが学生に一

体何ができるのかと行き詰まることがしばし

ばである。今、学生同士で集まり会議をもつ

ことの意義は何か、学生でなければできない

こととは何か。会議後とて答えはひとりひと

り違うだろう。そこで、毎回今の私達と同じ

立場で同じことを考えて来られたOB/OGの

方々の御意見をお聞きする場としてこの結団

式が企画されたのであった。

はたして、城戸崎清氏、加茂康郎氏、船瀬

俊介氏ら三氏に「日米学生会議と私」と題し

直前合宿報告

行った。地域ごとに進めていた定例会とは異

なり、久しぶりに全国から参加者が一同に会

アメリカ出発の直前である7月24日から､準

備の最終段階として都内で2泊3日の合宿を
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かという指摘もなされた。又、日本側報告書

に関しては、単なる事実の「報告」と留まら

ない、参加者各人の顔が見える「読んで楽し

い報告書」を作ろうという方向で活発な議論

が行われた。

全体としては休憩や自由時間も多く、ゆっ

たりとした雰囲気の合宿だった。そんな中で

参加者の会議への期待とヤル気も見られたが

一方で「初心」を忘れたややルーズな行動も

垣間見られた｡遅刻･部屋の片付けの不徹底

etc.…。様々な方々の理解と善意によって学

生会議は成り立っている。一種特異な雰囲気

に呑まれ､大所高所に立って議論する間に､い

つの間にか足元を見失ってしまうことがある。

それを避けるのは結局各人の自覚と責任感だ

ろう。そんな当然のことを改めて確認した。

いずれにせよ、この直前合宿で日本人参加

者の結束は強まり、「イザ出陣！」と7/26夕

刻成田を後にしたのであった。

（割石 俊介）

代々木オリンピックセンターでの直前合宿

した。合宿終了後そのままアメリカへ発つと

いうことで、重いスーツケースを引きずりな

がら三々五々の集合。殆どの参加者は大学の

試験が終了した開放感と目前に迫る会議本番

への期待でナチュラル・ハイな状態であった。

合宿の内容は会議日程の説明、アメリカで

の生活の為の諸注意、諸業務(写真撮影･救護

等）の役割分担、会議終了後に作成する報告

書の編集・執筆作業の分担などといった事務

連絡、調整、確認といったものが殆どだった。

今回の学生会議で初の試みである共同声明

については、それを作り上げる過程、又でき

上がったものに対する参加者のイメージが共

通のものとなっておらず、今後はアメリカ側

参加者も交えての一層の打ち合わせが必要な

ことが浮き彫りになった。又、この話し合い

の中で、総合テーマである地球共同体への一

歩一今果たすべき私たちの役割、そのものに

ついてもっと話し合わなければ総合テーマを

敢えて設定した意味が稀薄になるのではない

韓

屑噛

成田へ向けての出発前

2．本 会

主
裁

二
二
口 内 容

ジョイントオリエンテーション

ジョイントオリエンテーションとは、その 名の通り日米双方の参加者が本会議に入る前
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何といき

なりキャ

ソデーズ

の「年下

の男の子」

をアカペ

ラで歌い

始めた。

もう会場

は拍手喝

采の熱気

で一杯に

なった。

に親睦を深めていこうとする場である。つま

り、お互いにリラックスして信頼関係を結ん

でいくことが大きな目的である。一ケ月の間

寝食を共に活動するのであるから、そういっ

た意味ではこの最初の出会いは、これから先

の本会議の方向性に大きな意味を持つものと

思う。そこで今回の特色としては、2日間に

分けてゆっくりと行なわれたことだ。

さてジョイントオリエンテーションは、

1-rmlockOv"lookという人里離れた場所で

行なわれた。特に日本側の参加者は都市部の

出身が多かったためか、この緑豊かな場所を

気に入ったようだった。そこで、自己紹介は

屋外で催した。前日に到着後歓迎パーティー

があり、その時各々が既に自己紹介をしてい

たので和気需々と進んだ。自己紹介が終盤に

差し掛った時に雨が降ったので、会場を中へ

移した。その後今回の総合テーマについて話

され、各自がどのようにテーマや日米学生会

議について考えているのか意見交換をした。

一人一人の会議に対する思い入れが強かった

からか、予定の時間を軽くオーバーしてしまっ

た。

この後は、日米文化紹介と題して日本から

は、先ず最初に能を松本が披露し、引き続き

茶道を大谷が、書道を増井が、香道を松井が、

折紙を増子を始めとする有志がそれぞれ担当

して各場所で披露した。日本人でも普段目に

することはあっても、中々直に体験すること

はないので、お互いに楽しめたようだった。

このような伝統文化のみの文化紹介で終わっ

てしまうと誰しも思っていた。その時「ちょっ

と待って｡」コールがかかった。後を振り向

くと、浴衣姿になった久米、高橋、福島の3

人娘の姿が目に移った。一体何を始めるのか

と聞けば、日本の宴会芸を紹介するとのこと。

さて－体アメリカ紹介は何なのかと期待す

ると、Raj=hの都会的な司会のもといきな

りミュージカル的なダンスが始まった。最初

はアメリカ側だけで行なわれていたが、その

後近くに居る日本人参加者も手をひかれ仲間

に加わった。それから昨年の会議で大好評を

博し、JA鈍の公式ダソスになったと思われ

た位親しまれたハワイアソダソス「フキラ」

をハワイ出身のメイリーソが担当し、先ず最

初にハワイアソダソスの基本形である「ウエ

ヘ」等を学んだ後音楽に合わせて行なわれた。

彼女曰く、これが踊れたらもう立派なハワイ

アンになれるとのことだ。

夕食が終わると日本人有志が何人か集まり、

いきなりKarateDaceBrothers(注：名称

が不明の為適当に名付けました）が組織され、

空手の型を基調としたダソスを管の振り付け

のもと始められた。最初は空手の型を教えて

いるのかと思っていたのだが、最後の方には

空手ミュージカルのように出来上がったのに

は本当に驚かされた。この時またJArerの

エネルギッシュな点を再確認させられたよう

だった。
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ありと誠に忙しい一日だった。

翌28日は、ハワード大学へ移動する前にR

op"Courseをグループ別に廻った。これは

グループ内での信頼感を募るために意図され

ており、屋外に仕掛けてあるものを使い参加

者が力を合わせて一つ一つ熱していくもので

ある。中には、高さ3メートル位の板を参加

者10名が何も使わず越えていくような大変な

ものもあった。このお陰で、一人一人の協力

が得られて、多くの困難を乗り越えて行くこ

とが出来た。この時に何とかこの会議も困難

があってもこのメソバーで遣っていけるよう

な気がした。 （松井 恵一）

この後夕食を挿んで、アメリカの伝統芸能

のスクエアダンスをダンス講師を迎え楽しく

行なわれた｡このスクエアダンスは､フォーク

ダソスのように円になって踊るのではなく、

2人ずつが組みん何組かが方形を作って踊る

のである。久しぶりに踊るこのスクウェアー

ダソスは、何となく高校時代を思い出させて

くれたのは、私だけではないように思えた。

一見楽に見えるこのスクエアダソスは、結

構ハードだった。ダンスが終わる頃には汗で

びっしょりになってしまった。昨年の日本の

盆踊りとは大違いであった。それでもやはり

皆楽しかったようだ。

この日はこの後キャソプファイヤーが行な

われ、めらめらと火が燃え盛るなか怪談、歌

JOINTORIENTATION

開会式の前に、日米参加者の親睦を深めよ

うとし､う目的で、ワシソトソDC郊外のヘム

ロック・オーバールックにおいて、ジョイン

ト・オリエンテーションが行われた。これが

会議の始まりなのであった。

飛行機の故障で、予定を大幅に遅れ7月27

日の未明に到着となってしまった。そんな日

本側参加者を、未明というのに起きていてく

れたアメリカ側が歓声をあげて半ば興奮気味

に迎えてくれた。それから明け方まで@!)、歓

迎レセフ・ショソが開かれた。私たちが来るま

で食べ物を残してくれたそうである。初めて

会って、初めて言葉を交わし、それなのに長

いつき会いのように微笑み返してくれる！喜

びと興奮のうちに第一日はすぎていった。

天候や前日の疲れなどを考慮して予定を変

更し、昼まで睡眠をとった後、午後には全員

が、一人ずつ自己紹介を行った。その後、小
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グループに分かれて、第44回日米学生会議の

総合テーマ、、地球共同体への一歩～今果た

すべき私たちの役割～〃についてのテーマ．

デイスカッショソを行なった。これは、日米

両方の参加者が、共同で行う初めてのデイス

カッショソであったわけで、これからの1ケ

月のこの会議での生活を前にして、非常に印

象的であったろうと思われる。何よりも皆が

憶することなく自分の意見を述べているのが

心地良かつた。

さて、その後は日米文化紹介と題して、日

米の文化を互いに紹介しあう時間を持った。

日本側から能や茶道、習字、香、折り紙など

を披露した後は、アメリカ側からの陽気なダ

ソスに夢中になって、とても楽しい企画であっ

た。

森の中で、夜中までキャソプファイヤーを

囲んで歌ったり、怪談をしたりと騒いで明け

た次の日には、待ちに待ったローフス．コー

ス！これは、’0人程のチームを組んで、アス

レチックの数々（壁を越えたり、綱をつたっ

たり…）をこなしていくものである。大事な

のは全員で考えて知恵を出し合って、全員で

やりとげるという事で誰か一人でもこけたら

成功しないものである。チームワークを深め

るのが目的であり、実際、何度も失敗したり、

池に落ちたり(1)しながらも、助けあったりし

て、そうするうちに自然と会話が活発になり、

笑いが絶えなかった。各チームとも心から楽

しんで、一段と交流が深まったのは間違いな

い。何故なら、その後にバレーボールをした

時の盛り上がりには、すごいものがあったか

ら。（遠藤のプレーには全員注目？!)。

それは日本側、アメリカ側など区切るのが

陳腐なほどに皆が楽しんでプレーしていた。

こうして、ジョイソト・オリエンテーション

は終了し、7月28日の午後には、ワシソトソ

DCでの滞在先となるハワード大学に到着し

た。だが、その時には既に、出会う前の不安

は何処へやら、皆うちとけてきて、これから

の会議での日々を共に過ごす仲間としての意

識が生まれていたのであった。

多少の変更はあったにせよ、実行委員の努

力もあって、大変有意義な時間を過ごすこと

ができた。参加者全員の心の中に、会議の貴

重な思い出の一つとして、ジョイント・オリ

エソテーショソは残るであろう。そしてこれ

が会議の最初にあったということがまた良かっ

たと思っている。 （梶原 絵麻）

開 会 式

よく晴れた夏の日、第44回日米学生会議の

開会式がワシントンDCのコスモス・クラブ

で行なわれた。上品な街並みを歩きながら、

会場に向かう皆の気持ちはどういうものだっ

たのだろう。私にはふみ出している一歩一歩

がアメリカについに「たどり着いた」という

喜びを感じさせ、これからどんなことが起こっ

ていくのか期待させるのであった。

‐
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前日までのジョイントオリエンテーション

のおかげで、よそよそしさは見られず、また

すっかり打ちとけた中で、思い思いに着席し

ていった。会場には、米国側で賛助をして下

さった方々や過去の参加者の姿も見られ、当

時の思い出を私たちに語って下さったc

真紅の服に身を包んだ米国側副実行委員長

のIndramが進行役を努め、開会式は始まっ

た。まずKathl"11-mm氏が歓迎の意を込め

たスピーチと、SharonPrattKelly市長に

よる「（開会式当日である）1992年7月29日

を日米学生会議の日とする」という宣言書を

読み上げた。さらにhldramから、ブッシュ

大統領（当時）のメッセージも読み上げられ、

この会議の実績が広く認知されていることを

改めて痛感した。こうしたクラブで盛大に開

会式をすることができるのも、これまでの会

議の成果が認められているからこそなのだろ

う。こうした期待に応えるべく、かつ焦点を

見失わず会議を開いていこう。私は強く心に

誓うのであった。

式ではその後、ビデオスクリーンが用意さ

れ、財団法人国際教育振興会の理事長であり、

第1回日米学生会議の創設者である板橋並治

氏が当時のエピソードをビデオで語られた。

平和のために自分にできることは何か、考え

ただけでなく実行をおこした氏の言葉は、力

強く胸に響き、今まさに始まろうとしている

第44回日米学生会議に対する私の思いと重ね

あわせた。静かな感動と可能性を信じる心が

体の中で波打つのを感じた。

そして、アメリカ側でJAHIncのプレジ

デントとして支えて下さったDonAlbnght

－－
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別
氏がさまざまな賛助へのお礼や、会議への期

待を述べられた。そして両国の実行委員長の

スピーチとなったのである。

バルセロナ・オリンピックを皆で見ていた

時に感じたことから話し始めたアメリカ側実

行委員長のKevinKimはどんな時も協力し

良い会議にするよう頑張ろうと呼びかけ、日

本側実行委員長である私は、1人1人イメー

ジや外見にとらわれずに話していくことと問

題解決の方法でなく何故おこるのかを焦らず

に考えていこう、と話したのであった。

そして、昼食をかねた会食を挟み、最後に

コスモスクラブのオーナーからの話をもって、

この式は幕を閉じた。歓迎という形を受け戸

惑った学生もいたようである。しかし戸惑っ

ていることばかりでは一体何がもたらされる

のであろうか。むしろ何故ここまでして頂け

たのか、ということを考え、そしてこの歓迎

を謙虚にうけとめ自分は何をすべきか考える

べきだと私は思う。こうしたことにも「私た

ちの果たすべき役割」への問いはあったので

あり、十分に考えるべきことなのではないだ

ろうか。 （遠藤 繁）
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米国国務省にて

人一人の果たすべき役割の重要性を再認識し

た。

この後、国務省の最_上階に位置するベソジャ

ミソ・フラソクリソ・ルームにて歓迎レセプ

ショソが開かれた。リソカーソやジェファー

ソソなど歴代大統領ゆかりの品々、ベルサイ

ユ条約調印の際に用いられた机など時代を創っ

た出来事を生んだものが並べられ、身のひき

しまる思いがした。

このレセプショソは米国コカコーラやモー

ビル石油、日産ノースアメリカの三社がスポ

ソサーとなって開かれ、ユージソ・コープ氏

のホストですすめられた。

過去の参加者や、両国の外交官も加わり華

やかな雰囲気となった。普段は、大統領をは

じめとする最高首脳、国賓クラスのパーティー

を催す会場だと聞いて様々なことが私の脳裏

に浮かんだ。バルコニーからの眺めがとても

素晴しくリソカーソ記念館やその他ワシソト

ソが一望できるものであった。「もう二度と

こんな所に来ることはないなあ」「また来る

だろう」皆が様々な感想を述べる中、会場の

あちこちから、「湾岸戦争の意味は」「日本の

宇宙開発の状況をきかせて下さい」といった

蕊澪溌鍾群

タクシーの窓から流れ込むワシソトソDC

の空に一面に広がる芝生｡これらの風景は、

明るく開放的で、ふと自由の国アメリカを感

じさせるものであった。高速道路を疾走しポ

トマックを越えるとすぐに国旗の立ち並ぶ正

面玄関が目に止まった。パスポートを提示し

金属探知ゲートを通って初めて中に入ること

ができ、その保安チェックの厳しさにまず驚

かされた。同時に、きびきびとした職員の方

の様子から、世界に影響を及ぼす重要な決定

のなされる国務省の存在が実感として伝わり

改めて厳粛な気分になった。緊張した面持ち

の中、日本局長ラスト・デミソグ氏による講

演が始まった。新国際秩序形成期の米国とし

て日本の役割、両国協調についてさらにアジ

ア、太平洋地域における安全保障等、広範な

分野にわたって、手ぶり身ぶりでお話された。

刻々と伝えられる現実の情報データに基づい

た鋭い分析は興味深いものであった。参加者

との質疑応答の中で『これからの時代は日米

両国が信頼関係を背景により一層協力してゆ

かねばならなL､』と言われたその言葉に改め

て日米学生会議の意義を認識すると共に、こ

れからの時代の平和と共生に向けて、我々一

常

屡

蕊
黙

海
葬辱蝿.罐.，

－32－



幅広い質問が次々と会話され、こうした何気

ない時間にも本音で語ろうとする皆の心意気

を感じずにはいられなかった。

こうした歓迎を受けたことに対して、会議

を代表して遠藤は「様々な問題がなぜ起きて

いるのか、現実を見つめながら考えていこう」

とスピーチし、こうした場を開いて頂いた方々

に感謝の意を表した。私も、デミソグ氏がヨー

ロッパ共同体に関して造詣が深いと聞き、E

C統合の歴史的意味、国民国家の印象などに

ついて尋ねる機会に恵まれ、示唆に富む話を

して頂いた。大変思い出深い一日は人々との

会話のうちにこうして過ぎていった。

（平竹 雅人）

日本大使館

7月31日。本会議が始まって3日目、開会

式、国務省訪問と正装が要求されるイベソト

が続き、この日我々が実際訪れたのは、

JAPANCULTURALCENIERと大使公邸

であったが、大使始め駐在員の方の手厚いも

てなしを受けた。個人的なことになるが、私

が昨年、一旅行者として大使館を訪れた際に

は、受付のロビーしか入れなかった事を考え

ると、一年後、ブリーフィグ、及び、レセプ

ショソを受けるという形でこのような機会を

得ることができたことはとても幸せであった。

まずブリーフィソグでは、現役参事官であ

る松富茂夫さんから日米関係を中心に幅広く

国際情勢についての話をしていただいたが、

外交官という立場上の制約からくるのであろ

うなんとなくしっくりこない意見に対しては、

質問の時間において、皆容赦せずの質問を矢

継ぎ早に浴びせ掛けていて、参加者のとても

積極的な姿勢を感じることができた。

場所を移して我々は栗山尚一駐米大使夫妻

のホストによるレセプションのため大使公邸

に招かれた。官廷外交という言葉を思い起こ

させるような目を見張るばかりの美しい建物、

食事、庭、調度品、雰囲気に圧倒されつつ、

大使による日米の若者に対する期待と励まし

の挨拶の後、ワイソなどで舌を濡らせながら

語らいの時間を過ごした。実際に外交官にな

ることを希望している人も何人かいて、熱心

に話を聞く姿がみられたり、また、我々学生

がこのような身分不相応なところにきてしまっ

てもいいのだろうか、また、招かれる意義と

はなんなのだろうかというようなことを話す

者も多数見られた。とにかく、各人にとって、

いろいろな意味において、とても貴重な体験

をすることができたことは確かであると思わ

れる。 （市川 裕康）

離職識瀞鶴驚 ﾘ､号',呼辮,I
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地球環境フォーラム

総 括

ここ数年、発表された地球環境をめぐる科

学データは、ほとんど例外なくその事態の悪

化を伝えている。地球環境の悪化は生態系だ

けでなく、今後、長期に渡って私たちの社会

生活に重大な影響を与えることが分かってき

た。私たち人類が生活を営み、また多種多様

の生物種が共存する地球は、21世紀を目前に

して深刻な状況を迎えようとしているのであ

る。それでは具体的に何が地球環境の悪化現

象として現れているのか。例として挙げれば

オゾソ層の破壊、地球温暖化現象、熱帯林の

減少や砂漠化、海洋汚染、など枚挙に暇がな

い。地球上で暮らす私たち人間は、こうした

問題を引き起こした当事者としてそれに対処

し、克服する努力をしなければならないであ

ろう。

第44回日米学生会議では「地球環境に国境

なし」という観点から、国家を越えて一人の

人間として地球環境問題を考える場を持とう

という主旨で、このフォーラムの開催を決定

した。日本人、アメリカ人という立場ではな

く、地球人〃としての立場で取り組もうとい

うことがその底流にある。また単に地球環境

の悪化状況を知り、それを論ずることだけに

とどまらず、私たちが何をなすべきなのか、

何ができるのかという議論から、今回の総合

テーマ「地球共同体」の形成に向けて新たな

一歩が踏み出せる、そう考えたのである。

さて、第44回日米学生会議は開催地として、

ワシソトソDC，ナッシュビル、コロラドス

プリソグスの三都市を訪れた。今回の地球環

境フォーラムで目指したものは、一言で、頭

と身体を使って参加〃するフォーラムであっ

た。その内容を簡単に説明すると、ワシソト

ンでは地球サミットに出席した日米の政府高

官、温暖化を調査している科学者を招き、

「地球温暖化現象」をもたらす原因をデータ

をグローバルに用いてレクチャーして頂いた。

第二の都市ナッシュビルでは現地の環境ボラ

ンティア団体、州政府の環境問題担当官、地

元企業関係者などそれぞれ立場の異なる人々

を招き、地域社会と環境問題について考える

場を持った。そして最後のコロラドスフ。リソ

グスでは、建設中の州立自然公園で歩道作り

の手伝いをし、コロラドの美しい自然を満喫

しつつ汗を流すというポラソティア活動を行っ

た。（各都市でのプログラムの内容は、後の

ページに詳細が出ているのでそれを参照され

たい｡）訪問する三都市それぞれの土地柄に

あったプログラムを準備したい、ということ

で一年間かけて日米双方のコーディネーター

が知恵を絞ってきた。特に現地で講演者の選

定、交渉を一人でやってのけた僚友のZubin

Gidwamには本当に感謝している。

（野田 雄輔）

ワシントンDC

環境フォーラムは3回開かれたが、ワシソト

3/DCでの環境フォーーラムはそのうちの第1

8月4日、ワシソトソDCのハワード大学

にて環境フォーラムが開催された。会議中、
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…蕊声'"""=gr心弓溺 約締結に至らない場合が多かったそうだ。

（選挙前を意識してか、ブッシュ大統領の意

向については触れていなかった｡）

第二部では、世界資源協会からのHammond

氏をはじめ、三人のスピーカーをむかえての

パネルディスカッショソが行なわれた。

はじめにRRmmond氏が科学者の立場から

地球温暖化現象の原因について述べ、世界各

地でCQの排出量の多い国を挙げ、それらの

国々がかかえるCQ排出規制上の問題点を指

摘した。続いてグローバル・チェソジ・セン

ターからのMiller氏が日本のエネルギー政策

と省エネの技術について述べ、その上で日米

間のエネルギー政策の相違と、日本がより効

率的なエネルギー政策をとっていることを指

摘した。最後に天然資源保護協会のLashof

氏から、アメリカのエネルギー政策について、

特に省エネの必要性についての指摘があった。

氏は、省エネの効果的な方法として、市場シ

ステムに公害税、CQ税等による規制を儲け

ることや、エネルギー効率上の基準を儲ける

ことを提唱した。

この第二部でのパネルディスカッショソで

は、各パネリストから、かなり専門的な議論

が展開されたためか、JAXerからの質問が

続出したが、それらの質問に対し情感を排し

つつも誠意を持って答えておられたパネリス

トの方々の態度が印象深かった。

（坂口 誠二）

回目に当たる。当日、第一部では日米の環境

政策に関する講演があり、第二部では「地球

温暖化防止への政策とエネルギー効率化への

技術革新」というテーマの下でパネルディス

カッションが行なわれた。

第一部では、日米両国の政府から、環境政

策にたずさわる西窪氏とRobertRyanJr氏

からの講演があった。西窪氏からは、日本政

府の国内の環境問題への取り組みの歴史と、

日本のエネルギー消費量の変遷についてのお

話があった。また、ブラジルの「地球サミッ

ト」へ米国政府の代表として参加したRyan

氏からは、「地球サミット」における米国政

府の立場や、NGOの役割、そして米国の環

境政策の現状などについての講演があった。

Ryan氏の講演は、アメリカで環境保全への

取り決めを行うことの難かしさを改めて感じ

させた。氏によれば、アメリカでの環境庁に

あたる環境問題委員会は、他の省庁や利益団

体の意向が反映されやすい、権限の弱い機関

であるため、「地球サミット」においても条

テネシー（ナッシュビル）

8月10日、会議も中盤を迎えた頃、我々は

テネシーの緑あふれるM'ISUキャンパスにお

いて、半日のスケジュールで第2回の環寛フォー

ラムを行なった。

境（保護）活動」

トスピーカーに、

今回は「地域レベルでの環

に焦点をあて、4人のケス

それぞれが関わっている活
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動あるいは仕事について忌偉なく語ってもら

い、残りの時間でQ&Aセッションをもった。

フォーラムの口火を切ったのは、テネシー

州の自然保護運動家、MadnPrid]ad氏であ

る。氏は、我々は昔自然に依存し、それを共

有しているという点で、基本的に環境保護主

義者であると考える。その文脈の中で、アメ

リカソ・イソディアソが、ほぼ理想的な形で

環境と関わっていたことも指摘された。氏は

また、自然公園・国立公園の発祥とその歴史

にも言及され、アメリカがその種の公園の普

及において、先駆的役割を担ったこと、そし

て、それが推進力となり、今では国立公園の

概念が世界的な規模で浸透していることを話

された。その後、テネシー州の美しい自然の

断片を映し取ったスライドとともに、テネシー

の河川が、水銀、DDT，放射能などに汚染

されているという冷厳な事実が描写され、デュ

ポソ、TVAがその最大の元凶であることが

示された。また、テネシー州の大気汚染が、

全国レベルでも3，4番を争う程の深刻な事

態を迎えていることも同時に指摘された。最

後に氏は、こうした悲劇的な側面だけではな

く、より明るい材料として、有機農業への関

心の高まり、その中での日本のテクノロジー

の役割の重要性などについて述べられた。

2番目のスピーカーは、非営利団体である

「リサイクル・ナッシュビル」の睡虹ayamt

氏。この団体は、急速に許容量の限界を超え

つつある埋立地問題と、ますますその脅威の

爪をとがらせる公害問題に対処するという目

的で1987年に設立された。発足当時は、10～

12人という少数のスタッフで稼働していたが、

次第に規模を拡大し、今では地域の住民を対

象に、リサイクルについて（リサイクル可能

なもの、リサイクルの方法、リサイクル商品

とのつきあいかたなど）の教育・普及活動も

行なっている。氏によると、ゴミは従来、埋

立と焼却によって処理されるのが常であった

が、リサイクル概念の誕生は、在来のゴミ処

理の概念に新たな選択肢を提供することとなっ

た（コソポスト、企業内リサイクルなど)。

テネシー・ビジネス・アソシエーションの

政府担当は、上記の二氏とは全く異なった立

場にいた。すなわち氏は、環境問題に関わる

件について、約1,100という企業側の利益を

代表しているのである。氏は、議員たちと会

合をもつことを日課とし、高まりつつある環

境保護優先の声の中で、なおも自分の代表す

る製造会社が操業を継続できるよう、不断の

交渉を重ねている。その活動の中軸をなすの

が、環境保護関連法案の成立または施行の遅

延をはかることであり、そうすることで、企

業側にその法律に対応できるだけの十分な準

備期間を確保し、工場閉鎖といった最悪の事

態を回避させ、同時に雇用の安定という効用

をも副産物として獲得することが可能になる。

また、企業側の利益が公正な形で政策に反映

されるように、議会にパイプとなる議員を送

り込むという活動も行なっている。

鋼

〃f …
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最後に発言されたのが、Johnson氏と対極

の立場にあるテネシー環境評議会のJohn

SIEnnan氏である。氏は、非営利団体の政府

環境政策に対する影響力について言及された。

氏の活動母体であるテネシー環境評議会は、

大規模なロビー活動を展開し、環境保護関連

の法律に抵触していると思われる企業に対し、

訴訟という手段に訴えることも少なくないと

いう。政策決定の領域では第三者的立場にあ

る非営利団体がその影響力を発揮するには、

こういった手段が最も効果的であるとの考え

からである。氏は同時に、一般市民に対する

教育・普及活動もそれに劣らぬ重要性をもつ

が、しかし正しいことを単に主張するだけで

は十分ではなく、現状を変革するだけの影響

力をもった実践的な行動を同時にとることが

不可欠な条件であると指摘された。

以上の4者の興味深いお話のあと、我々は

Q&Aに移った。そこでの質問の1つが、

「個人個人がリサイクル運動に協力すること

が重要なのは分かるが、リサイクル商品とい

うのは現段階ではどうしても割高になってお

り、その点、消費者の道徳的基準に全面的に

依存しなければ発展しない形態になっており、

非効率的ではないか、何かコストを抑える方

法などはないのか」というものであった。B

ryant氏は、確かにリサイクルにはそのフ。ロ

セス上、どうしてもコストが割高になってし

まうという内在的な要因が存在するが、多く

の人が長期的な視野をもって、リサイクル商

品を積極的に買うことによって、いずれ価格

は安くなっていくであろうと返答した。（私

自身は、一般市民の善意を全面的にあてにす

るという性質のものは、ほとんどが道徳の衣

をまとった欺購であると考えているので、まっ

たく効果的でも、現実的でもないと考える。

リサイクルをすること自体が直接的な利益に

繋がっていくような構造を作りだし、企業に

十分なイソセソティヴを与えなければ、この

リサイクル運動も頓挫してしまうのではない

か｡)そのほか、環境保護関連法に違反した

企業を訴えた実際の訴訟例に関して、薬品の

ボトルの処理方法に関して、企業と環境保護

団体の利害対立に関して、など多くの質問が

出、それに対する各ゲストスピーカーの返答

とその後のやり取りも非常に活発、かつ有意

義なものであった。最後に、リサイクル．ナッ

シュビルのTシャツ販売などがあり、ゲスト

との歓談も交え、我々は、心地好い疲労感と

ともにこのフォーラムの幕を閉じた。

（高橋 博）

コロラドスプリングス

美しい自然に恵まれたコロラドスプリング

スでは抜けるような青空の下、日米の学生が

一丸となりや肉体労働〃をする機会を持った。

ワシソトソから継続してきたポラソティア活

動の一貫であるが、全員が手に鍬や鋤、ツル

ハシを持って自然公園の遊歩道作りの手伝い

を一日だけではあるが、地元の人々の協力も

あって行うことができた。土砂を削り、運び、

固めるという作業を午前、午後4時間ずつ40

名交代で行った。黙々と汗を流し働く者、地

面に座りこむ者、泥を投げつけて遊ぶ者など

様々であったが、何はともあれ気持ちのよい

汗を流すことができたと思う。地元のテレビ

局（チャンネル13）が取材に訪れ、私たちの
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労働風景を撮影し、数名の学生にインタビュー

をするという一幕もあった。

これまでワシソトソ、ナッシュビルといわ

ば密室の中で環境問題についてレクチャー、

討論を行ってきた。しかし、本当に地球環境

の貴さを実感するには、外に出て新鮮な空気

を吸い、風を感じ、陽の光を浴び、土の匂い

の中で大地に立たなくては分かろう筈がない

のではないか、という思いがこのポラソティ

ア活動を実現させたのである。その意味で、

コロラドの筆舌に尽くしがたい自然の美しさ

は、百人の専門家のレクチャーよりも雄弁に

地球環境の貴さを語ったと思う。そしてその

ことは何よりも、働いて汗を流した参加者の

心に強く刻まれたのではないだろうか。

準備活動について

会議開催までの準備活動としては講師を招

いてのレクチャーを行った。招いたのは、第

27回日本側参加者で、消費者問題研究家とし

て執筆活動をしている船瀬俊介氏である。氏

は、フリーラソスとして独自の取材活動を行っ

ており、環境問題を考える上で私たちが当然

と思っていることに多々間違いがあることを、

豊富な事例を挙げながらユーモラスに語って

くれた。特に電気自動車普及に纒わる、自動

車業界と通産省の「怪しい」関係についての

話などは刺激的であった。

参加者同士の準備活動は、GAEAという名

の機関紙を5月から会議直前まで有志数名の

手によって毎週発行した。内容は、アメリカ

側がフォーラム準備をどの様に進めているの

か、講演者、トピックスはどうなるのかを随

時掲載してきた。また、各人が自分の問題意

識から自由に環境問題を論じる自由投稿の場

を設け、会議に備えた。ほぼ全員が毎週何ら

かのかたちで投稿をすることができ、環境問

題に対する関心の高さを窺わせた。

（野田 雄輔）

民族問題フォーラム

総 括 一

世界全体がポーダレス化に向かう現在、私

たちは人種や民族の違いを超えて共存への道

を模索していく必要に迫られている。しかし

ながら、実際の世界に目を向けてみると、民

族主義の台頭に伴う分裂が頻発している。ま

た、分裂まで至らなくとも、各国内での異な

る人種や民族による対立、差別問題は減少す

るどころか、1992年の米国での「ロス暴動」

のようにより深刻化している印象を受けるの

である。

こうした状況を踏まえて、今年度の民族問

題フォーラムにおいては、私たちを取り巻く

人種・民族問題の歴史や現状を認識する上で、

特に開催地である米国の問題に焦点を当てた。

ワシソトソⅨ｡では黒人問題、コロラド州で

は先住民族問題を取り上げたことで、教室で

の講義だけでは得ることのできない体験がで

きたのではないかと思う。特に、日本側参加
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者にとっての民族問題は、これまでどうして

も「対岸の火事」的な受け止め方しかできな

い部分があった。また、米国側参加者の中に

も出身地域や個人のバックグラソドなどによっ

てかなり認識や体験に差が見られた。しかし、

講演や会議中の様々な体験を通して、米国の

人種問題は法律上解決されたように見えても、

未だに真の解決、つまり共に生きる道へは至っ

ていない現実が明らかにされた。教育や職場

でアファーマティブアクショソが導入される

一方で、白人の男性しか入会を許されない会

員制クラブが堂々と存在している。そうした

現実を目の前に突き付けられて初めて、自分

たたちの問題として認識することになったの

である。

それらの問題に対する解決への糸口を我々

個人レベルで探っていくという次なる目標に

ついては、民族問題と切り離すことのできな

い「差別」をいかにしてなくしていけぱよう

のかを考えてみることが重要である。それは

私たちひとりひとりの心の問題である。私た

ちは人種・民族をはじめ性別・学歴・国籍な

ど様々な属性に縛られて生きているのだが、

これらの属性が、人間を差別に向かわせるこ

ともある。ナッシュビルでは、そういった個

人のアイデソティティとは何かを考える機会

も設けられた。

民族問題は貿易や安全保障といったテーマ

と違い、「人間」つまり私たちが当事者にな

る問題であり、客観視することの困難な時も

あった。だが、そういった中で、真剣な討議

を重ねることができたことを非常に嬉しく思っ

ている。最後に、「民族問題フォーラム」を

お手伝い下さった方々に心からお礼申し上げ

たい。 （鳥越あすか）

ワシントンDC

8月4日、ワシソトソDC，ハワード大学

にて、第一回目の民族問題フォーラムが開か

れた。ハワード大学は黒人の大学であり、設

立以来米国における黒人の社会的地位向上の

ため、教育と研究の分野からの様々な提言や

訴えを行ってきた。当フォーラムでは、この

ハワード大学で行われるという機会を利用し、

主に米国における黒人差別の歴史と現在の状

況について、4人の黒人のスピーカーが短い

講演を行い、後にそれに対する質疑応答があっ

た。

最初に、ハワード大教授のRussellAdams

氏が､ 黒人差別の歴史とRadsm(人種差別）

の4つの形（信条思想からくる人種差別・制

度的人種差別・態度として表れる人種差別・

状況に応じて表れる人種差別）を説明した。

そして人種差別が単純なものでないこと、様々

な形で私たちの社会に現われていることを示

された。

次に、赤十字の1-hroldBoykin氏が、今日

さかんに行われつつあるアファーマテイブ。
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アクショソ（社会差別撤廃のための被差別集

団への積極的優遇措置）について話をされ、

その起こってきた背景と意義について説明さ

れた。

次にNationalAssodatianfortheAdva

ncementofColoredPeopleからのJack

Gravely氏が、日本人とアフロ・アメリカソ

の関係について、特にお互いの相手に対する

認識のあり方と問題点について話をされ、ス

テレオタイプを通して見ることの危険を協調

された。

最後に、G.Watson氏がアフロ・アメリカ

ソの社会的差別とその克服を主に氏自身が経

験されたスポーツ界での状況にもとづいてお

話をされた。

質疑応答では、日本側、アメリカ側から多

くの質問が出された。黒人差別の撤廃は果た

してどのような方法で可能になるのか？黒人

の優遇措置という方法により、白人の側から

ぃ逆差別〃だという反発が起こるが、それは

どうしてか？講師の中の1人から、「逆差別

なんてものはない。あるのは差別だけだ｡」

という意見が出されたが、この意味を考えて

みることが必要だろう。

このフォーラムでは実に多くのことが学ば

れたと思う。問題が極めてデリケートなもの

であること、自分の生き方やアイデンティティ

が問われる真剣なトピックであったために、

雰囲気が緊張していたのは事実である。凧差

別発言〃と言われるものの多くは、「そんな

意味で言ったのではない」という本人の否定

をともなう。これは、人間とコトバについて

の、さらに認識と発言についての複雑な疑問

を私たちに提供する。これはけっして、差別

〃という問題と無関係ではない。

フォーラムでは、黒人差別の問題を主にと

り扱ったが、これを私たち人間の差別する心

の1つの表れとしてとらえ、その他様々に形

を変え、場所を変えて表れる差別の普遍性に

ついても考えられた。

このフォーラムの場に限らず、夜にはもう

一度デイスカッショソがもたれ、また日本語

によるディスカッションも後日もたれるなど、

自分の問題としてこの人種・民族問題を考え

直そうという、皆の真剣な態度がこのフォー

ラムをより意義あるものにしたと思う。

（増井早知峰）

テネシー（ナッシュビル）

会議開始後、第2回目の民族問題フォーラ

ムは、テネシー州ナッシュビルのヴァソダー

ビル卜大学で行われた。

NationalChristianandJews「キリスト

教徒とユダヤ教徒の全国会議」地域局長のK

atherineLinebaugh氏が、この日の主旨と

おおまかなスケジュールを紹介し終えた後、

我々は無作為に8人のグループに分けられた。

この日、午前中はそのグループごとにメソバー

一鹿『・一

凝
率

－40－



が順に1人1人個人的バックグランド、名前

の由来〃や家族・先祖について、過去20数年

間における異文化体験、など様々な視点から

紹介し合った。

午後になると、ヴァソダービル卜大学ジョ

ソソソ黒人文化センターの副局長Sheila

Del'nie氏によって与えられた命題「理想的

な社会とは？」について、再びグループディ

スカッショソがもたれた。そして各グループ

の意見は、用意された模造紙にまとめられ、

全員の前で発表された。模造紙の使い方、紹

介の仕方などそれぞれ趣向がこらされており

楽しみながらもあるべき世界の姿が様々な形

で提案された。

このフォーラムでは、「RA唾」を考える

上で、人種や民族の側面からのみでなく、そ

れらを構成する私達1人1人の、個人として

のアイデソティティを認識し、それを互いに

認め合うことに重点がおかれていたように思

う。属するグループ°としてではなく、一個人

の歴史背景を理解する、という原点に立ち返っ

た上で、より身近になった仲間達と世界を見

直してゆくという作業は、日米学生会議自体
け う

の目的の1つでもある。希有なチャソスと仲

間達を与えられた1ケ月の生活の中間地点で、

このフォーラムはそれを再認識するよい機会

であったと同時に、構えて考えがちなRACE

という主題に、地に足のつ､､た糸口を与えて

くれるものとなった。 （福島紀子）

コロラドスプリングス

8月17日、私たち一行はバスでManitou

CliffDwellingsへと向かった。ここは、も

ともとネイティブ・アメリカソたちの居住地

があったところであり、その居住跡は現在彼

らの文化を紹介する観光施設として利用され

ている。ネイティブ・アメリカソのリザベー

ショソが数多く存在していた歴史を持つコロ

ラドでは、特にこの問題に焦点を当て、民族

のアイデンティティとは何かについて考えて

みることになった。

到着するとまず、ここでリーダーを務める

MikeLittleL\r氏による簡単な自己紹介が

あり、続いてイソディアソ（彼ら自身が使っ

ていたのでここではこう呼ばせていただく）

の伝統的な衣装を身にまとった彼らのダソス

を鑑賞した。赤や青のカラフルな羽をつけて

激しいダソスを踊るのは、Mike氏の弟と息

子であり、後に彼の父親も舞台に登場した。

ダンスの合間の話によると、彼らは日頃は別蕊=!誌’．； ｰ§
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その後のMike氏との一問一答では、やはり

まだまだ教育水準・生活水準の低さなど問題

が山積していること、彼も若い頃はイソディ

アソの地位向上のためかなり過激な活動を行っ

ていた時期もあったが、戦うだけでは益々孤

立を招いてしまうことなどが話された。

第43回会議では北海道でアイヌの方からお

話を伺ったが、彼らを取り巻く状況は不思議

なほどアイヌが抱える問題と一致していた。

つまり、それは少数民族全体が抱える問題で

はないだろうか。一方で民族独自の文化や習

慣を守っていこうとしながも、もう一方では

社会の一員として生活していくため、徐々に

多数民族の方に同化していくことを避けられ

ない。また、世代間でのギャップも広がる一

方である。民族としてのアイデソティティを

維持しながも共存していくにはどうしたらい

いのかを考えさせられる一日であった。

（烏越あすか）

の地でイソディアソとは無縁の生活を営んで

いるが、夏の間だけここへ来てダンスを披露

したりしているのだ。言ってみればサマータ

イム・ジョブである。素晴らしいダンスを堪

能しながらも、彼らにとってここでダンスを

披露することが、果たして商業的な価値から

くるものなのか、それとも純粋に文化を保存

していくためなのか複雑な気持ちにさせられ

た。

ダソスの後は、各自イソディアソたちの居

住跡を見学したり、ビデオを鑑賞したりと自

由な時間を過ごした。民族問題フォーラムで

はワシソトソDC，ナッシュビルと常に自分

自身と人種・民族問題を突き詰めて考えると

いう緊張した時間が多かったが、ここでは久

しぶりに客観的な目でアイデンティティの維

持という問題を見詰めることができたのでは

ないかと思う。

MikeLittleEr氏の御好意による夕食が

出された後、しばしダソスと歌が披露された。

- FUTUREHOPE

8月17日、我々Jas"．一行はMamtoulndianCliffを訪れた。ここは、ネイティブ・

アメリカソ、つまりインディアンの観光用居留地のようなものである。赤っぽい士で覆

われた公園のようなそこは、西部劇映画のロケ地にも思えるようなたたずまい。会議も

そろそろ終盤であることも手伝ってか、抜けるように青いコロラドの空の下、私はすっ

かり遠足気分であった。

始めに、色とりどりの美しい羽根でできた頭飾りや足飾りをつけたイソディアソの青

年のダソスを見た。大空を舞っている鷲の姿を表現している、雄大で素晴らしいものだっ

た。私は素直に感嘆し、拍手を送った。こうした伝統文化を継承しているのはとても大

事なことだ。いうなれば、父の故郷で若者たちが、伝統の和太鼓の音を絶やさぬ努力を

しているのを知ったときのように。

けれどもそれは、そうしたものとはレベルの全く違う願いの込められたダソスであっ

たのだった。夜、私たちはManitouCliff内で、何人かのイソディアソの人と夕食を共

にすることができた。そこでいくつか、スピーチが行われた。ユーモアを交えた、楽し

いものもあった。が、中年のイソディアソの男性が語った、彼らの現状についての中の
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一言、今も胸に焼きついている。彼らには、「Nofuture,Nohope」だというのだ。

未来がない、と考えるのは何と恐ろい､ことか。私なども、冗談にせよ、「日本では、

大学出たら女はもうおしまい」などという言葉を聞く度にその理不尽さにどうしてよい

かわからない気持ちになる。それは乗り越えて乗りこえられぬ壁ではなく、彼らの感じ

ているような圧力とは比べ物にならないものであるにもかかわらずだ。それは何と簡単

に「絶望」と結び付いていくだろう。イソディアソの人々の間では、アルコール依存が

高まっていると聞くが、そんな彼等を責められはしない。

今回アメリカを訪れて最もショックであったのは、人種・民族の壁がまだまだ残って

いたということだった。新聞・TVなどそうした問題が残っていることは知っていたけ

れど、なんとなくアメリカというのはそれを超越した一種のパラダイスであるとどこか

無意識に思っていたのだ。しかし、ワシソトソDCで滞在したハワード大学のあったと

ころも、完全な黒人居留地であって、白人はもちろん、アジア人の姿も我々JasmF以外

には全く見かけなかった。地下鉄でほんの2．3駅いけば、いわゆるスーツ姿のエグゼ

クティブばかりが闇歩している官庁街だというのに。

人種の壁、それは乗り越えられないものなのだろうか。Jascの中では果たしてどうだっ

たろう。人種的偏見は全く無いつもりの私だったが、同じアメリカ側参加者といっても、

日系やアジア系の学生のほうに、つい話し掛けやすいという気持ちを持ってしまいはし

なかっただろうか。

いや、しかしJA虻においては、全員と最後に仲良くなれた。私のこうしたネガティ

ブな問いに対する答えとして、一つの光景が脳裏に浮かんでくる。閉会式のときのこと

だ。日本側実行委員長が、日本語で涙を交えたスピーチをしたとぎ、日本語を全く解さ

ないアメリカ人学生の頬に涙が伝っていた。最初、親しくなれるかな、と少し不安を感

じてしまった彼女だったが。そうだ、ほんの少し、わかり合おうとする気持さえあれば、

必ず理癖しあえる。その光景は私に繰り返し語りかけている。

今、世界には様々な問題がある。民族問題、人種問題、そして、あらゆる差別の問題。

それらはすべてリソクしあっているだけに、簡単に答えは見出だせない。けれども、何

より気をつけなければならないのは、わかりあうのは無理だと思ってしまうこと、諦め

f
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問題をなくすため、お互いの価値観をできるたけシェアしようとしてくれる。他ではな

かなか得られないことである。私も今まで考えもつかなかったものの見方、人生観をこ

の素晴らしい人々から教わった。日程的には、44thJAmは終わってしまったけれど、

ひとと人との交流は決して終わらず、それはこの世のすべての問題を解決する可能性を

秘めている。そう、JA錘とは将来的には、すべての人々にFutureとI-bpeを伝えていく

きっかけとなる場の一つである、と信じている。

最後になったが、この素晴らしい仲間たちと、私の一夏を共有できたことを心から感

謝したい。 （坂田亜也子）

戦争と平和セミナー

戦争と平和セミナーは8月1日、ハワード

大にて行なわれた。民主化後も依然問題を抱

える東欧地域、火種の絶えることのない湾岸

地域、そして何よりも冷戦の終結によって新

たな秩序構築が全世界的課題となった現在、

日米両国に求められる役割は何か、というセ

ミナーの趣旨のもと、二人のスピーカーが招

かれた。アメリカ・ディフェソス・モニター

の主任であるSta㎡ordGottli国、ジョソス・

ホプキソス大学外国政策研究所のディレクター、

MichaelGr"n両氏である｡Gottli罰氏は国

連の機能、指導権の拡大を提唱、一方Gr"n

氏は国連の役割には懐疑的な見解を示し冷戦

期の二超大国体制はなくなっても依然先進国

主導の秩序維持が現実的とした。両氏の講演

に続いて質疑応答が行なわれ、中でも国中で

論議を呼んでいたPKOについて日本側参加

者が各々の意見を述べた時にはアメリカ側参

加者、ゲストスピーカーとも興味深げに聞き

入っていたのが印象的である。その後テーマ

ごとに10のグループに分かれて話し合いを行

なった。

安全保障について語る場合、どうしても政

治的問題が対象とならざるを得ない。趣旨に

基づいて選ばれた10のディスカッショソのテー

マも安全保障と経済、軍備競争、地域紛争な

ど硬質で難しくなりがちなものであり、参加

者がどこまで自分に引き寄せて考えることが

できたかには残念ながら疑問が残る。

その反動としてだろうか、所詮政治学の文

脈では中心にすえられる事の少ない戦争被害

の問題を取り上げようとする動きが参加者の

中から自発的に生じたことは特筆すべきであ

ろう。しかし今年の会議に於ける「戦争と平

和」をめぐる二つのイベソトは互いに補完し

あうというよりもその間の断絶を強調する様

な形であったように思えてならない。二つの

極を止揚する作業をこそ今後の会議に望みた

い。 （猪刈 由紀）

朝壁

潔吋

篭灘サ
蕊

‘鱈"憲蕊蕊#篭 鍵

詩F

鍵鋳
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戦争と平和セミナー パート1

「名は体を表す」という諺が現在どれだけ

有効かはさておき、「戦争と平和」セミナー

は、従来「平和」セミナーないしは「平和と

安全保障」フォーラムという名前で開催され

ていた企画であった。そして、その内容は、

日本開催の際は必ず広島あるいは長崎を訪れ、

アメリカ開催の際も「原爆」に関する映画を

アメリカに持ち込んで、全員で鑑賞していた

ようである。（注：詳細は各回の報告書を参

照のこと）そして、そこで話し合われていた

ことは、どちらかというと「核兵器」をキー

ワードに、「平和」をいかに追求するかが中

心であったようである。

ところが、近年このフォーラムに変化が起

きている｡1990年の第42回会議ではこのよう

な問題を話し合うセミナー自体存在しなかっ

たし、翌91年の第43回会議では「安全保障」

フォーラムとして復活したものの、その名称

からこの15年ではじめて「平和」の文字が消

え、長崎・広島を訪問することもなく、核兵

器に関する映画も上映されなかった。

各回における企画決定の際の事情を十分調

査したわけではないので、あまり断定的には

なれないが、この変化は、ある時代の人々の

意識を深く規定していた「核戦争の危機」と

「冷戦」という状況認識が、大きく変わりつ

つあることを示している。と同時に、参加者

の「戦争」観・「平和」観にも変化あるいは

動揺が起こっているということでもあろう。

そして今回の名称は、「戦争と平和」セミ

ナーである。初めて「戦争」という言葉が登

場してきたことにも、いろいろな義務付けが

可能だろう。トルストイや猪口邦子さんの同

名の著作にインスパイアされたのでは、とも

思われる。その謎解きをするのは本稿の目的

に反するので、ここではぼく自身の当セミナー

に対する次のような見解を示すのみにとどめ

ておこう。

いわゆる「冷戦以後」－この言葉を使う

のは、かならずしもぼくがこの言葉を適切と

思っているからではない。現代、一般的にほ

ぼ共通した時代認識に、とりあえず従ったま

でである。－ の時代において、我々は初

めて「戦争」と「平和」について真っ正面か

ら意見を交換することができる・せざるを得

ない時期に到達したのではなかろうか。した

がって、相互確証破壊戦略やソ連の脅威やナ

ガサキ・ヒロシマや憲法第9条と自衛隊・日

米安保問題といったことだけでなく、各自が

等身大で「戦争」と「平和」についてより自

由に、より範囲を広げて語る段階をむかえた

のであって、その際は国際政治学的にだけで

はなく、より根源にたち帰った哲学的な再考

察が必要とされているのである。

戦争は、かっては、あまりにも重大である

がゆえに将軍たちに任せきるわけにはいかな

かった。しかし、今は、あまりにも重大であ

るがゆえに無知な人々－軍服を着ていよう

がいまいが－に任せきるわけにはいかない

のだ。ぜひ強調しておきたいが、平和につい

ても同じことが言えるのである。

(A・トフラー&H･トフラー、『アルビソ・

トフラーの戦争と平和』、ppl8～19)

未来学者の議論自体は一顧だに値しないか

--45-



もしれない（「かもしれない」は不要だった

!?）が、我々はとにかく「平和憲法の護持」

や「清貧」を叫んだり、ハイテク戦争に夢を

はせたりする前に、ぼくらにはもっと深いレ

ベルにある何かを考え、行わなければならな

い気がして仕方がない。とにかく、「戦争と

平和」という題名自体は今の時代に実に適切

である、という印象を持って、ぼくは本会議

に臨んだのだった。

8月1日の「戦争と平和」セミナー・ハー

トIは、ワシソトソDCのハワード大学のビ

ジネス・スクールで行われた。まず、セソター・

フォー・ディフェソス・イソフォメーショソ

のSta㎡ordGottlieb氏と、ジョソズ・ホプ

キソス・フォーリソ・ポリシー・インスティ

テュートのMidladGr"n氏の講演があり、

その後で、7つのグループに分かれてスモー

ル・グループ・ディスカッショソ＆ラップ。・

アップを行った。

Gottlieb氏のお話は、「冷戦の終焉と国際

的安全保障体制作り」といったようなことが

テーマであった。その内容を要約すると、次

のようになる。

民主主義対共産主義（独裁体制）の対立で

ある冷戦は終わった。これからは二極対立の

時代から多極構造の時代になるであろう。し

かし、アメリカが依然世界の警察的な役割を

果たしうるだけの力をもっているということ

と、軍事力のコソトロールが依然として最重

要の安全保障政策のテーマとなるということ

は、日本やドイツの経済的成長による米国の

相対的地位の低下や、科学技術の急激な発達

や「パワー」の多様化が進行中であっても否

定し難い現実である。

さて、そのような現状認識に立って、国際

社会において安全保障を確保するのは、幾ら

かの欠点があるとはいえ、やはり国際連合で

あることが最も望ましいし、その規範になる

のは、当然国連憲章である。安全保障理事会

におし､ては、その経済的実力に応じて日本と

ドイツの発言力をより尊重するべきである。

国連憲章に関しては、国連軍を機能させるた

めには、ガリ事務総長のアジェソダ・フォー・

ピースなどを掛酌じ、憲章改正も選択肢にい

れた上で、例えば各国から千人ずつ軍隊を出

して武力紛争の解決に当たるなどのより実効

的な対策をたてるべきである。日本に関して

は、国連を通した非暴力・非武装の平和外交

を行ってゆくべきである。

Gr"n氏の話は、「地域紛争の危険性の高

まるアジア」といったようなテーマであった。

その内容は以下のように要約できる。

冷戦以後の東アジアでは、二大イデオロギー

対立のなかで蓋をされていた地域紛争が激化

するおそれがある。特に「金日成以後」の体

制変動が心配される北朝鮮、北方領土問題を

抱え依然強大な軍事力を持つロシア、そして

質的にも軍事力を増強してきている中国が大

きな不安定要因である。

それらの問題に対応するためにはいかにし

たらよいか。まず、今まで強大な軍事プレゼ

ソスによって同地域の「平和」に貢献してき

た米国、たとえ経済面での相対的衰退が大き

な問題になっているとしても、手を引くこと

はできない。かといって、CエEのような形

での地域的安全保障システムが近いうちに機

能するとは思えない。文化的・民族的な複雑

さがそれをいっそう困難にしているし、AP

CEのような協力体制は今のところ経済的な

面に限られている。

結局のところ、「冷戦以後」の東アジア地

域をより安定化させるためには、日米同盟を
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いっそう強化することがこれからも根本にな

るだろう。そして、それは「平和憲法」を標

傍する日本と安上がりに軍事プレゼンスを維

持したいアメリカの双方の国益を最大化する

ことになるであろう、というものである。

両者の講演は、国際関係にかんする本を読

んだり、新聞の国際面を気にしたりしている

人にとっては実に常識的な内容であったと思

うが、それだけに安全保障というものの基本

的な観点が指摘されていたので、その後の話

し合いのきっかけにはなりやすかったようで

ある。ただ、両者に共通していたのは、アメ

リカの「相対的衰退」に対する危機意識のよ

うなものであったようで、「平和」の問題や

「戦争の原因」といった面での考察がたりな

かったような印象を持った（ぼくのメモには

「アメリカの人は経済のことで頭がいっぱい

なんだね」とある)。いってみれば、「受け身

の平和維持」にしか視点が向いていなかった

ようであったのがやや残念であった。

講演を受けて、スモール・グループ・デイ

スカッショソが行われたが、そこでは一般的

にいって日本側の理想を背景にした「美しい

平和主義」と、アメリカ側の愛国心を背景に

した「現実的な実用主義Jとぶつかる、といっ

たパターンがみられ、お互いの「戦争と平和」

観の食い違いを実感した向きが多かったよう

である。

安全保障政策に関しては、個人レベルでの

知識の多寡が、言語のギャップとともにお互

いのコミュニケートを困難にしていたようで

ある。また、「戦争そのもの」「平和そのもの」

に対する考察に関しては、この日のフォーラ

ムでは話を深める機会があまりなかったよう

であり、加えてこの段階では、参加者は突っ

込んだ話し合いをするのにはまだ親密度が十

分であったとはいえず、お互いにもどかしい

感覚が残っていたような気もする。その物足

りなさがのちのナッシュピルやコロラドでの

パートII・パート1I1の開催へとつながっていっ

たのであろう。 （芝崎 厚士）

戦争と平和セミナー パート2

戦争と平和セミナーの二回目はコロラドス

プリソグス三日目の午前11時30分から行われ

た。前日はホームステイが終った日でありこ

の日は眠い眼をこすりながらの参加者も多く

いた。

このセミナーは江での戦争と平和セミナー

がいわゆるナショナル・イソタレストの視点

からの話であったため、今後は是非パーソナ

ルな戦争と平和セミナーをもちたいと提案し

た参加者達によって企画された。

具体的には、日本側参加者三人がヒロシマ・

ナガサキの原爆の被害や戦争責任などについ

てプレゼソテーショソを行うという形で進め

られた。

まず最初に、あらかじめ容易されていたパ
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ソフレットと、米国の大学教授が「原爆は多

くの日本人を救った」と国際会議で発言した

ことについての新聞記事のコピーが配布され

た。

次に増子から、被爆者がどのような苦しみ

をもっているのかについてのプレゼソテーショ

ソが行われた。被爆者の苦悩とはまず第一に

身体的苦痛一病気(ガン・白血病等)や出産な

ど－であり、第二に精神的苦痛一死・放射能

に対する不安、被爆者に対する社会的差別な

ど－であるという。さらに、多くの人が自殺

を考え､また､それらの苦痛はほとんど他者に

伝えられることはなく、被爆者の数が減少し

ていく中で、被爆者の苦痛が益々世の中に伝

えられにくくなっている、とのことだった。

次に高橋（徳）からのプレゼソテーショソ

は、日本が占領下においても独立後も被爆者

に対する配慮が充分になされていなかったこ

とについてであった。特にGHQは故意に被

爆者の医療を妨げ、また、被爆によって死ん

で､､った人の中には放射能の存在を知らなかっ

た人も多かったと指摘し、被爆者に対する十

分な保障がなされるべきだと主張された。

最後に割石は韓国人の強制連行などの話を

通じて日本の戦後責任や社会の在り方につい

てプレゼソテーショソを行った。在日韓国朝

鮮人や従軍慰安婦らに対する日本政府の対応

をみるにつけ、日本社会における、平和〃と

は欺艤に満ちたものではないか、それはアジ

アの一員としてあるべき姿といえるか、と問

題提起された。そして最も恵まれない人々や

マイノリティに対しいかなる配慮を与えてい

るかによって、その社会の質が問われるよう

に思うと述べて結ばれた。 （高橋 徳嗣）

ボランティアセミナー

総 括

ではなく会議後も続けなければ意味がないの

ではないか」「決められた所へ行ってちょっ

と体験してみることが果たしてポラソティア

と言えるのだろうか」と、様々な疑問がて出

てきたという事実もあった。

だが結論から言えば、私たちが暑い日射し

の下公園整備をする中で、また子供たちや老

人、社会にうまく適応できないとされる人々

と接する中で考えたことに、何一つ無駄なこ

とはなかった。どの参加者もこのセミナーを

通して、驚き、怒り、感動、新たな発見、出

会いを得たであろう。それを私たちが会議を

離れ、各々の住む社会へと戻っていった時、

どう活かすか、もっと言えばどう生きるかと

いうことが最も大切なことで、会議中の達成

感や充実感をその目的とはしていなかったか

ポラソティアリズムセミナーはワシソトソ

DC，ナッシュビルの2ケ所で行われ、各地

で79人が5つほどの小グループにわかれて、

ポラソティア活動を行った後、デイスカッショ

ソをし、ボランティアというものについて考

えるというスタイルで行われた。

そもそもこのセミナーは、企業や地方自治

体、多くの人々の協力を得て毎年実現してい

る日米学生会議として、我々から社会へフィー

ドバックするものをという気持ちと、今回の

テーマと関連して、様々な社会問題をただ傍

観者として論じるのではなく、自らの身体を

動かし解決へ向けて行動を起こすことの必要

性を深く感じたことから始まった。

しかし、その過程で「このセミナーが単な

る自己満足に終わるのではないか」「単発的
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らである。「いつ自分が人から助けられる立

場になるかわからない。だからやるのです｡」

あるコーディネーターの方が言った言葉が忘

れられない。このような心が社会の自浄作用

となるのであろう。最後に職プレークアウェ

イ〃の方々をはじめ、私たちを受け入れて下

さり、またアドバイスを下さった関係者の方々

に深く感謝致します~。 （比企野慶子）

ワシントンDC

本年度日米学生会議の大きな意義として位

置付けられている当セミナーは、我々が様々

な援助に支えられていることを鑑み、社会に

対し何らかの貢献ができないかという問いに

答えるものである。

8月6日ワシソトソDCにて我々は5つの

グループに分かれ活動を行った。第1グルー

プはフードバソクを訪れ、企業から集められ

た食べ物（賞味期間が切れていたり、破損し

ている為に店頭では売れないもの）を貧しい

人の為の施設に分配する仕事の一担に加わり、

食品を種類ごとに分類した。

第2グループは、精神薄弱の人々が社会復

帰を果たすため職業訂||練やパートタイムの仕

事の斡旋を行う、Gr"nPoorという施設を

訪ねた。そこでは、メンバーの方々と話した

り、共に昼食を食べたりした。

第3グループは老人のデイケアセンターで

あるイオナ・ハウスを訪れ、歌を唄ったり、

書道、茶道・能など日本の伝統文化を紹介し

た。初めは無関心だった老人も帰る頃には打

ちとけ、別れを惜しんでくれた。

第4グループの訪れたセソトラルキッチソ

では、ホームレスの人々の食事のサービスを

行っている。社会復帰を図りここで働く人も

いる。会議参加者は寄付された食物の仕分け、

食事の下ごしらえの手伝いを行った。

第5グループは、"K外にあるジュピリー・

ハウジングを訪れた。このアパートは貧しい

人々に居住と仕事を与える団体により運営さ

れている。我々は子供の遊び場の整備を行っ

た。作業のあと、ただの空き地がずっと遊び

場らしくなった。

しかしここまで書いて、私はJAmの目線

の高さに気付く。日常生活の中にポラソティ

アを組み入れていくには、いいことをしてあ

げている感覚では続かない。ボランティアは

自分を映す鏡である。学生会議は皆にとって

始まりであることを切に願う。（工藤 博海）

織鳶……
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テネシー（ナッシュビル）

ラソティア活動を熱心に行ってきたうえで現

在の職についている。

､BREAKAWAY〃という団体の副コー

ディネーターであるManさんは、団体の活

動について紹介した。、BREAKAWAY"

は全米に参加大学を持つボラソティア活動サ

ポート団体で、大学内での活動サポートだけ

でなく、大学間での交流さらには長期休職中

の海外でのボラソティア活動の企画、紹介も

行っており、特にアメリカ側参加者の高い関

心を集めた。

その後小グループに分かれてボランティア

リズムについて、ワシソトソDC，ナッシュ

ビルでの活動をもとにまとめのデイスカッショ

ソを行った。ボランティア活動は初めてとい

う会議参加者もおり、感想をシェアすると共

に、ポラソティア活動の重要性と意義につい

て話し合った｡ (増子 聡）

テネシーでは各グループでのボランティア

活動のあと、スピーカーに来ていただき、ディ

スカッショソの時間も持つことにより、ボラ

ンティアリズムについてより深く考えた。

一人目のスピーカーであるアーロソ氏はバ

ソダービルト大学でかって学生のボラソティ

ア活動のコーディネーターを行っていた。一

人の人間が社会を変える力がいかにバソダー

ビルド大学でボラソティア活動のパヮフルで

あるかをアーロソ氏は説き、特に学生は自由

な身を活かして、その原動力であるべきだと

説いた。

Parker氏とRainboardさんは現在コーディ

ネーターを行ってる。大学のボラソティアセ

ンターでは、活動の紹介をするだけでなく、

様々なアイディアを学生から集め、それを実

行に移す手伝いをしている。どちらもバソダー

ビルト大学の卒業生であり、学生の頃からポ

…:

吋蕊

テネシー：グループ別報告

届けるために仕分し、発送する施設である。

参加者はクラッカーをビニールに仕分けする

作業を行った｡(比企野慶子）

グループ1はナッシュビルにあるセカソド

ハーベストフードバソクを訪た°当団体は企

業等から寄附された食糧を困っている人々に
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グループ2は家庭の暴力で虐待された女性

とその子供が暮らすシェルターを訪れた。家

具の移動、ヤード・セールの準備のための値

札つけの手伝いを行った。またこのシェルター

の職員自身の経験談も混えまたシェルターの

見学もさせてもらい問題の現状をつぶさに伺

うことができた。彼女達の目は忘れることが

できない。（工藤 博海）

ているのかそれとも迷惑なのか分からず、始

めは双方に戸惑いがあった。しかし1時間半

の訪問で、お互いに信頼関係のようなものが

出来始めると、手を擦るなどのスキソシッフ．

を通じて少しは心を通わせることが出来たよ

うに思う。帰らないでもう少し居て、と言っ

て手を離さないお婆さんの目は彼らの持つ孤

独やさみしさを訴えかけているようで、なか

なか別れが辛かった。 （高橋 香織）

日時；1992年8月12日

行き先；マーフィースポロ ヘルスケアセソ

ター

グループ3は、ナッシュビル郊外のマーフィー

スポロ・ヘルスケアセンターを訪れた。ここ

は高齢者が治療を受けながら老後を送る施設

である。私たち日米17名の参加者は、30名程

集まってくれたお年寄りの前で、ピアノの演

奏・ハワイアソダソスの紹介・日本の童謡を

浴衣を着て歌う．折り紙を折ってプレゼソト

するなどの文化紹介を行った。かなり重度の

病気で寝たきりの人や言葉をうまく発音出来

ない人なども中には居て、コミュニケーショ

ソをとるのが難しかった。果たして歓迎され

第四グループは、身体的・精神的に障害の

ある子供達と大人の為の施設を訪れ、子供の

為の遊び場にあるブラソコやすべり台にペソ

キ等を塗る仕事をした他、実際に子供達とふ

れ合う機会を持つことができた。

（増子 聡）

ポーイズ＆ガールズクラブでは、小学生の

子供達が安全な環境のなかでレクリエーショ

ソを楽しんでいる。簡単な日本語教室、かぶ

とを全員で折る折り紙教室などを行い、子供

達と共に楽しい時間をすごした。

（久米 恵子）

貿易シンポジウム

報

生ロ

ワシソトソDCでおこなわれた貿易シソポ

蕊蕊蕊譲篝;蕊三蕊獺

ジウムは、三部構成で8月3日、米国議事堂

内の一室で開催された。第一部は国際経済協

会首席顧問EllenFrost博士による基調講演

「これからの日米関係」が行われた。同博士

は日米間の経済的依存関係はもはや不可分で

あるとし、これからの両国のありかたや自由

貿易とガットの今後について言及した。また

上院の国際関係委員会委員のRichard博士も

あいさつに立たれた。午後の第二部は場所を

アメリカ企業協会に移し、日米友好協会会長

零一
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でありアメリカ企業協会首席経済学者である

JohnMakin博士、日米センター国際経済部々

長のYoshihideKimura氏、そしてブルック

リン協会外交政策研究部のEdwardLincoln

博士三氏によるパネルディスカッションが行

われ、テーマの「保護貿易対自由貿易」につ

いて活発な議論がなされた。夕食を済ませ、

第三部は宿舎のハワード大学に戻った後、

「知的所有権について」と「日米構造協議に

ついて」の2テーマにそれぞれ日米4名ずつ

の学生によるプレゼソテーショソが行われた。

これは事前に有志を募り、日米協力して研究

を行い、テーマについての知識を他の学生に

つけてもらうだけでなく日米の立場の違いを

理解し摩擦の焦点を鮮明にする目的で行われ

た。学者ではなく同じ学生が説明するとあっ

て分かり易く、個性的なプレゼンテーション

で盛んに拍手をうけていた。

8月13日にはテネシー州スミルナ市にてア

メリカ日産自動車工場を訪問した。工場内見

学後日産広報部のJanneR函氏を工場側代

表にむかえ、地方新聞社記者、スミルナ市助

役、スミルナ市民代表、スミルナ市奉仕団体

代表の方たちを交えて日本企業のアメリカへ

の進出について社会的にさまざまな立場から

意見をうかがった。

貿易シソポジウム最終日の8月18日は、コ

ロラド州コロラド・スプリソグス市にて開催

された。まず第一部として日米有志3名ずつ

により､三都市にわたるこのｼﾝﾎｼｳﾑの

総括のプレゼンテーションがなされた。第二

部は学生がスモールグループ・にわかれ、アメ

リカ空軍士官学校経済学教授のAlenMore中

尉、同じくJimBro"少佐、同じく空軍士官

学校の経済戦略研究客員教授のEdStewart

中尉の三氏にそのなかに加わっていただいて

アドバイスを受けながらさらに個々に総括を

行った。

とかく数字の上での議論に終始しがちなこ

のシソポジウムでは、さまざまな貿易摩擦や

その問題に実際に直面している人の話に耳を

傾け実感として捉えることを念頭においた。

また経済学の知識のない学生でも参加し興味

をもてるように計画し試みたが、学生による

プレゼンテーション、学生による総括を有志

を募って行ったのが成功し、満足いく結果に

終わったと言えよう。しかし、事前の日米の

学生による準備段階では言葉の誤解から思わ

ぬすれちがいもあり、言葉と異文化の壁を再

認識させられる結果となった。最後になった

が、協力を惜しまなかった学生諸君にコーディ

ネーターから深く感謝したい。（白石 史朗）

貿易シンポジウム

確に意識されている。折しも米国大統領選挙

と重なり、その焦点が経済再建であったこと

冷戦システムが終焉した今、経済問題が日

米間の最大の懸案であることは、両国間で明
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が強化されない限り、米国からの日本の輸入

は増加しない｡」と応酬するなど、あたかも

両国を代表しているかのように堂々と意見を

述べ合っていたのが印象的だった。しかし、

この裏には、担当者の涙く･ましい努力があっ

たことを忘れてはいけないだろう。

ナッシュビルでは、ローカルな立場で考え

るべく、米国日産の工場見学をし、さらに地

域代表、地元新聞記者、日産広報部の方々と

デイスカッショソをした。日産では、いわゆ

る日本型経営なるもので運営されているが、

個人主義の国、米国の労働者が、組織の中の

強調性を極めて重視する日本式システムの中

でどの様な活動をするのか。日本式と米国式

の融和した経営システムとは、どの様なもの

なのか興味がもたれた。欲を言えば、現場の

労働者にもインタビューしたかった。聞く所

によると、日本的経営を取り入れる米国企業

が増加しているとのこと、米国日産が、コミュ

ニティー、市民社会の一員としてメセナ、フィ

ランソロピ一などの社会貢献に並々ならぬ力

を入れている点は、日本企業は大いに学ぶべ

きだろう。

最終地コロラドスプリソグスでは、これま

でを総括して日米各三名がプレゼソテーショ

ソをした。私も発表したが、学生という誰に

対しても責任を負う必要のない自分の立場に

感謝しながら、大いに理想論を述べさせても

らった。しかしながら、我々は、この立場を

盲目的に甘受することは許されない。実社会

を知らぬが故の牢琿空論の愚を犯さないため

に、常に本質に迫ろうとする気迫を忘れては

ならないと思う。 （堀部 智）

が、両国の学生の貿易シンポジウムへの問題

意識をさらに高めた様である。しかしながら、

社会に出る前の学生にとって、貿易問題は困

難なテーマであり、議論が抽象的になるきら

いがある。この難点への配慮から、今年は学

生の主体的な参加とグローバルな視点のみな

らずローカルな視点へも目を配ったシソポジ

ウムが目指された。

8月3日、首都ワシントンで行われたシソ

ポジウムでは、ワールドワイドな視点で、

「世界経済に於ける日米関係」や「自由貿易

と保護主義」といったテーマでのパネルディ

スカッションが開催された。第一線で政策立

案に関与されている方の話には、大いに刺激

を受けた。しかし、その夜のモック・トレー

ドネゴシエーショソは正に我々の手作りとい

う点で実に有意義なものであった。知的所有

権と日米構造協議とを扱い、特に後者では、

米国側が、「日本は排他的取引慣行、系列問

題などの市場アクセスを改善すべきだ｡」と

主張すれば、日本側が日本市場の歴史的背景、

合理的な面を説明し、さらに「日本側の市場

アクセスが改善しても、米国側の輸出競争力
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MockTradeNegotiation

知ったのは有益であった。

次に日米構造協議問題について。この問題

は政治的でかつ二国間問題の色彩が強いため、

日米4名ずつの代表者間の事前打ち合わせに

於ても、早くから論点等で認識のズレが生じ、

危うく企画が成立しなくなる所であった。尚

このスレ違いにはコミュニケーショソギャッ

プが好まれざる形で寄与したのであり、意志

疎通の難しさ、コトバの壁をつきつけられる

事となった。

さてその内容だが、日米間の共通の認識と

しては、世界の資本主義経済をリードする日

米両国間の貿易の安定化、及びそれを実現す

る為の自由貿易の拡大・普通化等が挙げられ

る。日米間の相違対立点としては、産業政策

やいわゆる「公正」概念の是非、米国の大量

消費・過少貯蓄や日本の流薗・分配システム

への相互批判等があった。特に相互批判につ

いては、反省を促すものとはいえ、交渉とい

うよりは干渉的であったことが、代表として

いささか残念であった。

総じて言えることは、貿易問題という一見

我々とは難れたところで進行しているかの如

く映るものが、我々の生活に深く根ざしたも

コーディネーターの白石の発案による当企

画は、ワシソトソでの貿易問題に関するレク

チャーに引き続き行なわれた。2つのテーマ

（日米構造協議問題と知的所有権問題）につ

いて、それぞれ日米の参加者から4名ずつが

出て、各問題に対する日米の認識の違いを明

確にしようとするものであった。

まず、知的所有権問題について。共通の問

題として、情報・流通の高度化に伴う保護の

必要性の増大、国際化の流れの中での法的調

整の難しさ、及び知的所有権保護の南北問題

化等が挙げられた。一方日米間の相違・対立

点としては、先願主義対発明者優先主義の構

図及び模倣という行為への両国間（両文化間）

での認識の不一致等が挙げられた。「模倣へ

の認識の不一致」とは、「日本での感覚とし

ては、模倣とは学習の為の基本であり重要視

されるのに対し、米国では創造力若しくはオ

リジナリティの欠如・不足を意味する」とい

うことである。先願主義対発明者優先主義

（諸国の趨勢は先願主義にある）といった制

度的相違もさることながら、「学習」の在り

方といったものが知的所有権という高度に法

的・政治的な問題に影を落としていることを
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のであり、それがゆえに一度問題が起こると

社会毎の価値やそこに居る人間の性質といっ

たものが、その問題にとって重要な位置を占

めることになるのである。今後の国家間の貿

易に関する交渉の場が、自己の立場の押しつ

け合いという形ではなく、問題の解決を目的

とする共同作業の場たらんことを切に願うも

のである。 （竹井亮一）

ジェンダーナイト

ジェンダーナイトをめぐる雑感

43回の会議の終わりに実行委員が44回の骨

格を決めた時、この企画案は出ていなかった。

米国側参加者の一人であるSaraJobinの

提案によりこの企画が正式に決まったのは4

月の終わり頃であったように思う。こういう

経緯もあって、自由参加の非公式な企画とし

て行われることになったが、実際にはほぼ全

員が参加する形となった。日米双方から4名

（男女各2名）ずつがプレゼソテーターとな

り、ワシソトソで自由時間を割いてうち合わ

せを始めた。この時、米国側の女性参加者の

一人であるJenifferBurnsから男性には部屋

をきれいに掃除できない、といった趣旨の発

言が飛び出し、男性側が日米共闘で反論する

という一幕もあった。この発言の真瀝性はい

ささか気になるところであるが、会議中の部

屋の様子を見る限り、それは正しかったとす

る説もある。それはともあれ、準備の方は順

調に進み、早寝早起をモットーとする日本側

コーディネーターだけが早々と床に就く中、

各プレゼソテーターは、夜遅くまで自分の原

稿を練っていた様である。

ナッシュビルに到着した8月8日､各々が自

分の部屋に入り一段落した後、夕食をとりな

がらジェソダーナイトは始まった。ここでは、

無作為に日米1人ずつのペアを作り、夕食を

共にしながら自由な雰囲気で話してもらった。

そして、それからプレゼンテーションであ

る。テーマは、職場における女性の地位、人

工妊娠中絶、同棲など事前のアソケートをも

とに、多くの参加者が関心を持っていると思

われるものを扱った。これらの問題は様々な

点で日米、あるいは男女間に意見の相違があ

り大変興味深いものであった。全てのプレゼ

ソテーショソが終わってから、onetoone

のデイスカッショソを始めた。日米かつ男女

で2人のペアを作り自由に話し合うというも

のである。これは、今まであまり話したこと

のない相手と話せるということや、2人だけ

なので相手の意見をよく聞けるという点で好

評だった。15分という時間を設定したが、短

過ぎるとの声も聞かれた。この1対1の討論

を2回（即ち、2人の異なる相手と話す）行っ

た後で、小グループによるディスカッション

を行い締めくくった。時間が十分であったと

は言えないが、懸念された感情的な意見対立

もなく、各々が相互の立場を尊重して話がで

きていたのではないかと思う。筆者自身は、

この一対一デイスカッショソで前から関心を

もっていた米国での高い離婚率についてどう

考えるか尋ねた所、平均寿命が大幅に伸びた

今日の社会では、一生一人のパートナーと共

に暮らすのは難しく、それは自然の成り行き

だと言われ考えさせられるものがあった。もっ

とも、彼女は「この国では何でも使い捨てな

のよ｡」とも言っていたが。

会議が終わりに近づいた頃、私はコロラド

カレッジで共和党大会のTV中継を見ていた。
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そこではブッシュ大統領が保守色を前面に

出し、「家族の価値」をさかんに説いていた。

私はその時、離婚率50％というこの国実態

と、彼が理想と考える家庭像とのあまりの乖

離に強く驚かされた｡これは､この国の変化の

速さを表しているとも言えよう。そしてそれ

が、ある意味でこの国の強さでもあったのだ。

だが、これからはどうなるのか。今まで通

り、それは強さであり続けるのか。それとも

このTVに写し出されている政治家の言う通

り、社会の価値観が退廃してきたのか。ひる

返って日本を見てみると、米国の後を少し遅

れて追いかけて来たようなこの日本も、米国

-'’騨,FF',魚 '錐I~春_!I…~
盃痙

管…馨

ロユー～函帝 番

……

と同じ経路を巡ることになるのであろうか。

それとも、日本のもつ伝統的な文化はこれと

は全く別な方向へ国を導くのか。問いかけは

一層深まっていくのであった。（佐野日出之）

ジェンダーナイト

8月8日、テネシーでの最初の夜に行われ

たジェンダーナイトは、夕食を食べながらの

ペア・トークで始まった。男女のペアを作っ

て、ジェソダーの問題を素直に語り合おうと

いうわけである。

夕食後、日米の参加者各4名がプレゼソテー

ショソを行った。それに先立って、プレゼソ

テーターの一人で女性学を専攻する艶raが、

ジェソダーというごく個人的でセソシティヴ

な問題を話し合うときに注意すべきことにつ

いて話した。う。レゼソテーショソのトピック

は「米国における中絶」「日本における中絶」

「デート・レイプ・」「同棲」「家事における男

女の役割」「ビジネスでの女性」「男性に対す

る社会の期待」「男性問題」である。ジェソ

ダーというと、社会的に不利な立場にいる女

性に眼が向きがちだが、男性のかかえている

問題を指摘したプレゼンテーションが行われ

たことは興味深かった。忙しいスケジュール

の中で、夜遅くまで努力したかいあって、示

唆に富んだ力作ぞろいであった。

その後、フ・レゼソテーショソを問題提起と

して、再びペア・トークが行われた。それぞ

れのペアが思い思いの場所で熱のこもった話

し合いを行った。参加者の多くは、近い将来

に自分の身に起こりうる問題として、ビジネ

スの場での男女の平等や、男女の家事の分担

などに関心を持っていたようである。中絶の

問題に関しては、参加者の多くはリベラルな

意見だったようである。合計3回のペア・トー

クを経て、最後にグループ・デイスカッショ

ソを行い意見を交換した。

ペア・トークは他のイベソトでは見られな

い試みだったが、身近な話題についての密度

の濃い話し合いを通じて、相手の考え方や人

となりを知ることができて非常に有意義だっ

た。また、日米のペアを作ったことで、それ

ぞれの文化的背景の違いによる考え方の違い

が浮き彫りとなって興味深かった。

（大谷 裕子）
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レセプション

サンダース氏主催のレセプション

ハワード大学からバスに約一時間揺られて、

バージニア州にあるオールドタウン・アレキ

サンドリアに到着した。サウソダース氏は、

サウソダース＆カンパニーの社長を務められ

ていて、我々80人の会議参加者を快く招待し

て下さった。

レセプショソはオフィスの庭と油絵や彫刻

が展示してあるギャラリーで行われた。焼き

鳥がご飯の上に載っていたり、パスタのよう

な味のするうどんや豆腐らしきものなど、様

様な珍しい料理を頂いた。サウンダース氏や

ゲストの方々とお話をしたり、ギャラリーを

拝見したり、楽しいひとときを過ごした。最

後にレセプションのお礼を述べ、サウンダー

ス氏にmrfikcote会議参加証明サーティフィ

ケイトとJAmピソ（会議参加者のバッチ)、

Tシャツを差し上げた。サウンダース氏は、

「歴史は切り開いてゆくものであり、新しい

物事やスタイルに挑戦していくべきである。」

とおつしやり、会議の意義や会議そのものに

ついて改めて考えさせられた。

ワシントンDCに戻る前に、バージニア州

のウォーターフロントに立ち寄った。ワシン

トンで見られるような荘厳な古い建築と新し

い近代的なビルのある町並みとはまた異なる

古いレソガ造りの建物が並ぶ通りは、同様に

魅力的であり、趣きがあり、たいへん印象的

であった。約一時間程の自由時間にそれぞれ

町を歩いたり、アイスクリームを食べたりし

て、ワシソトソ亜最後の夜を満喫した。

（寺澤 美紀）

テネシーでのレセプション

テネシーでは、総領事補佐のエド・ネルソ

ン氏のご厚意により、カソトリークラブで歓

迎レセプションパーティを開いて頂いた。広

いゴルフ場、プール、テニスコートなどを完

備したすばらしい屋敷に招かれ、品のいいカ

ントリーミュージックの生演奏をバックに、

私達はすぱらい､夕食の時間を過ごすことが

出来た。やわらかい室内の照明のせいだろう

か。ほんわりとした雰囲気のただよう中、友

達と話を咲かせる者、おいでになっていた客

人方と交流する者、それぞれが有意義な時間

を過したにちがいない。

そして又、このレセプションを通して様々

な意見を聞くことが出来た。

この様な豪華な場所で、立派なレセプショ

ソを（たとえ招いて頂いたにしても）行なう

ことは、果して私達にとって必要なことであっ

たのか。私達の身の程を越してはいないか。

又、今回のネルソン氏のおかげでカソトリー

蓬／ I
＝
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活動に賛同しこんなにすばらしい会を開いて

下さった方々に、心からお礼を言いたい。私

達に、そして私達の未来に、期待していて下

さる方が大勢いるのだということを忘れずに、

その有難さをかみしめながら、日米学生会議

を私達自身を見直していかなければと再認識

した夜であった。 （阿古智子）

クラブというメソバー制の施設を使わせても

らったのだが－部の富裕な人々が集う場となっ

ているカントリークラブの在り方に疑問を抱

き、参加を拒否した者もいた。夢の様な夜に

ただ酔いしれているだけではなく、各々が自

分なりの視点を持って、このレセプショソを

とらえていた様だ。

ともあれ、やはり私達を受け入れて、その

エッセイ

民族問題フォーラム（於ナッシュビル）のあった昨日は、小学生でも赤面するような

「理想の社会とは」について話をさせられ、英語はわからないし、蒸し暑かったし、僕

にとってはろくなことがなかった。その後には例によってレセプションが待っていた。

バスはスカーレット・オハラ邸のようなカソトリークラブに着き、ゴージャスな食事

が始まった。ここは白人の残された帝国であり、プール・ゴルフコース・テニスコート

が完備している。年老いた南部人独特のレッドネックがパターをしている姿が妙に印象

的であった。南部には農業従事者が多く、襟首を日焼けしている人が多いのでこう呼ば

れる◎

中ではバソジョーでハソクウィリアムスが弾かれ、給仕は黒人であった。排他的な白

人社会の象徴ともいえるこの空間は、僕にオープニングセレモニーのコスモスクラブで

感じたものと同じ憤りを感じさせた。だが私は前日と同様この時もやけになって、うま

い料理をむさぼり食い、日本人同士でばか話をしていた。

しかし今回は違った。Saraがいた。彼女は典型的なWASPであるが、父親が公民権

運動に関わっており、キソグ牧師がかの、Ihaveadream.〃浪説をした時にボディガー

ドをしたらしい。彼女は、そうした自分の信念から食事をとらずに外に出た。それだけ

なら私にもできたかもしれない。ところが彼女は、自分の考えを支配人にはっきり伝え

たのだ。彼の答えはかえって好意的であり、黒人はまだまだ難い､が昨年からユダヤ人

の家族が入ったそうだった。彼女自身がWA野だったから聞けたことかもしれなかった

が、内部から変えようとする動きがあることを知り、彼女は連絡を取り続けたいと言っ

ていた。

たった一つのクラブが少々変わろうが、構造が変わるとは思えない。だがJArer一

人が一つのクラブを変えれば、80のクラブを変えることができよう。私にとって感動さ

せられたことは、彼女が実際にタブーを口にだし、それを責任主体にぶつけたことだっ

た。勇気が小さなきっかけを作り、それがブレイクスルーを生み出す。そんな構図が垣

間見られたようで、私の中で何かが変わった気がした。 （田中 剛）
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レストステイ

八月六日の深夜ワシソトソDCを離れナッ

シュビルヘ向かった我々は、途中ワフロイに

て一泊のレスト・ステイをした。出発の際高

熱を出した三名をDCに残し、バスの車中で

夜を明かすという強行軍にも拘らず、ワフロ

イに着いて朝食を済ますや否や水泳、フリス

ビー、ハイキング、テニスへと散っていく仲

間、そのエネルギーには全く驚かされた。私

自身はさすがに疲れには勝てず、宿舎に入る

と昼夜も取らずに眠ってしまった。目を覚ま

すとSara(参加者）の見事なピアノ演奏

（ラプソディ・イン・ブルーを暗符で弾いて

いた！）に耳をかたむける人、聞きほれて(!り

眠り込む入その横でコンピューターに向かう

人、外ではスポーツに興ずる人々・・・めい

めい思い思いに自然の中で休日を楽しんだよ

癖箪'學… 皇鍾 ≦

うであった。

夜にはキャソプファイヤーを囲んで中間反

省会が開かれた。個人的に印象に残ったのは

出席者のほとんどが自主的に発言をしていた

ことである。主に挙げられた内容は言葉にま

つわる問題と参加者の提案で自主的に行われ

た民族問題フォーラム・ミーティングに関し

てであった。

不思議な鳥の声、焚火の明かりのもと行わ

れた中間反省会。ワシントンという場所柄も

あってか慌ただしく過ぎて行った会議前半を

ふり返り、うまく後半戦へ続けていく機会に

なったようである。一言で要約すればあちこ

ちにあふれる、コミュニケーション〃なる言

葉の意味のつかみ難さに気づかされた反省会

だった。 （猪刈 由紀）
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オプリランド

テネシーに到着して2日目のこの日の朝、

ぼくは宿舎の前の芝生の木陰に寝そべって、

ラジカセでベートーベンの「田園」を聞きつ

つ、D.C.で買ったAndrewf通改erの、TWO

NAfnONS〃を読んでいた。

D.C.と比べこの辺は人気も少なく、とて

も静かだった。会議の生活に慣れるのに精一

杯だった今までの自分を振り返る余裕もでき、

青空をのんびとり眺めつつ、時折宿舎から出

てくる友達に挨拶しながら、ぼくは日本でも
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長いこと味あわなかったようなゆったりとし

た落ち着いた気分になって、ほんとに快適だっ

た。

昼過ぎに何人かと連れだって近くのコイソ

ラソドリーまで洗濯にでかけると、突如とし

て雲行きがあやしくなり、あっという間に激

しい雨が断続的に降り始めた。せっかく洗濯

した物を台無しにしてしまった人もいたが、

ぼくらは運よく雨の止んでいるうちに帰って

これた。しかし洗濯物よりも心配だったのは、

この日に予定されていた遊園地（匪狼YLAND

PARK)行きのことであった。

不安は的中し、バスで目的地に向かってい

る間も、雨は降り続いた。午後2時半すぎ、

OPRYLANDPARKについたときには雨は

止んでいたが、上空で雷が物凄い音を立てて

いた。落雷の恐れがあるのですべてのアトラ

クショソは中止、ということだったが、いま

さら後には引けない。精一杯楽しもうと思っ

て意気揚々と中にはいった。ふとチケットを

見ると、、HAVEANICEDAY・JAPAN/

AMERICAN・SIT_mmI､Ca珊司､画く画､唾〃

と書いてある。なんだかうれしい気分になる。

ぼくはこういう時は一番に仕切り役を買っ

て出るMitziの後を付いていくことにした。

Rajeshとぼくは、彼女に、Wewillfollow

you,Mitzi!Today,weaI℃yourso'B11"

と言った。Mitziはぼくの腕をとって引っ張っ

て行き、地図を皆に配ってくれたりして期待

通りの張り切りぶりだった。しかしさしもの

彼女もアトラクションが何一つ動いていない

のではお手上げのようだった。何か動いてや

しないかと彼女がいろいろ探し回っているう

ちに、ぼくは彼女たちの一行とはぐれてしまっ

た。

また雨が降り始めたので、仕方なく売店に

寄ってマルガリータ風のシャーベットを食べ

ながら、他の人がくるのを待った。近くを見

て回ると、子供向けの射的をやっている所が

ある。早速みんなでやってみる。すぐにコツ

をつかんで、百発百中という感じになって夢

中になっていると、隣りでやっていたアメリ

カ人の男の子がお婆さんらしき人と一緒に僕

を見ている。ぼくが、IfmJohnWayne!"

と言ってポーズをつくると、その男の子はにっ

こりと笑った。そばにいたリカは、「しばさ

ん、最高だよ！」と言った。小学校の頃から

おしゃべり・ひょうきんな人ナンバー1の異

名を取ってきたぼくとしては、久し振りの面

目躍如だった。

そのあとぼくは、けいこ・あすか。Philli

pの3人と一緒に、遊園地を一周する汽車に

乗ったり、ケイジャン・フードを食べたりし

た。そのころからようやくアトラクションが

動き始め、ぼくたちは、T卜正OLDMn_'L

mREAMという、一種のウォーターライド

に乗った。みんなびしょ濡れになって、お互

いの姿を見て心の底から大笑いした。ぼくと

Phillipは調子に乗って2回も乗った。

遊園地の中には小さな動物園が点在してい

て、餌を与えたりして遊んだりできる。また

あちこちでカソトリー・ミュージックのショー

をやっていて、音楽好きのぼくにはこたえら

れなかった。夕方にメインのショーがあるら

しいので、それまでは一人で土産物の店など

を冷やかしていた。ぼくが欲しかったのはカ

ウボーイ・ハットだったが、こには本式のも

のがなさそうなので、黒いパナマ帽を買うこ

とにした。しかしその前にKevinに会い、二

人でFUNNELCAKESというお菓子とレモ

ネードを買ってたくた。ぼくはあまり彼と話

をしたことがなかったので、なんだかうれし
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かつた。売店のバイトの女の子は地元の大学

生で、日米学生会議の話をしたら、結構興味

を持っていたようだった。

メインのショーは、ベガス風の歌と踊りの

ヒット・パレードといった趣向だった。お世

辞にも第一級とはいい難かったが、そんなこ

とはぼくには関係なかった。生でショーをみ

る時の楽しみは、演者の技術の程度や好き嫌

い以前に、出演している人々の表現する喜び

と、ショーに生きがいを見出だしているひた

むきさが感じ取れればそれで十分なのだ。ジョー

ジタウン大で見たミュージカル、『南太平洋」

のシークエソスが出てきたときには拍手にも

思わず力が入った。

ショーが終わる夜9時近く、オプリラソド

も閉場となる。慌ててお目当ての店へ行き、

帽子を買おうとすると、店番のヒスパニック

系の女の子がいろいろと親切に教えてくれた。

かくしてぼくはみんなと同様久々に童心に返

り、パナマ帽を手にして帰途についたのであっ

た。これ以後、ぼくが「カウ・ボーイ」と呼

ばれ、その帽子がトレード・マークになった

のはいうまでもない。ただし、帰国後そのパ

ナマ帽を親友の一人にあげてしまったので、

もはやそれをかぶることもなかろう。楽しい

うちに思い出にしておけばその経験はいつま

でも美しくあり続けるものなのだ。

（芝崎厚士）

－ ナッシュビルの友人(MTSUでの暮らし）

「テネシーには強い誰があるよ｡」

ワシントン，.C.での開会式で出会った人が私にこう教えてくれた。レストデイを経て

テネシーの大学に向かうのはまたバスだったので、私もこれには閉口していた。窮屈さ

を感じながらも私はワシソトソで店から士産としてもらったエチオピア料理をほおばり、

それに飽きると眠ったりしてナッシュビルに着くのを待った。

大学は中部テネシー州立大学といい、閑静なところにあった。緑にあふれ、敷地も広

く夕方には辺り一面に螢が飛び交う、そんな環境だった。

この寮で生活している時、私は一人の青年に出会った。彼は夜間、寮の見張りをする

バイトの学生で、ちょうど私たちの滞在期間中に当番となっていたのだった。私が彼と

話すようになったのはふとしたことからである。

「君たちは－体何の団体なんだい？」

夜間、見張りをするといっても玄関のカウソターに座り、机に足を伸ばして起きている

だけである。言われた通り計上が強く、始めは全く理解できなかった。例えばトゥデイは

トゥダァイに聞こえる、そんな具合だったのだ。

知り合ってからは毎晩話すようになった。暇だから、と言って持ってきているカード

でゲームを教えてもらったりした。私はある時、ものの興味で訪ねてみた。

「日本、っていうと一体どんなイメージを持っているの？」

彼は言葉を選んでいるふうでもなく、分からないと答えた。近年は日本企業がナッシュ

ビルに多く進出していることもあってビジネスのイメージがある、とその後で加えた。

こんなことがあった。彼は日本人と生活をしたり、友人を持ったりしたことがないと
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いうので、日本語を教えてあげることになった。簡単なあいさつだ。「ハロー」「グッド

モーニソグ」から「お帰りなさい」「こんばんは」まで6種類を教えた。

「もし明日皆が帰ってきた時、カウンターから、お帰りなさい〃って言うと皆びっくり

するだろうね｡」

彼は照れくさそうに笑って、きれいに発音した。日本語を話せるようになってみたいなぁ、

彼はこう言うのだった。

生まれてからずっとテネシー州に暮らしているのだと言う。これからもテネシー州を

離れないだろう、と彼は言った。「エンジニアになりたい」彼はこの中部テネシー州立

大の学生だったのだ。

「ついに最後の日だ｡」

知り合ってすぐだったが彼はこう言った。月曜から金曜までが彼の当番だったのであ

る。

彼はこう言った。

「日本は遠い気がしたけど、近くなったような気がする｡」

日本語は使うにも恥ずかしくて試さなかったようだが、私は彼と話をすることができて

嬉しかった。今、彼がこの時のことを覚えているのかは分からない。しかし私にとって

はとてもさわやかな、テネシーの緑をわたる風のような彼との語らし､であった。

（遠藤 繁）

コロラドを振り返る

飛行機でコロラド・スプリソグスヘ到着し

たのが夜の7時半。コロラドでの最初の日程

であるホームステイのためにファミリー探し

を全面的に協力して下さったMayumiさんや

JASCOBのGuy,Barlの顔を見つけてホッ

とする。空港で待っていてくださったホスト

ファミリーとみんなをペアにして送り出し終

える頃には外はもう夜の闇に包まれ始め、夕

暮れの中、目の前に広がる大きな空と山々の

美しい雄大な景色を見ながら「ああ、ここは

コロラドなんだ｡」ということをしみじみ感

じた。

テネシーでの会議もすでに半ば過ぎ後数日

でコロラドに移動するというのに、まだ全員

を受入れてもらえるだけ十分な数のホストファ

ミリーが確保出来ていないという状況は、私

にもしかすると全員ホームステイするのは無

理かもしれないという一抹の不安を感じさせ

た。運の悪いことに丁度日本からきた200人

の高校生のホームステイが一週間前に終わっ

たばかりということで当初期待していた一家

族2人、計40組の受入れ先が思っていた程ス

ムーズに見つけられなかったのである。私自

身の中に昨年の札幌ホームステイがとても楽

しく良い思い出となった経験があったので、

本当にみんなにホームステイをしてもらいた

かったしさせてあげたかったが、その夢はど

うしても実現出来なかった。全員が無理とい
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うことがハツキリした段階で今集まっている

受入れ家庭、協力してくださっている方々の

善意を無にせず、また出来ることなら一人で

も多くのJA"e庵にこの素晴らしいチャソス

を与えたいと思い、他のECとも相談して一

体どのようにしてホームステイに行く人を決

めるのが一番良いか、みんなの考えや意見を

聞くことにしたのだが、これは私にとって

「他の人のことを思いやること」の素晴らし

さを感じさせてくれた忘れえぬ出来事となっ

た。というのも多くのアメリカ側参加者が、

自分はコロラド大学に残る組で構わないから

その分日本側の参加者を行かせてあげて欲し

いと進んで申し出てくれたからである。結局

みんなの意見を尊重してこれまでにアメリカ

でのホームステイ経験が一度も無い人から優

先的に決めていき、最後に残ってしまった人

達はコロラド大学で休息をとるというところ

に落ち着いた。ホームステイを終えてコロラ

ド大学に集まってきた何人もの人達から次々

に「とても楽しかった｡」「素晴らしい経験

ができた。本当にありがとう｡」と声をかけ

られた時は嬉しさのあまり胸が一杯になり、

ホームステイをやれてよかったと心から思っ

た。その夜のコロラド大学主催のWelcome

R…tionでは共にコロラドREionのコーディ

ネーターを務めるKeikoと一緒に会を進める

ことが出来、最高の夜だった。

緑が鮮やかで広々としたキャソパスのなか

にどこかヨーロッパ的な歴史を感じさせる建

物が点在するコロラド大学。すぐそこには山

が見え、真っ青な空がどこまでも広がってい

る景色に自然の美しさというものを改めて感

じさせられる。毎朝カフェテリアにいく途中

の横断歩道では信号が無いにもかかわらずど

の車もいつも必ずといっていいほどスッと止

I

まってくれるのには多くの人（日本側の参加

者）が私と同じように感心していた。さすが

コロラド。東京とは違って親切なんだなぁと

いった具合に。そうそう、親切といえば車だ

けでなく人々の温かさが今回何よりも心にし

みた。中でも宿泊から食事、バスなど私達の

コロラド大滞在で必要な準備のすべてを快く

引受け、常に何か困ったことがないかと気を

つけていてくださったMr・DavidLordには

いくら感謝しても足りないほどだ。それから

こんなこともあった。夜を徹しての大事な話

し合いの翌朝みんなすごく疲れているし寝不

足だからきっと眠っていて起きられないだろ

うと思い、80人分の朝食を無駄にしてしまう

のが申し訳なくてキッチソにいったところ、

もうすでに準備がすすんでいて時すでに遅し。

悪いことをしてしまった、どうしよう。と一

瞬胸が痛んでしまっていた時、親切なコック

長のDavidはﾞNoProblem〃と言った上に

「お昼まで取っておけるものはブラソチとし

て出せるから大丈夫」と答えてくれた。また

ManagerのEricはDavidと相談して24日の早

朝く出発する人達のためのBoxofBreal㎡as

tを朝4時までに宿泊している寮の方にとど
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けてあげましょうと約束し、実際まるで魔法

のようにその通りにしてくださったのである。

多くの人々の親切、、Hospitality〃の御

陰で何とか無事に終わることが出来た日米学

生会議最後の開催地コロラド。コロラドに一

度も行ったことがなく、何の知識も持たなけ

れば情報の集め方、連絡方法もよく知らなかっ

た私でも何とか大役を果たせたのは、これら

の温かい心を持った人達の大きな支えがあっ

たからこそであり、多くの人の協力で日米学

生会議は成り立っているということを私達は

決して忘れてはならないと思う。最後に一緒

に力になってくれたKeiko，ECのみんな、あ

りがとう。そして誰よりも、素晴らしく美味

しいカフェテリアと美しいキャンパスのコロ

ラド大学を選び、その下準備を全て整えてお

いてくれたPaigeに感謝したい。理由あって

ECをやめざるをえなかったとはいえ、彼女

が私達のコロラドでの素晴らしい思い出作り

に陰で大きな努力と貢献をしてくれたことに

変わりはないのだから。ほんとうにありがと

う、Paige。 （五所恵実子）

ホームステイ

話して下さった、ということもあった。空港

の待ち合い室でそれぞれのホストと対面する

と、2．3人ずつ、引きとられていった。こ

の夜は、日本側がお土産として持参した日本

についての写真集をかこみ、日本についての

会話に花をさかせたり、久しぶりに手づくり

の料理を頂いたり、またバーにつれて行って

頂いたりと、それぞれの過ごし方をした。ま

た次の日も、コロラド・カレッジに全員が集

合する時間まで、ホストの方々に、コロラド

スプリソグスの観光案内をして頂いて過ごし

た者が多かった。特に目立ったのはやはり、

AirForceAcademy,OlympicCenter,

黙
駕篭鴬

蕊

ホームステイは8月15日から16日にかけ、

コロラドスプリソグスで行われた。この日に

先立って、コロラドスフ°リソグスの姉妹都市

である富士吉田市から施設団が300名ほど、

この地を訪れたばかりであったため、参加者

全員のホストファミリーを見つけることが出

来ず数名はコロラド・カレッジにとどまるこ

ととなった。

8月15日、テキサスのダラス・フォートワー

ス経由で、コロラドスプリソグスの空港に到

着すると、ホストファミリーが出むかえてく

れた。ファミリーの中には色々な方がおり、

中には一人暮らしの女性が、お友達と共に世
産
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GardenoftheGods,といったコロラドス

プリソグスの名所であったが、中には温泉に

つれていって頂いたり、ジェット・スキーを

楽しんだ者もあった。

この二日間は、アメリカの家庭を見るのが

初めての者には、新しい経験であり、他の者

にとっても別人の共同生活から離れた、リラッ

クスした時をすごせ、また新たな出会いの機

会ともなった。 （磯部聡子）

新実行委員選挙について

毎回の会議についてもあてはまる事なのか

も知れないが、やはり次回第45回の企画・運

営を行う新実行委員の選挙は、私にとって非

常に印象深いものだった。選挙の形式を決め

るため第44回実行委員が集まったとき、日本

側から出された意見は、「来年も会議を行う

のかどうか」をまず話し合うべきだ、という

ものだった。日本側がこう切り出したとき、

米国側はその意図が理癖できず、困惑した表

情をを見せた。しかし、会議は続いていくも

のだということを自明な事として選挙は行え

ない、むしろその点を考えた上でそれぞれ立

候補してほしいし、また投票してほしいとい

うのが我々の真意であり、やがて米国側委員

もそれを理解してくれた。こうして始まった

選挙形式決定の話し合いは、忙しいスケジュー

ルの合間に何とか時間を捻出しながら続けら

れ、しかしその作業は選ぶべき選択肢を明確

にするにとどめ、最終的決定は全員参加者に

委ねられる形となった。

そしていよいよ会議参加者で、翌日の選挙

をどのように行うかを話し合った。ここでも

同じ問い、「来年も会議を行うのか」が全員

に対する問いかけとして提示された。一瞬皆

静まり返り、その後「なんでやらないんだい？」

の一言に続き数名が「この会議は良いチャン

スである」等の意見を述べた。結果としては

実にすんなりと最初の一歩が踏み出されたわ

けである。（個人的には一晩位費やしてこの

点を話し合ってみたかった｡）あとは日米両

国間のバランスの問題として、委員の人数

（日米の比率、男女比率等)、立候補の資格

などが決められた。選挙自体は日米別々で行

われる事となったので、日米に別れて立候補

の表明方法、投票数、演説ならびに質疑応答

の方法などさらに具体的な点を深夜まで話し

合った。

こうして選挙は前提を持たない参加者全員

による手作りのようなものとして準備され、

実行された。実際の選挙に関しては詳しく書

く必要ないだろう。みんなで決めたように演

説・質疑応答・話し合いが行われ、投票をし、

そして委員は選出された。正直言って私には

その選挙結果よりも、過程の方がずっと大事

だったし、今でもそう思っている。JA“の

抱える大きなジレンマ、それは一言で言えば

運営の形態であり、実行委員なるものと参加
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ありがた迷惑だといわれても、あの実行委員

選挙のプロセスは数カ月前から考えてきた私

にとって、数少ない試みのひとつだった。別

にそれが正しいとは思わない。しかしそのよ

うな議事決定の仕方がその性質上限りなく不

可能に近い会議の中で、最後の最後に行なえ

た事は個人的にはとても大切な意味をもって

いる。 （猪刈 由起）

者との関係である。ここで民主主義をどうこ

ういうつもりはないが、直接民主制が必ずし

も真理に近いものでないにしろ、集団構成員

の決定権が暖昧に区別された形で与えられて

いるという事は有形無形の害をはらんでいる

と言わざるを得ない。しかもその区別そのも

のが暖昧な合意に基づいているという場合は

さらに問題は面倒である。まどろっこしいと

いわれても、信用しているからといわれても、

新実行委員選挙について

人物を十名書き並べるという形式で投票が行

われた。

この新実行委員選出は日米それぞれ別れて

行われたが、アメリカ側が例年通りの形式に

のっとって、ある意味で手際良く事を運んで

いたのに対し、日本側が決定までのプロセス

に重きを置いて多くの時間を話し合いに費や

していたのが印象的だった。また、アメリカ

側に選出の時の様子を後から聞いたところに

よると、投票前のスピーチの善し悪しが激戦

の明暗を分けた、とのことで、この国での自

己アピールの手段としてのスピーチ能力が重

要であることを改めて認識した。

日米双方で様々な粁余曲折を経た後、十名

ずつの新実行委員が晴れて決定した。新実行

委員の名前が一人ずつ読み上げられ、前に並

んでいる現実行委員と交代していく様子は、

第44回という一つの達成と、第45回という未

来が交錯する何とも言いようにない素敵な光

景だった。実行委員にはならなかった者も、

自分はその場にいないにせよ、来年新たに今

度は日本で繰り広げられるであろう、熱い夏

″を想像し、その頃の自分がこの一ケ月の経
と き

験からどのように発展した時間を生きている

会議の日程も残すところ二日となった晩、

第45回の会議を託す実行委員を決めるための

ミーティングが開かれた。とは言うものの、

来年の会議を開催するかどうか、またそれを

どのような形態のものとすべきかは、全て今

年の参加者に委ねられるべきとの判断から、

この前日に新実行委員決定のプロセスを決め

るために皆で集まって話しあった。その結果、

来年の会議開催については全員が賛成、新実

行委員については、次の日までに貼り出した

紙に自薦、他薦共に氏名を書き、ミーティソ

グの際にやる気の有無とその理由を表明する

ことになった。

さて、ミーティングの日、各自薦、他薦者

が所信を述べ終わると、今度は全体で輪になっ

て、実行委員になるにあたって必要と思われ

る事柄を質問し、候補者がそれに答える時間

が設けられた。自分が実行委員になったらど

ういう会議を作りたいのか、という理念的な

問題から、大学の勉強や、就職活動と両立し

ながら自分がどの程度の時間を割いて会議の

為に働けるかという実際的な事まで幅広く話

し合われた。最後に一人ずつに紙が配られそ

こに自分が実行委員として働いてもらいたい
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かに思いをはせていた。

(久米 恵子）

新実行委員ミーティング

8月19日夜、新実行委員選挙の余韻冷めや

らぬうちに、第45回日米学生会議への準備は

始まった。ゴロラドスプリソグスでの最後の

3日間、翌年の会議の骨子を決めるための日

米20名の新実行委員による話しあいが行われ

たのだ。l年後の会議までアメリカ側と日本

側の実行委員が会うことはない。この3日間

で決めたこと－ColoradoSpringsAgr"ne

m－が20名全員が準備を行っていくにあたり、

すべての原点となるのである。

日米相方の実行委員長の進行に従い、人数、

日程、テーマ、開催地を決め、そして内容

（分科会、フォーラム、シソポジウム、ワー

クショップなど）について話しあいが行われ

た。それぞれ、まさしく十人十色の日米の実

行委員たちの意見や考えをまとめていくのは

並大抵のことではない。当然、意見の相違や

時には衝突もあったが、これらは20名全員の

第45回日米学生会議にかける意気込みの表れ

であったともいえよう。

第45回のテーマとなった蛾SharingOur

VisionsandWorkingforHarmonyin

theGlobalCommumty〃をいかに会議に生

かすかを常に念頭におきつつ、話しあいは行

われた。実行委員各々が第45回で何を考えた

いかアイディアをだし、その事柄を取りあげ

るにはどのような形が良いかを考えるという

順で進行した。

まず全体で取りあげる事柄として決まった

のが、環境、戦争と平和、民族問題の3フォー

ラム、貿易、新国際秩序の2シンポジウム。

そして第44回で好評だったジェソダーと多く

の者が問題を感じたコミュニケーションをワー

クショップとした。各自の意見の共通項を結

びつけてできあがったのが10分科会で、

$ShaingOunVisions〃のためにテーマディ

スカッションや、インターテーブルディスカッ

ションを持つことを決めた。また、社会にお

けるJA錘の意義を考え直そうとアカデミッ

クペーパーの企画、社会に対するアピールと

して44回に続き共同声明を行おうといったこ

とも決まった。

50余年の時の流れの中で、日米学生会議は

いかに歩んできたのか、そして、現代〃を生

きる上で次代の日米学生会議はどう歩むべき

なのかーこの問いかけに20名が全力で答えよ

うとしている。3日間を通じて、新実行委員
よぎ

各々の胸中にはいかなる思いが過ったのだろ

うか。44回日米学生会議によって得た経験、

知識、感動･･それらすべてを糧に45回を創っ

ていこうという各自の思いの結集が、COlorado

"nngsAgreement〃といえよう｡44回と45

回日米学生会議が共にした3日間、それが新

実行委員会議であった。44回は終わるが、そ

こから45回が始まるのだと身の引き締まる思

L､で話し合いを終え、閉会式に向かった。

（松本 安代）
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閉会式によせて

今年の会議も今日の閉会式をもってすべて

の公式日程を終了することとなる。天候に恵

まれた今年の会議を物語るかのような一日で

ある。澄みきった空の下、モノクロの西部劇

の一コマを想起させる記念館のかつて実際に

法廷として用いられていた一室で、一ケ月に

及ぶ会議が成功裡に終了するという安堵感と

張りつめられていた神経とが参加者の意志と

は関係なく解き放たれるその瞬間の最後のさ

さやかな抵抗とでも言うべき圧迫感と静寂の

支配する中、或は進行していく。様々な思い

が思い出という形をとっては参加した者すべ

ての心に浮かんでは消えを繰り返している。

日米の両実行委員長のスピーチは決定的に生

きられた会議を思い出の枠組みに押し込んで

しまうものである。そして会議は終わった。

魯召 一

:衆

一．・・Ｆ

職蕊騒霞熟鰯
A

I

；

ザ

鍵=…

;灘

新たな会議が始まりつつあった。第44回の

参加者の思いとは必ずしも関わりのない場所

で、確実に会議は受け継がれ、装いも新たに

再び繰り返される。私たちの会議は終わりな

き一ケ月のうちにとり残されたままになって

いるのかもしれない。 （平松 英人）

閉会式の日

はよく晴れた日の午後だった。静かなコロラド大学の寮の一室で私は机に向かつ

一ムメイトはしばし昼寝で心地良い寝息を立てていた。

、果たしてどんなことを言おうか。

が終わってしまう｡」

も目頭が熱くなってきた。すべて振り返って自分の心に揺さぶりをかけた言葉や

がそうさせたのだ。いけない、このままでは何も言えなくなってしまう。焦るほ

しい思いが募っていった。自分が実行委員をやろうと決めた時のこと、実行委員

ってからの日々のこと、いろんな場所でいろんな人にあったこと、すべてがよみ

た・

の時間になった。何も言うことがまとまっていないのに私はバスに乗った。会場

ルド・コート・ハウスは石造りの素晴らしい睡物であった。音を立てるとこだま

うな、そんな所であった。

、どこでやるの」

る声を耳にしながら、私は今日が最後なんだ、と実感していた。

式の直前、席に着いた時から心臓の高鳴りが始まった。いつもはこんなことはな

それ

た。ル

閉会式

「会議

不覚に

出会い

どに激

長にな

がえっ

出発

のオー

するよ

「ねえ

と尋ね

閉会
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いのだが、曲度に緊張するうちにやがて共同声明が発表された。暗中模索で創りあげ難

しい作業であったこの共同声明を聞きながら私はさらに胸が熱くなった。そして、45回

の会議の内容がいきいきと発表される中で、私は昨年の自分を思い出していた。

「お前に会議を造ることなんでできるのかよ･」

声にならないそんなまなざしを凌駕する気分で44回の会議を発表した時から一年が経っ

ていることに驚き、それを味わう間もなく自分のスピーチとなった。

大方の予想通り、私は皆の前に立った瞬間何も言えなくなった。大きなうねりが繰り

返し心で起きるだけで言葉が出なくなってしまった。共に一年間を過ごした実行委員た

ちが周りに駆けつけたのに気づかないほど、私は言葉を失ってしまった。

自分をどのくらい見つめることになるのか、それはまさに自分を試す一年だったのだ

と私は思った。利己的な感慨なのかもしれないが「私」という人間がこれ程までに叩か

れ、暴風にさらされたことがあっただろうか。こうした感慨に加えて、参加した学生た

ちは何を感じているだろうか。

私はスピーチを終えると「静」に入った。穏やかな気持ちで会議の終わりを迎えた。

この仲間が今の感情と言葉と経験で議論をすることはもうないのだ、ということを知り

ながら、そして時の流れを止めたり増やしたりなどできないことを察知しながら、私は

会議が終わっていくのを感じた。

$ld""larethe44thisoffidallyclosed."

最後にスピーチをしたKevinの言葉がとても淋しく響いた。 （遠藤 繁）
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3．本会議後の活動

日韓学生フォーラムとの合同報告会

韓問題は、日米問題の過去の姿と類似する部

分もかなりあるが、両国間の過去の歴史、地

理上の近隣性により極めて根深い独自な課題

を抱えているということであった。さらに日

米関係はグローバルな視点で考える傾向が強

いのに対して、日韓関係にはリージョナルな

問題が幾重にも横たわっており、如何に日本

の国際的地位が高まろうとも足元の問題に迫

らずして、国際社会のリーダーはおろかぃ地

球共同体〃の一員としての責務も果たし得な

いということを痛感した。分科会Ⅱでは、

「共生」をキーワードにして、差別や人権を

我々自身の問題として考えた。自分の体験、

実際見聞きしたことをもとに白熱した討論が

繰り広げられ、どのように自分自身が異質な

ものを認め対処していくかについての認識を

互いに深め合ったようである。分科会1I1では、

各参加者による問題提起により、自衛隊の

平成4年10月3日、日米学生会議と日韓学

生フォーラムの合同報告会が催された。お互

い極めて貴重な経験をしながら、その交流が

形式的なものか個人的なものに留まっていた

両団体を有機的に結びつけ、その成果を共有

し合える場として、さらにより親密な人的交

流の場として企画されたものである。

当日は日米側13名、日韓側10名の計23名が

集まり、午前中は自己紹介をし、次にビデオ・

スライドを使いながら夏の会議・フォーラム

の全体報告をした。初顔合わせの人もかなり

おり、開会当初は緊張した雰囲気もあったが、

昼までにはかなりほぐれたものになった。昼

食を挾んで、午後はI自由貿易と保護主義、

I1日木において共存は可能か、ⅡI戦争とは、

平和とは、という三つの分科会に分かれてグ

ループ・ディスカッションを行なった。私自身

Iのコーディネーターをして感じたのは、日
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PKO参加の問題に入って、両国間での受け

取め方の違いから教科書検定問題にまで話し

が及び、日韓間の認識ギャップが改めて浮き

彫りにされた。また参加者の一人からは、

「戦争と平和」というテーマを政治家同志の

かけひきや学者の論ずる机上の空論とせずに、

私達自身、あるいは戦場で実際死んでいく兵

士達のレベルで考える必要があり、その際必

ず「人間性とは何か」という命題に立ち向か

う必要があろうという鋭い意見も出された。

この様に各分科会とも著しい時間不足を引

き起こす程、充実した議論をすることができ

た。最後に各分科会による総括発表がなされ

たが、各分科会ともこれら巨大な怪物の様な

テーマに対する「結論」は見出せなかった。

しかし、参加者各人は、ともすれば日米、日

韓と各々偏ったソースにより物を考えがちで

ある所に新しい視点を加え、さらに確かな問

題意識を芽生えているようであった。なお当

日は、OB･mの方々の参加もあり、討論の

幅もより広いものとすることができた。大成

功に終った合同報告会だったが、参加者の中

には、本会の様な両団体の親睦を計る場、参

加者一人一人の研讃を計る場が毎年定期的に

催されることを希望する声が多く聞かれた。

尚、今回の報告会には、別冊の報告書が印

刷されておりますので、興味のある方は日米

学生会議事務局までどうぞ。（堀部 智）

報 告 会

10月31日、東京四ツ谷の日米会話学院7F

において第44会日米学生会議報告会が開かれ

た。

今回の報告会は集まった方々にも日米学生

会議を擬似体験して頂こうという意図があっ

た。この日のためのパンフレットを作り、ア

メリカ側実行委員長からもメッセージを送っ

てもらった。

報告会は鳥越と松井の司会で進められていっ

た。会議の中でも特に環境、民族、貿易、ボ

ランティア、ジェンダー、戦争と平和、共同

声明作りについてコーディネーターや参加し

た学生から経験をふまえての意見が発表され

た。

より会議を知って頂くために、当日来て頂

いた方と参加者によるペアトークも行なった。

一対一の話し合いなので、会議に対して様々

な質問が素直に出され、なごやかな雰囲気と

なった。会議の運営のしかたから、アメリカ

とはどんな風なのか、ということまで話の内

容は各ペアでさまざまだったようである。

そして会議の様子をビデオでも見て頂いた。

梶原、松井、坂田、遠藤、福島がユーモアも

交じえてそれぞれエピソードを語り、会場の

人たちも初めて会議を「味わう」ことができ

たようである。

このビデオ上映の後に参加した学生が、今

振り返って感じていることを述べていった。

「会議が終わってから、もっと勉強したいと

思えるようになった｡」

「問題を自分のこととしてどれだけ捉えられ

るかが大切だということを痛感した｡」

心の底から沸き出てくる言葉に、聞いていた

私も鮮やかに会議の記憶がよみがえってくる

のだった。

最後に第45回実行委員長の平竹から来年へ

向けての意気込みが熱く語られ、この報告会

は幕を閉じた。
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ある。

報告会で日米学生会議に参加しようと思っ

た方々も多いと思う。その参加しようと思っ

た動機をいつまでも大切にしてほしいし、私

たちもこの日語ったことを忘れずにまた一歩

日米学生会議に関心を持っても参加できな

かった学生は数多くいる。そういう人たちに

自分たちが感じたり、悩んだり、学んだりし

たことを伝えていくことも、「私たちの果た

すべき役割」の一つと言えないだろうか。当

日配布されたアンケートでも、参加した学生

たちの声に興味を覚えた人が多かったようで

ふみ出していきたいものである。

(遠藤 繁）
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第2部 分科会報

マスメディアの功罪

生ロ

総 括

（野田 雄輔）

の英文ペーパーの要約を参照されたい。

冷戦崩壊以降、世界は先行きが不透明とな

り、予測困難な時代に突入した感がある。連

日、マスメディアから流されるニュースは刻

刻と変わりゆく世相を反映して、多種多様か

つ膨大なものとなっている。「一体何が真実

なのか、何を信じれば良いのか」圧倒的な情

報量の前に、途方に暮れることもしばしばあ

る。マスメディアが作りだす情報の渦は、時

として私たちから冷静な判断力を奪う。思考

を停止し、無反応に流される情報に接するこ

とは容易である。しかし巨大化したマスメディ

アがどれほど私たちの考え方、行動に影響を

及ぼしているか反詞したことがあるだろうか。

私たちが自らの頭で情報を、咀囑〃すること

を怠った時、マスメディアは煽動という名の

魔力を発揮する。良くも悪くもく高度情報化

学部や専攻を問わない日米学生会議におい

て、特に誰もが自由な視点で臨める分科会が

この「マスメディアの功罪」であろう。私た

ちの日常生活に深く浸透しているマスメディ

アの存在について、各人が自由に問題提起し、

更に、活発に議論することを目指した分科会

である。考える材料は日常に転がっていると

いう認識から、統一したテーマなどは設けず

にあくまでも日米の学生、八人八様〃の問題

意識を議論にぶつけることを心がけた。八人

が様々な角度からマスメディアを斬って見せ、

そして自分自身はどの様に向き合うのかを論

じた。今回は特徴として、ニュース報道の分

野からマスメディアの役割を論じたペーパー

が日米共に目立った。また、実施研修先もニュー

ス報道に携わる人々との出会いが多かったと

言える。分科会討論の詳細については、各人

蕊
(左より)AriGreen,LisaFunabashi,PhillipPepper,野田雄輔

高橋徳嗣，（1人おいて),SamaraAdler,久米恵子，清水竜太郎
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アメリカを舞台に開催された。ワシソトソD.

C.、ナッシュビル、コロラドスフ。リソグス

の三都市にそれぞれ滞在した。今回、アメリ

カ側コーディネーターであるAriGr"nの尽

力により、様々な立場でマスメディアに関わ

る人々に会い、話を伺い、時には議論を交え

た。忙しい合間をぬって私たちと時を共にし

て頂いた人々全てに、心から感謝している。

以下に、掲載上の規定から簡略して各実地研

修先とその内容を記す。

社会＞で生きる私たちは、「マスメディアの

虜」であると言わざるをえない。

そうした強大なマスメディアの影響力の下

にあって、如何にして揺るぎない信念なり、

主張を己が胸の内に秘めることができるのか。

「たかが日米の学生8人で議論したく･らいで、

偉そうな事を言うな」と畷う人もいるだろう。

しかしそれは違う。真剣な議論を重ねる中、

私たちは自分の頭で考え、そして自分の言葉

で伝えることの難しさを学び取っていった様

に思う。幸いに、自らの問題意識をストレー

トに伝えることのできる人達が集まったため、

単なる「マスメディア論」で終ることもなかっ

た。先の見えない不透明な時代に事情は異な

れど複雑化していく日本、米国社会。そこで

生き抜いていかなければならない一人の人間

として、真蟄に自分自身の生き方を問うこと

ができたのではないかと確信している。あと

は会議の終了した今、どれだけこの分科会で

学んだもの、得たものを自分自身で具体化し

ていくかだろう。

活動内容

分科会の主な活動は、参加者の英文ペーパー

発表・討論、各訪問都市での実施研修である。

渡米前は各自ペーパーの作成に殆どの時間を

費やし、かつ直前にアメリカ側のペーパーを

受け取り、討論に備えた。また今回は渡米前

6月上旬に、第35回アメリカ側参加者だった

ジェームス・イソポコ氏(USニュースアソ

ドヮールドリポート東京支局長）を訪問した。

東京での特派員としての仕事内容、日米の経

済摩擦問題などについて語って貰ったが事前

の下調べが不十分だったため、氏を苛立たせ

る場面も少々あったが会議開催前の良い刺激

となった。

さて今夏、44回目を数える日米学生会議は

ワシソトソD.C.

1)NEWSWEEK(7/29)

日本でもお馴染みのNEWSWFFKでは、

フリーラソスの政治記者であり現在ホワイト

ハウスの取材を中心に仕事をしている、Arm

M anel氏から話を伺う機会を得た。大統

領の記者会見にも度々出席している氏は、政

治家がメディアを政治の道具として使ってい

ることを認識しつつ、ジャーナリストは如何

に取材を敢行すれば良いのか自らの体験を通

して語ってくれた。政治家とジャーナリスト

の虚々実々の駆け引きがあること、そして政

治家の言ったことをそのまま伝えることがジャー

ナリストの仕事ではないことを強調されてい

た。

参加者から「日本では政治家とジャーナリ

ストとのい馴れ合い〃が時として問題になる

が、アメリカではどうか」という質問に対し

て、アメリカでも同様の問題はあるが「都合

の良い政治家の広報官」にならないよう、氏

自身その事には特に気を使っていると明快に

応えていた。そして最後に、「政治の取材に

おいて大切なことは、何が真実であるかを導

きだすために、可能な限り幅広いニュースソー

スから情報を自分の足で取ってくること」と
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述べ、取材のため再びホワイトハウスに戻っ

ていった。

れたということと、まさにマスメディアの

、功罪〃を考える恰好の機会であったという

ことで、興味深い研修だった。

2)AmURACYⅡ、JMEDIA(7/30)

ACCURACYDJMFT)IAは1969年からR"

dlrvine氏により設立された「マスメディア

監視」機関である。ワシントンD.Cで取材活

動をするジャーナリストを、監視〃するとい

う意図から、独自の視点で刊行物を出版して

いる。氏は巨大メディアが時として、ある特

定の団体や政府の権益を守るために情報操作

を行うことを、環境問題から酸性雨、湾岸戦

争からイラクの民間人死傷者数の報道を例に

出して説明した。、I-hnnfultruthis""tter

thanusざullie〃という言葉を何度も繰り返

し、巨大メディアが触れたがらない、あるい

は見落としがちな問題を同機関が取り上げて

いることを強調した。

ところが、ACCURACYmMEDIAの記

事に目を通した、あるアメリカ側学生が「掲

載されている記事の内容が根も葉もない噂話

のようなもので、これではただのゴシップ紙

ではないか」という指摘が出て、激しい議論

になった。詳しく読んでみると、民主党大統

領候補であるクリソトソ氏のプライベートに

関するスキャソダラスな記事が並び、私たち

日本人が読んでも明らかに彼への中傷記事と

分かるものであった。つまりは、自称「マス

メディア監視」機関ではあるのだが、その名

を借りた怪しげな政治団体ということになろ

うか。

「実地研修先としては明らかにミスチョイ

スだった」と、アメリカ側コーディネーター

であるAriGr=nは反省しきりだった。しか

し、日本側にとっては刺激的な議論が展開さ

3）全米黒人メディア協会(7/30）

全米黒人メディア協会のPlauriaWarchal

氏をワシソトソD.Cの事務所に訪ねた。アメ

リカ社会における黒人差別は現在も深く根を

下ろしている問題であるが、氏はマスメディ

ア界において黒人差別撤廃運動を推進する一

人である。アメリカのマスメディアがほぼ白

人によって独占されている状況を説明し、黒

人に関する報道に偏見があることを私たちに

熱っぽく訴えた。白人のジャーナリストが黒

人についての事件、ニュースをリポートをす

る場合に事実の掘り下げが浅いこと、黒人に

関して良いニュースがなかなか取り上げられ

ない背景には白人による「アメリカメディア

支配」があるというのである。

そこで氏は、黒人からアメリカ社会に向かっ

て発信できるマスメディアの確立、さらに黒

人ジャーナリストがより多く、既存のマスメ

ディアで働ける環境整備のために尽力してい

るのである。この協会は1973年に設立され、

黒人でマスメディアの最前線で活躍している

人々はほぼその会員となっているという。ま

た設立以来、同協会主催で黒人社会とマスメ

ディアの関わりについて大規模なフォーラム

を催している。

この実地研修は特に日本人学生にとっては、

人種の増渦と称されるアメリカ社会の複雑さ

を見る思いであり、また民主主義の旗印で有

るはずのマスメディアという領域でも厳然と

「差別」は実在するということを知らされた

ということで、大いに考えさせられた。
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4)THENEWREPUBLIC(7/31)

日本では馴染が薄いが、アメリカでは知識

人層の問でよく読まれているニュース週刊誌

にこの'1HENEWREPUBLrがある。そこ

でコラムニストとして執筆しているMidlael

Louis氏を訪問した。ここでは主に、商業

主義とジャーナリズムの関係が話の焦点とな

り、ジャーナリストの活動にそれがどの程度

影響を与えるものなのかということが話題と

なった。

氏はまず、ジャーナリズムと商業主義とい

う二律背反する命題に挾まれつつも、ジャー

ナリストは読者に正確で公正な情報を提供す

る使命があると語った。しかし一方で、アメ

リカのジャーナリズムが全面的に商業的基盤

の上に成り立っている以上、ニュース報道か

ら商業主義を排除することはできないと説明

した。また、学生から「この雑誌社で執筆活

動をする上で、言論の自由はどこまで守られ

ていると考えるか｡」という難しい質問に対

し、氏は'1TENEWREPUBLrでは社主に

関すること、イスラエルに関すること以外

（この雑誌はユダヤ系の会社）は記者は何で

も書けると説明し、ジャーナリストとして、

言論の自由が侵害されるほど商業主義に陥っ

ている訳ではないと語った。

最後に私たちに対し特に活字メディアと接

する場合は、自分の頭でよく考えながら蝋批

判的に〃記事を読むことを薦めた。どんな記

事であっても人間が取材している以上、その

記者の思い込みや特定の意思が惨み出るから

だという。民キキ義社会を支える一つの柱と

してメディアの存在が重要であることの反面、

その受け手である私たちもその存在意義を認

識し、、賢く〃ならなければいけないと実感

した研修であった。

5）朝日新聞ワシソトソ支局(7/31）

日本ではアメリカに関するニュースの報道

が流れない日はないが、アメリカにおいて実

際にその当事者に話を伺うという貴重な機会

を得た。この日訪問したのは朝日新聞ワシソ

トソ支局で、支局長の野村彰男氏に話を伺っ

た。

氏は、主に日米関係に及ぼす日本メディア

の影響力の大きさについてまず語られた。膨

大ともいえるアメリカに関するニュースは、

逆に日本人の対米観を歪める結果にもなりか

ねず、自己反省も含めて日本メディアの報道

の在り方を問い質した。しかし、マスメディ

アが日米関係に与える影響力の大きさを認め

る一方で、ある程度ニュースがセソセーショ

ナルでなければ東京の編集部が原稿を受け取

らず、読者に対してもニュースバリューが無

くなることも事実であると、簡単に割り切れ

ないメディア側の事情も覗かせた。ただ、出

来るかぎり読者に多様な判断材料を提供する

努力をしていることを強調された。

学生からは、アメリカのニュースはかなり

日本に入ってくるが、「日本のメディアは、

一体アメリカに対してニュースを発信してい

るのか。今後、対等な日米関係やパートナー

シップを築くなら、双方のマスメディアから

発信する情報量は偏ってはならないと思う」

といった意見も出て、国際関係とマスメディ

アの役割というグローバルな問題を考える研

修となった。

6）ワシソトソポスト(8/4）

「ニューヨークタイムズ」と並び、アメリ

カの最有力紙として挙げられるワシソトソポ

ストでは、田中角栄内閣時代に日本で特派員
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を務めたというDonOmdora氏を訪ねた。

氏はまず私たちを編集部内に招き入れ、ワシ

ソトソポストに関する一般的な説明（設立、

規模、発行部数など）をし、また紙面編集に

ついてアメリカの新聞の特徴を挙げながら解

説した。今回の話題は氏がかつて日本で特派

員だったことから、当時の取材活動を中心に

思い出話を交えながら話をされた。面会時間

が短かったことから一時間程でお暇し、刷り

上がったばかりの朝刊を頂き、研修を終えた。

のニュースカ記者たちによって蓋命され、ニュー

ス報道の裏側を覗いた気分であった。しかし、

議論のスピードがかなり早いペースで進んで

いたので、日本人学生は内容把握に苦労した

次第である。

次に、アメリカ副大統領のゴア氏も社会部

記者として勤務していた、テネシーの最有力

紙IY-ETENNESSEANを訪問した。ここで

も次の日の朝刊のトップで扱うニュースの編

集会議を見学した。各部署の担当記者はやは

り自分が取材してきたニュースには思い入れ

があり、その扱いをめぐって激しいやり取り

が編集者との間で見られた。

アメリカのテレビと新聞の双方の編集会議

を見学するという貴重な体験をすることがで

きた。日本のマスメディアではニュースの編

集会議の見学などできるかどうか分からない

が、渡米前に日本の各メディアも見学してニュー

スが編集され視聴者や読者の目に触れるまで

のプロセスを正しく認識しておくべきだった

と感じた6

ナッシュビル

・第二の訪問地ナッシュビルでは、8/14の

一日を使ってテネシーの主要メディア（新聞・

テレビ）を駆け足で訪問した。まず、テレビ

ではmS系のローカルテレビ、チャソネル6

で朝のニュース番組のスタッフ・ミーティソ

グ（どのニュースをトップに扱うかなどニュー

スの取捨選択をする会議）を見学させてもら

い、更にそのオソエアにも立ち会うことがで

きた。ミーティングでは、手際よく一つ一つ

新時代に向けて～メディアの大いなる可能性～

(AriGreen)

をみるとメディアは今だかつてないほど国家

権力に近づきコントロールされ、逆に市民の

統治に利用されている面もある。これは市民

にとって最も恐るべき関係である。一担政府

とメディアが癒着してしまえば、もはや市民

の手におえない事態になってしまう。戦争時

の報道はその最も顕著な例であろう。政府が

メディアをコソトロールしやすくさせている

背景はそのシステムにある。永田町やワシン

トンの閉ざされたシステムの中で互いに慣れ

合いが行われやすいのだが、メディア自身が

これを変革しなければいけない。メディアが

現在の世界的な情報化社会と自由市場経済

においてはあらゆるものが国家の枠を超えて

しまう。なかでも情報は人々にグローバルな

英知を養わせる原動力となっている。21世紀

に向かってこの情報を伝達するマス・メディ

アの責任はますます重くなってきたといえる。

なぜならメディアの影響力は個人の意識を変

革してリードできるほど大きいものであるか

らだ。

本来メディアは言論の自由、そして市民の

知る権利と政府の情報公開の義務から考えて

市民の唯一の味方であるはずだ。しかし現実
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権力と距離を置いてこそ初めて民主キ義が確

保されるのだ。市民が第一だという順番を忘

れてはならない。また、メディアは特に政治

において事実と離れた象徴的なイメージをつ

くり出す単なる道具になっている。メディア

は政策と信念に重点を置かなくてはいけない

のである。そして事実は何か、問題は何か、

影響は何か、その解決法には何があるかを公

平に伝えなくてはならない。

このポーダレス化した世界では国家単位か

らの観点は小さすぎるといえる。つまり国民

国家を超えた人権に基づいたグローバルな観

点をメディアはもたなくてはならない。メディ

アこそが現実に存在するあらゆる差別や偏見

や文化などの障害を克服し、自由貿易圏の拡

大、ひいては世界の平和と民主主義を促進さ

せる役目を果たすことができるものだ。

一方メディアは市民の側に立ち、市民に情

報を伝達し、市民の意見を代弁するのが基本

である。しかし商業化かつ画一化したメディ

アにとって世論が多様化するにつれ、ますま

す民衆一人一人の声を反映することが難しく

なってきている。その結果メディアは個人や

少数派の市民の声を抹殺することになってし

まった。すなわち国家と同様、メディアも民

意を反映させるのには大きくなりすぎてしまっ

たのだ。だからメディアには多様化が必要で

あり、そのためには小さな地域単位に直接入

り、普遍的な問題について地方の視点から切っ

た意見を提供しなければならない。

以上のようにメディアは現在の死にゆく国

民国家主義から生活市民が中心となるボーダ

レス時代の地域国家主義という新段階への移

行を導く大きな可能性を秘めているのである。

下のレベルでは政治を中央から地方の市民に

戻し、同時に上のレベルでは世界人類の一体

化をもたらすのである。

公民権運動におけるメディアの動き

（清水竜太郎）

平等な権利と責任をすべての米国市民に保障

するという目標ではなく、人種間の亀裂と公

民権運動の破綻であった。

60年代後半の公民権運動においてメディア

が世論に対して与えた影響は何であったのだ

ろうか。最初メディアは公民権運動と同調し

て人種差別と闘うことで白人層の同情を勝ち

とっていった。しかしこれを変えたのがテレ

ビの普及であった。メディアは話題をセソセー

ショナルにするために報道の主流を非暴力主

義派から必要暴力公定派へと変化させてし､っ

た。そこではメディアは黒人社会の実生活や

不満、複雑な問題などの事実を伝えないで、

黒人原理主義や彼らの暴動を強調したのであっ

た。その結果、白人層は運動に対して恐怖を

抱き始め、逆に法と秩序を求めるようになっ

た。そして偏ったメディアがもたらしたのは
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メディアは真実を伝えることができるか

（久米 恵子）

動の原動力となり、それがあの戦争の失敗に

もつながったのだとする認識が、後の厳しい

報道管制の下地になっていると考えられる。

ただし今回の湾岸戦争ではメディア側は戦

争終結後速やかに政府の対応に対する不満を

表明し、今後の戦争報道の在り方について協

定を結ぶという成果を得た。一方で、情報を

受け取る一般の人々の方は、政府の情報管理

の在り方を支持するような世論を形成する傾

向を見せており、メディア側の意気込みの足

を引っ張るような形となっている。

我々が受け取っている情報は、その送り手

によってゆがめられていることも多い上、そ

うでないにせよ、テレビや新聞という枠を通

してでは、どうしても量・内容共に限られた

ものとなってしまう。したがって、そうした

情報に対して、信頼と疑いの良いバランスを

保つ事が、高度情報化社会に生きる我々にとっ

て必要不可欠なのである。

我々は日々多くの情報があふれる中で生活

しているが、果たして本当に物事の真実の姿

をつかめているかどうかは疑問である。湾岸

戦争の際には、世界中のマスコミ関係者が総

力をあげて取材に臨んだにもかかわらず、政

府による巧みな情報管理がしばしば障害とな

り、結果として一般の人々は戦争のごく限ら

れた、選ばれた部分についてのみ知らされる

こととなった。

政府は厳しい検閲によって戦争に関して否

定的なニュースの報道を控えさせ、その一方

でピソポイソト暴撃の映像等を効果的に使用

する事により、きれいな戦争〃のイメージを

広げようと努めた。こうした政府のメディア

対策の背景として考えられるのは、これまで

に彼らが経てきた歴史的体験である。特にベ

トナム戦争の際、自由報道の原則の下でジャー

ナリスト達が次々に戦争の悲惨さの実態を伝

えた事が、アメリカ中を巻き込んでの反戦運

スチュアート殺人事件にみるメディアの影響力

(SamaraAdler)

アメリカにはびこる暴力犯罪のシンボルとな

り、真犯人（白人であった）が判明するまで、

無罪者としての基本的人権を取り上げられて

しまったという事実も見逃すわけにはいくま

い。

結局この事件がもたらした事実、とはメディ

アは本当に大衆の感覚、世論を支配するとい

うことである。しかも、アメリカという国に

おいてはメディアを通して伝えられる情報が、

送り手の民族構成を反映することがしばしば

問題を引き起こす。つまり、メディアに携わ

1989年、ボストンで起きたスチュアート殺

人事件は、メディアがその報道姿勢の基本で

ある懐疑的態度を忘れて、真犯人がでっち上

げた悲劇を鵜呑みにしてしまった所から重大

な問題を引き起こした。黒人が白人を殺害し

たとして伝えられた悲劇は、単に大衆の同情

を引いただけではなく、『白人を脅やかす黒

人の暴力』という民族的偏見を広げ、固定す

る結果をもたらした。また、他人に仕立て上

げられた黒人、ウィリアム・ベネットがこの

誤った、しかし広範囲に広がった情報故に、
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ナリストは、できる限り客観的で正確な取材

報道を期すことがその使命である。そうする

ことによってメディアは、大衆が偏った情報

に扇動されずに、偏見のない視野で問題その

ものについて考えようとする方向へと導く先

導的役割を果たすことができるだろう。

る人々の多数を占める、中産階級白人〃の視

点が、アメリカという国全体の感覚を代表し

ているように受け止められ、マイノリティー

の人々、例えば黒人やアジア系の人々の立場

がないがしろにされてしまうのである。

メディア、それも特に衝撃的な情報を扱う

ことの多いニュースメディアに携わるジャー

民主主義とマスメディアの役割

（高橋 徳嗣）

る。

情報操作の方法を分類すると大きく三つに

わかれる。一つは誤情報を流す方法であり、

二つめに情報の一部だけを公表し残りを隠す

方法であり、三つめは公表の時期を遅らせる

方法である。

真の民主主義実現のためには、マス・メディ

アは社会の窓としての機能を果たし得るよう、

不用意な情報操作をできる限り排さなければ

ならない。

メディアは国内のみならず海外からの情報

も一般大衆に伝達し、一国の民主主義に影響

を与えている。国際的な情報の流れをみると、

先進国から発展途上国への一方的な流れが確

認される。このような状況においては、一国

の意思形成や文化的発展が阻害されることに

もなりかねない。

ユネスコで採択された「マスメディア宣言」

では、マス・メディアが国際平和や国際理解

を助長するものであるとうたわれているが、

一方で、言論の自由を有する人々は世界人口

の20％にすぎないといわれている。マス・メ

ディアを支配の道具ではなく、国際理解のた

めの道具とするにはどうすればよいのだろう

か。

マス・メディアは、政策決定者と一般大衆

との間の意思疎通をはかる機能をもち、いわ

ば窓のような役割を果たす。それ故、民主主

義の実現にとって重要な存在であるが、しば

しば政府は情報を操作して、その窓を曇らせ

ようとする。

例えば、第二次大戦中の日本のジャーナリ

ズムの状況は、政府による情報操作の極北で

ある。ニュース・ソースの制限はおろか、検

閲や紙面制限にも屈していた。これは確かに

極端な例ではあるが、現代においてもさまざ

まな形で情報操作が企てられている。

湾岸戦争時には、ニュース・ソースの操作

によって、ペソタゴソは戦争から「血の匂い」

を拭い去ることに成功した。これは、ベトナ

ム戦争のときに強烈な戦争報道によって反戦

運動がおこったことに対する反省から生まれ

たものであり、戦略としての情報操作であっ

た。

また、アメリカには「イソナー・サークル」

とよばれるメディアのグループが存在する。

これは、ホワイトハウスからの情報を、リー

クなどによって、実質上優先的に獲得できる

特権的なメディアの集合のことである。これ

が少数になるほど情報操作が行ないやすぐな
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ToGrowBigger,WemustBecomeSmaller

(PhilipPepper)

などの発明によって空間の障壁はほとんど存

在しない。空間の障壁がなくなるとともに他

の言語の習得の必要が生まれ、外国語教育

（特に学校教育）が進むにつれ言語の障壁も

低くなりつつある。また、これらとともに文

化の障壁も、食物や服装といったところから

低くなりつつある。

そこで、より一層の文化的ギャップの収敷

を促進するために三つの提案をしたい。一つ

めは、海外旅行などを通じて自分の文化圏か

ら踏みだすことである。二つめは、孤赤羊義

や民族主義を捨てて国際的にものを考えるこ

とである。例えば、自国の文化を傷つけるか

らといって海外からの移民を排斥することは

文化的ギャップ°を永続化するものである。お

よそ文化的ギャップをなくすとは、伝統的文

化を捨て、新しい世界文化を創り出すことで

ある。三つめは世界の共通語を生み出すこと

である。多様な外国語教育をすすめていくこ

とによってそれは可能となるだろう。

最後にこのペーパーのテーマは、メディア

というにはやや根源的すぎたかもしれない。

しかし、文化的ギャップ・をとらえることなし

に、効果的なコミュニケーションを考えるこ

とは不可能であろう。

世界は時とともに小さくなっている。もち

ろん、地球の円周の話ではなく、人の交わり

のことである。そして、世代間にギャップが

あるように、地域間にもギャップがある。こ

の後者を「文化的ギャップ」と呼ぶことにす

る。文化的ギャップがなくなることは永遠に

ないだろうが、世代が進むにつれて、それは

収敵しつつあるように思われる。

では、文化的ギャップの起源とは何か。こ

こでは、空間・言語・文化の三つをとりあげ

る。第一に空間について、地理的遠隔によっ

て人々は孤立を余儀なくされ、ギャップ・を生

んでしまう。第二に言語について－これは空

間の障壁からの派生なのであるが－，異なる

言語はコミュニケーションを阻害し、ギャッ

プを生むことになる。第三に文化について、

空間・言語の障壁からの当然の帰結として、

いったん人の間に区画が引かれてしまうと行

動や文化の様式に差異が生まれ、それがギャッ

プにつながる。ここで、後の二つの障壁（言

語・文化）は空間の障壁からの派生であるこ

とに注目すべきである。

これらの要因から文化的ギャップは発生す

るが、しかし、いずれの要因も小さなものに

なりつつある。まず、特に飛行機や通信衛星

日米情報摩擦について

（野田 雄輔）

には日米構造協議に関する報道を取り上げ、

アメリカに関することならば、どんな事でも

大きく扱ってしまう日本のニュースメディア

の性向を問うた。また「嫌米」などという言

葉を造り、悪戯にそれを用いることは、日米

日米関係に与えるニュースメディアの影響

力を考える目的で、このペーパーを書いた。

主に日本の活字メディア（新聞）を用いて、

アメリカに関する報道の量、事象の取り上げ

方などを簡単にではあるが分析した。具体的
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関係の危機という共同幻想を世論に抱かせる

ことになると、日本のニュースメディア特有

のセンセーショナリズムを批判した。そして

冷戦が崩壊し、新しい日米関係が始まるのな

らば、日本のニュースメディアも、これまで

のアメリカに対する報道の在り方を見直さな

ければならないのではないかと提言し、発表

を終えた。

討論では、日本側から「アメリカ人は日々

メディアから（新聞、雑誌、テレビ）どの程

度日本に関する情報を得ているのか」という

質問が出された。これに対し、国士の広いア

メリカでは州ごとのローカルメディアが発達

しており、取り上げるニュースもその地域に

関することが中心となるという。ワシソトソ

D.Cやニューヨークなど政治の中枢や大都市

圏などでは情報はことなるが一般的に、日本

に限らず国際情勢に関するニュース報道量自

体少なめであるという｡(そういえば、ナッ

シュビルのTHETENNEHANの編集会議で

もほとんどローカルニュースが中心であった）

また。巨大メディアでも日本に関する話題が

紙面の第一面、ニュース番組のトップ・を飾る

ことはまずないという。

お互いのニュースメディアから伝達される

情報量のギャップを確認した上で、メディア

に左右されない「ナマの意見」を日米の学生

が、一ケ月にも渡って交わせる機会を持てた

ことに感謝しつつ討論を終えた。そして、私

たちはジャーナリストになるわけではないが

（中には目指している人もいる)、機会を見

つけて絶えず自らの足で必要な情報を得てい

くことが大切なのではないかという結論に達

した。

鷹…輪》露

界 間 題第 3 世

実地研修

（大谷 裕子）

の側から、貿易と開発援助の関係、環境破壊

と開発との調整、開発援助をする際の政治情

勢への配慮などについて質問した。

ワシントンDCの一区画に居並ぶ世界銀行

やⅡⅦFのビルを見上げていると、世界の政治・

経済の中心地に来たのだという実感がわいて

きた。その中心地に一歩踏み入れることになっ

た世界銀行の訪問は、ワシソトソDCならで

はの企画であった。

＜ピース・ワーク＞

ワシソトソDCにある世界銀行のオフィス

において、アジア地域の責任者に、アジア経

済の現状や世銀のアジア向け貸付の現状につ

いて、お話を伺った。

まず、アジア各国に対する世銀の貸付の詳

細を、資料を参照しながら、約1時間に渡っ

てお話いただいた。現在のところ比較的好調

なアジア経済ではあるが、さらなる発展のた

めに日本がよりいっそう貢献することが期待

されているのが感じられた。その後に、私達
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ピース・ワーク(PW)とは、年に1，2

回、アメリカ・ロシア・日本の3カ国から学

生を募って、開発途上国に出かけて行き、様々

な援助活動を行うという事業を行っている組

織である。そのワシントンにあるオフィスの

担当者に、PWの歴史、理念、活動内容の詳

細について語っていただいた。

PWの歴史はまだ浅く、数年である。開発

途上国への援助活動を通じて、各国の学生が

交流し友情を深めるとともに、開発途上国に

貢献することを目的としている。次回の活動

はニカラグアで行われる予定で、活動内容は

現地の要請に基づいて行われるが、過去には、

住宅の建設を手伝ったりしたそうである。

もともと米ロの2カ国で行われていたとこ

ろへ、最近日本が加わったこともあって、私

達は興味深くお話を聞き、その活動内容、参

加者の現地での生活、活動の問題点などにつ

いて様々な質問した。

地球社会における中国の役割

（五所恵実子）

ロシアは現在経済の破綻による深刻な食料不

足で国民は苦しみ、中国では人々の物質生活

が豊かになりつつある。が、果たして中国国

民は資本主義的経済発展を共産主義の精神下

において真に成功させることが出来るのであ

ろうか。この他にも話題は世界の人口爆発の

問題に広がり、人口抑制のために行われてい

る中国の一人っ子政策の是非、そしてこの政

策の結果として中絶を強制されている女性の

苦悩といったことも指摘された。発展途上国

において中絶ではなく家族計画による人口増

加抑制を促進している国連人口基金によれば、

アメリカが1985年以来プッシュ政権の中絶問

題と関連して全く援助を行っていないのに対

し、日本は現在人口基金に対する援助額では

世界一だそうである。日本がその地理的条件、

経済力からみても政治、経済、人権といった

あらゆる面で中国の発展を助けることは、冷

戦終了後の世界の秩序を保つ上で不可欠なの

だろう。

中国は現在、旧ソ連に変わる第一汁会聿義

国として世界の発展途上国の中で最も興味深

くかつ重要な国になりつつある。特に過去20

年間の都市部における経済成長は目ざましく、
サソノ、オ

人々との生活水準は新婚夫婦がかっての三好
バーダイ

（腕時計、自転車、ミシン）ではなく八大

（バイク、洗濯機、家具一式、カラーテレビ、

ビデオ、カセットプレーヤー、冷蔵庫、カメ

ラ）から自分たちの生活をスタートさせられ

ることからもうかがえる。その一方、中国の

人口は増加の一途をたどり、11億人とも言わ

れる人々が環境に及ぼす影響は世界第二の人

口をかかえるインドと共に深刻な状況になる

ことは避けられない。これからの中国の行方

はどうなるのか。また日本とアメリカはどの

ようにして世界における中国を助けていくべ

きなのか。ディスカッションでは旧ソ連の政

治発展（民主化改革）優先政策が中国の経済

発展政策に必ずしも負けたと言い切れないの

では？という意見が出され、考えさせられた。
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アメリカのビルマに対する外交政策

(L"Silverman)

のデモ参加者の指揮によって軍に体当たりし、

命を落している｡」と指摘しているようにビ

ルマの政情は一向に安定せず、民主化への改

革は遅々として進まない状況にある。ビルマ

政府のアウソ・サン・スー・チーの投獄に対

し、本来ならアメリカ政府はカーター政権に

見られるような人権保護主義的な外交政策を

取り、彼女の解放に力を貸すべきところが、

実際はスー・チーの解放が実現するまでビル

マへの援助を一切行わないとし、これに対し、

ビルマ政府はスー・チーがこれ以上民主化の

火に油を注がないことがハツキリするまで、

たとえ世界から切り離されても現状を維持す

る覚悟であることが伺える。ディスカッショ

ンでも出た意見だが「結局のところアメリカ

の外交政策における言葉上の表明と実際の行

動との間のギャップは湾岸戦争におけるクウェー

トの保護にも見られるように、自国利益追求

が政策の根底にあるから」が本当のところな

のだろう。

「もしアメリカが真の民主主義提唱国家で

あるならば、アメリカはビルマの民衆が望む

ようにビルマの民主化に積極的に力を貸すべ

きである｡」この論文はアメリカの外交政策

がその民主主義、人道主義といった理念に基

づいてではなく、どうも自国にとって利益を

得られる国にしか協力の手を差し延べていな

いのではないか、といった疑問をアメリカの

ビルマと中国に対する対応の仕方の違いを比

較しながら述べている。この二国の違いとは

ブッシュ大統領がとった人道主義の解放宣言

が1989年の中国、天安門事件ではすぐに執り

行われた一方で、それ以前に発生していた19

88年のビルマ民衆蜂起では何の人権保護も行

われなかった点を指す。ビルマの現状につい

ての意見として、二人の人物、UthetWin

(MyanmarEmbassy)とMs.Elizabeth

Dzeattiewi(z(USEmbassy)がそれぞれ「ビ

ルマでは共産主義の理念がまだまだ強い｡」

「人々は感情的に激しい状況の中では一握り

(左より）西元 宏治,LeeSilverman,五所恵実子，坂口 誠二，

大谷 裕子,AndrewBodziak,ElizamthPoon
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東南アジアにおける発展問題

（西元 宏治）

決される、という趣旨の発言をし、また、別

の参加者は、近代化に対する疑問を呈するよ

りも先に、途上国に現実に存在している絶対

的貧困と呼ばれている状態を改善するべきで

あるというような意見を述べ、各参加者の第

三世界問題そのものに対する認識を知ること

が出来るような発言をきくことが出来、非常

に興味深かった。

全体の討論を通して感じたことでもあるが、

一つの問題を議論する以前に、問題の認識そ

のものですれ違うことが非常に多かった。当

初、そのことに非常に苛立っていたが、次第

に、わたしたちの分科会のテーマであった第

三世界問題の解決を困難にしているのは、こ

うした認識のギャップなのであり、まず、こ

れを乗り越えることなしに問題の解決はあり

えないのではないかと思うようになった。そ

して、それが分科会を通して得た最大の成果

だったように思う。

東南アジアにおいて、植民地化・独立とい

う近代国家形成の過程で行なわれた近代化や

開発というものが生み出した伝統的社会の破

壊、権威主義的体制のもとでの新たな抑圧や

経済格差といった問題を、折からの経済発展

の中で民主化運動が未曾有の盛り上がりを見

せていたタイの場合を例にとって発表した。

タイの例をもとに、ただ単にこれらの問題

を遠い国にある問題としてだけ捉えるのでは

なく、、近代化〃や、発展〃というものが先

進国といわれる国に生きるわたしたちにとっ

て何を意味するのかということを考えたいと

思い、発表を行なった。しかし、他の分科会

参加者の発表の際にも見られたが、実際は、

日米間のみならず各参加者間の提示された問

題に対する認識の違いから、議論は噛み合っ

たものにはならなかった。ただ、ある参加者

は、近代化とは普遍的な発展過程であり、東

南アジアを始めとする途上国が抱えている問

題は近代化がより深められることによって解

日本企業のアジア近隣諸国への直接投資

（大谷 裕子）

しかし、現地において公害規制のないこと、

もしくはあっても規制が緩いことなどから、

生産活動により様々な公害を発生させ、環境

破壊をもたらし、住民に健康被害をも生じさ

せていると言われる。この論文では、イソ､ド

ネシア、マレーシアでの具体的な被害例を紹

介すると同時に、今後の政府の規制のありか

たについて検討した。

アジア近隣諸国と日本との関係を考えると

き、政府開発援助や民間企業の投資といった

1970年代に入って、日本における公害規制

が厳しくなるにつれて、資源確保のために、

あるいは安価で豊富な労働力確保の容易さか

ら、東南アジアに対する日本企業の進出が急

激に増加した。

このような海外直接投資が、投資受入れ国

の雇用の創出、部品調達を通じた技術移転、

経営ノウハウの伝播などを通じて現地企業や

産業の活性化をもたらし、受入れ国の経済発

展に多大な貢献をしているのは事実である。
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経済分野に偏りがちである。政府あるいは企

業レベルで考えると、アジアの国々を国とし

てとらえてしまい、その国で生きている人々

の姿が見えてこない。しかし、論文執筆のた

め資料を調べる中で、企業の水質汚染の証拠

を手に入れるため、公害発生企業の制止を振

り切って海に飛び込んで、汚染水のサソプル

を手に入れたイソドネシア人の女医、日本企

業による環境破壊を調査に来ているアメリカ

人学生、環境破壊停止のために活動している

現地住民グループなどのなまの声を知ること

ができたのは興味深かった。

また、会議開催直前の7月初頭に、具体例

として取り上げたマレーシアで操業する日本

企業に裁判所から操業停止命令が下された。

このことは、被害を知る者を安堵させると同

時に、問題が現在も進行中であることを強く

認識させた。

討論においては、政府の規制を待つのでは

なく、公害発生企業と同じ日本人として、ま

た同じ地球上に生きる人間として、自分達も

何かをするべきだということでは意見が一致

したものの、具体的に何ができるのかを考え

ると無力感を感じざるをえなかった。しかし、

少なくとも、環境破壊の事実を認識し、企業

の行動に眼を向けて監視することはできるだ

ろうと考えた。

援助ではなく貿易を

(ElizabethPoon)

置づけている。かろうじて低所得の途上国に

届いた援助も一部のエリートに牛耳られた政

府のために、なかなか貧しい人々に届かない。

援助には、いわゆる｢ひも付き｣の問題もある。

援助が政府の政治的手段となっている現在、

政府からは自由である貿易こそが、途上国に

知識や富を提供する効率的な方法であり、韓

国や台湾は貿易で急激な経済発展に成功した

良い例である。従って、日米両国は途上国の

貿易の機会を増やすような政策をとる必要が

ある、とこの論文は結論づけている。

討論においては、貿易が途上国の経済発展

に有効であることでは皆の意見が一致したも

のの、めぼしい資源ももたない最貧国が先進

国と貿易を行うことは困難であり、援助が不

可欠であるとの意見が出た。また、この分科

会においては常に議論されてきたことだが、

途上国における開発の必要性、開発の意味に

ついても話し合われた。

先進国は、第三世界に対して、毎年莫大な

資金を直接もしくは世界銀行や皿Fといった

国際機関を通じて援助している。米国と日本

は、第三世界に対する最大の援助国であると

同時に、重要な貿易相手国でもある。援助は

資金や知識を開発途上国に提供し、先進国と

の経済的格差を縮小するが、貿易は、開発途

上国をより早く、効率よく発展させると、こ

の論文は論じている。

援助の目的は、途上国における貧困や飢餓

をなくし、生活水準の世界平準化を図ること

である。しかしながら、世界銀行のデータに

よると、海外からの援助は途上国のGNPに

はあまり貢献していない。援助の目的が生活

水準を向上させることであれば、援助は最貧

国に向けられるべきである。が、現実には、

援助の多くは米国が政治・安全保障上利害を

持っている、必ずしも貧しくない地域に向け

られている。日本も援助を外交上の手段と位
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人口増加のインパクト

（坂口 誠二）

会的地位、および教育水準の低さが、出生率

の低下をさまたげる要因となっているという

指摘もなされた。

人口抑制の難しさは、国際機関や政府が、

民衆に家族計画をおしつけても効果がなく、

生活水準や教育水準の向上、民衆の自主的か

つ継続的な参加が同時に求められるところに

ある。途上国の人々の参加と自主性に支えら

れた家族計画のプロジェクトを実現していく

ための財政的支援が必要であることを指摘し

た報告となった。

2050年に世界の人口は100億人に達すると

予測されているが、その増加の大半はアジア、

アフリカ、南米諸国で占められている。そこ

でペーパーでは第三世界諸国における人口増

加のインパクトについて報告した。

人口増加がもたらす影響には、食糧牛産の

増大による土壌の劣化や都市人口の膨張など

さまざまであるが、中でも高い人口増加率が

経済成長のマイナス要因としてはたらいてい

ることは強調すべきことである。

分科会の議論では、発展途上国の女性の社

アフリカの人口増加と食糧問題

(AndrewBodziak)

かどうかについては、否定的な意見が出され

た。なぜなら、そのような方法では結局、ア

フリカ諸国は先進国の技術・資金物資に依存

せざるをえなくなり、一方、供与する先進諸

国側の「利益に合致」する範囲内での支援で

は限界があるからである

総じて、アフリカの人口増加と食糧危機が

止められるか否かについては、悲観的な意見

が相次いだ。

アフリカは世界でも人口増加率の最も高い

地域であり、その人口爆発は薪炭需要の増大

による森林伐採と、食糧牛産の増大による深

刻な土壌侵食を引き起こし、農業生産に悪影

響を与えている。

植民地時代に導入された、一次産品に依存

する経済や、低い農業牛産性など、アフリカ

諸国が十分に食糧を供給できない構造では、

現状のままでいくと人口増加にともない栄養

不足人口も増え続けるだろと思われる。

今後アフリカで起こりうる食糧危機を回避

するには、バイオテクノロジーによる穀物の

品種改良で農業生産性を向上させることや、

女性の社会的地位を向上させ、家族計画を実

効性のあるものとすることで人口増加に歯止

めをかけることが重要であると考えられる。

だが、討論では既存の技術革新と世界の食

糧貿易構造の延長で、食糧危機が回避できる
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教 育

総 括

（比企野慶子）

の教えられ方が、いかに形を変えて社会に

「文化」として一時にはその歪みとして－現

れているか、感じざるをえなかった。よい意

味でも悪い意味でも「教育」の力の大きさを

感じた。何よりも、現在高等教育過程に学ぶ

私たちにとって、この分科会の場で発した疑

問は常に自分自身へ戻ってくるものであった。

「これから」を語る時、教育がその礎とな

ることは否定できない。次世代に何をどう教

えるべきかは人間の永遠のテーマなのだろう。

私たちにこのような機会を与えて下さった以

下の関係者の方々に深く感謝し、ここにお礼

日米の教育制度の違いはその社会をどう反

映しているのか、互いのどこが学ぶべき点で

あるのか、21世紀の教育はどう変わっていく

べきか、そもそも教育とはいったい何なのか

－このような様々な問いの下に生まれて当分

科会では多種多様な実地研修が組まれ、積極

的な意見交換が行なわれた。一口に教育とい

えども、平和教育、環境教育、英才教育、障

害者教育、異文化教育等々、トピックは広範

に及び、別のセミナーやフォーラムで話し合っ

た事柄にまでディスカッショソが発展するこ

とも多かった。話し合いは常に個人の経験を

話すことから始まり、それ故に日米間の比較

が多く行われ、各々の問題点が顕著になった

のは有益であった。私たちが当たり前のこと

として学校や家庭で教えられてきたことやそ

申し卜げます。

実地5刊多

①ギャラデット大学（聴覚障害者教育）

(上段より）福島 紀子，割石 俊介,JenniferBurns,増子 聡

(下段より)AndrewSeaborg,比企野慶子,CorinneMaekawa,ToddHouse

ロ
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ワシソトソDCにある美しい緑の芝が広が

るギャラデット大学は1世紀以上もの聴覚障

害者教育の歴史を持つ教育機関で、聴覚障害

のある学生のためのコミュニケーション、教

育学等の学士課程、修士課程、博士課程のほ

か、聴覚障害を持たない者のための手話通訳

者養成コースもあり、構内には小学校、中学

校もある。米国内では1988年の学長選で初の

聴覚障害者の学長が選ばれる過程での学生の

デモなどでニュースになった大学でもあるO

夏休み中にも拘らず、訪問した私たちを大学

職員の方々は快く迎えて下さった。歴史、設

備の説明、学長選中の学生運動のビデオ上映

の他、同大学生リサージーンと通訳の2人が

キャソパスを案内してくれ、またアメリカ手

話・聴覚障害者文化協会のコーディネーター

のデニスーベリカソ氏とのミーティング、聴

覚障害者用に開発され．ソピューターネット

ワークの試用など聴覚障害者教育がどのよう

なものであるか、聞くだけでなく実際に自分

たちで見て、また学生と話すことができたO

そこで触れたもの全てが私たちには驚きであっ

た。特に弱者がなかなか社会の表舞台に出て

くることのない日本社会に住む日本人学生に

とっては、百年も前に既にこのような教育の

始まっていた米国社会の寛容さを目の当たり

にし、ショックさえ受けた。モノ、技術に関

しては日本は世界の最先端をいくであろうが、

こうした対人間に関することとなると日本は

まだまだ米国の足元にも及ばないのではない

かと感じた。

うと同時に言語だけではなくその背景にある

文化をも教えていき、真の国際人を育てると

いう目標を持った米国でも非常にユニークな

教育を行なっている私立の学校である。私た

ちが見学したのは、夏休みであったため読学

前の3－7才の子供のサマーキャンプがあっ

た。先生はネイティブスピーカーでフラソス

語のクラスではフランス語でしか決して話さ

ない。子供同士は英語で話すものの、フラン

ス語で話しかければそれを理癖し、無意識の

うちにフランス語で答えているようであった。

同時にその国の習わし、遊び、歌等も習い、

学佼全体が2つのあるいは3つの文化がミッ

クスされた空間であった。確かに幼いうちか

らこのような環境の下で育てば、自分と「違

う」ものをもっと自然に受け入れなれるよう

になるのかもしれない。子供たちは日本とい

う国からの訪問者にも興味を示し、日本語や

日本の歌について知りたがった。ただ、この

ような私立のユニークな学校へは裕福な家庭

の子供たちしか来られないことが残念であっ

た。しかし、ヒトの流れが国境を越えつつあ

るこれからの時代にはこのような教育が日本

にも米国にももっと必要となってくるのでは

ないか、そうした点でこの学校の実験的試み

は非常に興味深かった。

③シソシア＝フック氏ミラコスタ大学国際

センター所長（留学生政策）

日本の大学の留学生受入れ政策についての

ペーパーを書いた比企野の発表の後に、わざ

わざハワード大学までいらしてくださったフッ

ク氏が、氏が留学生受入れの面倒を見ている

ミラコスタ大学のケースについてお話し下さっ

た。政府が留学生受入れ数を増やす政策を打

ち出している日本と違い、世界の「留学生大

②ロック・クリーク・インターナショナル・

スクール（二ケ国語教育）

この学校は小学生から英語一フランス語も

しくはスペイン語の徹底した二言語教育を行
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を考える機会であったが、米国人学生にとっ

ては全校揃っての朝礼やラジオ蛎桑などの日

本の学校教育のスタイルが珍しかったようで

あった。

国」米国ではこの問題が政府の手を離れ、民

間レベルに広く根付いていることを感じさせ

た。大学で積極的にPR活動を行ない、留学

生の抱える問題を扱う独立した機関が大学内

に存在し、専門のカウンセラーがおり、勉強

の面だけではなく社会生活の面でも様々なサ

ポートを提供する。何より、交流の場を設け

地域住民との接触にも積極的であることが日

本との違いであると感じた。米国でも日本と

同様、人種偏見が存在することが指摘されて

いたが、一方それを是正しようとする動きが

あることは日本の見習うべきところであろう。

⑤全米教育委員会

全米教育委員会(EducationCommission

dtheStat")は、米国では各州の州知事、

政策決定者、教育関係者らの代表により成り

立つ1965年発足の団体で、教育制度が州レベ

ルで異なるが、州を越えて情報交換を行い、

各種問題を討議することによって互いに参考

にしあい、米国全体の教育の質の向上を図ろ

うということを目指した団体である。

コロラドスプリソグスから車で1時間半程

のデソバー市内にあるオフィスを訪ねた私た

ちを、全米レベルの会議が開催された直後で

あるにもかかわらず、10人近いスタッフの方々

が話し合いに参加して下さった。団体の意義

や活動内容はもちろんのこと、現在の米国教

育界で問題となっている教育予算の問題（連

邦政府からの補助金を各州内でどのように振

りわけ、子供たちに均等な教育の機会を与え

るということ）や、米国教育改革の1つの手

段と目されている学校選択制度について専門

的な立場を伺った。話はまた日米の教育制度

の違いにまで至り、スタッフの方々からも逆

に日本学生は多くの質問を受けた。様々な問

題を抱える米国で教育に携わる人々が知恵を

出し合い「より良い教育」を追求する姿が見

られた。

④中部テネシー日本人補習校

日本人補習校は日本人学校と違い、日本企

業の海外駐在員の子弟が毎週土曜日、日本語

能力維持と帰国後の受験に備えて日本の学校

教育のレベルの維持を目標として設立された

ものである。テネシー州に三校ある補習校の

うちの一つである中部テネシー日本人補習校

は、偶然にもテネシーでの滞在先である中部

テネシー州立大学で持たれていた。教師は主

婦であったり大学生であったりするが教科書

は日本から送られてくるものを使い、各学級

15名程が国語や算数を勉強していた。1年と

6年の学級を見学した後、松本宗次郎校長に

お話しを伺い、日本に戻ってからの受験の苦

労や教師を集める苦労等を聞き、教育方針な

どについて積極的な質疑応答があった。私た

ち日本人学生は海外に来てここまでやらねば

ならない程の日本の受験戦争の教育システム

｢戦争をどう考えるか」

（割石俊介）

あった。ペーパーでは、第二次世界大戦の際

日本（軍）がアジアの近隣諸国で行ったとさ

1992年は日本政府がその直接関与を認める

など、従軍慰安婦問題が話題を呼んだ年でも
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れる強姦・略奪・虐殺といった数々の残虐行

為にスポットをあて、それら日本の歴史の恥

部が学校教育の現場でどのように教えられて

いるか具体例を挙げつつ検証した。総じて言

えば日本は戦後終始一貫して「恥部教育」に

不熱心な「臭い物にブタ」的態度、もしくは

被害者的立場をとり続けており、その結果国

民の正確な近隣諸国との関係史への理解を妨

げ、未だ近隣諸国の不信感を払拭できずにい

るという状況が明らかにされた。また、歴史

教育における文部省、自民党文教部の「介入」

ぶりも検証し、大統領自らが音頭を取り、積

極的に「恥部」教育を行っている（西）ドイ

ツとの比較検討も行った。

米国でも、州により教育内容に差があるも

のの、ベトナム戦争などの恥部は子供には教

育されていないらしい。「恥部を教えること

は大切だが、愛国心の酒養という目的とのバ

ランスをとることが難しいのではないか」

「過去に行われた戦争において日本が（米国

が）悪者だと指摘することはあまり意味がな

いのではないか」といった意見も出された。

歴史学習を「より良い未来を構築するため

の回顧作業」と定義づけるならが、安直な

「被害者・加害者分類作業」になってもいけ

ない。討論の最後には「この問題を一国の教

育行政のありかたという問題ではなく、自分

が将来自分の子供にどのように歴史を教えて

いくかという身近な問題としてとらえたい」

という意見も聞かれた。

地球環境教育

(Andrew"aborg)

いった見解が披瀝された。

地球環境の問題は一夜にして解決可能なも

のではなく、「地球環境問題について討議す

る会議の為に膨大な量の文書が必要だ」と椰

楡されるように、我々の経済に内在化する構

造であるために問題は極めて複雑である。

問題解決のためには（少なくとも程度の緩

和のためには）いままでの成長神話経済を見

直す必要にさえ迫られる。炭素税を巡る環境

地球環境問題。92年6月にブラジルで地球

サミットが開催されたこともあって、世界の

注目は「我々の母なる地球がいかに病んでい

るか」ということに注がれた。日本でも地球

環境問題は大きな話題となり、「地球にやさ

しい」が流行語とも言える様相を呈し、「ジ

アス」という名のビールまで登場したりした。

まず地球環境問題解決の為には教育が非常

に重要であるとの認識に立ち、プレゼソテー

ショソが行われた。「戦争の際は国の全ての

資源、才能が最大限の実力を引き出すべく集

約される。地球環境が危機に瀕している今、

我々は地球を救うための新たな［戦争］に立

ち上がるべきではないか」「世界に甚大な影

響を及ぼす日米の二国が、その教育制度のそ

れぞれの長所一規律の正しさ、学習熱心さ、

柔軟性、個人の積極性、進取の精神一を活か

し、充実した環境教育を行うべきである_」と

耀灘
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庁と業界の軋礫なども従来路線見直しの際の

不可避の「産みの苦しみ」なのだろう。「自

由」経済にタガをはめるのは政治の役割であ

るが、日本でも米国でもその政治を担うのは

国民である。その国民が正しく考える為には

教育の果たす役割はやはり大きい。討論でも

意見が表出されたとおり、今こそ我々は「la

ndを巡る闘争ではなく、landのための闘争」

に粘り強く取り組まねばならないのだろう。

夢を失った時代に－理想を希望をどう教えるべきか

（福島 紀子）

物質主義的価値観は、人生の理想をお金で 闇に置きざりにされている。大都市における

形づくることを促し、男女の役割の変化は家 退学や未婚の母は驚く程の数に達し、貧富の

族の崩壊への一要素でもある。また、国外へ 差はますます開き悪循環のくり返しである。

の過度の意識は都市問題など国内問題を放置 この状況の変革は、まず私達大人が一元的

する結果を招いた。そして今のアメリカが抱 価値観を捨てることから始まる。抽象的なこ

えるこれら全ての現実が生んだ最大の犠牲者 の命題に対し、アメリカ側参加者からは特に

は子供達である。彼らは愛情に飢え、社会的 興味深い意見が聞かれ、充実した議論となっ

圧迫から自分の人生の方向づけもできずに暗 た。

アメリカにおける教育改革への選択

(ToddW,House)

とが重要である。そしてそのためには、国で

はなく、市場で競い合う営利団体に主導権を

ゆだねるべきだと考える。論文中、都市内部

における公立学校の環境のひどさも紹介して

おり、一番身近なこれらの教育の現状はアメ

リカの現実をよくあらわしている。

現在、アメリカの学校は、改善、という言

葉ぬきに語ることはできない。その改革の具

体案として、学校選択制(Schoolchoice)

が提案できる。実際にその選択の例として様々

の可能な形を紹介したが、この方法を成功さ

せるためには、各々の学校が自治権を持つこ

教育と人権一校則のあるべき姿一

（増子 聡）

たその存在に疑問をはさまない傾向がある。

画一化が進むということは、「同じ」であ

ることを評価し「異る」ものを排除する思考

につながるのではないか。

学校という「社会」の中に規則、つまり校

則は必要であるが、問題はそのあり方にある、

という見地から、自らの体験も考えに入れ、

校則の制定と実施のためのガイドライソとし

グローバル コミュニティー、地球共同体

の構成員である我々一人一人に求められるも

の、それは様々な文化や価値観の差異を認め

それを受け入れる柔軟性ではないか。国際化

が叫ばれて久しく、日本の教育にも変革が求

められている。しかし多くの学校教育の場で

は、個性を尊重することよりも、画一化を目

指していると思われる様な校則が存在し、ま
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て次の様なものを考えた。

“則は必要最小限に。校則は生徒の権利ま

たは親の教育権を犯すものであってはならな

いo

②校則は生徒、保護者、教師の話合いにより

制定され、改定されるべきであり、生徒は入

学前に学校からその内容を十分知らされるべ

きである。

③各規定の存在理由が明確にされるべきであ

る。校則があるからそれに従うのではなく、

従うべき合理的理由を明確にするべきだ。

ディスカッションでは日本側参加者がそれ

ぞれの学校での校則を発表、アメリカ側参加

者を驚かせた。また校則がほとんど存在しな

い上に学校の荒廃が問題になっているアメリ

カの学校に、対策として校則を導入するべき

だと思うか、という日本側参加者の問いに、

アメリカ側参加者は学校の秩序回復は家庭教

育の充実、教師の待遇向上等、別の手段で実

現させるべきだ、と答えた。

校則という存在が日本の文化や社会に合っ

たものであるということを感じると共に、文

化、社会の変化に対応して校則も変わるべき

ではないか、というのがディスカッション後

の感想である。

体験学習一教室外での教育一

(CorinneMaekawa)

要求する実社会。このギャップを埋めるもの

は何であろうか。それは学問以外に教室の外

で体験する様々な活動一学生自治会、ボラン

ティア活動、スポーツクラブ等一であること

コリーは指摘している。学問のみでは実社会

での成功はおぼつかないし、体験だけでは、

その体験の本当の重要性をとらえることはで

きない。二つは互いにその意義を深め合う関

係にあり、さらに必要なのは二つのバランス

である。

デイスカッショソではCorinne自身を始め

各自がそれぞれの経験を語り、それらがどう

現在に影響しているかを話し合った。クラブ

活動、転校、環境教育の助手、ボランティア

活動等がそれぞれの人生をいかに豊かにして

いるか、ディスカッションによりCorinneの

ペーパーの内容はより深められた。

「教育を受けた」とはどういうことを指す

のであろうか？

Corinneのペーパーはそんな素朴な問いか

けから始っている。例えばこういうことだ。

有名四年制大学を優秀な成績で卒業した人物

と、大学にこそ行かなかったものの長年職場

で経験を積み、世界中を旅し、たくさんの人

と知り合い、自分の経験を本にまとめること

ができる程の人物がいる。後者もやはり、前

者の様に「素晴らしい教育」をいけていると

は言えないだろうか？

大学でのクラブ活動や寮生活を通して、教

室では学ぶことのできない、それでいて社会

に出てから最も求められるもの－リーダーシッ

プ－を身に付けたCorinneは、教室外での教

育の重要性を訴える。学問的探求に専念する

ことのみが求められる大学と、様々な経験を
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日本の大学の外国人留学生

（比企野慶子）

点を取り入れた改革の必要性という大学が取

り組むべき問題と、留学生を受け入れる日本

国民の意識変革の必要性という日本社会の問

題の二つであった。そして、留学生が日本か

ら何かを学ぶと同時に、受け入れる側も「違

うもの」と触れることで多くを学んでいると

いう認識の必要性を説いた。

以上の発表の後、ミラコスタ大学国際セソ

ター所長のフック氏から今後はアメリカの大

学の例を伺い、留学生受け入れに対する日米

の相違、日本社会に依然として存在するアジ

ア人蔑視の風潮などについて話し合った。

1983年中曽根内閣が「留学生10万人受け入

れ計画」を発表してから10年が経とうとして

いるが、私の学校である慶応義塾大学を例に

とり、国際化に取り組む各大学レベルが抱え

る問題を検証した。慶応は国際セソターが留

学生関連の事務を行なうが、そこで調査した

カリキュラム、カウソセリソグ制度等がどう

機能しているかを調べるため、実際に3人の

留学生にイソタビューを行ない、制度と現実

の双方を見比べてみた。そこから分かったこ

とは、留学生受け入れ初期を過ぎた現在、受

け入れをより充実させるための留学生側の視

ローパースクールでの英才教育の体験から

0enniferBurns)

晴らしい点も認めた上で、授業料が非常に高

いこと、IQの高い子供しか受け入れないこ

とから、この学校が現実の社会とは掛け離れ

た狭い世界でしかないことを指摘する。そし

て人間の平等を教えるこの学校をでた後の子

供達が階層社会にうまく適応できない例を挙

げ、教育とはどうあるべきか疑問を投げかけ

た。

続くデイスカッショソでは、能力のある子

供にもそれを伸ばす権利があること、しかし

その能力イコール学力と考えると子供達に優

劣を付けることにもなりかねないことなど、

「英才教育」自体について考えた。ディスカッ

ショソを通して、どんな子供も自己を尊重で

きるような教育環境が必要であること、つま

り多様性を容認できる社会が重要であるとい

うことを思わずにはいられなかった。

彼女は自らが中学までの7年間を過ごした

ローパー英才学校での非常にユニークな経験

と、そこで受けた教育の理想とその問題点を

述べ、教育とは何かを考えさせるリポートを

行なった。ローパースクールは、どんな人間

も社会の中での役割というものがあり、その

役割は互いに依存しあっているという「自己

実現と相互依存」の哲学のもと、子供達に生

命の教育をする。読み、書き、計算はもちろ

んのこと、アイディアを出し合い、物事を決

定し、それを実現させていく能力を養うこと

までを計I鰊していく。その過程でコミュニケー

ショソ能力や他の尊重と言うことを身に付け

ていくのである。そしてまた、子供達に多く

の自由を与えることで各自の得意な分野を伸

ばし、育てていくことも目標としている。こ

のような「個」を尊重した教育を行なってい

たローパースクールであるが、彼女はその素
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現代政治のダイナミクス

総 括

（佐野日出之）

日本と比較するうえでも非常に興味深かった。

引き続いて、午後には2名の政治学者に日米

両国の政治についてレクチャーを受けた。そ

して8月4日には、国際人権グループという

主に途上国での人権抑圧を監視しているNG

O団体を訪問し、5日には民主党の有力議員

であるハワイ州選出Damelhlouy議員を訪

れた。いずれも、貴重な経験でありこのすべ

てを用意してくれた米国側実行委員WImano

に感謝したい。

さて、こうした素晴らしいフィールドトリッ

プの一方で、我々の議論もそれにふさわしい

物であったかどうかは、果たして疑わい､。

これに関しては、実行委員として責任を痛感

している。限られた時間のなかで、どの程度

満足のいく議論ができたか、各参加者はそれ

ぞれがそれぞれの答えを持っていることであ

ろう。つとまらぬコーディネーターであった

本分科会では、政治と我々の関わりを考え

ることを目的として、ディスカッション、フィー

ルドトリップを行なった。分科会の性質上、

フィールドトリップがワシントンに集中し、

全体的に見てもかなりのハードスケジュール

になってしまった感は否めない。

7月30日には、ハソク・クイソズィー氏の

案内で連邦最高裁判所を見学し、その歴史に

ついて説明を頂き、連邦議会を見学し下院議

会を少し傍聴した後、午後には共和党下院議

員であるクレーン氏を訪問し話を伺った。翌

31日には、連邦選挙委員会を訪問した。ここ

は、大統領選挙を含む米国の連邦レヴェルの

選挙資金に関するすべての情報が管理されて

いる機関で、すべての情報が、すべての人に

公開されているという。（もっとも、ほとん

どの人がその事を知らないともいっていたが｡）

このあたり、非常にタイムリーであり、また

(上段左より)ThomasWrobel,市ﾉll裕康，工藤博海，佐野日出之

(下段左より)MaeleenHamano,高橋直子,SayakaYakushiji,UsaCo"land
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終ってしまった感があるが、僕自身楽しんだ

のも事実である。この経験を、各々が今後の

人生に活かしていければ幸いである。

にもかかわらず付き合ってくれたテーブルの

メソバーには、この場を借りてお礼を言いた

い。一つの結論が出るまもなくまとまらずに

政治に関する一考察

（佐野日出之）

るのである。この欲求不満はさらなる追加サー

ビス以外によっては解消され得ず、人はそれ

を期待できないとなれば、投票にさえ行かな

くなるのである。

社会が発達するにつれ、その複雑さも増し

てくる。税体系一つを取っても、非常に複雑

で、全体像を把握しようとすれば相当量の知

識が必要である。現代社会の特徴である分業

化は、専門家と一般人の距離を広げつつあり、

技術的な問題だとはいえ、政治的無関心の遠

因になっていると言えよう。全ての人が、全

ての分野において専門家になることは不可能

であり、この複雑性はますます人を政治から

遠ざけてしまっている。

この意味において、民主主義というのは一

つの幻想であり、実際には官僚による寡頭政

治といった方が適切かもしれない。実際法案

の殆んどは官僚によって作られ、国民は国会

を通じて間接的にそれを承認しているに過ぎ

ない。しかも、選挙においては多くの争点が

あるにもかかわらず、一つの政党（日本にお

いては党議の拘束が強く個人を選んでいると

は言えない）を選ぶという極めて不自由な方

法によってである。この中で、満足できる選

択を行える人は、そう多くないであろう。こ

うしたことから、もはや人々は自分の一票が

政治を動かすなどと、とても考えていない。

今後こうした点を改善するためには、大胆

な地方分権化が必要だろう。住民によるイニ

シアチブが中心となるべきであり、長期的に

政治学の最も古典的な問いの一つに、徳治

政治と民主政治のどちらが優れているのか、

というものがある。現代社会において、『民

主主義』は金科玉条とされているが、問題も

少なくない。日本あるいは米国においても、

民主主義が完全に実現されているかどうかは

検討を要する。

旧社会主義圏においてようやく行われるよ

うになった民主選挙では、有権者の多く、殆

んどが投票所へ足を運んだ。一方、日本では

戦後、投票率は低落傾向にあり、先の総選挙

では三分の二を下回り、補欠選挙ともなれば

三割台となることさえあるのは、いささか皮

肉なものである。米国も同様で、88年の大統

領選挙では有権者の半数近くは投票をしてい

ない。開明化された個人の存在を前提とする

民主主義の危機だとも言えよう。先進資本主

義国に住む我々は、民キ主義にもはや満足し

なくなったのか。

資本主義国に住む我々は、溢れんばかりの

物質に囲まれ、常に購買欲が満たされない、

一種の中毒状態に陥っている。こうした状態

は、資本主義社会の当然の帰結である。消費

を増やすことが生活の改善である、という信

仰が完全に根付いてしまっているのである。

日本の議員の主な役割は、戦後一貫して選挙

区への利益誘導にあったと言ってよい。この

ため、票を獲るために過剰な地域サービスを

約束するという構造が生まれ、このサービス

の消費者である選挙民はまたも欲求不満とな
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は職業政治家は廃止されるべきである。また

同時に民主主義とは、まさに人がいて初めて

それが成り立つのだということを改めて認識

しなければならない。民主羊義は、個人に相

当の責任を課しているのである。ヒトラーが

民主選挙によって合法的に選ばれたことを忘

れてはなるまい。民主主義というものが存在

するなら、それはシステムによってではなく、

それを動かす人間によって成り立つものなの

である。

ThePriceofCosumption

-JapaneseConsumersDebateHighPrices

(Mael"nHamano)

きている。自営業は全労働力の29％を占め、

その殆んどが4人以下の小規模なものである。

小売業者は、90日たって売れなかった商品は

返品できるので、在庫過剰を心配する必要が

ない。入荷したうちの70％が売れれば良く、

売れ残りを処理する費用は全て価格に転嫁さ

れている。そして、この数多くの小売業者と

製造業者を結ぶために、複雑に系列化された

卸売業者が存在する。輸出（された日本）製

品はこの複雑なシステムを通らずに済むため、

日本でより安く売られている。また、日本人

は安いスーパーマーケットよりも、昔からつ

きあいのある地元の商店を好んでいるのであ

る。

こうした流通システムは非効率で、価格を

必要以上に上げているが、日本の消費者は、

自民党が今の政策を変えるとは考えず、また

改革によって失業が増えるのではないかと危

倶するのである。

1985年からの円高によっても、輸入品の価

格は一向に下がっていない。自由貿易には、

物理的、心理的な障壁が未だに存在している。

だが、事態は少しずつ動き始めている様だ。

日本政府も貿易黒字削減を目指し重い腰を

上げ始めた。日米構造協議など含め、いわゆ

る外圧によって、いくつかの貿易障壁も取り

はらわれようとしている。

また、日本人の消費者も動き始めた。消費

戦後日本人は貯蓄と投資を奨励され、米国

の4倍もの、可処分所得の20％を貯蓄してき

た。この他に類を見ない高貯蓄のおかげで、

日本はGNPの3分の1以上を投資に回し経

済発展を成し遂げたのである。しかし、世界

第二の経済大国となった今も、多くの日本人

は豊かさを実感していないでいる。内外価格

差、貧弱なインフラ、暴騰した地価、長い労

働時間。日本には商品が溢れているが、物価

は他国の2，3倍もしている。

戦後長い間一貫して政権の座にある自民党

は財界、農民、中小小売業者、大企業の利益

を代表している。自民党は財界から財政的支

援を受け、農民、商人から票をもらい、彼ら

を保護している。日本の選挙区の定数配分は

著しく農村部分に偏っているため、農民の影

響力は大きい。このため、自民党はコメの自

由化に反対している。また、通産省を中心に

政府は産業界を育成、保護することに努めて

きた。政府は消費よりも生産を重視してきた

のである。また、中小自営業者の利益を守る

ため、大規模小売店法が制定されており、よ

り安い価格で商品を提供するスーパーマーケッ

トなどの進出を阻んでいる。一方で、消費者

は特定の強力な圧力団体を持たず、自分達の

声を政治に生かすことができない。

日本の小売価格は、米国と比べて48％も高

い。日本の流通機構は多数の小売業者からで
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税を導入しようとした自民党は、世論の猛反

発により参議院で過半数を失った。米国の玩

具メーカー、トイザラスも、遂に日本進出を

果たした。

しかし、今後日本の政治がこれにどう対応

していくのか、日本の消費者がそれにどう応

えていくのか。それらの問いに、まだ答えは

出ていない様である。

暴力装置使用の正当性

(SayakaYakushiji)

判なども引き合いに出されながらのペーパー

で非常に興味あるトピックであったが、時間

の都合で議論が十分にできなかったことが悔

やまれる。

多様な人間が集まった時、そこには異なっ

た考え方や利益が必然的に生まれるわけだが、

そこから生じる問題を解決する際に、多くの

場合、権力と呼ばれる強制的な手段が行使さ

れ、人間の尊厳が否定されることがある。そ

こで彼女は政治の世界において、そのような

権力がいかに、どのような目的を持って使わ

れるかを、マルクス、ウェーバー、ミルズな

どの古今の思想家の述べていることを分析し

ながら、暴力的手段が正しい目的のために使

われているかどうかはだれも保証ができない

ものだから、武力とその使用の宿命について

考察をすることは、我々市民の責任であると

結論づけた。湾岸戦争、ロドニー・キソグ裁

アメリカに於ける人種問題を考える

（市川 裕康）

た後、個々の民族が共通して追い求めること

ができ、またそれによって調和がもたらされ

るような人類共通の敵（例えば環境問題）に

対するような形での統合・共存がなされる希

望を述べた。議論は、実際の黒人問題などを

体で感じた事が少ない日本側からアメリカ側

に質問をぶつけるといった形で行なわれ、改

めて人種問題の持つ複雑さを考えさせられる

機会となった。

永いあいだ問題とされている人種問題を、

特に今回はアメリカで会議が行われること、

ロス暴動の発生などもあったので、アメリカ

の抱える人種問題についてペーパーを書いた。

アメリカ人が真のアメリカ人になるにはどう

すればよいのか。また、民主主義社会の中で

文化多様主義的な社会をどのようにしたら保っ

ていくことができるか。というような問題提

起から、メルティング・ポット理論、サラダ・

ポウル理論など、過去の移民パターーンを眺め
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｢政治へのアクセス」

（高橋 直子）

て掌握されてしまったことは否定できない。

それを背景に、第二部では一九六○年代の

各草の根運動を通じて、戦後の大衆管理社会

にも「人民の権力」が死滅していなかったこ

とを示した。その一例としてラルフ・ネイダー

の消費者運動を挙げた。彼の報告書「内部告

発の倫型では、企業と政府という官僚組織

の内部において、公然と個人の信念を貫くこ

とのできる内部告発の倫理を育てる必要があ

る、と提言しているという。

私は、彼の示した哲学と倫理がアメリカ国

民に再び「人民の権力」について再考させる

契機になったであろうと論じ、「人民の権力」

を信じる個人の勇気が政治へのアクセスの源

であるのではないかとまとめた。

その後の討論では、実際の現実政治ではい

かに市民の政治意識が低いか、市民が政治参

加に無力感を抱いているか、日米両側から同

じような意見が交わされ、その前途策を暗中

模索した。

私は政治社会を構成する個人個人がいかに

して「政治」の場に参加していくかをテーマ

に、アメリカ政治史を検証しながらその解明

に臨んだ。

第一部では、三権分立によるアメリカ政治

システムの特色から「権力」の所在について

考察を試みた。

建国期以来の大統領の執行権の重要性は指

摘できるが、アメリカ政治は執行部と立法部

との緊張関係・協調関係で成り立っているこ

とは着目に値する。その均衡を保つ司法部の

権限がアメリカ政治では優位にあるという学

説を基に、アメリカ型立憲主義、リーガリズ

ムのイデオロギーについて分析を行ってみた。

その結果、独立戦争時に培われた「人民の

権力」という概念を導き出し、アメリカ政治

の権力の根幹は|~人民」にあるのではないか、

という論理に達した。しかし、第二次世界大

戦後の高度先端技術の発達、大量消費型文化

の到来の中、「権力」は一部のエリートによっ

｢1992年選挙一財力の年一」

('I1,omasWrobel)

を絶対化した。多国籍企業の進展、自由貿易

の奨励などによる「グローバル経済」への変

遷は、アメリカ国内の労働コストを海外との

競争にさらすこととなり、これも国内産業を

弱体化させた一因となった。

合衆国の将来の健全な経済の回復のために

も、債務と赤字予算の解決にあるが、その件

に関してブッシュよりもクリソトンがより積

極的な姿勢を示していると指摘する。税に関

しては、両候補者とも中産階級の減税を確約

'111omasは今日繰り広げられているアメリ

カ大統領選挙の動向について、何が焦点となっ

ているかを分析しながら、各候補者の政策案

とその信懸性について論じた。

まず、選挙の焦点を合衆国経済の現状にあ

ててみる。合衆国経済は、第二次大戦を契機

に繁栄を遂げたものの、国際市場経済の競争

の中でその趨勢に陰りを見せる。さらに、冷

戦のための外交政策が国内産業・経済に影響

を与え、軍事費の増強は1980年代の赤字予算
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する。投資、研究・開発については「国民第

一」と謡うクリソトソ案が長期的な展望をも

ち合衆国産業を活性化させるだろうとの見通

しである。貿易については、自由貿易を前提

に教育改革と勤労奨励を#錐しながらの、ア

メリカ自由競争の重要性を説くクリソトソ、

ペロー両氏の案を支持している。

結論では、クリソトソの政策案が財政案に

具体性を欠くものの、企業と労働者間の均衡

を保ち、福祉への貢献、国内経済の活性化の

火つけになるだろう、と予測した。最後に、

まだ打ち出されていない財政案こそが、短期

による経済成長に拍車をかけ、長期投資を生

み出す鍵となることを知るのもクリソトソ候

補であることを見逃すことはできないとした。

分科会時点では、ペローが出馬を辞退して

いたので、討論の焦点は二者の政策案の比較

に的が絞られた。'momasからの最新情報を

基に各人が選挙戦の行方について熱く語った。

～望まれる政治システムとは～

（工藤 博海）

的な例であろう。

議論もここに集中し、儀礼化・制度化され

た政治過程・日本型政治システムの現状が主

に問題とされていたように思う。

だが考えてみれば、政局の激動化と現政治

勢力が苦境に立たされていることはかなりの

国にあてはまるといえないだろうか。

現在、我々が享受している政治・経済のシ

ステムは、常にサプライサイドの論理で動い

てきた。折からの不況はケイソズ的改革の挫

折という構造的な要因を持ち合わせてはいな

いだろうか。また経済的な豊かさは同時に政

治的無関心を助長してはいないか。

JAエが終わって、政治改革・政界再編論

かまびすしい日本に帰ってきてからも、消費

がゴールで終ってしまう経済のしくみや、民

意と政治との乖離を考えるにつけ、生活者優

先の新しいシステムをいかに構築すべきかが

求められているように思えてならない。

今日のように経済がグローバライズされ、

社会もボーダレスになってくると、国際関係

における利害もゼロ．サム的に単純化できな

いはずである。

しかし日本はその特質故に、異質〃とされ

て、他の先進国と呼ばれる国々との拠って立

つ土俵の違いが強調されることがある。

ここでは、そうした理由の一つに日本政治

における意志決定過程の不透明さを挙げ、自

民党研究と併せ論議した。

戦後日本の政治システムを支えてきた政・

財・官による三位一体構造が、政権の年功序

列人事と共に族議員や派閥を生み、自民党は

その組織管理者としての役割を果たすべく国

会審議を形骸化させ政務調査会のミニ国会化

を定着させてきた。

こうした中央政櫛勺なシステムが現在、様々

な問題をはらんできている。必要悪的な政治

資金の増大と既得権益の維持強化がその典型
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中南米諸国がなぜ社会主義化するのか

(LisaCopdand)

かに効率よく民意を政治に反映させるかが不

可避の問題として浮上してくる。

票のための政治が逆に、市民意識としての

世論に悪影響を与えている現状が話し合われ

た。冷戦に勝利したといわれる西側の政治・

経済システムを過大評価すべきでないとの意

見も出た。

デモクラシーはポスト近代を切り開くパラ

ダイムのキーワードとして意識されなければ

ならない。我々が享受している生活を、いか

に世界に敷桁してゆけるのか、その責は我々

に課せられているのである。

「ラテソアメリカの民衆はずっと支配され

てきたこと、そして彼らに与えられてきた民

主主義は我々のものとは別のものだった、こ

れがこの論文の全てよ。」

ヴァソダービル卜のカフェテリアで、プリ

ンストン大2年のLisaは話しはじめた。

この日の分科会は、ラテンアメリカの歴史・

現状を足ががりにして、人権が守られるとい

う意味での民主主義政体に、いかにして普遍

的な価値を付与し、世界に展開させてゆくこ

とができるのかについて話し合うまでに議論

が進展した。

1960年代より唱えられてきている従属論に

みられるように、第三世界の政治経済的低迷

の原因は国際社会の構造的な暴力にあるとい

う◎Lisaが例示したウルグアイやチリ、ニカ

ラグアで蝋人間が人間として扱われる〃ため

に社会主義化するという背景にはやはり世界

システムの中心--周辺構造があろう。

民主主義の問題として討論されたのは選挙

制度についてであった。現在のように社会が

複雑になり直接民主政が不可能になると、い

法と変わりゆく社会

総 括

（白石 史朗）

法は普遍の真理と原則をあらわし、不変でな

くてはならない。しかしそれと同時に、ます

ます複雑化し激動する社会に十分合致したも

のでなくてはならない。新しい事象に対し現

行法をどう適用していくのか。拡大解釈か、

改定か、廃棄か。またそれ以前に社会はどう

分科会「法と変わりゆく社会」では、広く

社会一般にテーマを求め特に細かい法律の条

文など専門的な法律学にあえて立ち入らなかっ

た。むしろ社会と法律の接点、人間同士の確

執などに焦点をあて、学生の専門にはこだわ

らず、様々な視点から論議を深めていった。
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実地研修では最高裁判所内特別見学、二人

の議員訪問、スミソニアソ博物館「第二次世

界大戦中の日系人強制収容所展」見学、空軍

士官学校見学などをおこなった。最高裁判所

見学では、特別のはからいで一般には非公開

の部屋まで見学する幸運をえた。また議員訪

問では、「日本に行くと東洋的穏やかさで自

然と合掌したくなる」などと言って学生を仰

天させる共和党下院議員に会った。いずれも

貴重な経験であり忘れ難いものとなった。

この分科会での各人の専門にこだわらない

自由な視点と発想は、かえって現実の社会の

複雑さを浮き彫りにし、新たに多くの知的関

心を生むきっかけとなった。これは学生にとっ

てさらに勉強を深める動機となり、いろいろ

な社会事象を法律に照らし合わせて考察する

あるべきなのか。自然、議論は時として個人

の価値観や文化、歴史、宗教、主義などにお

よんだ。また学生の論題も多岐にわたった。

アメリカ社会のモラルの変質、アメリカと日

本の社会構造の違い、南アフリカ共和国の人

権問題、死刑の是非、臓器移植に伴う脳死に

関する法律案、夫婦別姓、GATTのウルグア

イラウンドについてなどが発表された。なか

でも死刑の是非についての発表では、賛成派

と反対派に分科会が真っ二つに分かれ激しい

議論の応酬となり、刑法そのものの意義や犯

罪心理学的観点からの意見などもとびだし印

象深し､ものとなった。また夫婦別姓では、女

性の権利を十分認めない旧いイメージがある

のか日本側男子学生が特に質問ぜめにあう一

幕もあった。しかし習慣と伝統を重んじる比

較的保守的なアメリカ側女子学生があらわれ

て事態はようやく収拾へむかった。

方法を確立するのに成功した。

(左より）竹井 亮-,JeffreyBennett,坂田亜也子，白石 史朗，

KathleenCoble,LaurieCooper,磯部 聡子
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臓器移植に関する法案

（白石史朗）

法案を作成した。しかし同時に、心臓が動い

ているうちは人は生きていると考える日本の

文化的背景や、医学的に統一を欠く脳死の判

断基準の問題点にも配慮し、死の定義は脳死

と三徴候のどちらかを本人が生前に選択する

方法をとった。また一般の人には脳死がわか

りにくく医師による判定となるため、死のブ

ラックボックス化を招く恐れがある点につい

ては、患者の脳死判定は担当医以外の第三者

の医師によるものとし、臓器摘出の可否は本

人の意志以外違法とさだめた。分科会では脳

死状態から人の死の及ぼす法律上の問題、脳

死判定の難しさなどにわたりまず説明され、

次いで、自分は臓器提供するか、自分の死を

自分で確定する権利を我々は有するか、延い

ては安楽死、尊厳死を認めるかどうかなどに

わたって議論された。

早稲田大学で経済学を学ぶ白石は、医学の

進歩に伴う法律問題をテーマに、臓器移植と

脳死についての現行法に代わる法律案の作成

を試みた。脳死を人間の死と定義する世界の

趨勢は脳死患者からの臓器摘出を可能にし、

さまざまな難病を克服している。論議の末だ

熟さない日本は、心臓停止、呼吸停止、瞳孔

拡散の徴候を死と定義し、脳死患者からの臓

器摘出を認めていない。これが故に世界一流

の医療水準にある日本において、治療可能な

患者を死亡させる結果になったり、海外から

臓器を輸入したり、患者が海外で移植手術を

うけたりするケースが頻繁になってしまった。

裕福な患者のみ治療が受けられるこの状況は

法によって是正されるべきであり、そこで、

臓器移植はそれが必要な患者には施されるべ

きであり、脳死を死の定義と認める方向での

ステイーブン・ビコーーその生涯と死

0㎡frey&nnett)

長に就任した。当時永い白人支配の下で洗脳

された黒人民衆は支配されることに慣れ、黒

人が国家の政治、経済、行政に関わることな

ど考えなくなっていた。ビコーは演説集会、

出版などを通じて積極的に白人支配や人種隔

離政策などを社会に間うてし､ったが、政府に

よる妨害も激しさを増し、四回の逮捕拘留の

後、1977年8月18日、ポートエリザベス市の

近郊で彼はその生涯最後となる逮捕拘留を受

け、死亡した。彼は逮捕後26日間も裸で牢に

鎖でつながれ、意識不明のままプレトリア市

の刑務所まで760マイルも護送されたが、到

着した時は既に死亡していた。事件後に開か

ウエストバージニア大学Jdfreyは南アフ

リカ共和国の黒人人権運動家、スティーフソ・

ビコーの生涯とその悲劇的な死を通して南ア

フリカの人種隔離制度、アパルトヘイトにつ

いて説明した。スティーブソ・ビコーは1946

年南アフリカのジェームズタウソに生まれた。

少年時代の彼はあまり政治的活動に関心が無

かったが、大学を卒業した1妬6年ナタール医

大に入学してから急速に人権運動に接近して

いった。当時最も辛らつだと言われた南アフ

リカ全国学生連盟に所属していた彼は、やが

てさらに行動的で民衆への啓蒙活動も行う南

アフリカ学生機構を彼自身創設し、初代の議
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て世界中に影響を及ぼしたことである。彼の

死が謎に満ちていて常に疑問視されるからこ

そ15年経った現在でも大きな意味がある。

これを受けて議論はロサソゼルス暴動に移

り、未だ解決されないアメリカの黒人問題に

ついて社会福祉、教育、経済などの様々な観

点から活発な意見が交わされた。人種問題に

ついては日本側はよく勉強してあっても感覚

的に疎く、教えられることが多かった。

れた調査委員会では、なぜ26日間も裸のまま

牢に鎖でつながれたか、またなぜ760マイル

も護送されたのか、そして死因は何なのか、

これらの点が全く解明されずに終った。スティー

ブソ・ビコーの生涯についてJ毬fl℃yは次の

ように論評した。

ビコーの業績は黒人の人種的意識を高めた

ことであり、その活動から死に至るまでの全

てが黒人の人権運動のシソポル的存在となっ

GATT体制はどうあるべきか

（竹井 亮一）

妨げる要素の大きいものに広がるに至り問題

が生じたのである。

私見として、ここでは法体制としてのGA

TI､を見直すべきと考える。これまでのGAT

Tでの成果は当面このまま残しておいて、今

後は、2国間交渉の舞台としてあるべきでは

ないだろうか。農業や知的所有権、非関税障

壁といった問題は2国間交渉に於ける地道な

努力を積み重ね、ICJ判例も集積した、成熟

した段階で多国間交渉或いは法的体制に切り

換えないと、システム自体の信頼を低下させ

ることになるように思われる。

また一方で、別のアプローチの重要性も指

摘できる。

そもそもGATI､は、ⅢIF体制と共に、経済

に於ける均質化を世界的にはかろうとする、

戦後の平和を希求する思想からうまれた。し

かし、このような条件もしくは内容の均質化

は、文明的物質については可能といえども不

可能な場面・分野も少ないからである。両者

も分けようとせず同時に地球レベルでの均一

化をはかろうとするのは、平和に資するどこ

ろか、かえってナショナリズム、リージョナ

リズムという形で反動となって現れる。

近年経済上のグローバル化・ポーダレス化

が進み、それを支えてきたGAflT体制にも変

化が見られる様になってきた。殊にmIF体制

か崩れ、価値が多元化していく中で、或いは

ケネディ・東京ラウンド迄の工業製品の関税

障壁排除の一応の成功の中で、次なる課題に

いかに対処していくのか、或いはそもそも次

なるステップに進むべきなのか、ということ

が争点として浮き彫りにされてきたのである。

非関税障壁の撤廃、知的所有権問題の解決、

農業交渉の成功を目指して各国が行動する中

で、本来GATr体制が予定していたワクを超

える問題への着手が迫られ、体制内に矛盾が

生じてきているのである。現在に至るまでの

GATTに於ける交渉の成果が十分に評価に値

するものであるだけに、今後の在り方を検討

する必要がある。

GAT1,は1つの法体系であり、法実現の体

系である。しかし、現在の国際社会に於ては、

国内に於けるような法の強制執行体系は十分

に発展しているとは言えず、合意の枠内での

各旧の自主的判断に委ねられる。

しかし、扱う対象が、代替性の高い工業製

品等から、農産物・知的所有権など、代替を
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GATTの理想の根幹にある、．経済関係の

好化による平和の推進〃を実現する為、今何

ができて何ができず、何をすべきで何をすべ

きでないかを慎重に見極めながら、人的交流

殊に国際的．共同作業〃の増進により、次な

る世界像を探求していくべきであろう。

－以上、発表の要旨を以って報告とする。

漁;; #鍵

癖一、､‐住啓一．~ 頭晶子 … ~-餌…

自分の名前を使いつづける権利

（磯部 聡子）

姓、あるいは非改姓を結婚に際して選べるよ

うになるのみならず、非嫡出子などに対する

差別なども生み出している戸籍制度をも見直

す形で行われるべきであると主張する。

ディスカッションにおいては、それぞれの

結婚観や家族観に基づいた素直な意見の交換

が行われ、日・米間、あるいは男・女間、そ

して個人個人での考え方の違いが、それぞれ

のバックグランドの違いと共に、はっきりと

浮き彫りにされ、竹井の「家名保存」を重ん

じる考え方が興味の対象になったり、女性は

特に自分の問題として直面しているためか、

坂田からは「自分が結婚するまでに法律が変

わるのを望む」という素直な意見も出された

りした。また、「何をもって結婚は成立する

のか」という疑問も持ち出され、ディスカッ

ションは、名前の問題にとどまらず、様々な

ことについて話された。

磯部は、「自分の名前とは自分にとって、

一体何を意味するのか、読む人それぞれが考

え直す機会にしてほしい｡」と前置きした上

で、日本における夫婦別姓問題についてのレ

ポートを行った。

レポートではまず、結婚に際して女性に名

前を変えることを強要する法律が存在しない

にもかかわらず、ほとんど（約97％）の女性

が夫の姓に変えるという現在の日本の状況を、

歴史的に「家制度」と国家の「法律」が結び

つき、さらに「習慣」へと変わった過程をふ

まえ、意識調査の結果や、磯部自身のまわり

の友人の例などをまじえて説明してL､る°さ

らに諸外国の姓に関する法律や、「家名保存」

「男女平等」という相対する立場から起きて

いる日本での法改正への動きを紹介した上で、

現在の日本の結婚改姓に関する法律が不十分

であること、また法改正はすべての人が、改

ヒエラルキーの中の柔軟性

(KathieCoble)

のとされている。しかし、Kathieは彼女の

ペーパーの中で、縦の階層的な社会を動かす

西洋の考え方では、、ヒエラルキー〃と

蝋柔軟性〃というものはお互いに相反するも
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のは、見えないところに存在する横の柔軟性

ではないかと主張している。

そこで、まずはじめに日本社会を例にとり

あげ、ChieNakar泥の「日本社会に縦型の社

会である」という主張と、対してEshunHa

magudniによって、示された、より柔軟な日

本社会のモデルを紹介し、この二つを使いな

がら、日本社会には縦のヒエラルキーと横の

柔軟性が同時に存在するとし、ヒエラルキー

の要素が「表」の社会を支配し、柔軟な要素

が「裏」の社会を支配するとしている。また、

これを裏づけるために、様々な研究者による

著書をあげ、それらを紹介しながら、日本の

社会における「表」と「裏」また家庭におけ

る柔軟性を例として示した。さらに、日本社

会と同様に縦型社会であるとされるアメリカ

の軍隊の社会を日本社会と比較し、やはりこ

の社会もまた見えないところにある柔軟性に

よって動いているとしている。

デイスカッショソでは、日本社会とアメリ

カの軍隊の社会における「裏」の柔軟性の具

体的な例が、その両方の国で生活した経験を

持つCobleによって、数多く示された。

アメリカ社会の道徳的変容

(LaurieCooper)

教育の質の低下などが、その変化に拍車をか

けているとしている。そして、そのモラルの

低下は、「明日」のためよりも「今、ここで」

という自己中心的な生活を多くの人がおくる

ようになったこと、麻薬乱用等の社会問題、

テレビ番組の変化などに見られるとしている。

デイスカッショソは、特にアメリカの社会

変化、家族の解体の問題を中心に、果たして

実際にアメリカ人のモラルは低下しているの

かということ等をアメリカ人参加者の個人的

体験をもおりまぜつつ行われた。それぞれの

バックグランドをもとにつくられた家族に対

する価値観の違いなどが浮き彫りになったディ

スカッショソとなった。また、両親の離婚を

経験したクーパーの「自分は絶対に離婚しな

い、と思う人が見つかるまで結婚しない」と

いう言葉が非常に印象的なものとして残った。

アメリカとI､う大国のパワーが縮小しつつ

あると言われ出して久しい。書店に行けば、

その手のことを論じた本を数多く見付けるこ

とが出来る。Laurieはその1つであるArt

Careyの『nEUnit"Stataoflncompete

nce」という本をもとに、アメリカの社会変

化について論じた。

ペーパーではまず、ペーパーのトピックを

さがすために訪れた地域の図書館と書店で彼

女自身のうけた不親切な対応から、このトピッ

クをとり上げるに至った過程を述べている。

そして、Careyの本の中に出てくる様々なぃI

ncopetene"(彼女はこの言葉を「やる気

のなさ、やるべきことをわざとならないこと」

と解釈している）の例を紹介しながら、アメ

リカ人の仕事に対するプライドの喪失がアメ

リカの社会変化だとし、さらに現代のアメリ

カ社会におけるモラルの低下、家族の解体、
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死刑制度の是非

（坂田亜也子）

力側参加者はそれを強く主張していた。アメ

リカでは死刑執行件数も日本よりずっと多く、

また死刑を宣告された人々が、雑誌やTVの

インタビューに応じることもよくある。そう

した事ゆえ、死刑制度は無くし得ないものと

して、アメリカ人に認識されてしまっている

のだろうか。しかし、アムネスティ・インター

ナショナルなどの活動も日本とは比べ物にな

らないほど活発なはずである。

「では、どんな凶悪な犯罪が起きたとして

も、死刑にされるべきではないのか｡」とい

う質問をきっかけに話は日米両国のそうした

事件の報告に飛んでしまい、いろいろとショッ

キングな話も聞かれた。中でも、私が最も衝

撃を受けたのは、アメリカでは、凶悪事件の

犯罪者のカードが（まるでバスケットボール

のスタープレイヤーのそれのように）子供達

の間で売られているという。そうした行為は、

犯罪の根本的解決から、社会的関心を最も遠

くにそらせてしまうものである。

惜しむらくは時間の足りなかった事である

が、同世代の学生の、犯罪というものに対す

る様々な意見を知ることのできた、有意義な

一時であった。

私のプレゼンテーションは、我々のテネシー

での宿泊先のミドルテネシー州立大学のそば

の、大変美しいキャンパスを有するヴァソダー

ビル卜大学のカフェテリアで行われた。

テーマは「死刑制度の是非」である。20年

前の浅間山荘の事件で死刑宣告を受けた坂口

弘の短歌につよい感銘を受け、また、大学で

刑法を学んでいることから私はこのテーマを

選んだのであった。私は死刑制度反対の立場

から、プレゼソテーショソを行った。「刑罰

とはあくまでも制裁では無く、その個人に、

もしくは社会に、何等かのよい影響を及ぼす

ためのものでなくてはならない。しかし、死

刑にはそうした機能は全く無い､」というの

が私の主張であった。また、死刑には窓意性、

ヒューマニズムといった、様々な問題を含ん

でいる。文化的背景や国家の仕組みが異なっ

ている以上、刑罰に国によって違いがあるの

はやむをえないことではあるが、死刑、とい

う時間刑ではない、取り返しのつかない絶対

的な刑罰である場合、それは許されないので

はないか。

ところが、私以外のテーブルメンバーは全

員、死刑存続に賛成であった。とくにアメリ

幸一云 術

１
１

今
居

辻垣

総 括

（長野 宇能）

参加者の中では、AItsにより焦点が当てら

れていった。

人間の感情・思想の表現形態としての芸術

を見ることは、芸術そのものだけでなく、時

学生会議でなぜ芸術創造なのか？

この分科会の名は、TIEPe㎡ormingArt

s〃であり、これは普通舞台活動に限って使

われる表現である。が、準備を重ねるうちに
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にそれが作り出された時代の人間の思考様式・

生活から社会背景や思想をも見ることになる。

芸術自体、私達の生活や人生に影響を与える

可能性を大いに持つ存在でもある。また文化

交流での舞踊などのように紹介・他者理解の

手段ともなっている。

8人が実地研修や討論を重ねていく中で、

時には個々の内面と向き合い、また別の時に

は芸術を通しての歴史の見方、体制と芸術と

の関係、ある芸術界のジェソダー、現代の科

学技術が及ぼす影響、などを見つめることと

なった。

学生会議のプログラムの中では趣味的とで

も捉えられたのか、時に好奇のまなざしを向

けられることもあった。しかし、これまで芸

術一般について余り縁がないと考えていた学

生が卒業論文に芸術と社会に関するテーマを

取り上げたり、自分の進路を大きく揺さぶら

れた学生もいたようである。このような機会

に恵まれたこと、そして私達の分科会活動に

ご協力くださった方々に心から感謝致します。

この総括を私たちの分科会参加者の一人で

あるSaraJobinの言葉で結びたい。

「芸術創造分科会があったことで私は私自身

の会議の中での存在の場、私の貢献できる場

があったと思えた。私たちは私たちの非言語

的（言葉に拠らない）ことばで語り合った。

また他の人々のペーパーを通して、コミュニ

ケーショソと理解の手段としての芸術の有効

性、多くの新しいアイディアにも触れること

ができた｡」

実地研修：

1．国立美術館見学

2．ハーシュホーソ野外彫刻庭園見学

3.J.Fronmayer氏訪問

-NationalEndowmentfortlEArts

（芸術振興基金）の前理事長

一般観衆・聴衆にとってふさわしい芸

術とは何か、国家による援助、芸術振興

の役割と芸術活動の検閲、といったこと

(左より）梶原 絵麻SaraJobin,甲斐 順子，増井早知峰，

長野 宇能,joannLin,ZubinGidwani
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について考察した。これは増井の取り上

げた討論テーマとも重なる部分があり、

Fromnayer氏宅では前衛芸術と古典的

芸術活動・作品では国からの援助にどん

な違いが出てくるか、などについて話を

伺った。

ミュージカル『サウス・パシフィック」

（ジョージタウン大学主催）

ミュージカル鑑賞後、舞台裏で二人の

出演者にイソタビューを申し出た。この

ミュージカルは第二次世界大戦期の南陽

諸島でのアメリカへ意図現地の娘の恋愛

物語を扱ったものだが、劇中、時代を反

映した対日本人差別観がむき出しになっ

ているところがあり、出演者は観客中に

私たち日本人を見留めかなり緊張したと

述べていた。また作品の文脈や時代背景

の理解を私たちに促し、さもないとエソ

ターテイメソトの価値を誤解することに

なると語ってくれた。

5 コソウェイ・トウィッティ･ショウ

ー於オプリラソド

ショウ終了後、歌謡曲が単なるエンター

テイメソトではなく社会関係や人間関係

への助けとなり得るか、また歌手は（特

にトウィッティは）歌を通して混たちを

共感させようとしているのか、といった

ことについて討論した。

ワシントンD.C.からテネシーへ移って

きた直後であり、またショウを見に来て

いる人々からここが南部白人社会である

ことを印象付けさせられる機会でもあっ

た。

自画像作成（分科会参加者による）

分科会最終日に甲斐の討論テーマの中

で彼女自身の発案によって企画実現され

たもので、でき上がった8人の自画像は

会議閉会時までコロラド大学の寮のイン

フォメーショソ用のボードに展示した。

4

6

他者理解のための芸術活動とは

（長野宇能）

の対話が自らと向き合うことにもなり時には、

感動を呼び起こし、また時には誤解すらひき

起こすものになるもので、これらの体験を積

むことで学びとるものの多さ、大切さを考え

た。日本人は、とかく自己表現が下手だと言

われるが、他を理解するために自らを棄てる

傾向があったと推察し、社会や教育の中で身

体技法を含めた芸術活動の推進が役立つであ

ろうという考えのもとに発表を行った。

分科会の討論では、芸術作品の解釈につい

ての世代間におこるギャップや、日本の教育

における身体活動による自己表現の少なさな

どが論じられた。

全分科会中のレポートの最後に『芸術活動

で文化的ギャップは越えられるか」をもとに

プレゼンテーション、ディスカッションを行

なった。

分科会の討論を会議のテーマに結びつける

ことを目標に、会議の中の実地研修の体験や、

学校教育における芸術活動などを振り返った。

他者を理解しようとするなら、自らと向き

合い自分の文化を理解する。自分の文化では

何をどう表現するかを知る姿勢を持つべきで

ある。芸術活動においては、自分が何かを表

現する立場にあれ、情報を受け取る立場であ

れ、そこには、作者との対話がある。作者と
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自らを知る基盤あってこそ、異文化間関係

が国内であれ、民族を越えてでも、高められ

るはずである。

生きるために働くのか 働くために生きるのか

(ZubinGidwam)

のを好まず、ただ自分の感情を表現するチャ

ソスを求め、その日その日の生計が立つ範囲

だけ稼げばよい、という人が大半を占めるの

である。その点で、同じ路上でも、ただ物乞

いをする人々と、何かを与えようとするスト

リート・パフォーマーは、全く異なるものと

言えよう。

このように、、生きるために働く〃人々と

は対象的に、物質に取り囲まれ現代社会に生

きる殆どの人々は、、働くために生きる〃と

いう生活を、当然のように過ごしてはいない

だろうか？

ストリート・パフォーーマーは、現代社会の

状況に満足できず、その感情を表現する場を

路上に求めた人々である。彼らが織りなす芸

術の中に、社会に対する何らかの問いかけと

いうものを、我々は見る事ができるのである。

～ストリート・パフォーマーの生活～

とかく経済の動向が注視される、物質文明

の中で生きる人々は、まるで働くために生き

ているのではなかろうか…？そのような現代

の風潮とは一種異なる生活を営む人々をスト

リート・パフォーマーの中に捉えた。シアト

ル市在住のR,'hinは、実際に彼が取材したビ

デオも用いながら、ストリート・パフォーマー

と社会との関わりについて紹介した。

歌や演奏、ダソスに曲芸と、何かを訴える

ために、または、ただ単に人々を楽しませる

ためにと、様々な活動が路上で行われる－そ

れがストリート・パフォーマンスである。だ

が、なぜ彼等は路上にとどまるのか？別に著

名なアーティスト達に技術が劣っているわけ

でもない。ただ彼等の目的が、富や成功に無

いからである。流行や現代の風潮に流される

｢美の象徴について」

（甲斐 順子）

生命の価値を尊びあうのだと考えている。そ

してまた真の芸術とは存在するものに対する

精神的愛情のもとになりたつのだと解釈して

いる。戦争の残虐さを表したPicassoの、Gu

ermca〃等を例にあげ、人間が芸術に、芸術

が人間に与える力を論じた。発表の場では分

科会のメンバー1人1人に自画像を描いても

らい、触れることのできなかったお互いの考

えや、客観的に見つめた各自の人間性を確か

めあった。出来あがった自画像は様々な形色

彩で描かれ、主人とは違う姿をしながも、各

美には客観的に知覚される表面的な美もあ

るが、それとは別に主観的な経験により発見

しうる美もあると考えられる。私は、ペーパー

の中で、それらの美の内に人類が追求すべき

理念があることを前提とした上で、その美が

人間の実生活とどのような関わりをもつかを

論じた。芸術的価値をもつとみなされるあら

ゆる表現の形態が、違った価値をもち違った

影響力を与えると考えながらも、どの人間の

中にもその美を享受する器があり、だから時

間的に空間的に人類が共通の意識をもって、
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自の個性を主張し意志を示していた。

音楽で我々が知るモノ・出来るコト

（梶原 絵麻）

ドの歴史を追ったo70年代から始まって、反

アパルトヘイトやアフリカ難民救済、反核、

人権保護、環境保全、そして近年はエイズ患

者救済基金のためのレコードも数多く出され

ている。その中から特に、世界的に話題となっ

た、「ウィ・アー・ザ・ワールド」を取り上

げ、チャリティー・レコードの意義やその影

響を考察した。

分科会の発表では、実際にテープ｡を流して

曲を聴き、様々な意見を聞くことができた。

同じや知る〃とは言っても、個人によって曲

の捉え方は異なるし、また、それが必ずしも

何か、できる〃という行動には発展しない場

合が多いにせよ、音楽が人々の感情を豊かに

してくれると同時に、このような社会問題へ

のアプローチもなり得る、ということを考え

る機会となった。

音楽一それは国境を越え、世界中の人々の

生活に潤いを与えている。その音楽がもつメッ

セージ性について、特に社会的なメッセージ

を表現する曲は、人々にどのような影響を与

えるのか、という事に注目した。

ホームレスの人々について歌ったフィル・

コリソズの「アナザーデイ・イン・パラダイ

ス」や、かの有名なジョン・レノソの「イマ

ジン｣、環境保護をテーマにしたシカゴの

「ゴッド・セイヴ・ザ・クィーソ」等々を例

として挙げ、そのような曲を通じて、その背

景に存在する社会問題を､知る〃ことが出来

る、音楽によって把握する事ができる、とい

う点を捉えた。

そして次に、、知る〃と同時に、そのよう

な問題に対して、音楽を通じて我々が、でき

る〃ことは何かと考え、チャリティー･レコー

5人のアメリカ人マエストロ女性指揮者

(SaraJobin)

性や母親としての立場を考慮しない限り、女

性指揮者が個人的犠牲を強いられることにな

るとしている。そして彼女達に共通する最も

重要な資質は、女性としてではなく音楽家と

しての才能であり、現在増え続ける女性指揮

者により、その才能は認識されるだろうと主

張した。Sara自身が女性指揮者、ピアニス

トとして現在活躍している。発表では彼女が

実際に指揮する場面をビデオで披露した。彼

女のテーマは、指揮者だけではなくジェンダー

としての問題に、さらにあらゆる差別問題に

焦点をあてており、現存する社会問題を厳し

Saraは5人の女性指揮者をとりあげ、彼

女たちの立場から、現存するジェンダー問題

について鋭く追究した｡19世紀から20世紀に

かけての歴史的背景を説明し、女性音楽家へ

の理解も深まってきたものの、依然存在価値

は低く、特に女性指揮者に対する差別が大き

かったことを述べている。また優れた能力と

努力により、第二次世界大戦後アメリカで活

躍した女性指揮者の経歴券あげ、その現状と

実在するジェンダー差別を呈示した。その差

別が起こる要因として、教育や文化的背景、

出産、それをとりまく社会事情等をあげ、女
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く批判している。実際に活躍している女性指

揮者からの意見はとても貴重であり、発表の

際も彼女の経験、芸術家としての認識や考え

方なのに対する、他の人達からの強い関心が

寄せられた。

1990年代のテクノロジーと音楽的美学

OoannLin)

監視すべきであることを提案している。1990

年代において、発達した技術が音楽作品の創

作に利用され、濫用されていることは、世界

的にも注目を浴びている。発表の場では、V

amlla･I",Manah･Carey等の曲をテープ披

露し、現代のミュージシャソによるヒットソ

ングの実状を示した。Joannは、技術がもた

らした音楽的な質の向上や、奇跡的な音楽家

の出現に疑問を持ち、その意義を論じている。

彼女のテーマやその内容は、現在関心を集め

ている問題を音楽面からとりあげたもので、

反響も大きく、44回JAエ最優秀論文に選ば

れた。

Joannは現代の錯綜する音楽における技術

の位置・役割と、その審美的意義に焦点を当

て、幾つかの観点から論じた。音楽技術の近

年の発達については、質の向上を目的とした

録音技術や人口変声、シソセサイザーやコソ

ピューター、伝統的な技法を用いずボタンを

押して音を調節するハイパー楽器、また自然

界や他の曲から抽出した音やリズムを作曲に

用いるデジタル・サソプリソグをとりあげて

おり、その発達の方向性、また音楽や人間性

にもたらす功罪について論じた。そして、音

楽家は芸術による音楽的才能の表現とその危

険性を正しく認識し、細心の注意を払うべき

であること、同時に聞き手もそのふるまいを

写真による自己表現（スライド発表）

(LisaKim)

課題だからだ」と言う。写真芸術ではよく社

会問題の直接の現場や自分以外の人間の姿を

被写体とすることがあるものだが、その中で

彼女の自分を見つめる真蟄な眼は、芸術家と

しての意気込みを別の形で表しているように

思われた。また、社会的な意味では、彼女は、

彼女自身を含めたアメリカ（ニューヨーク）

におけるアジア系女性の社会での、あり方に

焦点をあてているということだ。

発表の後の討論では、写真芸術にかかわる

様々な要因がとり上げられた。その中でも特

に、いわゆる「わいせつ」だと言われるよう

な写真やホモ・セクシユアリティの性の姿を

4人目の発表者LisaKimは、彼女の専門

分野である写真芸術についてプレゼンテーショ

ンを行った。彼女は、自分の撮ったいくつか

の作品をスライドを使って紹介し、彼女自身

の写真芸術に対するとり組み方、考え方、表

現の内容などを新鮮に語ってきかせた。

被写体としては、主に自分自身の顔（セル

フ・ポートレート）が中心で、様々な角度か

ら、また様々な装飾を加え、感情や思想の微

妙で複雑な様想を巧みに表現しているように

見られた。セルフ・ポートレートを中心とし

ていることの理由を彼女は、「今は、自分が

いったい何なのか、自分自身の探求が、第一
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表現するものなど、芸術と現実の人間のあり

方、その表現、芸術を通して主張される人権

などなど、興味深い討論がさなれた。人間性

の隠された部分、抑圧された部分を解き放ち

人間の他面性を私たちに示してくれるのも、

芸術のもつ一つの大きな働きだろう。

T.iRaは、写真芸術が作品として現われるま

でに複雑な工学的過程を経なければならず、

それが絵画との大きな違いである、という点

も説明した。

芸術家（写真家)Lisaの自信に満ちた新鮮

なプレゼンテーションだった。

メセナーロレンツォ・デイ・メディチとの対話から

（増井早知峰）

この問いが討論の骨子であった。

幸い前日のフィールドトリップで、芸術表

現の支援者からの自由（表現の自由）を主張

したためにNatonalEndowmentfortheA

rts(NEA)(米国連邦政府に属す公的間機関

であり、芸術家や団体への資金援助を約束す

るもの）を解雇されたFroymnayer氏を訪ね、

芸術表現の自由と芸術支援のあり方について

話をしたこともあり、このテーブル討論の参

考になった。

討論は更に、果たして良い芸術と悪い芸術

というものがあるのか、メディアの力が強い

今日、私達は本当に自分の意志と判断で芸術

を享受しているといえるか、など芸術をとり

まく様々な問題を扱い、結論などもちろん出

てはこないものの、大変内容豊富な刺激的な

討論となった。

、芸術表現の自由〃という問題は芸術が実

社会に生きるものである限り、永遠の問題と

して私たちは議論していかざるを得ないだろ

う。

私は分科会一人目の発表者としてPatrona

geandToday'sM"1at:DialogueWit

hLorenzode'M"id(「パトロネージュと

今日のメセナ：ロレソツォ・デ・メディチと

の対話｣）に基きプレゼンテーションを行っ

た。

ペーパーの内容は、歴史の中でも芸術活動

支援に最も積極的であった人物の1人として

有名な、15世紀フィレンツェのロレソツォ・

デ・メディチと増井本人が対話をし、そもそ

も芸術支援（パトロネージュ）は芸術活動に

どんな影響（ポジ・ネガ両方）を与えており

またロレソツォの時代の芸術を囲む環境と今

日の東京のそれとを比べ、もう一度、今日の

芸術支援のあり方を考えてみようというもの

である。

芸術家自身が豊かになった今日でさえ、歴

史的な大作を芸術家が造り出そうとするとき、

その製作や発表の機会を得るためのバックアッ

プが必要になることは極めて多い。そのとき、

政治的拘束を支援者から受けることなく芸術

活動（創造）を行うことは可能なのだろうか。
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企 業 と 社 会

総 括

（鳥越あすか・佐藤正典）

生が日本企業の経営システムを予想以上に高

く評価しており、米国企業もこれには学ばな

ければならないと考えている点が印象的であっ

た。

第二に、これからの企業と社会の在り方に

ついてである。海外直接投資が増加するにつ

れ、経営スタイルや文化の違いから現地社会

との軌鰈や問題が生まれている。また国内で

も企業の社会貢献の在り方が問われ始めてい

るが、企業は果たして社会とどのような関係

を構築していくべきなのかについて、議論が

交わされた。

第三に、より大きなテーマとして、日米両

国の経済協力体制の強化の必要性である。協

力の仕方には様々なオプショソがあるが、と

もかく経済的に対立するよりも強固な協力体

日米両国における企業は、今や国内社会だ

けでなく国際社会においても最も影響力を持

つアクターにまで成長した。それゆえに、摩

擦を作り出す最前線ともなり得るし、また企

業の在り方自体が社会に与える影響も計り知

れないものとなってきている。日本企業によ

る海外直接投資に関わる様々な問題点や、企

業の社会的責任がクローズアップされるよう

になったのも、それだけ企業の役割が以前と

比較して増大していることを示しているので

ある。

こうした状況の中で、当分科会での論点は

大きく三つに分けられる。第一に、日米双方

の学生から見た両国企業の改善点の提示であ

る。討論を通しては、自国の企業の体質に対

する鋭い批判も飛び出した。特に、米国側学

(左より)StephanieWeston,KevinKim｡鳥越あすか，佐藤正典，寺澤実紀，

堀部 智,UsaMizumoto,LouisRoss,WalterHutchinson
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制を築いていくことに力を注いだ方が、日米

両国の将来にとってより有益であることでは

意見が一致した。

（実地研修）

①米国証券取引委員会

国際問題担当のL.アルブレヒト氏をはじ

め、委員会を構成する各部署の方々に次々と

お話をしていただき、ホワイトハウスからも

議会からも独立し、自ら不正の捜査にあたる

ことができるなど強い権限を持つ委員会の機

能が紹介された。

②WhiteHouseExmuutiveOffi"

7月31日10:30-12:O0

WhiteHouseExecutiveOfficeを訪ね、

日米構造協議の担当官、W・マルヤマ氏から

お話を伺った。最初に協議の目的に対する米

国の考え方、日本政府の対応に対する評価な

どにつし､て25分程説明を受け、その後質疑に

入った。質疑では日本の系列に対する米国側

の指摘に一部誤解がある、などの点について

30分ほど議論が行われた。分科会メンバーは

日米構造協議に関心を持ち、日本側の要求項

目である(1)米国の高金利(2)その要因である

過剰消費性向、また米国側の要求項目である

(1)系列（2疏通、等の問題を議論してきたが、

政府担当官から直接話を聞くことができ、一

同にとって有益でエクサイテイソグな機会と

なった。

③商務省(DepartmentofCommerce)

8月3日 3：“－4：00

商務省では、5人の担当官から対日貿易の

ポリシー、米国政府の考え方などについてお

話を伺った。この中で、政策担当者が米国の

産業競争力の低下に強い危機感を抱き、重要

な政策の転換が不可欠であるとの認識を持つ

ていることをあらためて強く印象づけられた。

日本の通産省が採るような産業政策を導入す

る意志があるか、との質問に対しては、消極

的な印象を受けた。

④ブリジストソ・ファイアストソ株式会社

ブリジストソは、日産と並びテネシー州で

最も成功した日系企業の一つである。広報担

当マネージャーのR.'I11omas，J.Tayla両氏

のお話から、日米双方の社員の協力体制、従

業員教育、地域社会における奉仕活動への積

極的参加など、成功の要因の一端を垣間見る

ことができた。

⑤ピルズベリーエ場

家庭向けのパンケーキのもとや冷凍パイな

どの商品で有名なこの工場では、19帥年から

「チームシステム」を導入し、従来よりも個々

の従業員により大きな責任を任せることで活

性化を図り、成功している。実際に工場を見

学し、生き生きと働く従業員の方々からお話

を伺うことができたことは、大きな収穫であっ

た。米国の企業が変わりつつあるのを強く感

じた訪問であった。

（おわりに）

内容が非常に高度であり、かつ参加者の知

識や経験の差がかなりあったため、時には議

論が噛み合わないこともあったが、それぞれ

のレベルで少しでもこの分科会で得るものが

あったことを祈るのみである。また、米国側

学生の尽力のおかげで、実地研修では貴重な

お話を聞くことができた。最後に、この経済

の分野に全く無知であった私をサポートして

くれた参加者の皆さん、そして一緒に分科会

を引っ張ってくたれ相棒、Kevinに心から感

謝を捧げたい。
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米国における日系企業

(Kevin,D,Kim)

視されない。しかしマツダは生産過程に着眼

し、効率化への「改善」を重ねている。トヨ

タは生産に必要最小限の労働者と材料を用い

る「ジャスト・イソ・タイム(JIT)」を導

入し、効率化を追求している｡Jnの欠点と

して、労働者の訓練不足や負債の多発が挙げ

られる。また、牛産渦程における一部分の改

善は他の個所にプレッシャーを与え、労働者

にフラストレーショソが鯵積してしまう。

日本的な経営システムを受け入れる際に、

二国間の文化や社会の相違、特に米国人が日

系企業の一員になれるかどうか、ということ

は考慮されるべきである。経営レベルの信用

に関わるこのような相違は、労働者への素直

な対応によって解決の糸口をつかむことがで

きる。そういったプロセスを重ね、地域社会

の一員として認められることによって、日系

企業はやっと米国での成功を収めたといえる

であろう。

～ミシガソ州・マツダを例として～

日本企業による米国への直接投資は、米国

人に様々な疑問を投げかけている。例えば、

労働者と経営者の関係、日本的な経営システ

ムの流入、地域への影響、そして地域と企業

の依存関係である。ミシガン州に進出してい

るマツダを例として、日系企業が米国社会に

受け入れられるかを考えてみたい。

マツダではブルーカラーの労働者も経営に

参加する。独自の品質管理を行い、生産過程

の向上に貢献している点で、米国のビッグ・

スリーによる経営形態とは異なっている。労

働組合は工場内に存在し、合同自動車組合と

は別組織である。米国人にとって労働者と経

営者の密接な関係は、生産力向上に伴う解雇

を想起させるが、日本企業は企業内の効率を

念頭に、両者の良好な関係の維持を重要視し

ている。

米国工場では、牛産過程における欠陥は重

企業の社会的貢献

（烏越あすか）

つまり、利潤追求を第一義的に優先す

ることが、結果的に最も効率的な社会へ

の貢献だとする考え方である。

現代社会において企業は資金的にも、人

的資源、情報やノウハウの蓄積において

も最も力を有する組織であり、そうした

力に見合った社会貢献が求められている。

また、企業が社会において力を持つよう

になったのも、社会全体の恩恵があった

からである。したがって、企業は自らの

資源を公益の為に積極的に活用する責任

今日、企業は国際社会と国内社会の双方で

最も影響力のあるアクターヘと成長した。そ

うした変化にしたがって、企業がとるべき

「社会的責任」の範囲についての議論も注目

されるに至っている。この問題に関しては、

次のような代表的な対立意見がある。

1．企業は規制や法律を遵守して、消費者ニー

ズに合った商品やサービスの生産・供給

を効率的に行い、消費者の利益、株主利

益や従業員の利益を増進させる責任のみ

を負う。

2
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があるという考え方である。

こうした社会的貢献に関する議論の中で最

も意見が分かれるのが、最近注目されている

「コーポレート・フィラソソロピ－」につい

てである。フィラソソロピ－とは、元来市民

個人が自らの公益活動を進めていく考え方で

あるが、近年では、企業も社会の一員として、

企業本来の業務と無関係の分野～社会福祉や

文化・学術分野への寄付など～においても積

極的な貢献をしていくことが求められる傾向

にある。

討論においては、こうした既存の意見をも

とに、日米両国のそれぞれの状況にあった企

業の社会的責任の在り方について意見が交わ

された。日本においては社会保障などの行政

サービスがかなり進んでおり、他方米国にお

いては相互扶助の伝統が企業にも当てはまる。

こうした社会構造の相違によって当然企業の

社会的貢献の在り方も変わってくる。だが、

いずれの場合にせよ、資金による貢献だけで

はなく、従業員であると同時に市民社会の-一

員である社員による地域への活動をバックアッ

プするような、人材面からの貢献をもっと推

進するべきであろうという意見が大半を占め

た。

DUO～日米企業合弁の必要性～

(LisaMizumoto)

倣し、それを応用し製品化することによっ

て貿易黒字を稼ぎ出しているだけである。

つまり自前のアイデアを出すことができ

ない「猿真似国家」だという、日本の高

度経済成長時代の頃からのイメージが拭

い去られていないこと。

通産問題の交渉に臨んでいる米国政府の

高官達は、日本の市場解放努力には目を

くれず、規制が緩和されていない分野に

焦点を絞り集中攻撃しているため、日本

の「アソフェア」な部分が過大にクロー

ズアップされてしまうこと。

日本で成功している米国企業は、競争相

手が増えることを恐れて自分達のサクセ

ス・ストーリーを語ろうとしないどころ

か、むしろその特殊性を協調しているこ

と。

日本人は欧米と違い、新しい技術の発明

や発見をあまり公開したがらない性質が

あり、「一人勝ち」あるいは「技術ダダ

米国にとって、経済の競争力低下は今や非

常に深刻な問題であり、11月の大統領選挙に

おいても重要な争点の一つになることは間違

いない。経済再生への処方菱については議論

百出だが、一つの鍵を握るのは「日本市場へ

の参入」であると言われている。

米国企業は、近年、日本でのシェア拡大の

為に日本企業との合弁に力を入れているが、

その効果については疑問視する向きも少なく

ない。日本市場では外国企業を排除する直接・

間接的な厳しい規制があること、また合弁に

よる米国の先端技術の流出が、かえって日本

の競争力強化を促進する結果になっているこ

となどがその理由である。こうした論調が現

実を直視していない、いわば「固定観念」で

あることは、今日徐々に証明されつつあるが、

一方、そうした考え方が多くの人々に浸透し

ていることもまた事実であり、その原因とし

て以下のようなことが考えられるのであろう。

1．日本という国は、米国の優れた技術を模

ワ
ム

3

4
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術、ヒト、品質管理など様々な点で高水準を

維持している日本企業と、より一層の協力関

係を推進していく必要性が指摘された。

乗り」のレッテルを貼られやすいこと。

討論においては、米国経済にとって緊急の

課題は、こうした誤解を取り除いた上で、技

日米関係の新しい地平線一協調と調整

（佐藤 正典）

いえない。指導者の間にも国民に理念を提示

するといったポジティブな姿勢よりも転換期

特有の方向感覚の喪失にも似た現象が見える

ような感じを受けるのである。

1．叩かれる商人国家ニッポソ

(1)戦後日本一サムライ国家の方向転換

日本は、戦後、吉田保守党政権以来、それ

までのサムライ国家から脱却し、商人国家な

いし町人国家とししての道を追求するように

なったといわれる。保守党の構想は、軍備を

最小限にとどめ、民生中心の経済主導型国家

を建設するというものであった。こうした基

本政策は、戦争を憎む国民各層の強い支持を

集め、それが保守党の長期政権を可能にした

決定的な要因ともなったのである。官民は実

によく協調し、日本の経済的繁栄の基盤作り

のために逼進した。

しかし、軍備増強に走らず、他国に武力介

入をしないという平和国家日本の国是は、諸

外国から見ると、国際社会において先進国ク

ラブのメソバーとしての政治的責任を放棄し

た孤立主義として映った。また企業の経済活

動によって繁栄と安定を確保するという日本

社会のプラグマチックなあり方は、危険な経

済侵略として強い批判を浴びるようになった。

そうした批判は、近年特に強まってきており、

日本人の間に不本意な思いと、やるかたない

フラストレーションを惹き起している。

こうした現状を打破するためには、新しい

国際環境に則した日本の進路を確定すること

が必要である。しかし日本人自身の問に、今

後国際社会とどのように関わっていくべきか

について、国民的なコンセソサスがあるとは

(2)商人国家ニッポソに対する批判

日本に対しては、これまでさまざまな批判

が寄せられてきたが、それらはおおむね、国

際社会において先進国としての応分の責任を

果たしていない、企業行動・産業政策が国際

協調的でなく、公平・公正の観点からみて問

題がある、といった内容に要約できる。いず

れにしても商人国家ニッポソの姿を反映して

経済問題が突出している。

これまで米国から寄せられた日本批判には、

次のようなものがある。

①日本の企業集団は、排他的な「系列」を

形成し、「系列」内取引を優先させるた

め、外国企業にとって機会均等が与えら

れておらず、不公平である。

②日本は、官民一体となって強力に産業政

策を推進しており、官が民を主導ないし

バックアップする構造は外国企業との競

争上不公正である。

③日本企業は、株式の相互保有による法人

間の相互支配が強力で、そうした法人株

主との話し合いによって経営方針が決定

されており、個人株主、外国人株主は株

主としての権利を無視され、経営から排
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除されている。 て他国に向かって指導力を発揮する時の米国

の顔と、内政問題に取り組んでいる時の米国

の顔は明らかに違って見えるのである。外か

ら見ると、米国はひどく病んで見えるのだ。

病める大国アメリカー日本人の持つ最近のア

メリカ観は、苦悩し、自らの問題に容易に解

決策を見いだせないでいる大国の姿である。

そうした米国の姿は、ブルーカラーに対する

処遇と経営者の高額報酬の問題に浮き彫りに

なっているようと言えるだろう。

(3)日本の企業系列

⑤系列とは

19”年代に入って日本企業の海外進出が

加速されると、日本企業の巨大な組織間関

係が海外から注視されるようになった。次

の数字を比較してみてほしい。

生産台数 従業員数

G曰画al

Motor 5㈹万台 780,mO

トヨタ 4㈹万台 65,㈹0

系列270社

「ケイレツ」という言葉は、今や欧米の

雑誌にそのまま登場し、日本の高品質と低

価格を支える「魔法の杖」という取扱いを

受けているのである。

⑤系列をめぐる問題

日本経済の中で系列の果たしてきた役割

を忘れることはできないにしても、系列の

中核企業が協調、長期的な発展、共生のた

めに必要な枠を越えて下位企業に無理を強

いているとすれば日本の系列システムは現

代的な意味を持ち得ないであろう。合理性

や創造性を導入することによって日本経済

が弱体化するというものであれば、そのよ

うな日本経済は今後変容しなければならな

いと思われる。

3．新しい日米同盟

ソ連・東欧が崩壊し、東西冷戦構造が終結

する前後から、アメリカ人の日本に対する意

識が確実に変化しているようにみえる。新聞

報道によれば、米国人の多くが米国最大の脅

威は日本の経済力であると感じている。東京

に住むある米国人は、最近私に次のように言っ

た。「米国が日本に強い関心を持ってきたの

はソ連に対抗するという目的があったためで

あり、ソ連が崩壊した以上、日本に対する意

識が変化するのは当然である｡」この言葉は

鋭く現実を語った言葉だといえよう。しかし、

もし、この言葉が、日本を米国の新たな敵に

据えることが当然だという意味ならば穏やか

でない。なぜならば、こうした見方は、米国

が常に敵を必要としているように聞こえるか

らである。

イギリスのサッチャー前首相は、ソ連崩壊

直後に次のように語っている。「米国はつい

に冷戦に勝利を収めた。しかしこの勝利は、

米国一国で得られたものではない。西側同盟

の結束があって初めて可能となったものであ

る。日本は、西側同盟諸国の経済発展の牽引

役として、冷戦勝利を促進する上で貢献した。

今、共通のゴールを達成した日本と米国が何

2．病める大国米国一日本人の見る大国の姿

国家の力を経済力、軍事力、文化的な影響

力などの総計として測ることができるならば、

米国は、今日もなお、総合的な力において世

界最大のパワーであると言える。事実、米国

は冷戦終結後も引き続き国際問題の解決に指

導力を発揮してL､る。しかし、外交面におい
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ていくことが大切なのだ。ゆえにいがみ合わなくてはならないのだろう

か｡」

(2)日米共同の敵

重要なことは、ソ連が崩壊したことにより、

日米両大国が共同の敵を喪失したと考えるこ

とは重大な事実誤認である、ということであ

る。

今日の国際社会は、貧困・難民問題や環境

破壊、さらには大国のくびきから解き放たれ

たことによる地域紛争の多発に悩まされてい

る。難民や貧困の問題は、今後ますます国際

社会の不安定要因となっていくだろう。これ

らの問題が日米両大国が立ち向かうべき共同

の敵でなくて一体何であろうか。

日米両国は、地域社会全体を視野において、

冷戦の時と同じような強固な同盟を組んでこ

れらの問題の解決に指導力を発揮しなければ

ならない。そうした同盟関係こそ、国際社会

の指導者の名にふさわしいものである。強力

なパーートナーとなるべき両国が、お互いを叩

き合い、敵に仕立てあげるようなことはもう

やめなければならない。

国家が叩きあい、抗争する背後には、相手

を打ち負かし、自らNo.1になろうとする意

識があるはずである。しかし、相互依存関係

の高まった今日の国際社会において、ひとつ

の国境線の内側にいるひとびとが、別の国境

線の内側にいる人々を圧倒するということは、

無意味なことなのだ。日米関係について言え

ば、両国は特にその経済的な関係において国

境線を越えて相互に強く依存し合う関係にあ

り、一方の破滅はすなわち他方の破滅を意味

する。日米は、お互いに相手をノック・アウ

トしようなどと考えるべきではない。Your

ProUanisQJrProblem,arnOurpmblem

isYourProblem.－この精神でつき合っ

(3)調整と協調

今日、国際社会にかかわる主要な問題を米

国だけで解決することはできない。PaxAm

ericana(米国による平和）の時代は去った

といわれている。湾岸戦争を米国一国で戦う

ことができなかった事実は、その象徴的な出

来事として理解されている。世界の新秩序は、

西側主要国が「調整と協調」を通じて維持し

なくてはならない時代となったのである

(PaxConsortis)。

(4)経済主導型の国際社会の課題と展望

安全保障における軍事力の比重の低下とと

もに、今後主要国は、民生中心の経済主導型

国家に移行していくだろう。主要国が経済的

影響力を重視し、経済面の競争力を高めよう

とすれば、国際社会は相互依存関係を通じて

安全保障を高める一方、以下のような新たな

問題を惹き起こすことが考えられる。

①主要先進国は、産業経済の死活を制する

科学技術の開発にしのぎを削り、科学技

術の情報戦において優位に立つためにあ

らゆる手段を尽くすであろう。今後主要

国の緊張・確執が科学技術の情報戦をめ

ぐって発生する可能性はきわめて高い。

②経済主導型の国際社会においては、加速

度的に富の偏在と経済権力の集中が起こ

るため、貧困・難民の問題が恒常的に発

生する可能性が高い。さらに、富の配分

と国際システム維持のコスト負担をめぐっ

て、先進工業国と発展途上国との間に橘

造的な緊張関係が発生し、国際社会の重

大な不安定要因となるおそれがある。
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輸出を誘発することにつながるだろう。

⑤各国の制度・慣行の透明性の確保

各国が経済活動の面では相互の信頼を醸

成するためには制度や慣行を公開し、透

明なものとしなければならない。これは、

公正な取引を確保するための前提として

も重要である。

＠公正取引のための原則の確立

国際取引において、不公正な取引を排除

し公正な取引を確保することは、不可欠

の前提である。しかし、ダンピング、移

転価格税制、知的所有権侵害、独禁法違

反等のケースにみられるように、公正取

引の概念には立証・認定の困難が伴うば

かりでなく、相手方企業との抗争のため

に不公正取引を理由として闘う場合もあ

り、この問題の解決を一層困難にしてい

る。今後取引慣行の中から、公正取引の

ための諸原則を確立していく必要がある。

まず、②については、富の偏在を是正し、

再配分するためのシステムを導入しなければ

恒常的な緊張の発生を吸収することはできな

い。そうした努力を怠れば、主要国は将来に

わたった貧民・難民救済のための資金援助、

現物供与、軍隊・医療チームの派遣、難民受

け入れ体制の整備等、循環的に高いコストの

負担を強いられることになるだろう。

①については、国家間の緊張の発生を未然

に防止するために、次のような理念に従って

制度整備を行うことが必要である。

、規制の国際的調和

各国の立法．行政上の基本的な規制を国

際的に調和させることが、国際摩擦を緩

和する上でも国際関係維持のコストを最

小化する上でも重要である。国際的な調

和が進展しなければ規制のゆるい国に操

業・営業利潤が集中し、不正行為や公害

TheSIowingofanlndustrialJuggernaut？（巨大産業国家の衰退）

(WalterHUtchinson)

はじめに 業のこれまでの問題点が浮かび上がってくる

ように思われる。すなわち、米国政府は、民

米国はこれまで軍需産業の育成を図ること 間用の機械道具産業分野に対して何の政策も

に注力してきたが、日本は民間・非軍事ベー 持たなかったために、産業の自壊作用を招き、

スの技術発展に力を注いできた。こうした両 世界経済における地位を喪失するに至ったの

国の政策の相違点は重要である。今後、基本 である。この点について、製造業の衰退は米

政策の変更をしないかぎり、米国は産業技術 国だけでみられる現象ではなく、世界経済全

のあらゆる分野において日本の後塵を拝する 体の中で製造業全体がその重要性を失いつつ

ことになるであろう。 あるという見方は、誤りである。なぜなら、

米国の衰退に反し、外国企業の優勢は景気後

米国機械道具産業の衰退とその原因 退にもかわらず続いており、米国の機械道具

産業が後退させたシェアを獲得しているから

米国の「機械道具産業(machinetool である◎米国は、もはや世界経済の中で唯一

industry)」に焦点を当ててみると、米国産 の強者ではあり得ない。この衰退の原因には、
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米国政府は、これまで、この分野に民間活

力を導入し、健全な市場原理を導入すること

を怠ってきた。それが機械道具産業の競争力

を弱めることになったのである。こうした米

国政府の政策のあり方及び問題点は、米国産

業全体に通用するということを思い起こす必

要がある。

米国も日本もこの分野においては産業政策

というものを持ち、それを実施してきた。し

かし、米国が専門化した特殊な道具に特化し

ようとしたのに対して、日本は民間の大量消

費市場をターゲットにしたのである。そして、

今や、大量消費市場こそがこの分野において

世界戦略を推進する上で重要であることが判

明したのである。米国は、こうした基盤を無

視したために、世界におけるリーダーシップ

を喪失することになった。しかし、こうした

事態に対処するために米国政府がただちに保

護育成の政策を取ることは誤りである。

低い生産性や拙劣なマネージメント、技術の

立ち後れ、などがあると思われる。しかし、

それは同時に、政府の過った産業政策、すな

わち、軍需部門には巨額の資金を投入し将来

の計画を策定するが、民間部門においては活

性化のための適切な政策を取らず、無為に任

せるという姿勢にも起因するものである。こ

うした観点から見て、米国の軍需関連産業は

長期的かつ国家全体としてみても、必ずしも

良い効果をもたらしてきたとは言いがたいよ

うに思われる。現に、世界をリードする機械

道具の牛産基地であった米国がその地位から

転落したのは、この業界が軍需関連だけに活

路を見いだそうとし、民間用・汎用性の高い

部門においては競争力を失い、自滅したこと

による。バーグマスター社の例は、米国政府

の過去の誤りと今後の産業国家米国の基本指

針について、重大な警告を与えるものである。

日本では、民間・非軍需の汎用性の高い機

械道具が重視され生産されてきたため、民間

活力が促進され、この分野に健全な市場原理

が機能してきた。これに対し米国では、機械

道具産業は軍需に直接関係する分野として発

展してきたために、価格形成にも市場メカニ

ズムは機能しなかった。こうした背景のため

に、今I1、米国の機械道具は民間用には適さ

ない高価格なものになってしまった。

結語

米国は、引き続き世界最強の経済力を誇る。

我々は、機械道具産業の衰退の原因を踏まえ、

政府の政策ないしは無策が米国産業界の将来

に大きな影響を及ぼすことを認識し、米国政

府が今後長期的な観点から産業界に対して取

るべき政策を探ることが必要である。

ユニバーサルな経営システム

（寺澤 実紀）

ステムを検証し、ユニバーサルな理想的経営

システム論じてみることにしよう。

日本的な経営システムにおける三種の神器

は、終身雇用、年功序列、企業内労働組合で

ある。集団主義の及ぼす影響も大きい。螺旋

日本企業及び日本的な経営システムは、不

正であるという理由で批判を受けている。日

本的な経営システムは、不正行為なのであろ

うか？真相究明のために日本的な経営システ

ム及び、日米の視点から見た理想的な経営シ
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状の昇給を促す人事にも特徴があり、企業内

の水平的なつながりを強くしている。経営シ

ステム以外に、品質管理や雇用者間の協調促

進による、効率的で安くかつ良質な製品の生

産が日本経済の成功要因として挙げられる。

RoLI-tB.Reichの､'IYEIいくtAmafican

Frontier〃を参考に米国的な経営システムを

年代別に考えてみると、1870年～1920年は資

本や労働が極めて流動的な「流動の時代」で

あり、英国の産業革命に便乗して生産力の増

加に成功した。1920年～1970年は科学的な経

営が発案され、経営上のヒエラルキーが構築

された「経営の時代」であり、情報収集が重

要視された｡1970年以降、米国経済は「袋小

路」に入り、雇用が減少し、経済循環が悪く

なった。今後は「日本資本の時代」であり、

全体的な視野からフレキシブルな対応ができ

るシステムが理想的である。

日本では、理想的な経営システムとしてこ

れに似た「人本主義」が考えられている。こ

れは経営戦略として、人を重要視するもので

ある。利益の均等配分を重視すべきだ、とい

う意見もある。

経営システムの目的及び成功基準は、生産

力アップである。過去には生産力として搾取

され、現代に至っては生産力増大のために搾

取されている「人」が、今後重視されるよう

な経営システムが理想的ではないだろうか。

理想の企業像を求めて

（堀部 智）

み出す労使協調体制が、絶え間ない技術革新

を可能にし、さらに研究開発、設計、製造、

販売といった各々のセクションが互いに情報

を共有し合い、チームワークを重視してその

成果を高品質低価格の商品という形で生み出

す。これに対して米国企業は、産業政策の混

迷、短期的利益重視の経営、労使対立による

技術革新の遅れ、情報の共有とチームワーク

との欠如等から生ずる非効率性といった欠点

を抱えている。さらに、放漫財政、過少貯蓄、

教育政策の不十分性といった外部的要因や企

業家精神の衰退といった致命的な要因も加わっ

て結果として生産力を落としてしまったとい

うことである。

出発前の私は、日本企業＝優等生、米国企

業＝劣等生という拭い難い印象を抱いていた。

しかし、会議での議論や現地の企業の視察を

重ねるごとにやはり問題は、そんなに単純で

はないと改めて強く感じるようになった。確

世界のGNPの半分を占める日米経済は、

その相互依存性の高さとは裏腹に、激しい摩

擦を抱えている。現在に至るまで、繊維、自

動車、半導体等多くの分野で貿易摩擦が生じ

てきたが、執れも日本側の暹しい競争力が火

種であった。いったい日本のどこにそんな強

さがあるのかという疑問が出発点であった。

私が学んだ所によると、以下の解答らしき

ものが浮がび上がって来た。通産省主導の産

業政策が産業界に超長期的ビジョンを与え、

優遇税制、補助金、政府公認カルテル等の手

段を通して産業育成を計る。系列、株式相互

保有という日本独自のシステムにより安定し

た継続的取引基盤を築き上げた経営者は、産

業政策の恩恵を最大限に生かしつつ、長期的

経営戦略を練る。貯蓄率の高さを反映して銀

行に集まった資金が長期的視野に立った企業

の経営戦略実現の為に、R&D，設備改良に

投資されて行く。終身雇用、企業内組合が生
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に尽きると思う。多くの人が人生のかなりの

時間を会社で過ごす現代社会に於ては、(3)を

実現することこそ最大の社会貢献であり、最

重要経営目標の一つであるべきだと思う。な

お、発表時には、互いに自国の欠点を認識し

ている両国の参加者が、改善のための手本と

して相手国（つまり、日本側は米国に手本を

求めて）の事例を挙げ、それを本国の側が否

定するという奇妙な現象も見受けられた。社

会に出る前の学生として、些か空論気味の所

もあるだろうが、持てる知識と経験とを尽く

して両国の学生が企業のあるべき姿を議論し

合えたことは、私にとって有意義なものであっ

た。

かに米国企業は、M&A、LBO等に現を抜か

してきた過去を反省し、前述の欠点を改善す

べく大いに日本から学べきだろう。しかし、

逆に日本企業も大いに米国企業より学ぶべき

点がある。組織にあって個性を最大限に尊重

し合おうとする意識、フィラソソロピ－やメ

セナに見られる企業の社会構成員の一員とし

ての確実な自覚等々である。さらに問題だと

思ったのは、米国側は欠点を自覚し改善に向

けて動き始めているのに、日本側は米国側は

自らの欠点に対する自覚が改善が乏しいとい

う所である。私が考えるに、企業の責任は、

(1)高品質低価格な製品、サービスの提供、（2）

社会の構成員としての利益還元、(3)従業員一

人一人に満足と幸福とを与えること、の三点

変わりゆく米国企業～日本企業に学ぶ点～

(LouisRoss)

稟議、和など豊富な日本に関する学識を披露

しながら、コンセンサス重視の経営スタイル

が日本企業興隆の基礎にあると力説していた。

最近、米国ではこのような主張が広がりつ

つあるようだ。コロラドのホームステイでの

ホストファミリーの方も述べておられていた

し、実際米国企業にもこの日本式なるものを

取り入れる動きが出てきている。実地研修で

行ったピルズベリーエ場も一例で、「チーム

ワーク重視の姿勢が大きな成功を生み出して

いる｡」と満足気に語っていた従業員の姿が

印象的であった。

LouisはNUMMI等日米のジョイソトベソ

チャーの例を挙げて、企業に対する責任感、

忠誠心を重んじる方針が生産性の向上に資し

ていると述べた。さらに、彼は仕事の後、同

僚と飲みに行きカラオケ等をする日本の習慣

を美徳だと称え、本音と建て前とを使い分け

長らく世界経済の雄として君臨し続けたア

メリカは、日本やN正S諸国の輸出攻勢に晒

され、国際競争力の大幅な低下に苦しんでい

る。大統領選挙の最大の争点が「経済」であっ

たように、アメリカ最大の問題は、産業の再

生にあると言えよう。これに対する処方菱が

様々なアブ°ローチで模索されているが、

Louisは、マネイジメントの立場から活路を

見出そうとした。日本式経営に強い関心を抱

いている彼は、米国人ビジネスマソの人間関

係に光を当て、「今、米国に欠けているもの

は、企業内に於ける協調・信頼関係と情報の

共有体制の欠如にある｡」と結論付けた。高

給を取り、企業を自己のキャリアUPの為の

単なる手段としてしか考えない、MBA取得

者に見られがちな最近の風潮を、彼は戒め日

本企業に見られる家族共同体的性格を見習う

べきだと主張した。彼は、議論の中で根回し、
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る日本社会の特徴には学ぶべき点が多いと述

べていた。

片や日本では、会社人間としての従来像か

らプライベートも重視する個性的な人間への

脱皮が唱えられているのに、手本の一つであっ

たアメリカで日本の流れと逆行する方向性が

唱えられるのは些か不思議な気がした。今後、

個人主義の国アメリカで日本式経営が如何な

る形で受け入れられて行くか大いに注目して

行きたい。

医 療 と 社 会

EverythingButMedicine&SoeietyTable

（松井恵一）

にすることが出来た。その後現代の黒死病と

呼ばれているAIDSに関しても、正しい情報

を知っているかどうか確認をとられた。つま

り巷でよく云われている誤報一例えばAIDS

感染者の血を吸った蚊に刺されるとAIDSに

感染するというようなこと等である。

また同時に|日い時代の医療機器が展示され

ており、現代の機器との比較が出来たのも興

味深かった。

医療と我々の生活とは切っても切り離せな

い状況がある。つまり医療の目的は、社会構

成の一人一人の生活活動の最も基本である健

康を維持することにあるからである。また近

年科学技術の発展が我々の間のなかで倫理的

承諾を得るのが難しくなってきている。以前

は科学の向上が我々の生活を向上させるとし

て位置付けられていたが、最近では科学技術

の専門家以外の者も技術向上に関して、実社

会とどのように関わりを持つかを考えるよう

になってきた。こうしたことは、技術の多様

化に対する監視機能が働いたものであり、医

療科学技術向上が本当に我々の生活を豊かに

していくか見直させてくれるように感じる。

臓器移植や脳死といったような、科学技術の

向上だけが医療の問題ではなく、AIDSのよ

うな不治の病に対する偏見も大きな社会問題

になってきている。以上にような点を、日常

生活から直接自分が感じとったことから自由

に意見が交わされた。

実地研修

①医学博物館：（医学の成立と予防医学に

ついて）ワシソトソDC

医学博物館では、如何にして近代予防医学

が成立に関する話を聞き、その際に行なわれ

てきた臨床実験についても、興味深い話も耳

②FBI:(応用医学について）

FBIでは、先ずその歴史と組織について紹

介を受け、如何にしてFBIが犯罪と対処して

いるかの説明を聞いた。その後応用医学であ

る、如何にして犯罪人が残した毛髪、体液等

からDNA分析をして犯罪者を発見するかそ

の実験過程を見学した。話では聞いたことが

あるが、実験を目の前にして一同非常に驚い

た。この後誰もが悪いことをしたら、捕まっ

てしまうと感じたことであろう。

付記：この日、担当者が来れなかったため

にそのお詫びとして、拳銃の早打ち場を特別

に見学させてもらい、実際マシソガソ（実際

には使用できないモデル）を持たせてもらい

記念撮影をした。
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③マハリー大学病院産婦人科：（先端医療

と医療倫理について）ナッシュビル、テネシー

州

マハリー大学病院産婦人科では、先ず最初

に産科を見学しアメリカの出産から退院まで

の過程を紹介させてもらった。この時日米の

健康保険制度について話された。つまり、日

本で出産する際に1週間ほど入院するに対し

て、アメリカでは1～2日で退院することに

ついて話された。これは言うまでもなく長期

入院すると高額な医療費を払わなくてはなら

ないからだ。

その後産婦人科の現場の先生から、羊水搾

取、人口受精、代理母に関する現状や問題点

について話してもらった。この時、倫理問題

が大きく取り出されてきたがその際日米間で

は社会構造の違いによりその捉え方が異なっ

た。アメリカでは本人の意志が一番大切であ

り、その意志を尊重するから手術を行なう士

壌がある。また日本のように戸籍や「家と云っ

た概念」が存在しないので、日本で代理母を

を行なったときに産んだ側が母親になるのか、

それとも卵子提供者が母親になるのかといっ

たことが問題にならない等など、非常に為に

なった。

④オリソピック委員会：（先駆医療につい

て）コロラドスプリソグス、コロラド州

1992年は、バルセロナオリンピックの年だっ

た。毎回オリンピックで絶大な力を見せてい

るアメリカのオリソピックは、世界的に科学

的なトレーニングの下で準備されているとき

き、その先駆医療とオリソピックとの関わり

を見学した。噂には聞いていたが、実に素晴

らしい施設で、それが寄付によって成り立っ

ていると聞き同時に驚いた。施設見学では主

にリハビリから、精神后jl鰊、或いは選手のフォー

ムの研究所を廻った。

－最後に－

前にも書いたように医療と我々の関係とは

一体何かと問われたとき、一瞬戸惑ってしか

(上段左より)KenjiHall,平松 英人，松井 恵一,MitziHnizdil

(下段左より）高橋 香織 阿古 智子,SenakaPeter,|ndraniLall
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も知れないが、暫く考えると実際自分たちと

の関わりが大きいことに驚かされる。今回参

加者が一人一人、普段何気なく捉えている医

療問題について話されたことは本当に良い機

会だったのではないだろうか。ともすれば重

いトピックスも、楽しいメンバーが集まって

くれたことで、前向きに対処できたことを嬉

しく思う。最後にこの分科会を支えてくれた、

協力者の皆さんそして分科会のメンバーLall，

阿古、高橋、平松、Hall，Hmzdil，Peterに

心から感謝致します。

生ロ

知

（松井恵一）

れなかったら、病気の蔓延化が心配される。

しかし、日本では患者の心を癒すものかない

のが告知後の問題である。こうしたことを踏

まえて一体告知についてどうしたら良いか、

また自分のまわりの人間に告知する状況に成っ

た際にどのように対処したら良いか、厳しい

現実に考える点が多かった。

日本では中々、ガソ告知がされず患者は何

となく「自分はガンではないか｣と含みを持ち

ながら亡くなっていく。それに対して､欧米で

ガソ告知を始めとするイソフォームドコソセ

ソトは非常に普及している。この差は一体何

であろうか。死に対する接し方の違いであろ

うか。現在AIDSのような不治の病が告知さ

これからの老人社会に向けて考える

(nldraniLall)

先進国では、出生率の低下が急速に進み社

会における高齢者の割合が像か傾向にある。

こうした状況は日本やアメリカでも例外では

なく、老人が社会に投げ掛ける問題は数多く

存在している。Indramは、世界でも有数の

長寿国でもあり、急速に高齢化社会に向いつ

つある日本を例に挙げて、これから自国では

どのようにして高齢者と社会が関係を維持し

ていくのが良いのか考えていった。自分たち

にも何れ関わってくる問題なので、白熱した

議論が交わされた。

＃ ‘

‘･一、,雪． が

医学界での研究詐欺はなぜ起きるのか～アメリカ医学界の現状と改善点～

(KenjiI-h11)

きか、という問題を扱うものであった。この

論文の中でKenjiは、過去実際に発生した研

究開発におけるスキャンダルを取り上げた。

Kenjiのペーパーは、アメリカの医療分野

における研究開発現場でのいわゆる知的所有

権・オリジナリティーをどのように保護すべ
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オリジナル／コピーといった非常に微妙で

困難な問題に医学の視点から取り組んだ興味

深い論考ということができる。

そしてその問題を審査・告発すべき公的機関

が全国的に統一されいないことが誤審や研究

の妨げになっていることを指摘、一元的な公

的審査機関の必要性を強調した。

生殖技術と現代社会の生命管理について

（阿古 智子）

をひき起こしている。私はペーパーでこうし

た問題を取り上げ、分科会での発表時には生

命の大切さを再考する必要を重ねて訴えた。

又、日本の優生保護法が、中絶をいくつかの

例外をわけて認め、生の基準が政府により定

められているおかしさを指摘し、生命管理に

ついてね様々な角度から討論を行なった。

生殖技術の発達は、不妊の悩みを持つ夫婦

に光を与え、多くの人に喜びをもたらし、社

会において、何の疑問もなく受け入れられれ

ている様に見える。しかし、人口受精などの

技術により、よりすぐれた生命づくりがます

ますエスカレートし、親のない受精卵の扱い、

人口受精児の法的地位の問題など様々な困難

ベイビィファクトリー：生殖技術の意味すること

("nakaPeter)

生殖技術のめぼしいアメリカでは、様々な バソク・代理母あっせんなど、商業ベースに

形で、生命づくり〃が法などによる規制はな のせて、技術を発展させていることに対し批

く無秩序に行なわれている｡"nakaはこう 判の目を向け、倫理的な側面から、生命の扱

した生殖技術がどのように使われているのか、 いに対する根本からの問題を見直す必要性を

その実傭を調査実際にはその成功率が低く、 説いた。

女性の体を傷つけることを訴えた。又、精子

アメリカにおけるい老い〃の問題

(MitziHmzdil)

社会は今、老人の地位・役割・福祉を見直し

て人が死ぬまで独立した一個人として生きる

ことの出来る道を見出だす努力を開始する必

要があるのだ。

報告の後、アメリカと同様に高齢化社会を

迎えつつある日本の現状を交えて、人が歳を

とるとはどういうことなのか、自分はどんな

歳の取り方をしたいと思うか、またそのため

には社会をどう変えていくべきか等について

日米双方から活発な議論が交わされた。

Mitziはアメリカで歳をとることが何を意

味するのか、植民地時代下のアメリカから現

代までの歴史的な考察を行い、い老い〃は現

代社会において不当にもマイナス評価しか与

えられないと言う。人々は少しでも若さを保

つ為に様々な努力をする。そこには老人を必

要としない現代社会の病理性が見えるのでは

ないか。また歳を重ねた人々を、老人〃とし

てステレオタイプ化するマスメディアの影響

も大きいと指摘する。老齢化の進むアメリカ
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医療面から見る南北格差

（高橋 香織）

生きをし、受ける医療の量は約7倍である。

先進国の人々が、臓器移植など先端技術の恩

恵をうけてより長く生きる機会を与えられる

一方で、5ドルの予防接種を行なう余裕もな

い後発発展途上国の人々は、低い生活水準の

中最低限の医療も受けられずに軽い伝染病で

命を奪われている。人の命の重さは平等だと

言い切れる現状なのか。のAなど北側から

南側への国際援助における、開発からBfⅡ､J

（基本的人間ニーズ）への重点の移行などが

論じられ、人間の生命・健康．医療といった

視点から南北間の不平等更正への道が模索さ

れた。

私は医療という角度から南北間の問題を考

察した。平均寿命・栄養摂取量・医者一人当

りの人口・死因・下水道の普及の国際比較、

イソドと日本での人口における男女比、そし

てイギリスでの階級別ガン死亡率のチャート

を用いて、国の経済的豊かさ・文化・性別の

違いが各国で個人の健康をどのように決定し

ているのかを分析した。医療の面から見た時

に、南北格差の問題はいっそう明らかになる。

作成したチャートでグループ1に入る日本・

アメリカを始めとする先進国は、グループ7

のいわゆる最貧国（エチオピアなどアフリカ

諸国）の約1.5倍の栄養を摂取し、約1.6倍長
折巨

学 と

古不

教

総 括

（遠藤 繁）

分なりの信念やこだわり、人生観、人間観、

物の考え方などをすべてこれらのカテゴリー

に含めることにより議論はより身近なものに

なったのである。

進路やその他のことでの決断にはそれなりの

考えに基づいて↓､るだろうし、自分の身近な

例を語ることで人間というものの面白さを考

えることができた。話された事柄は哲学と宗

教そのものから民族と偏見について、さらに

戦争や平和、愛、死など根源的なそして改め

て問い直されて然るべき問題にまで広がった。

そして人間とL､うものの奥深さを改めて考え

させられたのである。

自分の納得するまで質問をするマイキーこと

田中、サイケなファッションにも関心があり

日米学生会議に集まった人たちは何を求め

ているのだろう。

「日本とアメリカとの友好を育てていきたい｡」

「アメリカの学生の本音を知りたい」

「日本の学生と出会い、語ることで共通点や

違いを見つけたい｡」

しかし、その奥にある目的は何なのだうか。

「自分の人生の充実」ということと結び付い

ていないだろうか。

この分科会ではサブタイトルを'i,"I11ea>arc

hfortheMeamngofLife〃とし、とくに

「哲学」「宗教」という言葉を広義にとるこ

とでメンバーひとりひとりがどんな人間なの

かを本音に近い部分で語ることができたので

はないか、という気がしている。つまり、自
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紹介と分科会の説明

第2回 実地研修 「B'naiBithKulzhick

Museum｣(ユダヤ人博物館）

第3回 ジェネラル・ディスカッション「ユ

ダヤ人博物館を訪ねて」

第4回 ペーパー発表：松本、Rajah

第5回 実地研修「ワシソトソ大聖堂」

＜ナッシュビル＞

第6回 ジェネラル・デイスカツシヨソ「愛

について」

第7回 ペーパー発表：田中

第8回 ペーパー発表：遠藤（死について)、

芝崎

顎に手をかけるポーズが会議でもお馴染みに

なった無神論者のDana，トルストイの「戦

争と平和」に感銘を受け、人生観にも影響を

及ぼしたと言うシバこと芝崎、敬虐なクリス

チャンで真剣に人の話を聞くChristopha･、

ギリシア正教を信じ心の優しいPete，そして

コーディネーターの私。アメリカに於ける実

地研修のための指導や連絡は、初めての経験

なので戸惑うことも多々あったが、皆に助け

てもらったことに感謝している。さらにお世

話になった実地研修先の方々にも感謝の意を

表したい。

日米各4名が用意したペーパーに基づく発表

の他、1つのテーマを自由に語り合うジェネ

ラル・ディスカッション、そして哲学や宗教

にまつわる所へ実地研修へ行った。会議期間

中に開かれた分科会は10回、詳細は以下の通

りである。

＜コロラドスプリソグス＞

第9回 実施研修「空軍士官学校 哲学・芸

術科部長MalWakin氏の講演」

第10回 ペーパー発表:Christoplrr，Dana

自己紹介

Peteと芝崎はあいにく体調を崩し欠席、と

＜ワシソトソD.C.>

第1回 ハワード大キャンパスにおける自己

覇
一:軟溌

鍵榊 謝,,略

｢ワシントン大聖堂にて」 RajeshKnishnan,ChristopherPixley,松本安代

（－人おいて），遠藤 繁，田中 岡ll
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いうなかで行われた自己紹介には次のような

意図があった。ジョイント・オリエソテーショ

ソでの自己紹介を経て、さらにお互いを知り

合おうというものである。ハワード大のキャ

ソパス内で陽射しを浴びながら質疑応答を交

えて行われていった。

本音での語らい、がモットーであったがこ

んなエピソードがあった。肌の色に関する質

問がこのときに出たのである。自らが選ぶこ

とのできない出生の問題についての質問は日

米学生会議そのものを考えることにもつながっ

た。聞いてほしくないことがあるのだから気

をつけなければならない、それでは疑問に思っ

たことを聞いてはいけないのか。

「こうして話していくことで理解が深まる

し、それが会議の意義だと思う｡」

尋ねられた本人はそう答えた。自分の疑問に

ついて答えを満たしたら終りにするのみでな

く、誠意が必要であることを改めて感じさせ

られた。

着いたが、地図を頼りに大聖堂探しを

しなければならなかった。ユダヤ教会

と思われるドーム状の建物をながめつ

つ、閑静な住宅街を歩いて行った。そ

してようやく、灰色の丈夫そうな大聖

堂を見つけたのである。

ここは宗派や国籍を問わず、ジョージ・

ワシソトソが「首都に国家的役割を果

たす教会を作ろう」と計画しのたがそ

の起源だという。建築様式にも特色が

あり、鉄柱を一切用いないゴシック建

築の手法が使われているということだ

が、とにかく大きな聖堂にただ驚くば

かりであった。全米の州旗がかかげら

れた本堂はとても広く、ステンドグラ

スも外の日光に照らされ美しいもので

あった。教会で祈りを捧げた後、クリ

スは聖書からの逸話が描かれている、

として天井絵を説明してくれた。そこ

には神を信じない物が醜く、信じてい

る物には救いが差し出されるというこ

とが描かれていた。パンフレットはさ

まざまな言語のものが用意されており

この聖堂の趣旨の理解の普及に努めて

いるようであった。

ちなみに私達が訪れていたとき、多数

のテレビカメラを目撃したがこれはビ

ル・クリソトソが大統領選挙のための

演説に来ていたということであった。

･実地研修

1.ユダヤ人博物館

ワシソトソ，.C・市街にあり、ユダヤ

人の風習、芸術、信仰を紹介している

のがこのB'naiBithKulzhickMuse

umである。ユダヤの歴史に沿って展

示されているのは生活用品や宗教の道

具、絵画などであった。案内の女性は

我々に信仰している宗教を尋ねたりし

ながらこれらを紹介して下さった。誕

生、結婚、死を重視しており、なかで

も13歳という年令は特別なこととして

祝いごとをするとのことであった。

2．ワシントン大聖堂

地下鉄に揺られること40分近くで駅に

MalWakin氏の講義

空軍士官学校の制服で現われたWakin

氏のお話は戦いという状況に求められ

る道徳についてであった。軍人として

の美徳としては勇気、忠誠、服従、正

直さが挙げられるとし、さらに「ミー．

３
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愛については興味本意で取りざたされ

ることが多いが、アメリカ側から「自

分は今はストレートであるけれども、

将来同性愛者になることは否定しない｡」

という意見が出された。また、宗教と

同性愛の制約についても意見が出され

た。また、愛というものに夢中になる

のは人間の堕落した姿である、という

意見や女性は家庭に入っているべきと

いうよりは、家庭は共に創っていくも

のだ、ということも話された。婚前交

渉についてその是非が話された時も素

直な発言は続き、例えばケース・バイ・

ケースでその都度、責任を持てばよい

とする意見や、結婚まではそれを認め

ないとする意見も出て来た。時の経つ

のを忘れてしまうほどのひとときであっ

た。

ジェネレーション」には自己中心的な

人間が多く、利己的でないことが重要

だと説いた。また、アメリカの軍には

ベトナム戦争の影響が色濃く残ってお

り、その攻撃ぶりや女性・幼児に対す

る態度は、sham域ulexample〃とし

ていた。人権に対する権力を考えると

き、倫理について考えるべきでそれは

戦争とも深く関わっている、という氏

は軍の教育が政治、心理、歴史など広

範に及ぶことを紹介した。軍では20％

が女性で黒人の採用も積極的であると

いう。

何故、人を殺す戦争という手段が選ば

れるのか、それは道徳的にみてどうな

のか、という質問について、氏はあく

まで最終手段の立場であることを強調

し、人権侵害を敵としていた。同時に

「一般市民を避ける攻撃は難しい」と

いう言葉が印象的であった。そういう

意味でも学問の大切さがあるわけだが、

やはり現場の方のお話は興味深く、活

発な質疑応答が続いた。

．最後に

取り扱う内容がプライバシーに関わること

もあり、どうなるか心配もしたが素直な意見

が毎回聞けて大変嬉しく思っている。こうし

た分科会を持つことが出来たのは、一人一人

の「人生」を真剣に考える姿勢の賜物である

と思う。この分科会のアメリカ側のコーディ

ネーターで、止むを得ず会議には出席できな

かったぺイジにも準備段階からアイディアを

練ってきた仲間として感謝の意を表したい。

そして、いつまでも人生に対して正直で真筆

でありたいと思う。

ジェネラル・ディスカッション

「愛について」

バソダービルト大学のモダンな食堂で

開かれた分科会では、その前日のジェ

ソダーナイトを受けて愛というものを

考えた。家族、結婚、婚前交渉、同性

愛など次々と話は続いていった。同性

日本におけるキリスト教

（松本 安代/RajahKrishnam)

ソを行った｡Raj"hはフラソシスコ・ザビエ

ルに始まる日本におけるキリスト教の歴史に

哲学と宗教という分科会テーーマに基づき、

Rajeshと松本とが共同でプレゼソテーショ
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ついて、松本は自身がクリスチャンホームに

育ったことから、二世〃クリスチャンとして

日本社会におけるキリスト教の受容について

の考察を行った。

前日の分科会でユダヤ博物館を見学したこ

ともあり、プレゼンテーションの中では自分

にとって、宗教〃とは何であるか、また、宗

教〃の強い影響下にある文化とは、何かそし

てその文化で育つ人々にとって、宗教〃とは

何であるのかを考えるものとなった。

Raj"h，松本が各自のペーパーの中でも

触れていたことだが、仏教・神道を中心とし

た宗教的背景を持つ日本人にとって、唯一神

信仰であるキリスト教は異質なものとして映

るのではないかという意見が出され、話題は

キリスト教文化論から日本文化論に移ること

もあった。また分科会メソバーの中にカトリッ

ク、う．ロテスタソト、ギリシャ正教の信者が

いたため、それぞれについての違い、またア

メリカと日本の教会そして信者についてといっ

たことにも話が及んだ。

私見ではあるが宗教とは最もう°ライベー

トな事柄の1つであるため、なかなか話題に

しにくく、ましてや議論など非常に困難であ

る。しかし、今回のプレゼソテーショソは

、宗教〃（この場合キリスト教）の違いは何

であるのかといった話題であったから、お互

いのﾞ宗教〃そして哲学の違いを話しあうと

いうことが気楽にできたように思う。

『戦争と平和』における人生の意味の追求

（芝崎 厚士）

は自分自身という「個人」と、地球ないしは

世界、あるいは宇宙といった言葉で表される

「すべて」の2つであり、その中間に存在す

る家族・民族・人種・地域・国家といった日

常我々が依拠しているものはすべて自己同一

性の投影の擬似的な対象にすぎないというこ

とになる。そして、人生とは、「個」の持つ

宇宙と、「全体」としての宇宙とを結び付け

ようとする決して到達することのない、従っ

て永遠に続く無限の努力の継続がある、とい

うことになる。

筆者の結論は、徹底した個人主義に基づい

た世界市民的なアイデソティティーの創出に

ある。偽りや自己嫌悪を廃し、自分の本当に

やりたいと思ったことをやり続けることでし

か人間は成長し得ない、という観点から、彼

は個人主義的な自己形成に議論の出発点をお

く。しかし、彼はいわゆる個人主義に全幅の

この論文の目的は、トルストイの長編小説

である『戦争と平和』を主な材料に、その中

の主要な登場人物がナポレオン戦争の激動の

中でいかに生き、その体験を通しでどのよう

に人生の意義を追求していったのかを後付け

ることによって、哲学・宗教における最重要

の命題の一つである人生の意味の探求に関し

て、何らかの回答を見出そうとすることであ

る。

この論文では、まずその主要な論点が要約

され、次に『戦争と平和」のあらすじに関す

る簡潔な説明がなされる。その後、『戦争と

平和」の主要な登場人物のうち、ピエールと

アンドレイに焦点を当て、その生き様と人生

観の変遷語られる。そして、それを基にして、

筆者自身の人生の意義に対する結論が、多彩

な引用の助けを借りて説明される。

その論旨によると、人間の立脚すべき立場
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べきだとして、それを「義務を使命に変える

こと」と表現している。この論文の最後の段

階では、彼は個人主義的な認識から世界市民

的な結論に辿り着き、最後に実践の段階でま

た個人主義的な立場に立ち返る、という論理

展開を見せている。

実際の話し合いにおいては、アメリカ側に

とっては世界市民的なアイデソティティー観

が、日本側にとっては個人主義的な認識論が、

それぞれ議論の対象となった。また、その豊

富な引用を元に、様々な人生論に関する本に

ついての情報交換も盛んに行われた。

信頼をおいてはいないようである。むしろ彼

が主張したかったことは、個人主義という原

理原則というよりは、どんな環境にあっても

自己の周囲に対する認識・理解・判断を自分

自身で行い、自己の選択を自分で選び取るだ

けの能力を養うことが大事であるということ

だったようである。

彼は個人主義に立脚点をおきつつも、彼自

身の判断の結論として、日米の学生は世界市

民的なアイデンティティーに基づいた地球的

視野に立った行動を最初に起こすだけの条件

を揃えているのだから、率先して実践を行う

本当の「幸福」について

（遠藤 繁）

する著作に加えて彼の生きた時代背景への考

察が基盤となっている。

彼が生きた明治という時代は俗に「上から

の近代化」という評価が下されている。自分

の年令とその明治の年号が歩を同じくしてい

たことからくる帰属意識と、権力への冷静な

まなざし。彼の言動からはその双方を読みと

ることができるのだが、彼の著作にはさらに

「我はどう生きるべきか」というテーマがと

きにストイックに書かれていたりする。例え

ば不倫ということと俗に言われている「徳」

の狭間に悩んでいたり、欲と倫理そしてエゴ

イズムのバラソスを失うことについてであっ

たり、いつも主人公は「どう生きるべきか」

という問を発し続けている。彼がこんなに規

範めいたものにこだわり続けているのは何故

なのか。この答えとして私はその時代に原因

を求めた。そしてよく彼が用いる言葉「高等

遊民」の理想像ともその問いの答えは関わり

があると思うのである。

次に私はある学者の人間研究をとりあげた。

誰でも一度はこんなことを考えたことがあ

ると思う。

「自分の人生の実りあるものにするには何を

すべきなのか｡」

少なくとも私自身は、いろいろいなことに興

味を持つけれども最終的にはすべての事柄が

自分の人生の充実、という目的に帰着してい

る気がしている。なぜ、私は自分にこんなに

こだわるのだろう。それは「幸福」なことな

のだろうか。今回、私が発表したテーマを貫

く問いかけはこんなことであった。私、とい

う人間を改めて考える意味でも、そしてメン

バー一人一人の人生が議論から伺えたという

意味でも、勉強になる時間であった。この尊

いひとときこそ「幸福」のそれだったのかも

知れない。

さて、私の発表は夏目漱石の紹介から始まっ

た。彼をどれだけ理解しているのかは分から

ないが、遺されている彼の日記や言葉、著作

から彼の考え方を推察することはできる。従っ

て私の彼に対する叙述は『こころ』を中心と

136-



「私」に対する意識、すなわち自意識は13歳

ごろに始まる、と説く彼は具体例として、自

分だけが不幸な人間と思い込んだり、ニヒル

を気どって素直に感情を表さないことを挙げ

ている。

こうしたすべてを鑑みて私は「死」との関

連を考えてみた。「死」とは未知のものであ

り、どうなづているのかは全く分からない。

この「死」こそ自分へのこだわりを起こさせ

る原因ではないだろうか。かって漱石は己れ

をすて去り天に従う、という意味で「則天去

私」という境地に達した。こうした境地への

到達も「幸福」と考えることはできないだろ

うか。

おそらくこうした問いは今後も自分のなか

で続く気がする。「幸福」「死」など漠然とし

た言葉に自らも思案しながらRaj"hのこの

質問で議論が始まった。

「人生の目的は幸福を得ることにあるのだろ

うか｡」

さらにqmstoplErがこう続けた。

「僕は死を恐れてはいない｡」

信仰するキリスト教の自分自身への影響を認

めながら

「この世の中（ユニバース）を僕は受け入れ

ている。人生とは永遠に続いていくものなん

だ｡」

と言うのであった。これを契機に各自が死生

観を披露した。死んだらそれまで、おしまい

である、という意見もあれば、死んだ人はど

こかで自分を見つめている気がするという考

えもあり、人生の枠の取り方にも様々な違い

が現われた。時間をたっぷりかけて話し合い

改めて「人生の意義」を考えだ時間であた。

生きる意味を求めて

（田中 剛）

た印象であった。ある時、私は彼女の告白を

教会で聞くことになった。そこで私は彼女の

一筋縄ではいかない過去について聞かされた。

彼女の告白によると、ある時、彼女は長い

間、人生の支えでもあり人生の目的でもあっ

た男性と、ある経緯で別れなくてはならなく

なったのだそうだ。一途な彼女は毎日死ぬこ

とばかり考えて生きてきたのだそうだ。この

ままではいけないと思った彼女は、イソドヘ

マザー・テレサのもとに働きに行った。もち

ろんボランティアである。

そもそもボランティアとは何なのだろう。

確かに正当な仕事に対して正当な報酬がもら

えることが、少なくとも資本主義社会のイデ

オロギーでは健全な姿のあり方だと思う。だ

が実際の社会で、誰でも好きな仕事について

論文など書いたことがなかった（いきなり

このようなお題目が与えられ）私は当初何を

書けばよいのかわからなかった。リサーチを

して本を読む時間というよりも自分のことを

伝えたいと考えた。そして私は、最近会って、

その人の生き様に感激したことについて書こ

うと思った。思い入れが強い分伝えたいこと

がたくさんあり、全体を通してまとまりをも

たせるのに大変苦労した。いかに自分自身が

毎日何をすればよいのかわからず悶々と過ご

しているのだか思い知らされたのであった。

私が発表したのは名古屋で会った看護婦さ

んについてである。彼女は、日雇い労働者の

健康生活を守るため、ボランティアワーカー

として毎週のように働いている方だった。彼

女は芯の強そうなしっかり者のお姉さんといつ
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の存在確認へも繋がるのではないだろうか。

まさに『時代はノーブレス・オブリーシュ』

なのであろう。

満足しているわけでもないし、政府の福祉政

策にしろ、漏れは多いのが現実である。無償

の救助は、好きでなければできないし、自己

｢哲学としての宗教一西欧文化における哲学と宗教の調和」

(Christopl画fPixla7)

＝アウレリウス・ガリレオ・アイソシュタイ

ソなどと西欧の思想家達の豊富な例を引いて、

議論をいっそう引き立たせている。

Chrisの発表は分科会の名称そのものにか

んする、根本的な課題を取り扱ったものだっ

たため、メソバーの間では、「哲学とは？」、

「宗教とは？」という根源的な問いかけがな

された｡Chrisの論旨に対する疑問としては、

スピノザの論に従う限り、哲学と宗教の相互

補完性をいくら唱えてみたところで、神を最

上位に「存在」するものとしてとらえている

ことには変わりないのではないか、といった

疑問がおこった。また、神学をどのように位

置付けるのか、ひいては神の絶対性と科学の

（ある程度の）相対性との関係をどのように

説明するのか、といったことが話題となった。

さらには、宗教自体の多様性をどのように認

めてゆくのか、などについても盛んに議論が

交わされた。

ChristoplEFPixleyが、このレポートにお

いて指摘したかったことは、以下のように要

約できる。現代の西欧において、哲学は真理

の探求を使命とし、一方宗教は神性(diety)

に対する崇拝を使命としており、両者は構造

的に対立している。しかし、彼の意見による

と、前者は相争う(co㎡ict)ものではなく、

補完し合う(complement)ものである。彼

はその根拠を、17世紀の思想家、スピノザに

求めている。

スピノザは、「神＝自然」と見倣し、科学

や哲学によって自然を探求することはそのま

ま神に仕え、神の意図を明かにすることに他

ならないということになる。このような視点

に立つと、科学の発達は神性を冒濱（ぼうと

く）するどころか、そこに近付くための手段

ともなり得るということになる。したがって、

哲学と宗教は相互補完し合うものだ、という

わけである。

彼は、以上の諭旨を、プラトソ・マルクス

アフリカ系アメリカ人に対する社会の圧力

(DanaRm)

ると思う。1つめは先入観である｡黒人に対す

る偏見は私にとって迷惑であるのだ。2つめ

は教育である。ふつうテキストは白人によっ

て書かれており、それはつまり彼等の視点で

あるにすぎないのだ。だから私は黒人が大多

数を占めるハワード大学を選んだのだ。3つ

めは差別である。これには逆差別も含まれる。

「公民権運動以前の世界or(アメリカ)or世

の中特に、アフリカという国について私は知

らない｡」とDanaは言った。そして次のこと

を強凋した｢私はアメリカ人・私はデイナ・リー

ド」ポリティカル・コレクトネスが台頭して

きても､それを私は言いたい｡アフリカ系アメ

リカ人に対する社会の圧力には次の3つがあ
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仕事などの機会を得るにも苦難が伴うのだ。

私はビジネスを学ぶ学生として、世界にとび

出していきたいがそれには罪悪感を覚える。

発表はペーパーなしでデイナが上に記した

彼女の思いを淡々と述べていった。メンバー

との質疑芯答を終始冷静に答えていた。白人

を嫌う傾向が黒人にはある、と感じているこ

と、特にデイナがすごした高校はほとんどが

黒人でテンションも高かったことが発表に加

えて述べられた。同じマイノリティとしての

アジア系アメリカ人に対してどう感じるのか、

という問いに対しても1人1人を見ていくこ

とを彼女は強調していた。これに関してはア

ジア系アメリカ人の学生から、「Asianはunit

yをもっと強めるべきだ」という論調がある、

ということが示唆された。

毎日鏡を見るたびに自分がアフリカ系だと

いうことを確認させられてるということ、法

的にいくら変わってもメソタリティは変わら

ないということ、さり気ない口調で笑わずに

語るディナの言葉は、アメリカという国で生

きている彼女の日々直面している問題そのも

のであり深く考えさせられた。

｢ユダヤ人博物館にて」DanaReed,Rajesh,
Christopher,PeteSakellariou

Panayidtis,遠藤 田中，芝崎

科学技術の新世代

総 括

（猪刈 由紀）

として、科学技術を問うことはつまるところ

こうしたあらゆる問題を問うことであり、我々

の討議はそのそれぞれに何らかの手がかりを

与えるものともなりえたはずである。

総括をコーディネーターとして書いている

わけだが、他のメソバーはここまで読んで何

を思うだろう。彼らの総括は私のものとは全

く異なる様な気がしている。とにかく時間が

短かすぎたというのか私の正直なところであ

る。この分科会を通してメンバー一人ひとり

が何を感じたのかも含め、もっと話せたら良

かった。議論の盛りあがりに於いては申し分

のないのだが持続力が今ひとつで短距離走と

いったところだろうか。

分科会を通して感じたことは一口に「科学

技術」と言っても、様々なアプローチがあり

うるという点である。提出された論文のテー

マを見て頂きたい。これらはそれぞれ提出者

の個性や立場と密接にかかわった形で提出さ

れたと思われる。一言つけ加えればいわゆる

理科系専攻の者はメソバー中一名にすぎなかっ

た。何にしる科学技術という対象を特定の限

られたフィールドとして扱わなかったことが

結果として良かったのではないかと思う。

科学技術には様々な顔がある。国家利益の

中心として、現代文明の基盤として、人々の

福利を決める要素として、戦争を考える鍵と

して、そして「近代」を近代たらしめた役者
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（左より） 猪刈 由紀，高橋 博，菅 武志，

BinzeeGonzalvo,RikaKanazawa,

私が他のメンバーに望むことはそれぞれ苦

労して書き上げた論文とそれに対し闘わされ

た議論から得たものを今後各自の中で発展さ

せて行って欲しいという事だ。そしてまたい

つの日か議論を再びまじえる時がきてほしい

平竹 雅人,JinGilLee

AnastasiaGregoire

とも思う。

最後に実地研修先として我々に貴重な機会

を与えてくれたA.I.Daジョソストソ氏ヴァ

ソダービル卜大学ﾉ||村教授、アウヮー教授に

感謝の意を表したい。

その活動内容は科学技術にとどまらない。政

府組織の場合いかにしてきめの細かな活動を

可能にするかが大きな問題だが、事務局で働

く人達の和気あいあいとした雰囲気は国家間

の援助関係とは言えはやり基本は人と人との

つながりだと感じさせてくれた。

3)ヴァソダービル卜大学川村・アウワヘー両

教授

ナッシュビルではヴァソダービル卜大学の

川村、アウワヘー両教授にお話を伺った。ま

ずロボット開発に取り組んでおられる川村教

授に実際に研究室を案内して頂きながらロボッ

ト開発の最先端の模様を見学した。続いて日

実地研修

1)スミソニアソ博物館

初回の実地研修としてスミソニアソ博物館

を見学した。日本で言えば上野の科学技術博

物館といった所だが、なにげなくトマホーク

とSS20の模型が並んで展示してあったのが

さすがはγメリカなのだろうかと印象に残っ

た。

2)AgencyforlnternationalQ3velopment

ワシソトソD.C.にある政府組織、国際開

発局の事務所にてディレクターのDavidJoh

rnston氏にお話を伺った。事務局は、発展途

_上国向けの技術協力を目的とし、当然ながら
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本の状況にも詳しいアウワー教授から技術開

発競争や開発された技術の権利確保にまつわ

る問題など興味深いお話を伺った。

ScienceandTechnologyforGIobalSecurity

（菅 武志）

ろうか。もし、各国がこのまま軍事的安全保

障のみに固執し、多額の軍事費を使っていけ

ば、民間企業は利益追求のために武器の開発

輸出競争を行う可能性がある。もしそうなれ

ば、世界がどうなっていくかは想像に難くな

いo

それでは、科学技術を何に応用していくべ

きなのだろうか。今、環境破壊や人口爆発な

ど地球的安全保障を脅かす危機が山積してい

るのは知られているが、それに対する科学技

術の果たす役割が大きいにもかかわらず、ほ

とんどその役割を果たせていないのが現状な

のである。例えば、アメリカや日本において

環境問題のための研究開発費の割合があまり

にも低いことなどがあげられる。この分野に

おいて、アメリカと日本がリーダーシップ・を

取る余地はおおいにあるといえる。

科学技術を何に応用していくかに、我々の

未来がかかっているといっても過言ではない

だろう。

科学技術はいろいろな目的のために応用さ

れ、我々の生活を豊かにしているのはいうま

でもない。がしかし、それは特にアメリカに

おいて国防、すなわち軍事技術に適用されて

いることも事実である。そして強大な力を持っ

た軍産複合体が現れ、第三世界を中心に大量

のハイテク武器が輸出され、第三世界の軍拡

競争に拍車をかけていることも否めない。

科学技術の進歩とともに、この状況も少し

ずつ変化し新しい局面をむかえつつあるので

ある。以前であれば、軍事技術から民間技術

へ転用されている軍事技術優位であったので

あるが、今、その状況は逆転しつつあるのだ。

すなわち、自由競争市場での民間技術の進歩

は著しく、軍事技術へ転用されるという優位

に立つようになったのである。

このことは何を意味しているのだろうか？

それは、民間企業による武器の開発、部品提

供といったような武器提供源の多元化や武器

開発、輸出競争を暗示しているのではないだ

科学は権威主義を乗り越えているのか？

（高橋 博）

歴史的考察、科学に潜む権威主義知の営み

全般と権威主義との関係、という三部構成で

展開される。

第1部の歴史的考察においては、世界観の

歴史的変遷、つまり、科学がいかにして世界

（特に西洋）の人々の価値観の中枢を占める

ようになったのかを問題にしている。ここで

の議論の核となるのは、宗教と科学の対立で

［概要］

本論文で高橋は、近代科学という壮麗かつ堅

固な建築物に懐疑の一石を投じるという試み

をしている。つまり、科学は客観性という衣

を纏い、その権威主義的な側面を覆ってはい

るが、決してその「合理的」な科学というも

のが、特権的な地位を占めるのではないこと

を明らかにしようというのである。議論は、
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よう強制するものなのだというフーコーの犀

利な考察は、今も真実味を帯びて我々に迫っ

てくる。

第3部では、科学の基礎となる知の営みと

いう大きな制度自体の権力主義的側面を検討

している。知の営みは、2つの点で権力主義

的である。第1に、科学や数学で主として用

いられている言語に代表されるような言語体

系は、まさにローマカトリックにおけるラテ

ソ語の現代版であるといえる。それを身につ

けていなければ、議論に参加することも、社

会において重要な働きをすることも許されな

い。しかも、その言語は秘儀とか神託といっ

た閉ざされたものではなく、万人の開かれた

ものであり、努力次第で誰でも獲得できるも

のであるため、見かけ上、権力を行使するこ

となく、人々に公正なものと認知され、制度

として定着してしまうのである。従って、い

わゆる素人が科学技術政策などから疎外され

ていることも、至極当たり前のこととして認

識される。第2に、知という制度は、実際に

は、先端の科学者やそれらの知見を利用でき

る地位にいる政治家・官僚を頂点に、科学的

知識を持たない一般市民や生徒らを最下層に

据えた、巨大なヒエラルキーを形成している。

しかも、ローマカトリック協会が、人々に自

らの「真実」をいわば押しつけたのに対し、

科学においては、客観性に支えられた「真実」

が、より快適な生活を保障してくれるものと

して、極く自然に受け入れられてしまうので

ある。

これら一連の考察を経た後、結論部へと進

む訳だが、実際のところこのような複雑な問

題に結論を出せるほど筆者の考察は成熟して

おらず、また、それらしい結論めいたことを

いうのはある意味で無責任にも思われ、筆者

ある。近代科学が世界を席捲するまで、西洋

の価値観は、キリスト教（カトリック）とい

う軸を中心にして回転していた｡(そこで求

心力として働いていたのは言うまでもなく聖

書であるが)。協会の絶対的権力の下、人々

は社会の様々な領域で特定の価値観を否応な

しに強要された。しかし、近代科学の登場に

より、この宗教に色濃く規定された世界観は

終焉を迎え、代わりに、「合理的」で「客観

的」な科学的価値観と言うものが人々の心を

支配するようになる。つまり、宗教などとい

う「非合理的」なものに対してあくまでも理

性的に異義申し立てをする科学者、という構

図である。しかし、こういった科学に対する

素朴な見方は、クーソやファイヤアーベソト

といった科学哲学者によって相対化されるこ

ととなる。

第2部では、それらの哲学者が投射した光

が、どのような陰影を科学落としたのかを考

察している。最も重要な点は、科学は真理と

内在的な親和性によって宗教に取って代わっ

たのではなく、実際は、宗教における権力主

義的側面を、客観性という外皮にくるんで隠

蔽した形でそのまま保存してしまったという

ことである。変わったのは、正統派か異端か

という二分法が、科学的か非科学的かという

二分法にすり替わったということだけだとい

える。科学におすては、「事実」を証拠とし

てそれぞれの理論の正当性が議論されるが、

この「事実」自体が理論に規定されるもので

あり（すなわち理論負荷的である)、近似と

いう操作なしにはそれぞれの理論は両立不能

なのだということが、あまりにしばしば忘れ

られている。真理を追求する主体(subj"t)

たるものは、同時に自らを含めた共同体の成

員に、真理にかしずく臣民(subj"ts)たる
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は問題を提起したという極めて都合のよい終

り方で本論文を締めくくっている。ただ、こ

こで提起したわうな問題は、これからの世界

を創っていくにあたって、欠くべからざる視

点であるということを指摘することは、許さ

れるであろう。

に科学の「客観性」の神話に真実味を加え、

それを補強すると結果となる、ということに

真の問題点を潜んでいるのである。それはちょ

うど、新聞が新聞批判を載せるこどて自らの

公正さを演出するという事態に似ている。新

聞批判をする者は、純粋に批判を行なおうと

するが、それが紙面に掲載されることが、常

に新聞社との補完関係を形成し、結局は新聞

の権力を補強する役目を担ってしまうという

ところに、彼らはどうしようもないジレンマ

を抱えているのである。これと同様のことが

科学批判にも言えるのではないだろうか。

最後に一つだけ言っておかなければならな

いが、科学の「恩恵」を享受している我々が

（自分も含めて)、日常生活の快適さを手放

さない範囲で、ナイーブに科学批判をするこ

とは、説得力に欠けるだけでなく、胡散臭く

もある（実際、この原稿もコソピュータによっ

てディスクに磁気信号として記録されて書か

れている)｡しかし、だからと言って現在の

生活を捨てて、原始的な生活に帰ろうと提案

することは何の問題解決にもならないのでは

ないか。原始的な生活に戻ると言うことは、

ベクトルを逆にするだけで、科学的世界観が

支配する世界で生活するという事態を少しも

変えることにはならない。我々はもうすでに

この世界にいるのである。我々が出来ること

は、科学がもたらしてきた結果を冷静に吟味

し、人間が地球という固有の場所で生活して

行くために、どうやって科学という概念を広

げ、あるいは限定し、科学を科学という名の

全く異質で、柔軟性のあるものにしていける

かということではないだろうか。それは、徒

に反科学的な反動を起こすことではないであ

ろう。答えはどこか別のところにあるはずで

ある。その意味で、本論文は何も解決してい

［議論］

本論文に対する反論は大体次のようなもの

であった。「権力主義的というが、実際に権

力主義的なのは科学技術の方で、科学自体は

中立な存在であるはずだ。科学的知見を様々

な技術に応用して悪用しようとする時点で初

めて権力が介入するのであり、それが権力主

義的になるかどうかは、それぞれの共同体が

選択する政治形態によるのである。現に、こ

の論文のような科学に対する反論が自由にな

されるということ自体、科学が中立であると

いうこを証明しているのではないか｡」

これに対する筆者の反論はなかなか反対派

を納得させるには至らなかったが、以下のよ

うに要約できる。まず第一に、どのような政

治形態であるかを問わず、科学は否応なしに

我々の生活を、その最も基礎的な部分で規定

するものであるという意味において権力主義

的なのである。それはある意味で主体なき権

力主義とも言えるが、逆に、無数の主体によっ

て裏書きされた権力主義という側面を色濃く

持っている。そこには、目的論的世界観から

機械論・合理論的世界観への移行が内在して

おり、その移行によって自然を操作可能な対

象として捉えることを可能にした時点で、す

でに科学は自らの手で様々な権力の介入を必

然的なものとしたと言えなくはないだろうか。

第二に、科学について批判できるということ

は、科学の中立性を証明するのではなく、逆
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ないと言えるが、少なくとも、現状を変革す

る必要性について、各人が考えるきっかけを

作りだす役目は果たせたのではないかと思う。

新たな科学技術政策の黎明一「適合技術」を中心に

(Binz"Gonzalvo)

（この2国で全世界のGNPの40%を占める)、

科学技術分野における主導者の座を墨守しよ

うと躍起になっている。しかし、日米両国は

今こそ世界的視野で技術問題を捉えなれけれ

ばならない。

ATは、開発の遅れた国々をも視座に据え

たユニークな工学技術の一形態である。環境

管理の新しい概念として登場したATは、製

造工程で生ずる廃棄物の極小化に焦点をおき、

それぞれの地域の労働力と資源を可能な限り

活用し、そこの住民が新しい技術を理解し、

独力で管理・維持できるよう考案されたoA

Tの推進者は、個人レベルの努力よりも、地

域社会レベルでの全体的な努力に優位性を認

める。ATはエネルギーの保護・管理だけで

なく、均等に分散された、リサイクル可能な

資源（太陽熱・風力など）の活用を促す。ま

た、いまひとつ重要な特徴として、特許、特

許権使用料、資本投入義務、といった、他者

との競争を激化させるような要素が一切内包

されていないということがあげられる。それ

は、全員が協力してより良い世界を創造して

いこうという理念の反映でもある。ATはま

た、地域問題への現実的な解決法でもある。

地球レベルの経済問題を解決する手段とはな

れない代わりに、ATは飲料水不足、家庭燃

料の不足、非効率的な農法の改善といった地

方に密着した諸問題の解決に有効な手段を提

供する。先進諸国と発展途上国との溝を埋め

ることはできないが、天然資源の再配分を、

特に途上国に有利な形で促進する点は無視で

Binz"は本論文において、科学技術政策の

変革の必要性を「適合技術(Appropriate

T"hnology)」といった新たな潮流、また、

科学技術教育における基礎教育の充実、とい

う文脈の下で説いている。全体の構成は下の

ようになっている。

、
１
Ｊ
／
、
１
Ｊ
〃
、
０
Ｊ
ノ

ー
２
３

く
Ｉ
く

科学技術政策の変革

新種の「社会的」テクノロジー

テクノロジー教育

以下が、それぞれについての概略であり、

Binzmの主張の骨子である。

（1）アメリカ政府は技術開発に膨大な資本

を注ぎ込んでいるが、その大部分は軍事兵器

に充当されている｡(合衆国の産業R&D投資

の3分の1は防衛産業に流れている｡）米国

は日本の民間技術開発へのバラソスのとれた

支援態勢を見習う必要がある。すなわち、こ

れからアメリカの舵を握ることになる指導者

たちは、科学技術政策の転換の重要性、つま

り軍事偏重の政策から民間の応用技術重視の

政策へ移行する必要性を認識せねばならない。

（2）そのひとつの実践例が「適合技術

(Appropriate'I"hnology)」であり、その

眼目は開発と社会変革にある。先端技術分野

で先進国が熾烈な開発合戦を繰り広げている

間にも、発展途上国の問題はさらに深刻さの

度合いを強めてきている。日本とアメリカは

経済と技術の面において多大な影響力を誇り
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きない。

（3）米国が、科学技術に関して認識すべき

もうひとつの重大な側面は教育政策に他なら

ない。壁ialtificAma-ica誌によると、経営・

管理者、各方面の専門家といった、指導的立

場につくであろう上位20％の養成において日

米両国に差はないが、残りの80％の教育にお

いて米国は大きな遅れをとっている。一例を

取っても、コソピューターの普及率の低さは

深刻な問題であり、より多くの学生たちがこ

の技術と接する機会を増やすのは急務となっ

ている。このような教育制度の遅れは、必然

的に経済実績の低迷に結びつく。また、企業

がいくら生産過程の効率化・高度化を敢行し

ても、それが円滑に機能するかどうかは、基

本的に、労働者の学習能力に依存しているの

である。全市民を対象とした（科学）基礎教

育の抜本的改善が不可欠な理由もここに存す

る。

以上の議論を踏まえ、Bin狂は日米のコミュ

ニケーショソの円滑化と地域の枠を越えた技

術協力の重要性に言及し、本稿を締めくくっ

ている。

｢科学」という神話を越えて～現代の科学信仰批判～

（猪刈 由紀）

象的にならざるを得ない場合、共通の理解に

達するのは極めて困難であるということ。勿

論そのためのテクニークもこの場合には当然

問題となってはくる。余談になるが希有の天

才か学者・哲学者であるマイケル・ポラソニー

の著作がアメリカの大学購買部や一般書店で

なかなか見つからないことに私は少なからず

驚かされたが、これも彼の議論が具体性で押

しきれないが故（だからこそそこに深遠さが

あると私は思うのだが）なのだろうか。

討議は結局、科学性という妄想に現代の人

間は（私自身も含めて）取りつかれており、

社会機構そのものに対しても科学の影響は浸

透している、という私の主張に対する疑問の

連続に終始した。とどめの一声は「言ってい

る事はなんとなくわかるが、何故科学自身を

悪いかの様に言うのか｡」純粋な科学そのも

のこその適用という風に分離して考える意見

が根強く、そうした分離は不可能と考える私

の立場は厳しいものがあった。しかしこの率

直な一言は私自身の考え続けて行くべき点を

私が分科会討議の為に選んだテーマは「科

学」あるいは「科学技術」という、一見日本

人の間でも、また一言語の枠を越えたところ

でも、共通する概念が確立しているような漠

然とした認識を問い直すことであり、またこ

の再考の作業を通して、できることなら現代

という時代を見るに当たり新しい視点を探る

というものであった。

この荘大な意図（流石に書いている自分自

身恐縮するのを禁じ得ない）のもと論文の用

意に励んだとだけ記して結果の方はうるさく

言及することは避け、会議中の討議の様子に

話を移そう。大変難しいテーマではあったが

自分が「科学」の問題を考える際、最も興味

ある根本部分に正面からぶつかって良かった

と思ったのは、分科会のメンバーの反応や指

摘から私自身考えさせられる所が多かったか

らである。

まず痛感したのは、どんなに自分自身が疑

いの余地なく持っている理解であってもそれ

が具体的事例によって示せず、どうしても抽
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ついてはいた。すなわち私の議論の射程内に

は善・悪その他の価値判断は入ってはいない。

「だから科学は悪い」と言っている訳ではな

いのである。こうした議論に於いては近視眼

的に倫理の問題に及ぶべきではないとは今で

も思っている。しかしいつかはその問題にも

何らかの形で答えねばならないのではないか

という事を感じさせられた。

おしまいにこの討論に参加し、積極的に意

見をぶつけてくれたメンバーにありがとうと

一言記したい。大変ではあったが良い経験だっ

たと思っている。

｢米国型近代化過程」に関する議論

（平竹 雅人）

科学と技術の発達が論ぜられ、科学技術開発

の果たす役割と重要性が今日の経済的システ

ムが歪みと限界をみせる中で、結果として再

「近代化』とは何かという議論に始まって

米国での特徴、また覇権国家としての米国の

権力の確立過程とその伝播方法など真に多岐

にわたる討論がなされた。

特に生産→消費という構造の中で発達した

環境問題などの社会の歪みを如何に是正でき

るのか、その手段としての消費→生産構造の

構築にどのように経済的イソセソティブを持

たせるのかなどが実際の日米の経済システム

の比較を通して行なわれた。消費→再生産と

いうシステムを作り最終消費が目的とされた

社会から、再生産を念頭に入れたまさにエコ

ロジカルな連鎖システムの可能性について、

同時に流通組織の再構築を中心に論考された。

これらの動きを可能にする前提条件として

認識されることとなった。

蝉蝿;鱸
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という事実に次第に気付き、状況を受け止め

始めてくれるようになった。不思議、という

か面白いことには、そのうちに誰もがいつの

まにか私と会話をする時には自分もノートに

ペソを走らせて筆談をする、といった具合に

自然となっていたことだ。彼らにはちゃんと

声があるにもかかわらず、である。きっと自

分を相手と同じレベルに置くことによってよ

り自然な対話が生まれるということを感じた

のかもしれない。私も実際に自分が失ってみ

て初めて、声を発することの出来ない人達の

苦しみや悲しみを実感として分かるようにな

れた気がする。

精一杯やったつもりだった43回のJA錘。

それでもやはり悔いが残ってしまった。やる

だけやったのだから仕方がないということは

分かっている。それでも、もっといろんな人

と思い切り話をしたり語り合ったりしたかっ

たし、みんなのことを知りたかった、という

思いからECへの立候補を決心した｡El"tio

n2時間前のことである。もうその時点まで

に9月からのアメリカ留学が決まっていたか

ら、可能性としてはAECに挑戦しなければ

ならない。私は与えられた短い時間の中でど

れだけみんなに私の思いを伝えられるかちょっ

と心配だったが、それでも自分が過去2回の

アメリカでのホームステイを通してどれだけ

多くのアメリカの人達の御世話になったか、

また今回日本で開催されたこの学生会議中に

日本各地を訪問し、これまた多くの人達の親

切を受けてどれだけ感動したことか、そして

出来ることなら今度は日米友好関係において

他の人のために何かしてあげたL,、つまりた

だ受けるだけでなく、今度は自分から与えた

い、ということをみんなにかろうじて聞き取っ

てもらえるくらいのかすれ声で、それこそやつ

｢私にとってのJASC」

五所恵実子

「自分にとってJA錘とは何だったのか」

第44回のJA錘が終わってから2か月が経ち、

きっと今頃は参加した誰しもがこの共通した

問いをそれぞれの胸のうちで反翻しているこ

とだろう。そんな中で私自身、昨年そして今

年と「ふた夏」に渡るJA誕生活を振り返っ

てみると、どうも私にとってのJASCとは

「普段の学生生活においては到底かなわない

であろう貴重な経験の数々を体験するチャソ

スを与えてくれたもの」であると同時に、

「留学生活を充実したものにし、一年間のア

メリカでの生活を締めくくるいわば総まとめ」

でもあったようだ。最初の意味は43回に参加

が決まってから現在に至るまで機会あるごと

に何度となく強く感じさせられていたし、自

分でも十分に認識してきていた。だが二つ目

の本当の意味には閉会式の翌朝みんなと別れ

のあいさつを交わしたその時、まさに最後の

瞬間になって初めて気付くことが出来たので

ある。

それ以前から少し喉を痛めてしまっていた

ためだろうか。前年度の43回JAエ開始直後

に運悪く声が出なくなった。まさに相互理解

を深めるためには欠かすことの出来ないはず

の手段を失った私は、せっかく与えられた会

議中の]か月という時間を自分なりに悔いの

残らないよう、精一杯充実させるために他の

参加者と筆談で対話をするという道を選んだ。

というより、それ以外に良い考えも浮かばず、

これしか他に方法が無かったのだ。最初のう

ちは戸惑っていたみんなも、私がいろいろと

喋りたくても実際にそうすることが不可能だ
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現がピッタリの議論の中で、Kevinはいつも

発言順の交通整理をするのに大変だった。

（私は、といえば10月のM"tingでは意見が

飛び交う凄まじさとみんなの英語のスピード

について行かれず、「こんなんで私、ちゃん

とやってけるのかな｡」とかなり不安になっ

た｡）その一方で一人一人が、それぞれ自分

が一番いい！と思えば他の人が何と言おうと

気にせずどんどん異なった意見を出してくる

御蔭で、時には自分には想像もつかなかった

ような良いアイディアがポソッと出てくるこ

とが多々あった。そんな時は10人が集まって

議論し、そこから新しいものが生まれるとい

うことが面白かったし、またそのこと自体に

感動すら覚えた。AECの場合、JECとの一

番の違いはとにかく一緒にいられる時間が殆

ど無いということだろう。このため議論では

いかにして限られた時間の中で必要な事を処

理していくかが求められ、最終的には制限時

間がきたらたとえまだ他に意見があったとし

てもそこで話し合いを止め、要点を押さえて

あとは多数決を取らざるを得ない。議論の最

中はかなり集中力が必要だった。

2月のM"ting後はそれぞれが連絡を取り

合いながらも、あとは自分の受持ちの仕事を

一人で淡々とこなさなければならない。なん

だか他の9人がみんな責任のある大きな役を

こなしている中で、私は何をしているのだろ

う、I医は今ごろJECの中でうまくやってい

るだろうかと思うこともしばしばだった。そ

んなこんなのうち、ZubinとMael"nと私の

三人は7月7日から他の人達よりも一足早く

〆入りし、JArl'r・で最後の準備にかかっ

た。そしてこの日からJA釦開始までの約2

週間で、ようやく私はECとして仕事をして

いる自分を実感出来るようになりとても嬉し

との思いで語った。そして8月16日夜9時。

私は二年目のJAエに向かっての第一歩を踏

み出した。

10月の頭と2月末にワシソトソDCから車

で20分、お隣のバージニア州にあるMr.Albr

iJ1t(mrjの家で開かれた2回の"M"ting

と、学期中それぞれの大学でコンピューター

のBitlEEtによって行う交信がAKのコミュニ

ケーショソの全てであると言っても過言では

ない。普段10人が顔を合わせる機会が無いだ

けに、このM"tingの時ばかりはそれこそ1

分を惜しんで謡誼が進められていく。大切な

ことはきちんと話し合ってみんなが理癖して

おかないと、後でBitnetで意見を交換したり

採決を取ったりする時に話がややこしくなり、

大変なことになるからだ。西海岸から東海岸

までは飛行機の直行便ですら5時間半もかか

る。授業がバッチリ入っている学期中、木曜

の午後のクラスに出席せずに夜間飛行に乗り、

翌朝の到着後ゆっくりと休む暇もなく、それ

からの金土日の3日間はまるで集中合宿のよ

うにただひたすら食べて、話して、寝るの繰

り返し。そして日碓の夕方の便でまたそれぞ

れの場所に帰って行くのである｡DCに居な

がらほんの1，2時間の観光をする暇もなく、

空港のロビーーで飛行機を待ちながらみんなが

もくもくと教科書を広げている姿は何とも印

象深かった。

AECになって、ほんとうにいろいろなこ

とを考え、感じ、そして学んだ。その中には

AEC一人一人の人間としての個性から感じ

させられたものもあれば、アメリカの大学生

としての彼らという面から教わったこともあ

る。例えば、みんな自己主張が強くて他の人

の話がまだ終わらないうちに自分の意見を言

い始めてしまい、まさに、激い､〃という表
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かつた。23日にアメリカ側の参加者、そして

26日には飛行機の遅れとバスが道に迷ってし

まったためにくたくたになりながら、それで

もエネルギー一杯にアメリカに到着した日本

側の参加者全員がHemrockに集まり、こう

していよいよ第44回日米学生会議が始まった

のである。

その後の1か月はアッという間に過ぎてし

まった。どんな時でも親しくなった人達と別

れるのはとてもつらい。それが10か月の間共

に同じ一つの目標に向かってがんばってきた

友人となら、なおさらであるoL"にとって

JECから離れることが身を切られるように辛

かったように、私にとっては特にそれまで一

番身近で働き、苦労を共にしてきたAECの

みんなと別れることがまるで心がもげてしま

う位悲しかった。そしてコロラドでの出発の

朝は本当に身体の芯から泣いてしまった。あ

れほど人目も樟らず心の底から泣いたのはそ

れまでの人生で初めてのことだった。朝5時、

外はまだ暗く出発の時間がせまる中、みんな

をバスに誘導しなくてはという気持ちの一方

で不意に「空港でなく寮でみんなと別れなけ

ればならない」という現実に気付き、そこで

一気に力が抜けて床に崩れてしまった。バス

が空港に着いた時はそれまでの諦めの気持ち

も手伝って一応平静だったのに、Anastasia

が目に涙を一杯に浮かべて、Bye…〃と言い

ながら私をギュッと抱き締めてくれた瞬間、

私は、もう駄目。これ以上は無理だ｡〃と、

もはや溢れる涙を抑えることが出来ず彼女に

しがみついてわんわん泣いてしまった｡｢AE

Cが、アメリカでの一年が、みんな私をおい

て行ってしまう。これが最後なんだ。別れな

んだ｡」バスに乗り込むKevinとAnastasiaの

二人の姿を目で追いながら、一体この気持ち

をどうしたら良いのか分からず途方に暮れて

しまった。頭の中が真っ白で何も考えられず、

帰りの飛行機の中では10時間、ただの一度も

席を立つことなくひたすら眠りポーッとして

いた私だった．．．．．

今でもあの出発の日の朝のことを思い出す

度、胸が、キュッ〃となってしまう。自分で

納得して選んだ当然のことながら、就職活動

は夏の最盛期を6．7．8月とアメリカに居

たため一番良い時期を逸してしまい、今のと

ころ（10月30日現在）私はこの春大学卒業後

に自分が何をしているのか定かではない。が

何よりも嬉しいのは、この夏は何の悔いもや

り残しも無く、それこそ好きなこと、やりた

かったことを思い切りやってこれたという爽

快感である。それにしても振り返ってみれば

何と忙しく、慌ただしく、しかしまた同時に

充実していて思い出が一杯の一年だったのだ

ろう。そしてこれはこの一年ずっと思い続け

てきたことだったのだが、もし44thJA錘が

なかったら、もし44回の実行委員の一人とし

てAEC、JECのみんなと共に働くという機

会が与えられなかったら、きっと私の留学は

もっと単純或いは単調な呆気ない一年として

さらっと過ぎてしまったことだろう。そして

更にもっとずっと振り返ってみるならば、昨

年JA錘中に声が出なくなってしまったとい

うことは実は不運ではなく幸運だったのかも

しれない。というのもあの時まさに声を失っ

た御蔭で、43回に参加するだけでなく44回を

みんなで作っていくという貴重な体験をする

ことが出来たからだ。そしてその結果、43回

の友人との深い友情を育てられた上に、自分

にとって今となってはかけがえのない存在に

なりつつある44回のJAmの友人達に巡り会

-151-



えようとは、つくづく人生何が幸で不幸なの

か分からないものである。

私はこれまで実に多くの素晴らしい人達と

の出会いによって自分の人生が満たされるの

を感じてきたし、これらかもそうであって欲

しいと思う。そして願わくぱ私という人間が

他の人達にとって、たとえほんの一部であっ

たとしてもその人の人生を豊かにしている存

在であってくれたなら、私にとってこんなに

幸せな人生はないだろう。そしてJASCはそ

の大きなきっかけを青春時代の素晴らしい思

い出と共に、私に与えてくれたのである。

'、α､earemilesandkilometers"tw"n
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てもいいだろう。この会議に参加したことが

私にとってどういう意味があったかは本当に

分からない。いつになったら分かるのか、そ

れも分からない。国際政治史の授業で「冷戦

の終結がどういう意味を持つのか、10年もす

れば後の学者が何らかの定義付けをするだろ

う」といっていたのを思い出すが、私にとっ

てのこの学生会議参加の意味も、後の自分が

どうにかして見付け出すのかもしれない。

それにしても、この会議で考えさせられた

ことは非常に多い。それはなにも「日米関係」

とか「環境問題」だけについてではない。自

分の生き方を問い直す機会であったし、人間

という不気味な存在をいろいろな角度から問

い直す絶好の機会となった。日米双方よりお

よそ40名ずつ学生が集まり、lか月という時

間を共にしたというこの独特の環境において
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は、それ相応の独特の「考える材料」が自然

と提供された。つまりそれは（エヘソ、カッ

コイイ言い方をすれば）80人もの人間が集ま

れば、どんな生活が展開され、どんな秩序が

模索されるのか、という社会学でもあり、若

者としてナイーブな議論を戦わせながら、そ

れを若者の特権として開き直るく老い＞への

挑戦の態度であり、全く新しい異性と知り合

え語り合えるというく男女学＞の実験場であ

り、それぞれ異なった家族と人種背景と言語

をもった人間が雑居をはじめたという恐るべ

きく民族学＞あるいはく文化人類学＞の実験

場でもあった。そして自分がその実験台に乗

る一人として、この独特の環境に身を置くこ

とが出来たことの興奮と楽しみは、とても一

言では表現でき得るものではない。

今でも一人一人の語るしぐさを思い浮かべ

るのは私独りだろうか。およそ20年という時

間（30余年の方は言うまでもなく）は、一人

一人の人間をこんなに魅力的な存在にしてき

たのだと、参加者一人一人と話しながら痛感

した。「今回会うまで全く違った環境に生き、

全く違った言語を話して生きてきたのに、何

と自分と同じような人間や社会に対する問い

かけをしてきた人だろうか、この人は｡」

「同じ問題に対しても、問題だとするそのと

らえ方や解決への考え方がこうも違うのだな｡」

夜な夜な話にふけりながら、自分が今まで考

えてきた諸々のこと、体験してきた諸々のこ

とを、何とかく相手＞に伝えようと自分は必

死だったし、それに応えてくれたく相手＞も

同じだった。会議全体を通して一番心から楽

しいと感じたのは、このような個々の人間と

のくコミュニケーション＞だったo1か月も

の間、好んで自らを監禁した私達は、この意

志疎通の自由、この最も贄沢な時間を一人一

入どれだけ創造的に自作自演できるかを試さ

れたのだと思っている。

会議で取り上げられた様々な問題について

は、時間の都合もあるから仕方がないにして

も、基調講演・発表につづく議論が不十分だっ

たことが最も残念に思われる。もっと時間を

とれば問題解決に近付くなどということはま

ずあり得ないだろうが（問題の早期解決が私

達の目標ではない、と私は今でも信じている)、

環境問題にしろ、民族問題にしろ、戦争と平

和の問題にしろ、自分たちが何故このような

借潅を考えなければならないのか、自分にとっ

てこれらの問題はどういう意味があるのかを

徹底的に議論することを（本番の会議以前の

毎週の定例会で試みられたように）本番の会

議中にもアメリカ側の学生を含めながらでき

たとしたら、さらに興味深い会議となったと

思う。私達は問題があるから話し合おうとす

るのではなく、問題だと感じ。考えるから話

し合おうとするのではなかろうか。私が今問

題だと感じていることの数々は、別の人にとっ

ては全く問題ではないだろうし、「ああ問題

だ」と受けとめる事柄が、実はそんなに問題

ではないかもしれないことがあるものだ。そ

のあたり、アメリカの学生と「問題意識」の

違いをぶつけあってみると、実は「国際問題」

の何が本当に問題なのか、見えてくるものが

あるかもしれない。

私にとってはアメリカを見るのが今回で2

度目だったが、前回の自分自身のアメリカを

見る目と今回のそれとの違いに我ながら驚い

た。前回のアメリカ留学の体験では、自分が

この異なった大地と風士と文化で生きていく

のが精一杯であったし、自分の英語力も知識

もアメリカという国を多角的に．批判的に．

あるいは創造的に吟味するのに全く不十分だっ
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ための処方菱の効き目が（それのみでは）い

かにいい加減なものであるかを露呈している。

今回の学生会議の討論自体においても、もし

「話をしたから私達は分かりあったのだ」と

するのであれば、それはお互いの自信過剰か

知的傲慢で終ってしまうと思う。そもそも英

語での討論で、自分の気持なり、感情なり、

考えなりが思いのままに相手（アメリカ人・

日本人関係なく）に伝えられたと言える人が

いるだろうか。人を理解しようとするとき、

自分のコトバの特異性に気付かないまま、相

手のコトバの土俵を過信することは、「理癖」

とは全く逆方向に進んでしまうことでしかな

い。私にはそう思える。私が執勘にも日本語

で討論しようと働きかけたのはこのような気

持からであり、それは「アメリカ人にも日本

語で討論させて、自分の言葉で討論できない

ことがどんなに苦しいことか味あわせてやれ」

というようなヒガミでは全くない。私達が英

語を使うということと、アメリカ人の学生と

話をするというこの環境の中に入ってきたこ

とにより、日本での定例会における議論とは

何か違った問題の捕らえ方や考え方が生まれ

てきたのではないか、ということの自己確認、

発見、さらなる議論への題材探し、といった

ような、その後の自分と相手との積極的な－

－違いを明白に確認した上での－意見交換・

語り合いを提供出来るのではないかという考

えなのだ。上にも述べたとおり、＜英語を使

う時・人間＞とく日本語を使う時・人間＞と

で「何を問題と感じ、それをどう考えるか」

が違ってくるのだという前提に先ず立ってこ

そ「日米学生会議」の議論らしくなるのでは、

と思うのだ。

とにもかくにも、不十分だと思ったことは

これからの自分の課題としていけば良いわけ

た（今でもまだまだ不十分きわまりないにし

ても)。今回の学生会議は、アメリカの大学

生とアメリカの3つの市町を転々と移りなが

ら、アメリカの重層的社会を実際に見、そし

て彼ら学生と夜な夜なアメリカ社会について

自由気ままに語り合えるという、前回の私の

アメリカ見聞とは全く異なった性格をもつも

のであった。アメリカ側参加者自体の人種的・

民族的多様性には、会議の早々から驚嘆させ

られた。人種のるつぼとか、サラダポールだ

とか言われるアメリカ社会であるが、アメリ

カソ・デリゲーツといわれる彼ら「アメリカ

人」の多彩な顔触れは、アメリカが初めてで

ない私にしても、思わずハツとさせられた。

「何をもってアメリカ人というのか」という

問いは、きわめて多くの学者や思想家が探究

してきた根源的問いであろうが、未だ私自身

自分を納得させられるような解答が得られな

いままでいる。今回の会議のテーマにも、

「地球共同体」とか「共生」とかいうものが

あった。そして、いつも「異なった文化背景

をもつ人々をいかに理解するか」「彼らとい

かに共生するか」という問いが投げ掛けられ

る。その答えとして、「互いに接近し、話を

すれば理解できるだろう」と言うだろう。し

かしアメリカ社会の実態は、この安易な答え

に真っ向から反証を示している。私はかって、

アメリカという国ほど異文化理解に寛容な

（というか理解のある）国はないと思ってい

たし、これほどの人種・民族の混交と接近が

あれば自然と相互の対話が生まれ、ひいては

私達の言う「異文化理癖」「相互理解」なる

ものが実現されるものと期待した。しかしそ

れは違う。このアメリカ社会における人種間

の明らかな「棲み分け」の状態は、私達に、

単に「話をすれば分かる」という人間理解の
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であるし、同じ日米学生会議の皆と今回の会

議で物足りないと思ったことについてさらに

話し合うことだってできるわけだ。そのこと

自体が何よりも頼もしい。人生について、人

間について、アメリカについて、人種・民族、

環境、ジェソダー…あらゆる事柄についてこ

れからも話を続けていけるような友人（語り

相手）たちの存在をこの会議で知り得たこと

は、自分の人生にとって大きな意味が確かに

あったのだ。

最後に、今回のアメリカ滞在によって、私

はあらためて一つの至極当り前でもっともな

こと（それでいて非常に大切なこと）を再確

認した、という実感がある。それは、アメリ

カという国がますます不思議で興味深い国に

思えてきたと。そしてそのミステリアスなも

のを一つ一つ自分で探り続けていこうという

思い。そしてそれが続くかぎりは、「アメリ

カなんて…」という紋切り型ではアメリカを

理癖したつもりにはならないぞ、という確信。

それが続くかぎりは、アメリカが単純に好き

になったり嫌いになったりできないだろうな、

という予感。なぜなら、アメリカという国を

思い浮かべるまえにアメリカの学生たち一人

一人の顔と意見が思い浮かぶからであり、こ

れこそまさに5年前の留学から帰った直後の

私が持っていたはずの感覚であった。しかし

この感覚はどこかへ行ってしまっていたのだ。

日に日に一人一人の顔が薄れ、湾岸戦争など

を通し「国」としてのアメリカしか見えなく

なってしまった私は、「アメリカは嫌な国だ」

「アメリカの正義感は欺まんだ」としか言え

なくなってしまっていた。今回のアメリカ滞

在で、この「個人」と接する感覚（皮膚感覚

にも似たもの）を取り戻したという実感は、

何物にも代えがたい。いくら陳腐であるとい

われようと、一つの思いを固くした。（陳腐

であるといわれるには、あまりにもしばしば

忘れられることなのだ。ジョン・ダワー氏の

「人種偏見」を見ても分かるように。）「一

人一人の人間と、意見の対立をしようが一致

を見ようが兎に角コミュニケーションをしよ

うとすることは、怖いことだし勇気のいるこ

とではあるが（なぜなら、もともと不可能か

もしれない「他人理癖」にあえて挑むのだか

ら)、私達の世界に平和とか秩序とかいうも

のがあるとすれば、それを直接的に実現する

ものではないにしても、決してそれを破壊す

るものではないだうろ。誤解を恐れず言えば、

もし「共生」というものがあるなら、それは

コミュニケーションにおける微々たる理癖と

数々の誤解・いざこざ・対立・不信をふくめ

た「格闘」を続けながら、それでいて一つの

全体としてのバランスを崩さない（全体を崩

壊に導かない）運動一一物質における分子の

運動みたいなもの-－－で機能し続ける「熱い」

社会（分子運動による力嚥が物質を熱くした！）

なのだろう。」

こういう思いで、私は「個人」との皮膚感

覚の接触、必死のコミュニケーショソをこれ

からも続けていきたいと思っている。一人一

人の顔を知ってこそ、アメリカを評価・批判

でき、またアメリカとはなにか、アメリカと

はなにか、という畏れ多い問いに私はあらた

めて向かい合うことができそうだ。学生会議

の皆さん、沢山の刺激をどうも有り難う。

JASCに恋して

高橋 香織

澄んだ空気と青い空、美しい自然に恵まれ

たコロラドスプリソグスでの会議最終日の翌
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しかし、正直に言って、一体何で私はこんな

に他のことに割く時間を削ってこのJA錘の

仕事をやっているんだろうと思う時がある。

華やかなことばかりではない、いやむしろ90

％が雑用ではないかとさえ思える準備活動に

忙殺され、早口にはなるし、歩調さえ早くなっ

て、「忙しい」が口癖になりつつある自分の

姿をふと振り返ってしまう時がある。そんな

時、私は“回の実行委員選挙の時に自分が持っ

た初心に立ち戻ってみるのだ。それには、写

真を引っ張りだしてきて見るだけで十分だ。

そこには笑っているみんなの顔がある。行き

詰まった議論に頭を抱えている姿もある。ピ

アノの周りに集まってビリー・ジョエルを歌っ

ている幸せそうなみんなの顔。JA誕という

場で80人の人間が出会い、まさにグローバル

な問題から個人的な事まで自分をさらけ出し

て議論したあの日々は、しっかりと写真に記

録されている。写真でしか思い出せないよう

な感情なんて本物じゃない、という人もいる

だろう。本当に得たものは、心に焼き付いて

離れないはずだと。それもそうだろう。しか

し、一通り写真を見ることが、私がある一つ

の事を再び確信するのを助ける事もまた事実

なのだ。それは、私はやっぱりJA工とJAS

"rが好きなんだ、っていうこと。シンプル

過ぎて当たり前と思われるかも知れない。で

も、「好きだ」という気持ちを持てたからこ

そ、自分の実力に対する少なからぬ不安を感

じたにも関わらず実行委員になったのではな

かったか。自分が与えられた44回という場で

得た多くの事を、いやそれ以上によいものを、

今度は自分が提供したい、その可能性に賭け

たいと、あの時私は決心したのではなかった

か。

経験したことはないが、今は妊娠を告げら

朝、私は第44回の仲間達に再会を誓ってさよ

ならを告げた。泣きながら抱き合う皆の姿を

見ながら、私は不思議な気持ちに襲われた。

それはシソフ°ルな疑問だ。なんでこんなにみ

んな別れをつらがるのだろう。また、きっと、

会えるのに。正直なところ、泣き崩れるある

アメリカ側実行委員に対して、少々違和感を

感じた。と同時に、自分は会議に思い入れが

足りなかったか、感受性が足りないかのどち

らかかも知れないなどと思った。そんな私の

隣にいた、アメリカ側実行委員長のKevinが

言った｡｢Kaoriも来年の会議の終わりには、

きっと同じように激しい思いを持つんだよ」

と。

新実行委員として第45回の日米学生会議の

準備を開始してから一ケ月が経った。JAm

は伝統的に継続していくと定められた会議で

はない。会議を開催する必要性を感じ、そし

て何よりもそれをやりたいんだという思いを

持った新実行委員が、毎年、会議中に選挙さ

れて次回の会議をゼロから作り上げてきた。

もちろん今までに蓄積された知識や経験や伝

統はある。けれど、会議の体裁も内容も全て

新実行委員の、何を一体したいのかという意

志次第である。私たちも9月に最初のミーティ

ソグを持ってから、試行錯誤を重ねて45回会

議への道を模索している最中だ。参加者では

ない、実行委員という立場に立って初めて分

かってきたことも多い。44回の実行委員が今

年の会議で実現させたいと努力して準備した

ものと、参加者としての私が会議で得たと感

じるものを比較したりもしている。少々の考

え方の違いこそあれ、同じ理想を持った仲間

達と、来年の会議を作り上げていく作業は楽

しいものだ。JA錘でのあの寝不足の日々が

帰ってきたかのような忙しい準備活動の中で、
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れた新婦のような気持ちだ。不安におびえ、

期待に胸を膨らませて、自分の中に芽生えた

45回日米学生会議という新たな生命を育んで

いる。それは大きな可能性を秘めた生命だ。

これから約10ケ月かけて、私はこれと付き合っ

ていく。他の19人の実行委員と、多くの44回

参加者からのボランティアと共に、産みの苦

しみと喜びを味わっていくだろう。吉と出る

か凶と出るか、来年夏の会議の新たな誕生を

どうぞお楽しみに。でも、一旦会議が始まっ

たら、主役は参加者だ。今は顔も名前も知ら

ない来年の仲間たち。それは、今これを読ん

でいるあなたかもしれない。

のがいかに冷たいのか、そして人間がいかに

自分の事はがり考え、他の人のことを気に留

めずに生きているのかを痛感していたのだっ

た。

人生がそのような中でのゲームに過ぎない

のだと割り切ってしまうのは簡単だ。しかし

その時点で人は、何か大切なものに対して目

をそらし始めることになる。物事にたいする

根源的な疑問をひとたびやり過ごすようにな

ると、もうそれから後は自分をごまかし続け

る以外に辻棲を会わせることはできなくなる。

社会の「ルール」という名の習慣に身を委ね

てしまうと、自分にとって本当に大切なのは

何だったのかが自分でも分からなくなり、自

分自身の考え方と自分が従っている考え方と

を混同するようになってゆく。そんな風になっ

てしまうと人は、突然真実を突き付けられた

ときに、どうしたらよいかわからずにうろた

えてしまう。

エッセイ「償いの季節」

芝崎 厚士

「私たちは他人とし口論から雄弁術を産み

だし、自分との口論から詩を産みだす。」

（イエーツ）

1992年7月22日、佐野元春は第8作目のオ

リジナル・アルバム、sw"tl6〃をリリース

した。その一曲目．MR.OUTSIDE〃の中

に出てくるのが、「償いの季節」という言葉

である。ぼくにとって、第44回日米学生会議

で過ごしたアメリカでの「夏」は、自分にとっ

ても周囲の人々に対しても「償いの季節」の

はじまりに他ならなかったのだ。

あの頃、ぼくは自分を取り巻くあらゆる人

間関係に関して一一種の絶望感を感じていた。

と同時に、何とかしてそこから抜け出そうと

してもがいていた。子供っぽい期待、無邪気

な思い込み、幼稚な虚栄、偽りと偏見に満ち

た自分自身と周囲の世界。ぼく自身が成長過

程の途上でいろいろと問題を抱えていたのは

もちろんだが、それに加えて世の中というも

｢この社会に関する真理は恐ろしいものだ。

ゴシップが王様だ。まるで「良心」とい

う言葉は卑狼な言葉であるかのようだ。

真実であるものは何であれ、人の心に付

きまとい、夜眠れなくなってしまう。特

にうそっぱちな生き方をしている者たち

は、真理を聞かされると傷つくんだ。そ

こでいろんな険悪な反応が返ってくるん

だ」。（ボブ・ディラソ、「バイオグラフ｣）

時間を取り戻すことはできない。「人生は

やり直しはきかないのであり、出遅れたら追

い込むしかなL､」（寺山修司)。ぼくは自分が

無為のうちに浪費していた時間がいかに莫大

であったかに気付いていた。と同時に、現在

の自分というものの人生における位置付けを
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直感的に行っていた。それは会議に参加する

半年以上前のことだった。出発点が決まった

ら、動き出すしかない。トルストイ、ドスト

ェフスキーやバルザック、ボブ・ディランら

がぼくの導き手となっていた。彼らの思想を

僕がよく理解しているのかどうかは今でも疑

わしい。しかし彼等の言葉を手がかりにして、

ぼくは自分なりの生き方を貫こうとし始めて

いた。日米学生会議はそれを実践する場でも

あったのだ。

ぼくには社会的経験が不足していた。「勉

強」という言葉をもっと広い意味合いでとら

えるべきだということを最初に教えてくれた

のは、阿川弘之の小説に出てきた山本五十六

だったが、この何年か、ぼくはそういう意味

での「勉強」をする場を十分に経験していな

かった。日米学生会議でぼくは、そのような

場を久し振りに得たのだった。

ぼくはよく、頭を整理するために、「頭の

いい人」と「勉強のできる人」とは必ずしも

一致しない、という命題を考える。「頭のい

い人」は世の中の仕組みをさっと理癖してし

まうがゆえに、地道で盲目的な努力がいかに

（ある意味では）無意味であるかを悟り、そ

れらに専心する人々を軽蔑する。「勉強ので

きる人」は、勉強によって得た知識を現実に

当てはめて考えたがるから、そのギャップに

しばしば戸惑う。しかし既に地道に勉強（こ

こでは狭い意味の）をして知識を持っている

がゆえに、それをよりどころとして生きてゆ

かざるを得ない。お互いに理解しあうことは

想像以上に困難である。細部を思い切り捨象

すると、芸術家と官吏といった批判を思い浮

かべるとわかりやすいかもしれない（もちろ

ん、「頭のいい人」同士、「勉強のできる人」

同士の問でも超え難い断絶があり、それ自体

かなり大きな問題となっている)｡

｢学びて思わざれば則ち間し、思いて学ぱ

ざれぱすなわち殆し」（論語 為政編）

ぼくが自分の生き方のキーワードとしてい

るのは、「すべてを知った上で笑いとばせ！」

ということである。「勉強のできる人」であ

ると同時に、「頭のいい人」でもあるべきな

のだ。静かな国に住む我々はそのような方向

に自身を持ってゆくのに十分な条件を与えら

れているのだから、そうすることはむしろ地

球的視野にたった場合、義務とさえ言い得る

ことなのかもしれない。ものごとを理解する

ことはそれ自体が第一義的な目標ではなく、

むしろ理癖したうえでそれを自分自身に、い

かに適用するか、自分以外の周囲がそれをい

かに適用しているかを考えてゆくことが大切

なのだ。確かに人生はある意味では情け容赦

のないゲームであるかもしれない。しかしそ

のゲームに埋没する必要はないし、反対にそ

れに真っ向から背を向けてしまう必要もない。

自分自身の意志でそれを受け入れてゆき、主

体的に世の中と関わってゆけばよいのであっ

て、そのどちらか一方のみを無理に取捨選択

することはない。

世の中がこうであり、世界がこうでうるか

ら自分がこうであるなどと定義づける必要性

をぼくは感じない。真実には二種類あり、一

つにはその人が自分の心に忠実に行った言動

のことである。もう一つは否定神学的しか語

り得ない、人智の及ばぬなにかのことである。

ものごとがはっきり割り切れて理癖されてい

るうちは、まだそのことが本当によくわかっ

たことにならない。自分の行動原理を作り、

社会的競争に適応してゆくことだけをよしと
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すること自体が近代の呪縛であることにいち

早く気付かないと、自分自身の人生を自分自

身の手に取り戻す機会を、取り戻すことの必

然性を意識さえすることなしに永遠に失って

しまうのが、現代の我々が持つ最大の危険な

のである。

がないが。

今のぼくにとって、「愛」を言葉で説明す

ることほど空しいことはない。なぜなら、そ

れは実際の言動の中に反映されいない限り、

現実のものとはなり得ないからである。

｢それはまだ私にはつかめない。まだ、

しかとあいまいではないからである」。

（ガレッティ先生失言録）

｢実行的な愛というのは仕事であり、忍耐

であり、ある人にとってはおそらく、まっ

たくの学問でさえあるのです。しかし、

あらかじめ申し上げておきますが、あな

たのあらゆる努力にも関わらず、目的に

いつこう近付かぬばかりか、かえって遠

ざかってゆくような気がするのを、恐怖

の目で見つめるような、そんな瞬間でさ

え、ほかならぬそんな瞬間にさえも、あ

なたはふいに目的を達成し、たえずあな

たを愛して終始ひそかに導き続けてこら

れた神の奇跡的な力を、わが身にはっき

り見出だせるようになれるのです」。

(F・ドストエフスキー「カラマーゾフ

の兄弟｣）

ぼくは、ぼく自身の人生を自分の手に取り

戻すためには、単なる知識のインプットだけ

ではない勉強をすることがもっと必要だと感

じていた。日米学生会議はそれを得る機会を

十分に与えてくれている。ぼくは、この世の

中にはぼくの知らないところで自分とはまっ

たく違う環境の中で自分とはまったく異なっ

た物の考え方をして、自分とはまったく違う

生活をして生きている人がこんなにたくさん

いるのだ、ということを経験的に納得した。

それは日本にいても早晩気付くことができた

のかもしれないが。この時期にこのような場

で、そしてアメリカでそれを知ったことが、

ぼくとにってどのような意味を持つのだろう

か。

自分自身にたいするもうひとつの問いかけ

として、「愛」とは一体なにか、ということ

がいまでもぼくにつきまとっている。「すべ

てを愛することは何者をも愛さないのと同様

だ」と言ったのはトルストイだが、それでも

愛は人間の相互理解のための根本であり、終

極的な何かへたどりつくための希望となって

くれるものである。そのことは、分科会のレ

ポートでのぼくの議論の中心をなしていた。

もちろん、うまく説明できたかどうかは自信

「償い」という言葉の裡にあるのは、あら

ゆることに対する考え方を自分の言動で素直

に表現することの大切さに気付き、これまで

にそのような言動を取らなかったゆえにぼく

が迷惑をかけたり、傷付けてしまったあらゆ

る人々・物事に対する罪滅ぼしのような気持

ちだと思う。

ぼくは反省はするが後悔はしない。それは

起こってしまったことはもはや取り返しがつ

かないからだし、ぼくがその時点で最善を尽

くしていたのだとしたら、それ以上ぼくの力

量のおよぶところではなかったのだと思うし

かないからである。これからもぼくは、様々
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手に自己革新していかなければならないと感

じた。さらに発展途上国を含めた全世界の人々

の幸福と進歩のためには知的所有権の国際的

ルールづくりなど、制度の平準化の必要を説

くことを通して未来への指針を実感した。経

済の相互依存が安全保障を最も高めるもので

ある以上、逆に自分だけ良ければという利己

的で無責任な考え態度は許されなくなる。こ

こでも日本の果たすべきは自由貿易圏の拡大

にあり、その前提である憲法における世界平

和主義の精神の重要性が、極めて重要である

と思った。又、全体に強く感じたのは日本た

たきどころかアメリカにおける人々は、事実

を認めようとする広い態度をもっているとい

うことであった。米国日産の工場の現地化の

努力と成功はまさに「グローカル」の典型に

みえた。工場は雇用を産んでおり、地域の市

民の生活を支えていた。反面、ビデオでの外

向け内向けの微妙な違いが偏狭な意識構造を

示しているようで残念ではあった。

国家がつくられた幻想であるなら、障害や

人種による差別も同様であろう。会議での討

論と体や心を病んだ人々との交流を通じて程

度の差こそあれ、どんな相手に対しても自分

を完全に理解してもらい、又相手を完全に理

解する厳しさを改めて感じた。だが不完全に

向かっていかに努力できるか、その進歩を信

じられるかが問われてくるのだと思う。民族

フォーラムにおける60年代の闘志たちのきつ

い言動は本能的なものであり、それはどれだ

け当時の（今も）社会的圧力が悲惨で、どれ

たけ公民権運動への意志が固かったかを物語っ

ていた。それは最近の中道化した世代にとっ

ては欠けている生身の強さであった。それで

も我々には新時代の認識が必要であろう。差

別は生まれながらもっている本性なのでは決

な失敗を繰り返すことだろう。

も生き続けるこによってしか、

ゆく方法はない。

しかしそれで

自分を育てて

｢地上的な希望はとことんまで打ちのめさ

れねばならぬ。そのときだけ人は真の希

望で自分自信を救うことができる」。

(F・カフカ「城｣）

ぼくの「償いの季節」は一生続くことにな

るだろう。しかしそれは同時に、「真の希望」

に従って生きてゆくことをも意味しているの

である。

｢グローカル」の時代を実感して

清水竜太郎

その言葉こそ自分の求めていたものであっ

た。「グローバルに考え、ローカルに行動せ

よ」という言葉のもつ意味は何も環境問題に

とどまらない。政治、経済、社会から一つの

人生にまでかかわる重い意味をもつように思

う。

「グローバルに考える」とは、我々一人一

人の価値観は違うけれど、人間の尊厳を守る

という共通の姿勢から物事を考えることであ

り、「ローカルに行動する」とは、その理想

の現実化のために身近から責任ある行動をとっ

ていくことである、と私は解釈している。

今年の米大統領選のキーワードが「経済優

先」であることからも分かるように経済は生

活市民の暮らしに直接係わるものであり、グ

ローバル・コミュニティの核である。貿易シ

ンポジウムに於けるモック・トレードネゴシ

エーションでは今や国の尺度でははかれなく

なったポーダレス経済の中では世界市場を相
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してなく、社会的教育によってつくられたも

のにすぎないのであり、だから変えられるも

のなのだ、と私は信じる。にも拘らず人は差

別するのか。それは恐らくその方が秩序を保

ちやすいからであろう。本当は個人の理念や

能力、行動によってお互いを尊重し合えるは

ずなのに弱く愚かな我々は知らず知らずのう

ちに自己のアイデソティティを自己に付属す

る集団や文化、伝統、権威、そして血に求め

てしまうのだ。一人一人が逃げずに問題を直

視し、自らを意識改革せねばならない。そし

てそれができないという固定観念を破る勇気

を持たなければならない。我々が恐れなけれ

ばならないのは「不可能だ」と恐れることそ

のものなのであると、私は強く訴えたい。

したり、関係を持っている人が多い。そんな

JA"rに刺激を与えてもらったり、またはJ

A錘の定例会などでそれらの活動を調べたり、

知ったりして、感動や不安・現実を認識する。

うれしいことに、そのような新しい人々や経

験との出会いが今もつづいているのだ。我々

をとりまく環境や社会は流動的で複雑で難解

である。しかしその中で活動を続ける人達は、

理想をかかげ、努力をし、生きることの意味

を見出そうとしている。

第44会日米学生会議を通してJAmaFがJA

merに見つけた変化は、以前として局所的

なものかもしれない。しかし、会議に意味を

見出そうとしてきた努力は、内在的な原動力

となって、混沌とした社会に影響を与えてい

くことは疑えないと思う。よりよい社会にむ

けての変化や、大きな環境のうねりを期待す

るなら、もっと広く充実した人々のつながり

を基盤としていかなければならないだろう。

共通の理想を見出すことができるのだから。

第44回日米学生会議を終えて

甲斐 順子

第44回日米学生会議について、その活動に

何の意味があるのかという問いに素直に答え

ようとするなら、会議の前と後での変化に注

目しなければならない。最も明確に見えてく

るのは参加者の変化であろう。参加者1人1

人が第44回の会議を通して、個人的な視野や

感覚、経験を広げていったのだが、それはJ

AKerだけに、また一か月という本会議の期

間だけに留まっていなかったようだ。つまり

考えてみれば当然のことだが、80人だけで会

議を共有したのではなかったのだ。そのこと

を第44回の会期を終えてじわじわと感じてい

る。

国際的な活動を続けているグループ・団体

が日本にもたくさんあり、それぞれ独自のポ

リシーをもって行動している。JAmerの中

には、それらの多様な団体の一員として活動

I_"Silverman

'1TlethinglremembermostaboutJASC

isthetears.

Theclosing"remonystretchedonand

onbecausewewerecryingtonoidto

speaksmothly・OnthedaytheJapanse

delegationflewbacktoJapaneveryone

wascrying,andforthelong"ttimeno

onewouldgetonthebustotlraimort.

'IYlerewere79ofus,andlthinklsaw

everyoneofussh"atleastonetear.

ThemeamngofJArissomethingthat

cannotbedescribedwithwords.Itis
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80人の中で自分の存在とは何なのか、80人の

中で自分は何が出来るのか、何をすべきか、

そしていったい自分はこの中で何をしている

のだろう。私の頭の中はいつもこの問いかけ

に占められていた。

私にとって80人の中で自己を存分に主張し、

行動するということはとても困難なことであっ

た。JAエのメソバーは本当に自分の主張を

しっかりと持っている。何事にも前向きに積

極的に行動しようとしている。そしてそれぞ

れが様々な興味・関心を持っていて、一緒に

生活した1ケ月、私は毎日いろいろな刺激を

受け続けた。こうした中で、私は自分をみつ

め直さずにはいられなかった。私はこの会議

にどうして参加したのか。参加してはいるけ

どいったい何の役割を果たしているのだろう。

私がたくさんの刺激を受けている様に、私は

他の人に何らかの刺激を与えているのだろう

か。どう考えても私はまだまだ未熟であった。

第一にしっかりと自分というものを確立して

いない。

自分の生き方、考え方、人と話す時に基礎

となるのは、こういった自分の内にあるもの

であり、それはその人となりを形成する一番

大切なものでもある。私にも私なりの信条・

生き方がある。それをもとに今まで生きてき

たつもりであった。しかし、私の見ていた世

界はまだまだほんの小さいものであった。そ

の小さな世界で生きてきた私が、もっと大き

な世界の中で生きてきた人達と話をした時、

驚きと喜び、そして落胆の入り混じった複雑

な思いと共に、私の世界を少しずつ広げてい

くことが出来た。この会議は、これからの進

路、生き方を定めていく上で、本当に貴重な

経験であった。

来年の実行委員もやることになり、今心の

m1d1toopasonalforthat.Butson魁ﾊｵ画巴

withinthemidstofallthetearsatthe

coreoftheemotionfromwhichthey

sprang,Icanfaitwithinme.

涙－それは自分の日米学生会議の一番思い

出すことだ。はっきり話せないぐらい泣いて

いたためにdosingE･emonyが長引いた。日

本側の日本に帰る日には皆泣いていたし、長

時間誰も空港へのバスに乗らなかった。我々

は七十九人だったし、各人の涙をこぼす顔を

見たと思う。

日米学生会議の意味というのは言葉で説明

出来ないことだと思う。個人的過ぎるからだ。

でも涙の中のどこかで泣かせた感情の核心で

自分の心に感じられることだ。

JASCに参加して

阿古 智子

日米学生会議で過ごしたアメリカでの1ケ

月間は、今普通の学生生活に戻ってみて、何

か特殊な世界だった様に思える。アメリカ、

日本からの80人の見知らぬ者同志が会議を通

じて出会い、約1ケ月共同生活を送りながら

いろんな問題について話し合う。今まで知ら

なかった者同志が、お互いを知ろうと懸命に

なる。まして参加者は日本とアメリカ、全く

違った文化、習慣、生活環境を持つ所から来

ているうえに、言語という壁があるのでどう

してもコミュニケーショソするには大変な努

力がI､ることになる。普段の生活の中でこれ

程までに他人を知るために努力することがあ

るだろうか。

私にとってこの1ケ月は数多くの感動を得

ることのできた楽しい1ケ月でもあり、又大

変悩んだ苦しい思いをした1ケ月でもあった。
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中には希望と期待で一杯、と言いたいところ

だが、実のところ何とも言えぬ不安で一杯で

ある。今年少し広がった世界のなかで経験し

たこと、感じたことをどんな風に今後生かし

ていくか。全て今の私にかかっている。来年

の、そしてこれからの自分を考えると楽しみ

であると同時に、不安と恐しさで心が曇って

くるのだった。

ほんの1ケ月間だった。いろいろ悩んだ。

でも今ふり返ってみて、会議で出会った仲間

のことを考えると心が暖かくなる。熱いもの

がこみ上げてくる。共に笑い、共に泣き、助

け合い励ましあった日々がよみがえってくる。

英語でのコミュニケーショソがこんなに大変

だとは思わなかった。自分の伝えたいことが

適時に思った通り伝えられた事などほとんど

無かった。それでも動解しようとしてくれた。

言葉で伝える事の出来なかった分は、心でつ

かみとってくれた。

「十分に言い表せなくてとまどわせてばかり

でごめんなさい｡」

と私が落ち込んで言った時に、

「あなたの心の内にある美しさは言葉にしな

くても読み取ることができる。自信を持って

いいんだよ｡」

と励ましてくれた友達の言葉、これからも先

ずっと私を支えてくれるものとなるだろう。

このすばらしい会議での1ケ月、日本での

準備を含めて約4ケ月間を単なる思い出には

せず、自分を高めていく上でも、まわりの人

とのつながり、家族・社会・国際関係…あら

ゆるつながりを考えていく上でもきっと意味

あるステップとなることだろう。このステッ

プを乗り越え、成長した自分に出会えるか。

確かに不安だが、必ず出来ると思う。会議を

通じて出会った仲間がいつも応援してくれて

いる。他のみんなも必死でがんばっている。

私達はそのことを感じ合うことができる。ど

んなに離れていても、ずっと仲間だから、こ

の先もずっとずっと・・。

前略、アメリカにて

久米 恵子

お元気ですか？日本は相変わらず蒸し暑い

のでしょうか。こちらは暑いと聞いていたワ

シントン，.C.もそれ程のことはなく、むし

ろ強力すぎる冷房に凍えています。長袖のブ

ラウスを着るだけでは飽き足らずにトレーナー

をはおりつつ、環境フォーラムで資源の有効

利用について考えている自分に矛盾を感じた

りもします。

会議の日程も折り返し地点を過ぎました。

毎日充実し過ぎなほど予定がつまっていて時々

消化不良を起こしているのではないかと不安

にも思いますが、このあふれる刺激をどれだ

け敏感に感じとり続けられるか勝負だと思っ

ています。

今までにあったイベソトの中で一番印象に

残っているのはﾞRa"Forum〃だと思いま

す。いわゆる専門知識が必要ない分自分に近

い問題として感じられるからかもしれません。

この問題について目覚めるきっかけとなった

のは、D.C.で聞いた4人の黒人による講演

だったと思います。彼らはかなり感情的で、

自分達が肌の色によって､､かに差別を受けて

来たかという体験を話すのに夢中だった為、

あまりにも攻撃的すぎるという印象を受けた

人が少なくなかったようです。私自信も確か

に彼らは自分達の置かれた立場の苦しさに固

執しすぎるあまり閉ざされた世界から出て来

れないでいるのだと思いました。少なくとも
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私達は彼らの問題を理癖した上でその解決の

為にはどうすれば良いのかを考えようという

前向きな姿勢でいたわけですから、差別され

ている〃という現状にこだわられ過ぎては希

望を見い出すことができないのです。彼らが

自分達が感じている不合理を私達に伝えたかっ

たのはわかります。が、では彼らが理想とす

る民族共存のあり方とはどういうものなのか。

今までこの問題について私達が話してきた限

りにおいては、違いがあるのは仕方がない。

それならば、それがどのように異なっていて、

その差はどこに端を発しているのかを理解し

た上で、あとはそのまま受け止めるしかない、

という意見が多かったように思います。理想

論に走っているなあ、とは我ながら思います

が、あの黒人のスピーカーのように自分の立

場だけを主張しても、そこから発展するもの

はないと思うのです。

一つだけ、スピーカーだった彼らに感謝し

たいと思うのは、彼らが、激していた〃故に

いかにこの問題がアメリカ社会の中で根深い

ものなのか、理想論では片付けられないこと

なのかを肌に感じて理癖できたことだと思い

ます。日本にいて民族紛争の報道を聞いても

その深刻さや、何故彼らが自分の民族にそこ

までこだわるのか、という根本的な部分につ

いてピソと来ない部分が多いと思いますが、

それはやはり日本では日本人というマジョリ

ティがあまりに強大であって、私自信もその

中に属している為に、自分が何民族であって

それが自分にとってどういう意味を持つのか

という問題意識に薄いからなんでしょうね。

恐らくアメリカという国にいると、自分とは

見た目も個人的背景も異なる人に囲まれる為

かえってその中で自分とは何か、という自意

識が自我と正面から向き合わざるをえないの

ではないでしょうか。

民族問題、特に黒人問題など、日本へ帰っ

てしまえば日常の生活とは何の関係もないよ

うにも思います。でもこの、Ra"Forum"

が今後の私の生活に与えたインパクトという

のは二つの点で意義深いと思うのです。一つ

は日本にいるマイノリティの人々、つまりア

イヌや被差別部落の人達、それに在日韓国人

についてもっと目を向ければと思うようになっ

たこと。そしてもう一つは、マイノリティの

身になって物事を考えることの大切さを実感

したことです。、マイノリティの身になって

考える〃為には当然彼らの背景についての知

識が必要だと思います。それはつまり、世界

中にあふれる情報の中で目立たない日陰者に

なっている事柄にスポットライトをあてる、

ということです。何故こうした事が必要なの

か。それは知識が足りない為に不用意な誤解

を招いたり、意図はないにせよ心ない言葉で

弱い立場にいる人を傷つけてしまう、という

ような、無邪気な罪〃を防ぐ為です。それか

らもし自分がどういう形にせよマイノリティ

になる機会があったか、（日本を出る、とい

うのが一番手っ取り早いと思うけど）それは

絶対に貴重な体験だろうな、と思います。一

般的に、マジョリティよりもマイノリティの

方が迫害や差別、そこまではいかないにせよ、

多少居心地の悪い思いをするはめになるのは

歴史、あるいは日常の経験からでもわかると

思います。でもだからこそ、マイノリティに

身を置くことによって人は強く優しくなれる

と思うのです。ほら、誰かも歌ってるでしよ、
ひ と

ﾞ人は悲しみが多いほど、他人にも優しくで

きるのだか～ら〃って。もっともこれは私自

信が基本的にはマジョリティの立場にいて、

例えばマイノリティになるにせよ一時的なこ
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とに過ぎないであろうから言えるお気楽な意

見かもしれないけれど

実際、今回の経験で、マイノリティの立場

を考える重要性を深く感じて、様々な民族の

共存する、多様性〃を生かすべきだ、と口で

は言ってみても、日本へ多くの外国人労働者

がやって来て、、多様化〃して行く、という

事態についてはあまり歓迎する気持ちになれ

ないというのが正直な感覚です。ここが大き

な矛盾だとは思うんだけどね。

何だかずい分ずらずらと書き連ねてしまっ

たけれど、毎日本当に様々なこと、それも今

まで私の頭の中に浮かんだことさえないよう

な事について考えます。明日はメディア・テー

ブルのフィールドトリップがあります。この

テーブルはフィールドトリップが多いし、ディ

スカッションも内容が濃いのでとても充実し

ていると思います。今までこなしてきた中で

印象に残っているのは、民族問題がアメリカ

のメディアの在り方にも影響を及ぼしている

こと。つまりメディア界の担い手の多くがい

わゆる中産階級の白人であるということ。そ

れからアメリカによる日本報道が日本による

アメリカ報道に比べかなり少ないこと。もう

一つは、日米の新聞の構成の違い等から、客

観報道〃の為には何が必要か、という国のレ

ベルを越えたメディアとしての問題について

考えるきっかけを得たこと……でしょうか。

言葉にするとあっさりしてしまうけど、私の
カオス

頭の中では全てが入り混じってまさに、混沌

〃の状態と化しています。

毎日色々な行事があるけれど、実は一番有

意義なのは、自由時間の個人的レベルでのつ

ながりかもしれません。ここで出会った人達

との交流があと2週間で終わってしまうなん

てとても思えないし、決してそうなることは

ないと思っています。日本で定例会をしてい

た時に、誰かが、10年後に皆で会うのを今か

らとても楽しみにしていると言っていたけど、

本当にそう。この夏の経験が皆の人生にどう

影響していくんだろうと考えるとわくわくし

ます。もちろん他人の事ばかりでなく自分の

行き先についても考えなければならないけれ

ど…どうしたらJA錘で得たことを最大限に

生かせるだろう、と思案中です。

日本に帰ったら、国内のどこか静かな所へ

のんびり温泉旅行にでも行きたいです。どこ

か日本情緒たっぷりのおすすめ所は知らない？

よく海外へ行って日本へ帰って来ると、あそ

この国ではああだったのに日本はやっぱりだ

めだ、という風に、日本を卑下する人がいる

けれど、私はそうしたくないのです。もちろ

ん日本という国は、どうしようもない問題も

たくさん抱えていると思うけれど、やっぱり

魅力的な国だと思うのです。今の私の心境と

しては、来年アメリカの学生が来た時に、こ

れが日本のいい所！〃と自慢できるような事

や場所をたくさん見つけておきたい、という

感じです。

じゃ、長々と読んでくれてありがとう。残

りの話は帰ってからまたゆっくりね。

｢第44会日米学生会議を終えて」

高橋 直子

「第44会日米学生会議」との出会いは、実

施要領を手にした時に始まった。それは言い

換えれば、「地球共同体への一歩一今果た

すべき私たちの役害仁」というテーマとの

出会いであった。そのテーマを題に論文を書

き上げた。そこには、歴史の正しい認識とと

もに学生としての自由な発想、創造力を駆使
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分のパーソナル・スペース－－－他者を認識し

それを許すことのできる意識の許容範囲の何

と狭かったことか1－の拡充について、民

族問題フォーラムをきっかけに考えるように

なった。

「地球共同体」とは、私にとって未知の世

界との遭遇である。「未知の世界」はどこに

あるのか。それは、私のパーソナル・スペー

スの域の外にある他者との遭遇にある。つま

り、「地球共同体への一歩」は、私のパーソ

ナル・スペースが広げられる一歩であり、私

がより寛容な人間になるための一歩である、

という信念に達した。

会議を終えて、最初の論文を読み返すと、

それは明らかに「日米学生会議」を知らない

自分が書いている。会議自体を、「地球共同

体への一歩」とし、会議後には「二歩」が始

まると考えている自分がいた。しかし、今は

そうではない。私にとって、私の知らない全

てとの出会いがいつも「一歩」なのである。

日米学生会議はその名の下に回を重ね、太

平洋の平和・世界の平和に大きな遺産を残し

ていくことであろう。そして、「第44回」の

この会議もこれで終わることなく、そのテー

マが私たちの胸に焼きついている間はずっと

開催され統けているものだと信じたい。

最後に、この会議のために格別な配慮をもっ

て進行をすすめてくれた実行委員の活躍に心

より感謝したい。どうも有難う。そして、

「地球共同体」について一緒に考え、一緒に

学ぶことのできた参加者みんなに感謝を捧げ

たい。これからのそれぞれの活躍に大いに期

待している。「日米学生会議」を支えてくれ

ている全ての人に対して、私たちのこれから

の飛躍をもって感謝の意を示そうではないか。

して文化・社会の違いを乗り越え共存してい

こう、という信念を述べたのである。

五月からの毎週の定例会では、会議の準備

として設けられた様々な討論会が、即に私に

とっては「日本学生会議」と思えるほど、刺

激的であり勉強されられた。個人が違う、文

化・環境が違うということは同じ日本人同士

にもあてはまることであった。しかし、その

違いは必ず乗り越えられるという信念に何の

曇りもなく、むしろその違いを確認し合う過

程に充実感さえ覚えていた。

他者への理解、違いの認識・寛容について

の信念をゆるぎないものとして、いざ「日米

学生会議」に臨んだ。しかし、その信念を見

事に覆えされたのが、ハワード大学で民族問

題のフォーラムに参加した時であった。アメ

リカ合衆国の黒人の声を代表する各氏がそれ

ぞれの視点・立場から人種問題について語っ

た。それは、私のもつ表現法でしか描写でき

ないが、熱く激しい語り部であった。彼らの

怒り、憎しみ、恨み、葛藤などその類いに属

するもの全てを彼らの表現方法で日米の学生

に訴えた。

私の信念が覆えされたというのは、彼らと

の出会いでなく、私の知らない自己の存在と

の出会いであった。各氏の講演を目にし、耳

にする自分の意識は明らかに「理解」、「寛

容」などという次元の域を越えていた。他者

との違いを目の当たりにしてただ呆然として

いる自分に気付いたのである。

このフォーーラムを通して本来ならば、人種

問題について考えさせられたことを報告せね

ばならないのであろうが、私にはその余裕が

ない。私は人種や民族がどうあるべきかとコ

メントするよりも、まだ何よりももっと自分

自信「寛容」な人間になりたいと思った。自
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本当に驚いた。そこにいる一人一人が非常に

個性的で、自分自信の問題意識をもっている

ことに感動した。JA錘に参加できた自分が

幸福だと思えた。ここで、新しい仲間からい

ろんなことを吸収しようと思った。JA"r

とする議論は、すべてが新鮮で刺激的に感じ

られ、自分の思ったことを述べれば、皆が真

剣に反応してくれることが心地よかった。全

体合宿後に開かれる定例会は、いつも、楽し

みだった。今まで知らなかったことを知り、

興味を持ったことのないことに興味を持ち、

すでに既成のものになっていたものに対して

新たな視点が加えられていくのが自分でも分

かって、面白かった。

しかし、定例会を重ね、フィールド・トリッ

プで現場の働く方々の話を伺ううちに、定例

会での自分の発言が浮いたものでしかないの

ではないかと思うようになった。ただ、知識

をひけらかし、自分とは直接関係ない世界の

難しい話をしていい気になっているだけなの

ではないかと思うようになった。そして、本

会議が近づくにつれて、その思いが強くなり、

自分が日米学生会議という場所にいることの

意味が分からなくなってしまっていた。

西元 宏治

まず、始めに第44回日米学生会議に参加し

て、感じたことを文章にしようと思ったとき、

書き始める前からこの文章がまとまりのない

ものになるような気がしてどうしようもなかっ

た。何故なら、会議が終わって約5ケ月がた

とうとしている今も、夏の本会議に限らず、

日米学生会議というものを通して自分が得た

ものがなんであるかということは、自分の中

でも全くといっていいほど整理できていない

し、それが出来ていない以上、きちんとした

文章に出来るとは自分でも到底思えないから

だ。現在、第45回日米学生会議の実行委員と

してJA錘に直接関わっているぼくに、それ

が出来るようになるのは45回の本会議を終え

て、JATというものを距離を置いて見るこ

とが出来るようになってからなのではないか

と思っている。今のぼくに出来るのは、せい

ぜいJAZのなかで考えたことや感じたこと

を羅列すること位なのではないかという気が

する。そして、一番判りやすいような気がす

る。

まず、ぼくがJA虻に参加したのは、全く

の偶然だった。大学に入って、同じような毎

日の繰り返しにウソザリしていた、僕は何か

自分を刺激してくれるものを求めていた。そ

んなある日、JA錘のポスターを学校で見か

けた。本当は、JA鈍でなくてもよかったか

も知れない。ただ、説明会で手に入れた実施

要項と報告書を読んだとき、何か新しいこと

が出来るのではないかと漠然とした期待感を

抱いて、ただ、それだけの理由で応募するこ

とにした。

だから、5月の全体合宿で、初めてJAR

あるいはJA"rというものに接したとき、

アメリカにわたって、ワシントン，.C・で

本会議が始まったあとも、この思いは消える

ことがなかった。特に、ハワード大学という

アメリカの中でも非常に特殊な（？）場所で、

日本では考えてみることもなかった矛盾を直

に感じてしまい、自分に一体何が出来るかと

いうことばかり考えるようになった。確かに、

学生である以上、自分が出来ることに本質的

に限界があることは分かっているつもりだっ

たし、現在存在している社会的な矛盾に早急

な回答が存在するとは思ってはいなかったけ
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だすことが出来るようになるのではないかと

思えた。それは、言葉にしてしまえば非常に

当たり前で、陳腐にしか聞こえてこないもの

であるけれど、フォーラムやシンポジウムと

いう議論の場ではなく、JA麺という共同生

活全体を通じて確かに感じられたのはそうし

たことだった。

今まで書き連ねてきたことが、JAJを通

してしか得られないことであるかと聞かれる

と心許ないし、JA錘で得たことの全てなの

かといわれても首を傾けざるをえないのだけ

れど、少なくともそうしたことについて考え

ることが出来たというのは確かなように思う。

そして、また、ぼくが実行委員になったのも

今年の会議で判然としなかったものをもっと

はっきりさせたいという思うがあったからだっ

たo

JAエに参加すると決まったときでさえ、

JAエとの関わりがこんなに深いものになる

とは自分でも思わなかった。今でも信じられ

ないぐらいだけれども、なってしまった以上

は、これからもJA望というものを通して得

られるものを自分自信に問い掛けると同時に、

出来る限り多くの人に伝える努力をしたいと

思う。

れど、自分がしていることや言っていること

が、そうしたことに無関係を装っていたり、

無責任であることだけは避けたいといつも思っ

ていた。しかし、今の自分を顧みてみると、

自分が語っていることとそれを語っている自

分との距離があまりにもかけ離れていて、ど

う理屈を付けてみても、そのふたつを繋ぐこ

とがて出来なかった。会議の目的として掲げ

られている高邇な理想と会議のなかの自分と

に接点が見いだせなかった。

ワシソトソD.C・を離れ、テネシー州に移っ

たのちも、そうした気持ちを引きずったまま

で、結局、会議の終りまで消えることはなかっ

たし、今でも消えることはないけれども、テ

ネシーでの何人かの参加者とこの形にならな

い不満についてや自分が今までの生活の中で

感じてきた矛盾について話す機会をたまたま

持つことが出来た。そして、それをきっかけ

にして、なにがしか自分の中で整理をするこ

とが出来始めたように思う。というのは、個々

の人間の持つ問題や問題に対する認識という

ものは、確かに個人的なものであり、社会的

な問題やそれらの解決に直接結びつきにくい

ものではあるけれど、そうした個人の抱える

問題に対する共感がなくては、結果として、

どんなに社会的な問題について真剣に語り合っ

たとしても、その議論は傍観者のそれに過ぎ

ないのではないか、ということをその頃から

強く思えるようになったからだった。そして、

会議に参加したということだけでは、確かに

会議で話し合った様々な問題の解決に直接何

の貢献も出来ないのは当たり前だけれども、

今自分が語っていることと今の自分とのギャッ

プを常に感じることによって、僅かでも傍観

者の立場に陥ってしまうことは防ぎ、一人一

人の問題に対する関わり方というものを見い

AndrewBodziak

JA虻での経験は、現在の私の日本に対す

る見方を形成するにあたって大きな位置を占

めるものだった｡JASCが始まる時、私は日

本のことを冷淡で頑固で不可解な国と見てい

た。だが、日本人参加者のおかげで今はこれ

らの予想はいくらか違っていたと言うことが

できる。

残念ながら、私の場合、これらの見方や日
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本についての知識の多くがメディアや本によっ

ていた。日本人の仲間と向き合い、友情を築

く機会を与えられて、私は日本についてのよ

り適切で人間的な視点を持つことができた。

日本人参加者とコミュニケーショソを図る

ことが会議の中で最も難しいことだった。会

議で話し合われたトピックは非常に綿密な考

えと腹立たしい分析を必要とするようなもの

であった。時には議論はノーマルな範囲を越

えてとても感情的なものになった。自分自信

をうまく表現することは英語を母語とするも

のにとってもかなり難しいことであった。自

分が適切だと思うように微妙な問題について

も自分の感情を表現することができるので、

私は時々申し訳なく思ったりもした。自分の

意見を統一しようとしている日本人参加者の

フラストレーションを感じることができた。

しかし同時に、彼らの英語のうまさに感動し、

驚きもした。これは米国側に言葉の面での努

力が必要であるという我々日米関係の重要な

一面を表していると思う。一般的にいって日

本語を学ぶ努力に欠けていることが二国間の

理解のレベルを上げることの妨げになってる

のだと思う。

会議の体験の中で最も重要な出来事を挙げ

ろと言われても、一つだけではないとしか答

えられない。それはある一つの特定の体験で

はなく、関係を築き発展させていった一か月

の会議全体だと言わざるをえない。会議の終

りに、新しく出来た日本人の友人と自分が根

本的には同じだということに私は気が付いた。

奇妙な「日本的思考」ではなく、むしろ同じ

ような問題につL､ての異なる意見を確認でき

た。しかし、よくある意見の食い違いを除く

と、私たちの基本的な関心や意見は同じだっ

た。それは、友情であり、地球レベルの調和

であり、世界平和であった。JA錘は、我々

（日本と米国）が互いを理解する努力をすれ

ば、両国とも現代世界の中で平和共存でき、

全人類のために世界中で良い意味での変化を

もたらすよう共に取り組むことができるのだ

ということを教えてくれた。

（訳出比企野慶子）

｢存在」

野田 雄輔

ワシソトソDCではレセプションに招待さ

れることが多かった。特に、国務省で行われ

た立食パーティーは、それは豪華なものだっ

た。最上階の広間は、まるで中世の王宮をイ

メージさせる空間を演出している。足が沈む

ほどふかふかした絨毯が敷きつめられ、天井

には巨大なシャンデリア。中央には声明発表

の演壇が備え付けられ、政府要人、VP専用

の広間であることを窺わせる。バルコニーに

出ると、首都ワシソトソDCが一望できる。

ワシソトソモニュメソトから、ポトマック河

まで目前に広がる美しい景色をカクテルで喉

を潤しながら、堪能する。頬を撫でる風も心

なしか涼しく感じる。身も心もすっかり開放

された気分でいると、隣では参加者の皆が写

真を取り合うなどしてはしゃいでいる。自分

もその仲間に加えてもらい、ほろ酔いの上気

した顔を写真に収めてもらう。あちこちで笑

い声と、陽気な会話が聞こえてくる。「人生

最良の時であろうか」独り悦に入っていると、

ポトマック河の上空に飛行機が降下して来る

のが見えた。バルコニーの手すりに頬ずえを

つくと、轟音にかき消されながら、僕の耳に

入ってきた声があった。
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と失業者とおぼしき男たちがいつもたむろし

ている。夜には麻薬の売人が排掴する街とな

る。この街に来て初めて目にしたのは、ゴミ

箱に埋もれて、虚空をみつめる老人の姿だっ

た。

｢普通の人じゃ来れないところだよね…」

普通の人じゃ来れないところ－アメリカ

政治の中枢を司る国務省は、勿論、その辺の

BARや喫茶店に行く感覚で来るところでは

ない。玄関口に整列した後、パスポートの提

示を求められ、金属探知機で体を隈なく調べ

られた。そうして僕等は国務省の最上階まで

上がり、カクテルでほろ酔いになった頭でワ

シソトソの美景にみとれている。

「このバルコニーからじゃ、ハワードの街

は見えないよな。ハワードの住民たちは、

ここに来て、こんなワシソトソDCの景

色を見ることがあるのだろうか｡」

ぼんやりとそんなことを考えた。次第に酔

いが覚めていく。自分は一体、どういうわけ

で国務省のレセプショソに招かれているのだ

ろう。再び問い直す。僕は何を思い、このワ

シントンDCの景色を眺めていたのだろう。

誰とも口を聞かぬままレセプショソは終わり、

国務省を後にした。その日、ハワードに着い

たのは夜だった。スーツに身を固めた日本人

とアメリカ人の集団。明らかにハワードの街

にはミスマッチである。反対側の歩道から、

道行く黒人が指さしているのが見える。立ち

止まって、睨むようにこちらを注視している

人もいる。無意識のうちに、日米の集団は足

早になっている。ふと気づくと、集団がばら

けている。横断歩道の信号機の下で、一人、

黒人の老人が何かわめいているのが見えた。

ひどく酔っているようだ。他の皆は彼にわめ

かれて、既に横断歩道を渡っていた。集団の

最後尾にいた僕の前に、老人が立ちふさがっ

た。酒で潤んだ虚ろな瞳。僕の姿が映ったら

い､。歩道を渡ろうとすると、手を広げてこ

う言う。

｢普通の人じゃ来れないところにいる、俺っ

て一体誰だ。ここに来て何やってんだ」

そんな問いが、不意に沸き起こってくる。

日米学生会議が長年培ってきた伝統と、先輩

たちの尽力が今回、第44回の参加者である僕

をここに立たせている。そう言い聞かせ、納

得させようと努める。楽しいレセプションの

場で、難しいことは考えたくない。しかしど

うも釈然としない。雰囲気に浸ろうとカクテ

ルを飲み干す。そしてゆっくりと、景色を一

望してみた。駄目だった。僕の脳裏に浮かん

だのは、眼前に広がっている美しい首都、ワ

シソトソDCではなく、その裏側の街であっ

た。

僕等がワシソトソDCで滞在していたとこ

ろは、首都に対して丁度裏側に位置するハワー

ドという街。黒人居住地区であるoハワード

の街は、貧しい。犯罪発生率も高い地区だと

聞いた。パトカーのサイレンがしょっちゅう

こだましている。「一人では出歩かないよう

に」大学のセキュリティーがロを酸っぱくし

て言っていた。街の外れには廃屋同然の集合

住宅が密集し、子供たちは壊れた消火栓から

噴出する水で遊んでいる。ストリートに出る

｢何故、スーツを着ている。アジア人かお

前は。韓国人か、中国人か。お前は誰だ。
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この街に来て何をしている。誰だお前は！」 「普通のひと」であるはずなのだから。－－

僕の目の前に突如現れた老人。彼との短い出

会いは僕にとって大きな意味を持つ。どんな

政府の要人や、偉い人の言葉より、彼の問い

掛けは胸に響いた。

あの日以来、僕はどんな問題を語るときで

も、誰とどこにいても、自分自身を執勧に問

い続けた。議論の場にあっても、「ではその

問題を語る自分自身はどうなのだ、何をする

者なのか」という、問いが僕を黙らせた。そ

んな僕の姿に誰も気づくことなく、また誰に

打ち明けるわけでもなかった。会議は個人的

な葛藤を繰り返して、終わった－．

バットで頭をなく･られた様な衝撃が走った。

－「オマエハダレダ」

老人の顔を見つめる。一瞬、アルコールの

臭気が鼻孔を突く。不精髭に覆われた口許か

らヤニだらけの歯がのぞく。よだれが垂れて

いる。彼の手が僕の肩に伸びできた。その刹

那、「カッッ！」僕の頭のなかで何かが発火

したような気がした。老人の横を駆け足で走

り抜け、一目散で部屋に帰った。ネクタイを

締めたまま、ベッドに転がった。その夜、僕

は途方に暮れた。国務省での豪華なレセプショ

ソで自分の存在を確認できなかったこと。そ

してたった今、僕の前に現れたハワードの老

人に詰め寄られたこと。自分自信の存在に対

して、あらゆるものが疑問を投げかけてくる

ようだった。会議はまだ始まったばかりだと

いうのに－。

「僕は何者なのか。なぜここにいるのか。

何を求めてここに…」

どこか底の無い淵の中に吸い込まれていく

錯覚をした。毛布を体に巻きつけ、海老の様

に丸くなった。眠れなかった。パトカーのサ

イレンが鼓膜に張りついて、離れなかった。

東京に戻ってきた数ケ月後。夏の思い出に

整理がつき始めた頃、ある人に自分が会議中

に独りで考えたことを全て吐露した。彼女は

黙って話の一部始終に耳を傾けた。すると少

し傭き、それから寂しそうな視線を僕に向け

て言った。

｢何で黙ってたの。話せば良かったのに。

みんなが周りにいたんだよ。かっこつけ

ちゃってさ…」

僕は飲みかけのコーヒーを、一気に飲み干

した。手の震えが、止まらなかった。日米学生会議は僕らに様々な形で、深い思

索の機会をもたらす。その度に視点は「上」

になったり、「下」になったりする。国務省

のレセプションに出て、ⅥP気分でワシント

ソDCの景色にうっとりして終わるのもいい。

けれど、その裏側にハワードという街が存在

する現実にも眼を向けることも必要だ。アメ

リカにいるから特別だということではない。

日本にいても、同じことだ。自分自身の「日

常の眼」を通してものを考えたい。僕らは

JinGill_"

国際政治を勉強する学生として、ひどく形

式主義的で効果のないブッシュ政権の日米構

造協議の最終ラウソドに見られるような最近

のエスカレートする日米貿易の緊張が、未来

の暗示であり、また過去の不吉な回帰のよう

に見えることを憂えて、私はこの第44回日米
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た。そして、相互の友情が後者でなくむしろ

前者が将来の日米関係の基礎になるというこ

とを保証するのであろう。

多くの点で、私たちは、とりわけ冷戦政治、

科学技術の変化、市場のポーダレス化、そし

て歴史的機会の遭遇から生み出された新時代

の交差路にいる。1934年の日米学生会議の創

始者の学生達がそうであったように、政治的

にも経済的にも二国間関係において重要にな

るというふうに、私たちが築いた友情がこれ

から何十年後かには未知の試験に試されると

いう意味で、私がこの会議を歴史的なものと

述べたのは適切であろう。軍事戦略より貿易

のほうが優勢になりつつあることが自明の事

実である時代に、とりわけ日米両国の協調が

ほとんど全ての国家の経済的安定にますます

必須となるので、第44回日米学生会議は重要

であると言えよう。 （訳出 比企野慶子）

学生会議にやって来た。このような状況下で

は、この種の会議の必要性は明白であり、私

は高名なコスモスクラブで開会の言葉を聞き

ながら、その歴史的重要性を思い起こした。

私は、まるで私たちもこの新時代に同様の使

命を負っているかのように、この会議と今や

神聖でさえある1934年の会議の重要性を難な

く関連づけることができること、私たちの経

験は重要なものとなるであろうということに

気付いた。このような印象がどれほど現実に

近かったかは普通に考えても想像できるが、

実際は、国際社会の日米双方の国益や目標と

いう文脈での日米関係に対する（それは制度

的、専門的な関係とは違うものと私は考えて

いるが）日本の学生の考え方や態度を理解す

ることに私はより興味を持つ結果となった。

嬉しいことに、会議では十分なフリーディス

カッションと（友人を作らないわけにはいか

ないほどの）多くの生活レベルでの交流の時

間があった。「相互理解、友情、信頼を通し

て平和を育む」という会議の総合テーマに反

映されているウィルソソ主義的リベラリズム

の理想と目的が、ほとんど無意識的なレベル

での会議の実際の性質であった。

両国の国民がそれぞれ相手に対し否定的な

見方をしているということは意外ではない。

「アメリカは日本人を排他的で姑息で自分勝

手で国際的な責任を果たすことにも積極的で

ないと考えている｡」日本人はアメリカ人を

「怠け者でわがままで浪費家で一方的な暴力

行為をしがちである」と考えている。この会

議の重要な点は、ホッブス的イメージより協

調の方が結局は良いという考えから、学生と

して地球市民としてそして人間として私たち

が同じであることを強調し、文化的社会的経

済的な違いはそれほど強調しないことにあっ

テネシーの夜

田中 剛

和文報告書の締め切りも近づき、JA艶か

ら3か月たった今、何が一番僕の心に残って

いるだろう。英語も80人の中では最低辺レベ

ルであったし、基本的に自分はリーダーシッ

プをとることができず集団行動のできない

（人に従うことのできない）人間である。そ

んな僕としては、セッショソ外、つまり夜の

活動でしか自分を活かすことができなかった。

そう、小学校の放課後のように。（例外的に

楽しめたのが、ボランティア・ワークであっ

た｡）当然インフォーマルな夜の話に、フォー

マルな昼のセッショソが消化されて出てくる

のだから、昼間が無駄であったというわけで

はない。ただそれだけであったならば、この
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夏はあまりに実り薄いものになっていたこと

は確かである。

ハヮード大もコロラド大も、寮に大きなミー

ティソグルームがあり、そこで話し疲れてそ

のまま床で寝てしまうのが常であったが、ミ

ドルテネシー州立大では、小さなソファーが

3つほど、テレビ1台という小さな部屋しか

なくて、全員が集まることなどとても無理が

あった。そこでは、ワシントンでの堅さやコ

ロラドでの弛緩もなく、僕にとってテネシー

は短い適度の緊張を与えてくれた場所であっ

た。

テネシーでは毎晩のように、玄関の階段に

座り込んではだべっていた。キャンパスの中

ではひたすら緑が広がり、ところどころ街灯

がともっていた。夜の暗さになれた目には、

時々2人3人と寄り添って歩く人間の姿が白

く見えた。僕は、人生の真実を探し出すよう

に、その闇をじっと見つめていた。実際その

断片が浮かんでいた。いつも、民族だの人種

だの社会の大きな流れから、愛だの恋だのと

いった私的な話になり、4時5時になると決

まってシモネタになり、あたりかまわずバカ

笑いをしていた。

－人間が本当に生きていると感じるのは、

オーガズムの時と人を殺す瞬間である｡－

こんなばからしくも哲学的な命題（迷題？）

が数多く導かれた。真友の少ない僕にも、心

の琴線に触れる瞬間がしばしば訪れた。カラ

オケなんて大嫌いだったのに、チェッカーズ

のぃSongforU.S.A,〃を始め、日本の歌

謡曲を2，3人で声を張り上げて歌った。

僕は基本的には懐疑主義者であり、唯物論

者であり、結局頼れるのは自分だけという利

己主義者である。僕には人望がなく自分勝手

で頼りがいがない。自分でもよくわかってぃ

るのに敢えて最後の日、実行委員の選挙に出

た。自分をいじめるために。案の定僕は一人

名前を呼ばれなかったのだが、そんな僕に対

して、涙を流してくれる友がいた。「こいつ

本気か｡」と内心驚きながらも、いつしか自

分も涙していた。

アメリカでの夢のようなlか月半はあっと

いう間に終わり、再び日本での普段の学校生

活は始まった。留学への切なる望み。恋愛の

不可思議さに悩む日々。だが何かが違ってい

た。何か、より人生の一つのことに対して大

切にできるようになった。同じ孤独な人間で

も、「こいつは信じられる。信じてみようか｡」

と思う人がこの世に存在すること。たまに会っ

て話すこと。そんなことが、僕の精神を安定

させていた。

芥川龍之介の『トロッコ』のように、テネ

シーの夜の暗闇が、今でも僕の前に広がって

いるのである。

ZubinGidwam

私のJAエでの経験と日本国内の旅行の経

験に基づいて、日本人の良い面、悪い面につ

いてコメントを頼まれた。

私たちの多くが、少なくともJA託が終わっ

た現在、一般化、ステレオタイプ化が十分に

相手を説明しているとは言えないことを認め

ていると思う。しかしながら、多言語の生活

体験から私たちのコミュニケーション術にい

くらか違いがあることを発見したことについ

て話したいと思う。

JAエに参加して、実行委員として働くこ

とは多くの個人間のコミュニケーション術を

必要とした。二年間を通して、実行委員のメ

ンバーは共に多くの波を乗り越えてきた。言
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ると言えるだろう。「適者生存」や反対者を

圧倒することが生活のどんな面にも、特に個

人間のコミュニケーションにおいてよく見ら

れる。アメリカ人は自分自身の解釈を挾むた

めに、他人の意見にしばしば割って入る。正

しいエチケットとしては他人の権利と感情を

尊重することとなっているが、それをどれだ

け私たちは実行しているだろうか。実行委員

は政策決定過程においてこの両者対立を経験

した。部屋の半分は白熱して問題を議論して

いたが、残りの半分はだいた↓､それを観察し

ていた。発言されたことをより注意深く考え

る人もいた。論点を引っ掻き乱し、ミーティ

ソグを長くするのではないかという恐れから

意見が十分に交わされないこともあった。こ

れは良くもあり、悪くもある。考えているこ

とを言葉にしなければ、繰り返しや無関係な

ことを付け足すのを避けることができるかも

しれな↓､が、同時に彼らは感情を表さないこ

とになるかもしれない。感情はコミュニケー

ショソの強力な手段となるが、自身の中で押

さえられても同様に強力であるのだ。発言さ

れなかったことは発言されたことよりも時に

はもっと多くのトラブルを生むことがある。

反対意見を抑えてしまうことは時間通りに終

わらせるための意見に従うことになる。もし

思っていることを話さなかったら、それはこ

れから先もその感情を守り統け、同じことを

考え続けることになるだろう。意見をグルー

プに却下されてしまうことは恥ずかしいこと

かもしれないが、話さないで終わらせてしま

うことは「もしあの時言っていれば…」と感

情をより悪化させるだけである。

日本の人々のことを考えるために、私は日

米関係の基盤であるコミュニケーショソにつ

いての私の観察を表そうとしてみた。一般的

葉の壁を越えて意思の疎通を図ることは難し

いことだ。単にフレーズを訳すだけが発言の

本当の意味を伝えるとは限らない。訳し方は

もちろんのこと、それぞれの言葉でのニュア

ソスやイソトネーショソが誤った解釈を生む

こともある。私の出会った多くの日本人は概

して、騒々しいアメリカ人の仲間より静かで

内気だった。それは学問的な討論の場同様、

普通の会話でも見られた。私たちは学生たち

に沈黙を尊重することを言い続けた。二か国

語が使用される場面では訳して考える時間が

必要とされる。フランス語にしても、ドイツ

語、ロシア語、そして日本語にしても、訳す

には時間と努力が必要なのだ。沈黙は、訳す

時間や意見を組み立てる時間を要求してるの

だとも言えるが、反対、混乱、驚き、狼狽や、

単に熟考を表すときもある。

私の経験から言うと、アメリカ人は素直に

自分を表しがちである。学校では自分の意見

を表すために声を挙げることを奨励される。

私たちは大抵、関係ないことであろうとなか

ろうと取り敢えず発言する。アメリカ人は議

論の拡がりを大切にするようだ。私たちが素

直に結論や投票を求めて討論し、議論を戦わ

せがちである一方、日本人はもっと多くの時

間をコソセソサス形成に割くようである。ア

メリカではなるべく多くの意見を出して、そ

れから多数決で決定を下そうとする。少数派

は反対意見を持ち続けるかもしれないが、決

定は受け入れられる。日本式の政策決定過程

は全会一致の賛成になるように導かれるよう

だ。多くの人がグループ°の利益を生む方へ進

んでいくように黙っているようだ。反対意見

は集団の利益に従わせられ、異端視されるよ

うだ。

アメリカ人は社会進化論の最も良い例であ
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にアメリカ人も日本人も互いから学ぶことも

できるし、また学ぶべきである。日本人は発

言について注意深く、控え目になりがちであ

る。必要なことだけを言うことによって会話

は能率の良いものになる。しかし、礼儀正し

く言えば、反対意見はしばしばそのまま残っ

てしまう。このような明らかな反対意見に欠

けるのは当然のことだと思う。一方、アメリ

カ人は再確認することになろうと反対されよ

うと、自分の思ったことを話すことを主張し

がちである。これは意見の拡がり、多様化に

つながるが、しばしば無関係な話を付け加え

たに過ぎないこともある。グループの原動力

に関して言えば、私は沈黙の持つ力に注意し、

そして建設的に自分の感情を伝えることを皆

に勧めたい。自分の考えを発言する前に言わ

れたことを吟味し、合理的に考えるべきであ

るが、しかし有益な意見が加えられるのを妨

げるべきでもない。さらに、表面の部分以上

のものを読み取るべきである。沈黙は反対に

も賛成にもなりうるのである。アメリカ人も

日本人も反応がないというのは必ずしも意義

がないことを意味するのではないことに気付

くべきである。最後に私たちはコミュニケー

ショソの基盤、すなわち、人間は社会的な存

在であることを検討しなくてはならない。人

間は個人的な理由からも儀礼的にも見知らぬ

人に対しては遠慮がちになる。私はこの社交

上の壁を取り払うよう勧めたい。他人に対し

て心を開くことは自分の弱点を見せることに

なるが、互いに頼り合う友情を生むことにな

(訳出比企野慶子）るからである。
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共同声明作成にあたって

この共同声明は前回までにはなかった、第44回日米学生会議の新たな試みとして企画され、会議中

から会議終了日に向けて参加学生の手で作成されました。ここでは、会議の議題から総合テーマ、民

族問題､戦争と平和､ボランティアリズム､貿易､ジェソダーを取り上げています。開期中に行われたそ

れらに関わる行動・議論から私達が何を感じ考え、今後何ができると考えたかをまとめたものです。

これまでの学生会議報告書の中では、活動や話合いのトピックは記されていても参加者の意見・声

が具体的に表われてこないきらいがありました。それを個々の心の内にだけてなく、文書の形で残す

ことにより、私達が考えたことを会議の外の人々に対し

蕊
て伝え、さらに会議を越えてもなお，私達がこれらの問

題を考えていくように自らを喚気する、ということが声

明作成の目標でした。

私達の間で必ずしも意見の一致が見られたわけではな

く、既知の共同声明とはその性格がかなり異なるものと

なるかもしれません。しかし、参加者がこの会議で何を

考え、感じたかができるだけ具体的に表われているなら

ば、この声明の使命は達成されたことになると考えます。蕊
共同声明作成にあたっては、学生が次のようなアンケートを作り、全参加者にすべて記述解答を求

めました。

アンケート質問事項

テーマについて1）あなたの考える「地球共同体」の概念はどんなものですか？

2）あなたの国の地球共同体への責任．果たすべき役割はどんなものだと感じ

ますか？

3）第44回会議の後、地球共同体形成に向けてのあなたの役割をどのように持

続させますか？

民 族 問 題1）本会議と民族問題フォーラムは、民族問題に対するあなたの考え方をどの

ように変えましたか？

解決に向けて何らかの提案がありますか？

2）差別はどうして起きるのでしょうか？

人種差別を緩和するためにあなたが日常生活の中でできるのは、どのよう

なことでしょうか？

3）会議の前には、人種差別をどう考えていましたか？

－179－



ボラソティアリズム1）あなたにとってボランティアリズムとは何ですか？

2）学生としてローカルなレベルで私達が地球共同体のために貢献できるなら

ば、どんな方法がありますか？

3）今現在の学業や役割をどのようにポラソティアリズムと結びつけられます

か？

4）この国際時代には私達が生きていくためにできるボランティア活動とはど

んなものがあるでしょう。

成功している男性/女性とは？

男女間の理想的な関係を書いて下さい。

それぞれの国で、ジェソダーに関係することで1つ変えられるなら、あな

たは何を変えたいてすか？

公的・私的なジェソダーの差別をどうしたら解決していけるでしょう？

エ ソ グ ー1）

2）

3）

ジ

4）

｢地球共同体への－歩～今果たすべき私たちの役割～」

会議を通じて私達は第44回日米学生会議のテーマであるぃExploringOurR"ponsibiliti"tothe

GlobalCommunity〃について考えてきた。貿易・環境・「戦争と平和」そしてボラソティアセミナー

での経験を補うために、私達は国家あるいは個人レベルでどの様に私達のグローバルコミュニティー

に対する責任を果たすことができるかについて話し合った。私達は、、グローバルコミュニティー〃

の定義について、またどの様にして相互依存世界への意識を高めるかを話し合った。ある者は他国の

法律・習慣を尊重することによる多角的・共存的な複雑な社会システムを想像し、またある者は国家

の政府を監督する中央組織により世界が統治されることを望んだ。

私達が最初にぶつかった問題のひとつは、利己的な利益に直面した場合、果たして私達は世界の中

での自分達の役割を認識し、それを実行できるのかどうかということであった。もし自己本位である

ということが不変の人間の本質の一部であるとすれば、私達が個人的なあるいは国家としての利益を、

世界規模の意思決定の場に於いて優先させてしまうという態度は変えられのだろうか。自己本意であ

ることが人間の本質であるかないかに関わらず、私達はより私欲をおさえることができる様になるの

ではないか。私達は全人類にとっての問題の解決が、私達自身の利益にも結び付くという事を学ばな

ければならない。人種差別、戦争、公害や貧困などの問題は、全て私達の利己的な利益に由来するも

のである。これらの主な全地球的問題の解決には人道主義が不可欠である。

また、教育も地球共同体での役割認識のためには欠かせない。これは異なる国や民族に対して無知

であることからおこる文化に対する誤解を取り除くことも含むものである。それぞれの国が異なった

性格・民族的文化的背景を持つ。それ故国際化への道のりは民族によって異なるのである。

さらに私達はアメリカ合衆国と日本が、地球共同体を築く上でどの様にリーダーシップを取れるか

について議論した。両国は大きな経済的・政治的力を持つため、相反する形ではなく共同で全地球的
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な役割を果たすべきである。私達は文化的帝国主義の危険性に注意し、経済的には小国である地球共
同体のメンバーを尊重しなければならない。

会議参加者は、日米両国が地球共同体をより良いものにするための様々な方法を提案した。私達は

自分達が持つ様々な資源を人道的行為のために利用できるのではないかと考えた。例えば多国籍企業

が、その利益で当事国の開発を援助したり、難民キャンプ。に寄付をする、といった事である。日本側・

アメリカ側参加者のいずれも自国により積極的に技術・人権・環境問題解決のための行動を望んでい

た。私達はアメリカの経済力の低下と日本の限られた国際政治への参加について考えさせられた。さ

らに自由貿易や保護主義が各国の利益となり、地球共同体を改善していくのかについても話し合われ
た。

個人的なレベルでは私達は日米学生会議参加者一人一人が、地球共同体のために何ができるかを討
論した。以下に示すのは参加者からの提案である。

－教育を通じた地球相互依存化の促進

一人々の環境問題への意識を高めるために情報を提供する

一日米両国の政治家選択に、より一層の責任を持つ

－良い映像で人々に世界が抱える問題について知らせる

－それぞれの地元でできるだけボランティア活動を行う

一日米学生会議参加者と連絡を保ち、情報交換を行う

一会議中に自分が感じた事を友人とシェアし、自分の得たものに応じて彼らに影響を与える。

一自分が未勉強である問題について学ぶことに最善をつくす、世界の現実の状況を学び問題解決
について考える。

-PBF･APEC等の環太平洋組織の強化に努める

一信頼・尊敬される日米問の仲介者となる

－より良い相互理解の促進のために自分のコミュニケーション技術を向上させる

－教育と経験により偏見を取り除く

－災害救助を手伝い、発展途上国の抑圧された人々が自立できるよう援助する

一心を開き、ステレオタイプを持たない様にする

日米学生会議参加者として、私達は国の地球共同体に対する役割と同じ様に様々なレベルでの私達

の役割を見つけた。一地球市民として、先に示した以外にも様々な方法で私達は新世界秩序とより固

い、より良い形の日米間のきずなのために貢献することができる。そして世界的視点に立って考える

ために私達は自分達の地球で活動しなければならない。世界的視点に立って考えるためには私達は個

人的に変化について話し合わねばならず、その上個人レベルでの変化を起こさねばならない。この努

力のなかで重要な部分は日米学生会議の目標に反映されるている。それは、、相互理解、友情、信頼

を通じての平和の促進〃ということである。この目標は同時に、21世紀のより良い世界の創造に向け

て共に歩まなければならない日米両国の相互依存関係の根底をなす基礎でなければならない。
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地球環境フォーラム

地球環境フォーラムは8月4日、ハワード大学で行われた。日本側からは日本大使館の環境問題担

当官、西窪氏が招かれ、日本の過去30年の環境保全に関する政府の取組みについて話された。特に、

日本が大気汚染に関する問題について、各地域で改善があったことを説明した。アメリカ側からは、

地球サミットに参加した国連大使でもあるロバート・ライアソ氏が、アメリカの環境政策について、

また、地球サミットに対するアメリカ政府の見解を説明した。

午後は、3人の科学者を招き、地球温暖化問題について科学的な見地からの講演があった。特に、

複雑な温暖化現象の原因、アメリカと日本のエネルギー政策、将来の新エネルギー資源の管理とその

持続的発展の可能性について豊富なデータを用いて述べられ、この日のフォーラムは幕を閉じた。

8月10日の地球環境フォーラムは、中部テネシー大学で地域社会における環境問題について考える

機会を設けたo招かれた講演者は、州の自然環境官、企業誘致に関わる組合の担当者、リサイクル運

動に関わる人々であった。こうした、ワシソトソDC，テネシー州で行われたフォーラム、グルーフ

ディスカッショソを通して参加者が共同声明として盛り込んだのは以下の通りである。

一地球規模で起こっている環境問題は（地球温暖化、産業廃棄物の投棄など）簡単に解決される

問題ではなく、短期的視野でなく、長期的に忍耐強く取り組まなければならない問題であるこ

とをまず、認識すべきである。

一会議を通して、様々な角度から環境問題を議論してきたが、日米両国の学生が特に強調したい

のは、リサイクル運動の普及である。ただ、現実には、リサイクルされた商品なり、生産物が、

リサイクルでないものよりもコストがかかるという問題があり、これをまず、クリアしなけれ

ばならない。

一リサイクルも大事だが、今使用している物を可能な限り使う努力をしなければならない。

一上記のような消費者側の意識革命と共に、政府がもっと介入し、企業が環境問題に真剣に取り

組むよう働きかけるべきである。

一また、学校教育においても授業などで、環境問題を真剣に考えなければいけない時期にきてい

ることを、早くから子供たちに訴えていくべきである。

一結局、環境問題への取組は各人のライフスタイルや意識の変革を促すものである。その際に、

広く人びとの関われる媒体はNGOであり、．ACTLMALLY'ITm,JKGROBALLY〃の精神

を新しい、環境問題に取り組むデータとして取り入れていく必要がある。

民族問題フォーラム

最初に民族問題フォーラムはハヮード大学で開かれ人種差別に加えてアフリカ系アメリカ人に焦点

をあてた。私達が招いた講演者はいわゆるアファーマテイブ・アクショソを支持する方々4名であっ
■
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た。彼らはマイノリティにも持っている力を発揮出来るように機会が与えられるべき、と説明した。

性差や人種の違いに拘らず、平等の機会を与えられるべきなのである。このワシントンDCでのフォー

ラムは質疑応答で締め括られたが、そこではスピーカーの方々の人種差別に対する怒りを改めて考え

させられた。過去における闘争の話でそれを垣間見ることができた。このフォーラムの後、学生達は

複雑な心境になったが、少なくとも民族問題に関する認識を高める一つの契機になったのは確かであ

る。

ナッシュビルではハワード大学で開かれたフォーラムを受けてディスカッションをした。先の4人

の講演者の情熱的な話に影響を受け、私達は強くより深いデイスカッショソの必要性を感じたのだっ

た。日本側の参加者は特に英語によらないで自分の考えを話し合おうとした。そして日本語によるディ

スカッションが実現した。議論は白熱し、人種差別(Radsm)の定義からスピーカー達のやや感情

的だった点、それに対する日本側参加者の反応など深い点について話し合いがもたれ、それは深夜に

まで及んだ。

第2回のフォーラムではバソダービルト大学のフレソドシップ．コミュニティ。センターでワーク

ショップを行なった。ここでは人種問題に限らず、友達として各々が自分のことや文化などについて

考えを述べあった。はじめに詩や歌を披露し、自らのエスニシティについての態度を示す者、個人的

な経験を語り、それが民族問題を考えるうえでの影響を示した学生など様々であった。

このワークショップでは「理想の社会」を皆で想像しあい幕を閉じた。あるグループは歌を作り、

現在の人種問題や差別がなくなるための第一歩となるその小道について歌った。他のグループは絵を

書き、また様々な「理想の社会」像を個条書きにした。このことは一見馬鹿げているようにも、そし

て幻想的に思えるものかもしれないが、この目的は明らかである。各グループで一人一人が差別の非

人間性や非合理性に気が付いていったのである。

私達はこのフォーラムの結果、自分達は自らが持つ偏見を変えていく努力を続けていくべきだと感

じた。そして例え、マスコミや歴史、政治や現実から悲観的な影響を受けても積極的に努力していく

ことを確認したのである。

最終パートでは私達はマニトウ・イソディアソ・クリフ・ドゥウェリソグスを訪ねた。案内役を務

めて下さったマイケル・リトル・ディア氏の助けによって由緒あるネイティブ．アメリカソの生活を

見学することができた。始めに伝統的な踊りを見せて頂き、その後でネイティブ．アメリカンに関す

るビデオを見た。何人かの学生はそれが大衆向けになっていると感じたが、彼らの伝統的な料理の後

でのマイケル氏の示唆にとんだお話にそんな考えも即改められたようである。主に60年代の自身のネ

イティブ・アメリカンを主導することについての経験を語られたが、それは現在もその生活の向上を

目指す熱意となっているのであった。彼の思いやりと積極的に行動していく姿には多くの学生が感銘

を受けていた。

＊ ＊ ＊

共同声明の作成にあたり先のアンケートにある質問を学生全員に投げ掛けた。

初めの質問（会議参加前の人種差別についての感じ方）に関して、主に日本側の学生のほとんどは

民族問題に関してそれほど意識が高くかなったようである。ある日本の学生はこう言っている。「自
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分は、マイノリティに属したことはないので理解するのは難しい。知識としては知っているけれども

それは経験としてではない｡」アメリカ側の学生も何人かは歴史の前例や自分達の社会の中での強い

影響から偏見や差別的な態度をとることをよし、としていた。

会議に参加してから、学生達は講演者たちの民族関係の改善に対する情熱に深く触発されたようで

ある。

差別の主な理由としては他人より優位に立ちたいという欲求やステレオタイプを持つことへの好都

合、力を持ったことを楽しむ自己満足や基本的な無関心といった人間の特性が挙げられた。また自分

達の社会の影響や教育も挙げられる。大きな理由に相互理解の欠如とコミュニケーション不足がある。

言葉や地理的な壁が災いしている。

最後に学生達は現実的な、民族問題解決のための方法を考えた。それは教育であり、個人のレベル

で意識を広げていくことであり、他の民族の人たちと話してみることである。そして自分を常に見つ

め続けていくことなのである。あるアメリカ側参加者はこう的確に表現している。「自分の行動と他

人の行動に気を払っていることはとても重要である。人種偏見に立ち上がり、そして決して座わって

しまうのはよそう｡」

戦争と平和セミナー

アメリカとソ連のイデオロギー的な対立が終わって、国家間の関係も新世界秩序を作っていくべく

再評価されはじめている。このセミナーでは学生達にこの新世界秩序のなかでの日米関係を話し合う

機会を与えることとなった。

ワシソトソDCではサソフォード・ゴットリーブ氏とマイケル・グリーソ氏が冷戦下で二極に分け

られていた世界の背景について説き、この過去をどのように未来へつないでいくべきかを述べた。かっ

てソビエト連邦とアメリカ合衆国は、多大な影響力の領域を求めて地球的規模で争っていた。グリー

ン氏によれば、合衆国の共産主義に対する封じこめ政策の結果、中国に近い日本はアメリカにとって

戦略的に重要な場所となった。このようにして日本はその経済力を伸ばす一方で国際社会で受け身的

な役目を果たしてきたのである。

ソビエト連邦の消滅は共産主義の脅威がまさに消滅したことを意味している。アメリカは新世界秩

序の中で軍事的な役割を続けていくべきだろうか。ゴットリーブ氏は「国連のような多国間の組織が

強化され、国際平和を保つために権威づけられるだろう。安全保障は多国籍でかつ多面的である必要

がある。現在、多国家間の安全保障は安全保障理事会の5つの常任理事国の手中にある。湾岸戦争は

この5大国が協調し行動できることを示したが、今日のダイナミックな世界の変化を反映するために

はこの常任理事国にドイツと日本が参加すべきだ｡」と提案した。さらに、加盟国は兵力と政策援助

の努力に貢献していく必要があるとした。

グリーソ氏は多極的な世界を支持しつつも、日米間の軍事関係を重要視した。もしアメリカが東ア

ジアから撤退したらその地域は成り立っていかなかっただろう。誰がその真空状態を埋めていただろ

うか。第2次世界大戦時の日本の軍事化のために、日本と他の国々との間には今だに不信感がある。
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大規模な日本の軍事化は望んでいないのだ。また日本も、PKO法案反対運動に見られるように、そ

のような役割をとることを望んではいない。話し合いのなかで、日本側からは軍事力の強化に対する

懸念の声があがった。彼らはこのPKO法案が日本国憲法の第9条改正につながることを恐れていた。

話し合いを通じて、学生達からはさまざまな問題が指摘された。どのように貿易不均衡が日米の二

国間関係に影響を及ぼすのか、アメリカは産業政策の採用を考えるべきではないか。平和の定義とは

何かなどである。講演者によれば日米間の協調が重要であるので、様々な違いを乗り越えていく必要

がある、ということであった。こうした話を受けて学生達は8つのグループに分かれ、より特定的な

テーマで話し合った。

このセミナーをもとに学生有志の発案で、より個人的なレベルでの戦争と平和を考えるセミナーが

設けられた。テーマは広島と長崎であり、社会に与えた影響や第2次大戦中の日本軍のアジア諸国で

の行為について話し合われた。この話し合いによって戦争の悲劇と現実が浮き彫りにされた。

安全保障を考えるとき、そこには脅威を同時に想定している。ある理論は2種類の脅威があること

を説明している。一つは「通常型｣、もうひとつは「非通常型」である。このことを深く考える前に

次のことを考えなければならない。「我々は通常と非通常という境界線をきちんとひくことができる

だろうか｡」私達はグローバルな問題、例えば環境破壊や人口増加、資源の枯渇という一国だけでな

く他国にも影響を与える問題を考えるとき、その暖昧さを否定することはできない。今後10年でこれ

らの問題が国家を悩ませることになる可能性は大きいのである。

また、地球共同体を達成することは可能だろうか。現実的にみて、国益を除くことは困難であるが

先に挙げたような問題を地球的分野で考えていくことは大切である。解決のために私達は3つの概念

を提案するolつは教育である。なぜある状況がおこるのかを理解することは重要なことである。ま

た政治行動と関わる点で、哲学を学ぶことも適切だろうo2つ目は外交である。2つの国家がたとえ

対立していても、コミュニケーションを政府レベルで、あるいは個人レベルで続けることは双方にとっ

て死活的なこととなる。3つ目は「国民国家」や「主権」というような概念と関係している。現在は

国家間の相互依存が深まっている。このことと合わせてなぜいま「国民国家」が求められているのだ

ろうか。

これに加えて国連の再強化を提案したい｡5大国のシステムが適切かどうか検討すべきであろう。

平和への願いは万国共通のようである。このことを心に留めながら、避けられるべき軍事紛争で核兵

器が禁止されるべきである。日本とアメリカは紛争と国益の起源を研究する組織を創立し、協力して

働きかけていくべきである。現実を分析するだけでなく自分自身を見つめ変化を起こそうとすること

は大切であろう。

このセミナーが学生達にとってより「戦争と平和」を深く考えていく契機であることを願う。世界

はめまぐるしく変化し、よりグローバルになってきている。国益も自国だけでなく国境を越え国際的

になっている。このような中で私達は自分たちの責任を考えつつ、平和と安定を守っていく必要があ

る。以下は私達の考えであり、提言である。

・他国に影響を与える権利は存在するが、主権の侵害とそうでない場合との境界線はあいまいであ
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る。そのため、何が正しいのか判断することは難しい。

．「非通常」の脅威はそれが新しいものでも歴史的に存在していた。問題は「国民国家」や「主権」

についてこの重要な時代に再検討できるかどうか、ということである。私達は国民国家システム

が永久のものではなく、現代に特徴的であることに気が付くべきである。

･平和な世界を創るために多くのことをしなければならない。戦争の不在が平和には必要である。

軍事的行動から人類を守り、物理的な力の行使を止めさせ、平和な社会を創るべきである。

ボランティアセミナー

ポラソティアセミナーは第43回日米学生会議に由来する。温かく親切なもてなしを日本各地の地域

社会から受けたのに対し、自分たちは何も返すものがかなったという思いからSapporoAgr"mem

（第44回会議開催のための協約）では、ポラソティアの考え方とそれを日頃の生活に受け入れるきっ

かけを作ると同時に、日米学生会議を受け入れて下さる地域社会への小さな恩返しという目的でポラ

ソティアセミナーがプログラムにもり込まれた。ポラソティア活動は多くの参加者にとって初めての

体験であり、反応は様々だったが多くは肯定的なものだった。ポラソティアの定義自体も個人によっ

て異なった。ある参加者は「ボランティアリズムとは他者の生活や生活様式、生活環境をより良くす

る手助けをするために時間を使うこと」だとしている。それぞれ少しずつ異なった定義であったが、

他者を助け、自分自身よりも他人のためであるということでは同じであった。

ポラソティアセミナーの一つの目的は、参加者に他人のために何かをしたときの達成感を味わって

もらい、それぞれが自分の大学、場所へ戻った時にポラソティアを生活の一部にするステップにする

ことであった。

第44回日米学生会議では開催地3か所で様々なボランティア活動をした。多くの参加者は、自分が

現在地域社会にしている以上のことをできるのだということを発見した。ポラソティアリズムのゴー

ルは地球レベルであるが、現実的に言って、各個人はローカルなレベルでしか活動できない。「どう

やって地域のレベルでポラソティアができるか、そしてその努力を自分たちの責任と結び付けること

ができるか」という問いが私たちの心に浮かんだ。

自分が強く関心を持っていることをやっていくのが大切である。ボラソティアの報酬は喜びであり、

金銭的なものではないとある者は気付いた。しかし、ポラソティアには時間が必要である。学生とし

て、大学構内やその近くでポラソティ了を行なうことが一つのコソセソサスであった。学内のボラン

ティア活動に参加するのが手っ取り早い方法である。教育上の配慮、例えば卒業までの必修としてそ

の様な活動を取り入れるのが良いとする意見もあった。結局、自分の身近な所での活動が良いと思わ

れる。重要なことはその活動に自分自身が興味があるということである。

会議では机上の空論をするだけではなかった。私たちは地域社会に貢献するために地域社会ででき

ることを求めて実際に町へ出た。小グループに分かれて、実体験ボランティアリズムを考えた。「ホー

ムレス」「障害者」「老人」「子供」「地域社会の要請」の5つの分野に重点を置いた。

ワシントンDCでは、2グループが食料配給施設を手伝い、心の病を患う人々の施設を訪れたグルー
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フ.、老人ホームを訪れ日本文化を紹介したグループ、そして低所得者居住地域の掃除やペンキ塗りを

行い、そこに住む子供達に自分たちの住む町を改善する方法の例となったグループもあった。

テネシー州ナッシュビルでも似たような活動を行なったが、いろいろな活動を経験するためそれぞ

れ前回とは違った活動を行なった。ホームレスに緊急の食料を配るだけでなく、長い目で見て彼らを

助けていこうとするう°ログラムに感動したグループ、地域の子供達に日本文化を紹介したグループ、

障害を持つ子供達の施設の遊び場修理を手伝ったグループ、老人ホームを訪れたグループ、虐待の犠

牲になった人への募金を集めるために開かれるバザーのセッティソグを手伝ったグループとそれぞれ

であった。 、

コロラドスプリソグスでは、環境フォーラムを兼ねて、80人が2グループに分かれて国立公園の整

備をし、達成感とチームワークを得ることができた。

このような様々な活動で人々へ貢献しながら、私たちは地域社会そのものについて多くを学んだ。

こうして私たち第44回日米学生会議は真に「ExploringOurR=ponsibiliti"totlEGIobalComm

unity」であったと言えよう。

以下が、私たちの提案、コメントである。

･私にとってボランティアは短時間で終りのものでなく、地域奉仕の一つの在り方である。

･学生として、興味を持った様々な事柄を試し、最も情熱を持ってできることをやるべきである。

･私たちの力はその若さとエネルギー、理想主義と融通のきく生活の中にあるので、地域レベルでボ

ランティアすることによって地域社会へも貢献できるはずである。

･私にとって、ボランティアとは社会の貧しくて十分な援助を受けれない分野へ自分の時間と持って

いるものを捧げることである。

･それぞれ何を選んだとしても、皆がそれを継続的にやっていくことを望む。

･ボラソティアとは、他者を手助けするために自分が心の底から情熱を感じること、自分が気に掛け、

興味を持ったことに従事することである。

貿易シンポジウム

日本とアメリカ合衆国は相互に利益をもたらす状態を作るために、異なる法規と商習慣について調

和を計るべきだ。以下に示す問題については有効な協議を通じて解決されるべきである。これらの協

議は

a検査・技術的基準

b・競争の監視（すなわち独占禁止）

c,環境基準

d･経営慣行

などの改善に関しての履行と同様に、類似する法規と基準についての妥協を含むものとなるであろう。

国際的な調和への障害を取り除くために、私達は以下の様な国内問題を解決しなければならない。
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アメリカ合衆国は過剰消費、企業の短期間での利潤追求を求める姿勢、そして連邦政府の過剰な財政

赤字に対処しなければならない。同様に日本はカルテルの実施や非競争的慣行、働きすぎ社員に見ら

れる様な労働慣行や、輸出重視経済が輸入品の国内需要をまひさせていること、等に目を向けなけれ

ばならない。

私達は、地域経済ブロックの形成の可能性も視野に含め、GATI､での成功を確実にすることにより、

世界的自由市場経済を整えるべきである。それらの経済ブロックは、例えば北米自由貿易圏、EC、

東アジア経済地域などを含むのである。

ジェンダー

ジェソダーナイトでは、まず8人の参加者により、以下のようなプレゼソテーショソが行われた。

△人工中絶に関して、米国では賛成・反対の意見があるが、それらは社会的背景や経験に深く根ざし

ている。反対派が中絶は胎児の権剰を侵害するものであると主張している一方、賛成派は中絶の禁

止は女性の権利を侵害するものであると主張している。しかしながら、日本においては歴史的・宗

教的違いにより、人工中絶は一般的に受け入れられている。例えば、仏教は一応反対の立場を取っ

ているものの、米国の宗教団体のような政治的影響力をもっていない。

△レイプについては、米国の大学構内におけるレイプに対する論議が高まっている。ある統計による

と、女子学生の6人に1人は在学中にレイプあるいは未遂の経験をする。米国ではデートレイプ、

知人によるレイプ、夫婦間のレイプ、見知らぬ人のように分類して論じられるのに対して、日本で

はそのような区別はなされておらず、議論自体が公の場ではあまりなされていない。

△同棲については、カツプルごとに様々な意見があり、結婚、ライフ・スタイルなどに対する伝統的

な考え方の違いにより、日本と米国では大きく異なる。日本においては結婚は当人同士だけでなく

2つの家を結びつけることを意味するが、同棲では、それが不可能となる。米国では同棲は結婚の

準伽段階とみなされている。同棲を不道徳とする見方もあるが、大多数の米国人はそれを容認して

いる。

△また、日米両社会における男女の役割の変化についても論じられた。米国では男女の典型的な役割

は変化しつつあり、政治的な論争となっている。日本でも同様に変化しているが、それは主に若い

世代の問でのことである。

米国での男性問題は、男性の再定義、男性間のコミュニケーショソの見直し、男性の役割の見直し

などが中心である。ここ数年メソズ・サポート・グループが大きな注目をあびている。日本では男

性は強く感情を表さないといったステレオ・タイプを打ち破ること、労働時間を減らして、家族と

すごし家事をする時間を増やすことが中心である。

日本では家事は女性の仕事と見なされている。若い世代はこの点についてより柔軟になってきてい

るとはいえ、ほとんどの家事はいまだに女性によってなされている。結婚後も仕事を続けようとす

る女性の大半は、夫にも家事を共有してほしいと思っている。これはアメリカでも同様である。

日米両国において、女性が社会経済の中で大きな役割を占めつつある中、性的差別やセクシュアル．
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ハラスメソトはますます注目を集めている。女性の社会進出により、経営や交渉に違った視点がも

たらされるであろうし、そのことは相互依存の高まる社会にポジティブに貢献していくであろう。

プレゼソテーショソ後、1対1の日米のペアでのディスカッションが2回と、小グループディスカッ

ションが行われた。ジェソダーについてのアンケートに対する回答によると、うまくいっている男女

とは、彼らのしたいことをし、人生を楽しみ、幸せであると多くが感じていた。パートナー同士が尊

敬しあい愛し合い信じ合える場合にその関係はうまくいく。お互いにとって有益なパートナーである

ために働くことは、お互いを高めるといえる。

日米の間では、伝統的男女の役割についての感じ方が違っていたが、男女関係における問題を考え

ていく際には、もっと様々な点で、コミュニケーションの改善が可能だと参加者は感じていた。家庭

内、社会での男女の役割を再評価しようという意見や、ステレオタイプをなくすために、差別につい

ての教育や、社会の注目を高めようという意見が聞かれた。特にある日本側参加者は、組織的な人事

部の中で働くことによって、また性別役割分業の現状改善、企業社会での役割交換を望む共働きの人

たちをサポートすることによって、不公平雇用の実状に挑みたいということを言っていた。アメリカ

側では、人種主義者に対するより厳しい処分、中絶についての自由な選択、そしてジェソダーによる

差別を解決するために家庭内でジェンダーの役割について教育するなどの意見があがっていた。

以下にあげるのが参加者からのその他の提案である。

・日米それぞれのジェソダーの関係というのは文化的に束縛されているものだ。

家庭で子どもを育てたい女性に反対はしない。男性が子育てを終えた女性に機会を与えないこ
とには反対だ。

・組織の役職と政治にもっと女性を増やしたい。

男女が一諸になって働く機会があるようにしたい。

もっとお互いの言葉に耳を傾けたら良い思う。

・原因の多くは文化にあると思う。社会構造を変えなければ、ジェソダーによる差別は続くだろ

う。性差ではなく個人の能力・長所に価値をおく必要がある。

・女性は、男性との関係のプライベートなところから、みずからの状況を伝えて、それをメディ

アを通して公の意見にもっていくようにすべきだ。男性も、女性の問題ではなく自身の問題だ

と気付かなければならない。

結 び

この共同声明は、第44回学生会議の中で昼夜を問わず繰りひろげられた議論のごく一部を、会議及

び学生の意見に関心を持たれる全ての方に向けて発表するものです。

「相互理解、友情と信頼を通しての平和の増進」という学生会議創設時からの理念のもと、参加者

として私達は「地球共同体への一歩一今果たすべき私たちの役割」というテーマに立ち向かいまし

た。声明に読みとれるように、いずれの議題についても全参加者があらゆる点で合意するということ
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はありえませんでした。私達がここで目指したものは、それぞれの国の代表者として議論することで

も、合意を求めることでもなく、それぞれの問題について各人が自らに問いかけ、会議終了後もその

姿勢を保ち、あるいは次に向けて何らかの行動を起こすということだったのです。

さらに共同声明原文（英文）の結びには、「この声明は私達が学生をして国際外交の参加者であり、

活動的なオブザーバーであることを認識させるものである。さらには世界の将来を導く責任のある者

となることを心に刻む｡」とあります。各人の体験に加えこの声明によって私達の今後の思索と行動

はより活性化することでしょう。

＊要約（共同声明の原文は英語） 宇能、比企野慶子、遠藤

聡、野田 雄輔

繁:長野

増子
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第44回日米学生会議：主催、後援、賛助団体

主 催 財団法人国際教育振興会

後 援 外務省

国際教育交換協議会(C正E)

日米文化セソター

賛助財団

財団法人石橋財団

財団法人神戸日米協会

財団法人国際コミュニケーショソ基金

社団法人日本医師会

社団法人日本歯科医師会

社団法人日本自動車工業会

社団法人日本証券業協会

財団法人庭野平和財団

財団法人三菱銀行国際財団

財団法人吉田国際教育基金

社団法人証券投資信託協会

社団法人信託協会

社団法人生命保険協会

財団法人日商岩井国際交流財団

賛助企業および賛助者

旭 硝 子 株 式 会 社

株式会社あさひ銀行

アサヒビール株式会社

味 の 素 株 式 会 社

アメリカソエキスフ。レス

株 式 会 社 伊 勢 丹

伊藤忠商事株式会社

株式会社イトーヨーカ堂

エ － ザ イ 株 式 会 社

エッ ソ石 油 株 式 会 社

大 阪 ガ ス 株 式 会 社

株 式 会 社 大 林 組

オ ム ロ ソ 株 式 会 社

鹿 島 建 設 株 式 会 社

キリンビール株式会社

株式会社神戸製鋼所

国 際 証 券 株 式 会 社

株式会社さくら銀行

三 洋 証 券 株 式 会 社

三 洋 電 機 株 式 会 社

株 式 会 社 三 和 銀 行

株式会社島津製作所

新日本製鉄株式会社

住友海上火災保険株式会社

株 式 会 社 住 友 銀 行

住友金属工業株式会社

住 友 建 設 株 式 会 社

住 友 商 事 株 式 会 社

住友信託銀行株式会社

住友スリーエム株式会社

住友生命保険相互会社

住友不動産株式会社

株式会社西武百貨店

積水ハ．ウス株式会社

セ コ ム 株 式 会 社

カルテックス･オイル･ジャパン株式会社

鉄 株 式 会

力 株 式 会

マソ株式会

力 株 式 会

保険株式会

油 株 式 会

社
社
社
社
社
社

崎 製

西 竜

ツ コ ー

州 電

栄生命

同 石

川
関
キ
九
協
共
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ゼネラル石油株式会社

ソ ニ ー 株 式 会 社

株式会社第一勧業銀行

第一工業製薬株式会社

第一生命保険相互会社

大正海上火災保険株式会社

大 成 建 設 株 式 会 社

ダイハツエ業株式会社

株 式 会 社 大 丸

株式 会 社 大和銀行

大 和 証 券 株 式 会 社

武田薬品工業株式会社

株式会社竹中工務店

中外製薬株式株式会社

中 部 電 力 株 式 会 社

デュポソジャパソリミテッド

株 式 会 社 電 通

東京海上火災保険株式会社

東京急行電鉄株式会社

株式 会 社 東京銀行

東 京 電 力 株 式 会 社

株 式 会 社 東 芝

東燃石油化学株式会社

東洋信託銀行株式会社

凸 版 印 刷 株 式 会 社

トヨタ自動車株式会社

ニッカウヰスキー株式会社

日 興 証 券 株 式 会 社

日産自動車株式会社

日 商 岩 井 株 式会 社

日本アイビーエム株式会社

勧角 証 券 株式会社

株式会社日本興業銀行

日 本 航 空 株 式 会 社

日本信託銀行株式会社

日本生命保険相互会社

日 本 電 気 株 式 会 社

日 本 郵 船 株 式 会 社

野 村 証 券 株 式 会 社

株式会社長谷工コーポレーション

株式会社阪急百貨店

株式会社日立製作所

ファイザー製薬株式会社

株式会社富士銀行

藤沢薬品工業株式会社

富士ゼロックス株式会社

富 士 通 株 式 会 社

富士写真フィルム株式会社

香港上海銀行株式会社

本田技研工業株式会社

松下電器産業株式会社

マ ツ ダ 株 式 会 社

会 社 松 屋’株 式

丸 紅 株 式 会 社

三井信託銀行株式会社

三 井 物 産 株 式 会 社

三井不動産株式会社

株 式 会社 三 菱銀 行

三菱重工業株式会社

三 菱 商 事 株 式 会 社

三 菱 地 所 株 式 会 社

三菱自動車工業株式会社

宮 澤 喜

明治生命保険相互会社

安田火災海上保険株式会社

安田信託銀行株式会社

安田生命保険相互会社

山 一 証 券 株 式 会 社

山 種 証 券 株 式 会 社

雪 印 乳 業 株 式 会 社

株式会社ラインズコーポレーショソ

株式会社ロイヤルホテル
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第45回日米学生会議のお知らせ

第45回日米学生会議は1993年7月26日から8月22日まで4週間にわたり、東京・福岡・関西で行わ

れる予定です。

日米学生会議は1934年、太平洋戦争の危機を感じた学生たちによる日米両国の平和への貢献という

理念をもとに創設されました。以来半世紀以上を経た今、単なる二国間の相互理解を越えて、世界の

調和と共生のために私たちがいかに行動していくべきかについても理解を深めて行きたいと思ってい

ます。学生として自分たちなりの解答法を模索していこうと、第45回の総合テーマは、alaringOur

VisionsandWorkingforHarmonyintlEGlobalCommunity〃地球共同体への展望と実践～私

たちのめざす調和、そして共生～としました。

会議はこの総合テーマの下、10の分科会はじめ多くのプログラムから成ります。日米80名の参加者

が、寝食を共にする約1ケ月間の会議の中では、文化、生活習慣、価値観など様々な違いを経験する

ことになります。これらの違いをお互い認めることが相互理解の第一歩となり、さらに学生という立

場から素直な意見を交換することにより理解が深められることでしょう。

なお、分科会、フォーラム、ワークショップ、シソポジウムは以下のものを予定しています。

分 科 会：芸術と社会、法と政治、哲学と人生、現代のマスメディア、ビジネス、健康と社

会、食糧と生活、今日の教育、科学技術の功罪一世界情勢への衝撃、経済開発

フォーラム：戦争と平和、被差別少数者問題、環境

シソポジウム：貿易、新国際秩序

ワークショップ：コミュニケーショソ、ジェソダー

以上の他に会議という枠を越えて社会へ知識と体験を求める為の実地研修や、日本の地域社会を知

り、参加者同士の交流を深める為のホームステイやボラソティア・ワーク、会議を通して得た理解を

社会に向けて発表する共同声明などを企画しています。

第45回日米学生会議を共につくって下さる方々のご参加をお待ちしています。

第45回日米学生会議実行委員

日本側実行委員長 平 竹 雅 人

騨
第45回日米学生会議実行委員会
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編集後記

第44回日米学生会議日本側報告書ができあがりました。編集作業が遅れ、関係者の皆様

には大変ご迷惑をおかけ致しました。今回は「会議に参加しなつかった方々にも疑似体験

して頂けるような報告書」をテーマに編集しましたが、そのためには従来の報告書を再検

討し、渡米前から構成のアイディアを出し合ったりすることが必要でした。

新しい試みに関しては、全く白紙の状態から始めなければならず、暗中模索でした。原

稿も思うように集まらず、編集は停滞を余儀なくされました。しかし、この原稿の遅れに

ついては、怠惰もあるでしょうが1つに「伝えたいことを上手く言葉に出せない」という

ことがあったようです。夏の経験から何を伝えてよいか考えさせてしまう。会議にはこん

な側面もあるようです。

しかし、編集に携わる中でもいろんな出会いがあり、発見がありました。特にこの報告

書の作成にあたっては、レイアウト、字体、紙質といったことにまで及ぶ私たちの要望に

対して、最大限実現するようにはからい、協力して下さった、くにたち工房の大野一男氏

には感謝の気持ちでいっぱいです。

この報告書を会議に参加した全ての皆さん、昔学生だった頃何かに情熱を傾けて成し遂

げた充実感を味わった方々、これから日米関係を自分のこととして考えようとしている方々、

すべてに贈りたいと思います。そして会議実現に向けて様々な形で支えて下さった、主催

の財団法人国際教育振興会の方々や賛助して下さった財団や企業の方々にもこの場を借り

て御礼申し上げます。

会議を創った一人の学生として、私は言葉では言い表せないほどのことを多く学びまし

た。この経験を大切にしながら、いつしか学生であった頃を懐かしむようになった時、そっ

とこの報告書を開き様々な思い出に身を委ねる蕪沢を味わおうと思います。

遠藤 繁

第44回 日 米 学 生 会 議
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